
静
岡
県
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗

ー
御
前
崎
市
・
伊
東
市
に
お
け
る
一
五
・
六
年
前
の
調
査
を
ふ
ま
え
て
|

藤

井

弘

章

は
じ
め
に

静岡県のウミガメの民俗

筆
者
は
平
成
九
年
(
一
九
九
七
)
ご
ろ
か
ら
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗
に
つ
い
て
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
現
在
に
至
る
ま
で
全
国
的

に
調
査
を
継
続
し
て
き
た
。
そ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
が
、
民
俗
学
者
・
野
本
寛
一
氏
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗
に
閲
す
る
論
考
で
あ
っ

た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
野
本
氏
は
出
身
地
で
あ
る
静
岡
県
に
お
い
て
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
生
態
と
民
俗
の
か
か
わ
り
を
取
り
上
げ
て
分
析

し
て
い
る
。
筆
者
は
大
学
院
の
修
士
論
文
に
お
い
て
、
「
龍
燈
伝
説
」
と
い
う
海
辺
の
聖
地
や
信
仰
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
。
博
士
課

程
に
お
い
て
は
、
よ
り
具
体
的
な
民
俗
を
遇
し
て
、
海
辺
の
信
仰
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
案
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
と
き
、
以
前
に

拝
読
し
て
い
た
野
本
氏
の
論
考
を
思
い
出
し
た
の
で
あ
る
〔
野
本
一
九
九
四
な
ど
〕
。
自
然
環
境
と
民
俗
と
の
か
か
わ
り
を
考
え
る

と
い
う
視
点
は
当
時
の
筆
者
に
と
っ
て
斬
新
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
た
ま
た
ま
訪
れ
た
徳
島
県
日
和
佐
町
(
現
、
美
波
町
)
の
浜
辺

で
、
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
を
見
た
と
き
、
野
本
氏
の
論
考
の
よ
う
に
、
ウ
ミ
ガ
メ
を
通
し
て
日
本
人
の
信
仰
を
考
え
て
み
よ
う
と
思

い
つ
き
、
ウ
ミ
ガ
メ
に
関
す
る
調
査
を
開
始
す
る
と
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と
の
よ
う
に
、
野
本
氏
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
静

岡
県
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗
は
、
筆
者
に
と
っ
て
思
い
出
深
い
事
例
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
後
、
筆
者
も
静
岡
県
に
お
い
て
調
査
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
平
成
一

O
年
(
一
九
九
八
)
に
伊
東
市
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
墓
、
平
成

一
一
年
(
一
九
九
九
)
に
御
前
崎
市
の
カ
メ
塚
と
カ
メ
の
流
木
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
と
と
に
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
カ
メ
と
流
木
に
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つ
い
て
は
全
国
的
に
ま
と
め
る
な
か
で
取
り
上
げ
た
〔
藤
井
一
九
九
九

a〕
。
さ
ら
に
、
平
成
一
三
年
(
三

O
O
一
)
、
一
七
年

(一一

O
O五
)
に
も
浜
松
市
、
沼
津
市
、
焼
津
市
な
ど
で
カ
メ
の
墓
の
調
査
を
行
っ
て
き
た
が
、
静
岡
県
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗
を
体
系

的
に
ま
と
め
る
と
と
は
な
か
っ
た
。
と
の
た
び
、
平
成
二
五
年
(
二

O
二
ニ
)
に
、
御
前
崎
市
、
伊
東
市
を
は
じ
め
と
し
て
、
静
岡
県

に
お
い
て
追
跡
・
補
充
調
査
を
お
と
な
う
と
と
に
よ
り
、
静
岡
県
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗
を
総
合
的
に
ま
と
め
て
お
く
こ
と
に
し
た
。

先
行
研
究

遠
州
地
方
の
カ
メ
塚
な
ど
は
、
昭
和
初
期
か
ら
地
元
で
ま
と
め
ら
れ
た
伝
説
の
本
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
〔
小
山

一
九
四
二
〕
。
し
か
し
、
ウ
ミ
ガ
メ
が
民
俗
学
の
重
要
な
対
象
で
あ
る
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
野
本
寛
一
氏
の
調

査
を
契
機
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
相
良
町
(
現
、
牧
之
原
市
)
出
身
で
、
当
時
、
静
岡
県
立
藤
枝
高
校
の
教
師
そ
し
て
い
た
野
本

氏
は
、
地
元
・
遠
江
や
全
国
各
地
の
民
俗
調
査
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
た
。
野
本
氏
が
と
く
に
注
目
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
人
々

の
暮
ら
し
と
自
然
環
境
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
野
本
氏
は
自
身
の
調
査
の
中
で
、
御
前
崎
町
(
当
時
)
を
は
じ
め
、
ウ

ミ
ガ
メ
の
産
卵
地
で
の
調
査
を
通
じ
て
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
生
態
と
民
俗
の
か
か
わ
り
に
注
目
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
自
著
『
生
態
民
俗
学

序
説
』
で
は
、
序
章
「
人
と
自
然
」
の
な
か
で
「
赤
ウ
ミ
ガ
メ
の
回
避
と
信
仰
」
と
題
し
て
紹
介
し
て
い
る
〔
野
本
一
九
八
七
ー

そ
の
後
、
相
次
い
で
、
共
著
の
『
静
岡
県
・
海
の
民
俗
誌
』
、
自
著
の
『
神
々
の
風
景
』
、
『
共
生
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
』
な
ど
で
も
静
岡

県
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
る
〔
野
本
一
九
八
八
・
一
九
九
0
・
一
九
九
四
〕
。
野
本
氏
は
、
神
が
カ
メ
に
乗
っ

て
海
か
ら
上
陸
し
た
と
い
う
伝
説
や
、
六
津
波
の
際
に
カ
メ
に
助
け
ら
れ
た
子
ど
も
の
伝
説
な
ど
に
注
目
し
、
ま
た
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
産

卵
位
置
と
台
風
の
関
係
の
伝
承
を
採
集
し
て
い
る
。
と
く
に
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
位
置
と
台
風
の
関
係
の
伝
承
を
用
い
て
、
漁
民
に

と
っ
て
ウ
ミ
ガ
メ
は
恩
人
で
あ
り
、
人
と
ウ
ミ
ガ
メ
と
の
共
生
関
係
が
生
き
て
い
る
と
主
張
す
る
。
こ
の
よ
う
な
民
俗
知
識
と
伝
説
を

合
わ
せ
て
考
え
る
と
と
で
、
日
本
人
が
強
く
抱
い
て
い
る
常
世
信
伸
は
観
念
的
な
も
の
で
は
な
く
、
毎
年
、
一
定
の
時
期
に
人
々
の
前
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に
姿
を
現
す
ウ
ミ
ガ
メ
の
よ
う
な
生
き
物
か
ら
着
想
さ
れ
る
・
も
の
で
あ
り
、
常
世
信
仰
の
基
層
的
実
感
を
抱
か
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い

る
と
指
摘
す
る
〔
野
本
一
九
八
八
・
一
九
九
四
〕
。

野
本
氏
は
、
昭
和
六
O
年
(
一
九
八
五
)
に
発
足
し
た
静
岡
県
史
編
さ
ん
事
業
に
も
か
か
わ
る
と
と
に
な
っ
た
。
民
俗
部
会
長
は
宗

教
民
俗
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
宮
田
登
で
あ
り
、
と
の
ほ
か
、
伊
豆
半
島
の
イ
ル
カ
漁
な
ど
に
関
心
を
寄
せ
る
中
村
洋
一
郎
氏

〔
中
村
一
九
八
八
〕
、
オ
オ
カ
ミ
な
ど
山
の
動
物
の
民
俗
に
関
心
を
寄
せ
る
石
川
純
一
郎
氏
〔
石
川
一
九
八
七
〕
な
ど
も
参
加
し
て

い
た
。
最
近
、
野
本
氏
に
直
接
う
か
が
っ
た
と
と
ろ
に
よ
る
と
、
ウ
ミ
ガ
メ
な
ど
の
環
境
の
民
俗
に
対
す
る
関
心
は
、
当
時
の
県
史
編

さ
ん
室
全
体
で
共
有
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

静
岡
県
史
の
民
俗
部
会
で
は
、
県
史
の
民
俗
編
を
執
筆
す
る
た
め
、
特
色
を
有
す
る
集
落
二

O
か
所
を
選
定
し
、
総
合
調
査
を
実
施

し
て
成
果
在
民
俗
誌
と
し
て
刊
行
し
て
い
る
。
と
の
う
ち
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
報
告
が
見
ら
れ
る
の
は
、
御
前
崎
市
の

『下
岬
の
民
俗
』
〔
静

岡
県
教
育
委
員
会
文
化
課
県
史
編
さ
ん
室
一
九
九
O
〕
、
焼
津
市
の
『
石
津
の
民
俗
』
〔
静
岡
県
教
育
委
員
会
文
化
課
県
史
編
さ
ん
窒

一
九
九
一
三
の
み
で
あ
る
。
と
く
に
、
『
下
岬
の
民
俗
』
で
は
、
野
本
氏
で
は
な
く
、
調
査
委
員
や
特
別
調
査
委
員
に
よ
っ
て
、
ウ

ミ
ガ
メ
の
保
護
、
カ
メ
塚
、
カ
メ
ノ
マ
ク
ラ
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
県
史
の
民
俗
部
会
と
し
て
は
、
こ
の
ほ
か
、
伊
豆
で
は

伊
東
市
富
戸
、
西
伊
豆
町
沢
固
な
ど
の
沿
岸
集
落
も
調
査
さ
れ
て
い
る
が
、
ウ
ミ
ガ
メ
に
閲
す
る
報
告
は
見
ら
れ
な
い
。

そ
の
後
、
県
史
民
俗
編
は
遠
江
、
駿
河
、
伊
豆
と
い
う
旧
国
の
単
位
で
ま
と
め
ら
れ
た
。
伊
豆
の
民
俗
を
ま
と
め
た
『
静
岡
県
史

資
料
編
二
三
一
民
俗
一
』
で
は
、
第
一
編
「
人
と
環
境
」
の
第
二
章
「
自
然
と
の
対
話
」
に
「
ウ
ミ
ガ
メ
と
台
風
」
と
い
う
項
目
が

立
て
ら
れ
て
い
る
〔
静
岡
県
一
九
八
九
〕
。
と
の
部
分
は
野
本
氏
の
執
筆
で
あ
る
。
乙
と
で
は
、
伊
豆
半
島
の
ウ
ミ
ガ
メ
産
卵
地
で

の
聞
き
取
り
結
果
が
記
述
さ
れ
て
お
り
、
産
卵
の
位
置
で
台
風
を
予
測
す
る
、
産
卵
に
来
た
ウ
ミ
ガ
メ
に
酒
を
飲
ま
せ
て
帰
す
、
死
ん

だ
ウ
ミ
ガ
メ
を
担
っ
た
「
亀
塚
」
、
な
ど
の
事
例
が
書
か
れ
て
い
る
。
口
絵
写
真
に
は
八
木
洋
行
氏
撮
影
に
よ
る
松
崎
町
の
カ
メ
塚
の

写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
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遠
江
の
民
俗
を
ま
と
め
た
『
静
岡
県
史
資
料
編
一
一
五
三
』
に
は
、
第
一
編
「
人
と
環
境
」
の
第
二
章
「
自
然
と
の
対

話
」
第
一
節
「
動
物
と
の
交
涜
」
に
「
亀
」
と
い
う
項
目
が
立
て
ら
れ
て
い
る
〔
静
岡
県
一
九
九
二
。
こ
の
部
分
は
野
本
氏
の
執

筆
で
あ
る
。
こ
と
で
は
、
御
前
崎
町
に
お
け
る
産
卵
、
神
社
の
縁
起
、
「
亀
塚
」
、
カ
メ
と
流
木
、
浅
羽
町
の
「
亀
の
松
」
、
福
田
町
・

浜
松
市
の
「
亀
壕
」
、
産
卵
場
所
に
よ
る
台
風
の
予
測
、
な
ど
の
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
五
編
「
人
と
超
自
然
」
第
二

章
「
海
と
山
と
里
の
信
仰
」
二
「
漁
業
信
仰
」
に
「
ウ
ミ
ガ
メ
を
担
る
」
、
「
鰹
識
と
カ
メ
ノ
マ
ク
ラ
」
と
い
う
項
目
が
立
て
ら
れ
て
い

る
。
と
の
部
分
は
、
石
川
純
一
郎
氏
の
執
筆
で
あ
る
。
と
と
で
は
、
福
田
町
や
御
前
崎
町
の
カ
メ
塚
、
御
前
崎
の
カ
メ
ノ
マ
ク
ラ
に
つ

い
て
、
聞
き
取
り
を
も
と
に
し
た
よ
り
詳
し
い
内
容
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

と
の
ほ
か
、
『
静
岡
県
史
別
編
一
民
俗
文
化
史
』
に
は
、
第
三
編
「
民
俗
の
近
代
」
第
一
章
寸
地
域
の
開
発
と
民
俗
」
の
「
海

浜
環
境
と
民
俗
」
で
松
崎
町
岩
地
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
再
び
岩
地
の
「
亀
塚
」
の
と
と
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
〔
静
岡
県
一
九
九
五
ー

と
の
部
分
は
、
野
本
氏
の
執
筆
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、

『静
岡
県
史
資
料
編
二
四
民
俗
二
』
で
接
河
の
ウ
ミ
ガ
メ
に
つ
い
て

は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
〔
静
岡
県
一
九
九
三
〕
。

そ
の
後
、
宮
田
登
は
、
静
岡
県
史
の
メ
ン
バ
ー
が
調
査
し
て
く
る
成
果
を
背
景
に
、
「
黒
潮
と
民
俗
信
仰
」
と
題
す
る
論
考
を
書
い

て
い
る
〔
宮
田
一
九
九
二
。
乙
れ
は
、
宮
田
自
身
も
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
柳
田
国
男
が
提
唱
し
た
寄
り
物
や
海
洋
生
物
に
閲
す

る
視
点
に
影
響
を
受
け
て
い
る
。
柳
困
が
海
の
民
俗
へ
の
問
題
意
識
を
喚
起
し
た
あ
と
、
こ
の
分
野
で
の
研
究
は
一
部
の
研
究
者
が
お

と
な
っ
て
き
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
宮
田
は
信
仰
の
面
か
ら
、
と
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
「
黒
潮
と
民
俗
信
仰
」
の
な
か
で
、
宮

聞
は
「
海
亀
と
疏
木
の
民
俗
」
と
い
う
項
目
を
立
て
、
石
川
純
一
郎
氏
が
撮
影
し
た
御
前
崎
市
や
磐
田
市
の
カ
メ
塚
の
写
真
を
掲
載
し

て
い
る
。
宮
田
は
、
県
史
の
記
述
を
も
と
に
し
な
が
ら
、
列
島
の
寄
り
物
信
仰
の
な
か
で
、
静
岡
県
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗
を
位
置
づ
け

て
紹
介
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
野
本
氏
や
静
岡
県
史
編
さ
ん
窒
で
は
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗
を
相
次
い
で
取
り
上
げ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
取
り
上

民
俗
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げ
ら
れ
た
の
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗
知
識
、
伝
説
、
信
仰
に
閲
す
る
民
俗
が
中
心
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
な
か
、
歴
史
学
者
の
川
崎

文
昭
氏
は
ウ
ミ
ガ
メ
の
捕
獲
禁
止
に
関
す
る
江
戸
時
代
の
文
書
を
紹
介
し
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗
に
つ
い
て
の
再
考
の
必
要
を
主
張
し
て

い
る
〔
川
崎
一
九
九
九
〕
。
川
崎
氏
は
、
「
へ
ひ
と
の
海
亀
へ
の
特
別
な
対
応
は
、
単
に
古
く
か
ら
の
海
亀
観
、
海
亀
が
常
世
の
国
と

人
間
界
を
往
来
す
る
動
物
で
あ
り
、
異
郷
か
ら
人
間
界
か
に
幸
を
も
た
ら
す
と
す
る
観
念
に
よ
っ
て
の
み
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
」
と

し
、
「
人
び
と
の
海
亀
へ
の
対
応
は
生
類
憐
み
令
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
、
同
法
令
廃
止
後
も
再
び
規
制
強
化
が
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
入

れ
る
と
と
に
よ
っ
て
捕
獲
、
殺
生
禁
止
と
い
う
特
別
な
対
応
を
し
て
き
た
と
い
え
る
」
と
指
摘
す
る
。
と
の
文
書
は
、
き
わ
め
て
重
要

な
発
見
で
あ
り
、
川
崎
氏
の
指
摘
も
踏
ま
え
て
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗
を
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
。
川
崎
氏
が
紹
介
し
た
古
文
書
に
つ
い
て

は
、
二
章
で
取
り
上
げ
る
と
と
に
な
る
。

最
近
で
は
、
東
海
大
学
の
田
口
理
恵
氏
が
中
心
に
な
り
、
魚
類
供
養
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
す
る
た
め
の
全
国
調
査
を
実
施
し
、

静
岡
県
の
ウ
ミ
ガ
メ
供
養
塔
の
事
例
も
取
り
入
れ
た
一
覧
表
を
ま
と
め
て
い
る
〔
田
口
二

O
一
二
。
と
の
と
き
、
回
口
氏
の
学
生

で
あ
っ
た
高
野
梨
央
氏
が
、
御
前
崎
市
の
保
護
活
動
や
カ
メ
塚
を
現
地
調
査
し
、
筆
者
の
論
考
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
静
岡
県
の
ウ
ミ

〔

2〉

ガ
メ
の
文
化
に
つ
い
て
卒
業
論
文
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
〔
高
野
二

O
一
O
〕
。
田
口
氏
は
、
そ
の
成
果
も
盛
り
込
ん
で
、
御
前
崎

の
カ
メ
塚
に
つ
い
て
現
代
的
な
視
点
を
入
れ
て
、
「
御
前
崎
に
お
け
る
ウ
ミ
ガ
メ
と
原
発
し
と
題
す
る
文
書
を
書
い
て
い
る
〔
回
口

二
O
二
己
。
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遠
江
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗

-
御
前
崎
市
の
概
要
と
遠
州
灘
の
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
活
動

静
岡
県
の
遠
州
灘
は
日
本
で
も
有
数
の
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
地
と
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
産
卵
が
多
い
の
は
御
前
崎
海
岸
で
あ

る
。
と
れ
は
、
産
卵
に
適
し
た
砂
浜
が
あ
る
と
と
、
沖
合
に
繁
殖
に
好
都
合
な
御
前
暗
礁
が
あ
る
と
と
、
黒
潮
が
沖
合
を
流
れ
て
い
る



御前崎海岸のアカウミガメ産卵地域(御前崎市教育委員会提供)

と
と
、
な
ど
の
理
由
が
背
景
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
〔
御
前

崎
町
教
育
委
員
会
一
九
八
三
〕
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
遠
州

灘
沿
岸
で
暮
ら
す
人
々
に
と
っ
て
は
古
く
か
ら
ウ
ミ
ガ
メ
が

産
卵
す
る
と
と
は
知
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
な
か
で
も
、
産
卵

を
観
察
・
保
護
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
出
て
き
た
の
は
、
と

く
に
産
卵
が
多
い
旧
御
前
崎
町
で
あ
っ
た
。
今
後
の
説
明
に

こ
こ
で
、
御
前
崎
市
の
概
要
に
つ

大
き
く
か
か
わ
る
の
で
、

地図 1

い
て
簡
単
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

御
前
崎
市
は
、
西
か
ら
続
い
て
く
る
遠
州
灘
の
東
端
で
あ

り
、
駿
河
湾
の
西
端
に
位
置
す
る
。
遠
州
離
と
駿
河
湾
を
隔

て
る
御
前
崎
の
岬
は
静
岡
県
の
最
南
端
で
あ
る
。
岬
の
突
端

し
ろ
わ

地
域
に
旧
御
前
崎
村
、
そ
の
西
側
に
旧
白
羽
村
が
あ
っ
た
が
、

昭
和
一
二

O
年
(
一
九
五
五
)
に
合
併
し
て
旧
御
前
崎
町
が
誕

生
し
た
。
そ
の
後
も
、
旧
御
前
崎
村
は
御
前
崎
地
区
と
呼
ば

う

え

み

吉

き

し

た

み

吉

舎

め

い

わ

0
8吉
わ

れ
、
上
岬
、
下
岬
、
大
山
、
西
側
、
女
岩
、
広
沢
の
六
集

す
す
き

落
か
ら
な
っ
て
い
る
。
旧
白
羽
村
は
白
羽
地
区
と
し
て
、
薄

膜
、
中
原
、
臥
持
、
白
浜
、
航
桝
L
r
、
駅
併
の
六
集
落
か
ら

な
っ
て
い
る
。
御
前
崎
地
区
は
漁
業
、
白
羽
地
区
は
農
業
が

盛
ん
で
あ
る
。
御
前
崎
の
漁
業
は
江
戸
時
代
か
ら
カ
ツ
オ
漁
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が
お
と
な
わ
れ
、
明
治
時
代
以
降
は
漁
船
を
大
型
化
し
て
、
次
第
に
遠
洋
に
漁
場
を
求
め
て
出
漁
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
御
前
崎
地
区

で
も
、
駿
・
洞
い
湾
に
面
し
た
下
岬
、
大
山
、
西
側
、
女
岩
は
漁
民
が
多
く
住
み
、
人
家
が
密
集
す
る
集
落
を
形
成
し
て
い
た
。
上
岬
は
灯

台
付
近
の
台
地
に
位
置
し
て
お
り
、
漁
業
従
事
者
も
い
る
が
、
農
業
も
盛
ん
で
あ
る
。
旧
御
前
崎
町
は
、
平
成
一
六
年
(
二

O
O四
)

に
、
さ
ら
に
西
隣
の
旧
浜
岡
町
と
合
併
し
、
御
前
崎
市
と
な
っ
た
。
旧
御
前
崎
町
は
漁
業
の
町
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、
昭
和
四
0

年
代
を
ピ

1
ク
に
漁
獲
高
が
減
少
し
、
漁
船
や
漁
業
従
事
者
の
数
も
減
掛
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
一
方
、
旧
浜
岡
町
に
は
中
部
電
力

浜
岡
原
子
力
発
電
所
が
建
設
さ
れ
た
。
昭
和
四
六
年
(
一
九
七
一
)
か
ら
玉
事
が
開
始
さ
れ
、
昭
和
五
一
年
(
一
九
七
六
)
に
運
転
が

開
始
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
御
前
崎
市
全
体
の
生
業
は
、
漁
業
よ
り
も
原
発
と
農
業
、
さ
ら
に
周
辺
地
域
の
会
社
へ
の
通
勤
な
E
に
比

重
が
移
っ
て
き
て
い
る
。

御
前
崎
市
域
で
は
、
古
く
か
ら
ア

カ
ウ
ミ
ガ
メ
が
産
卵
し
て
い
た
が
、

保
護
の
動
き
が
起
と
っ
て
き
た
の
は

近
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
昭
和

二
九
年
(
一
九
五
四
)
に
刊
行
さ
れ

た
『
御
前
崎
村
誌
』
に
は
、
駒
形
神

社
の
伝
説
と
し
て
カ
メ
の
と
と
が
触

れ
ら
れ
て
い
る
の
み
で
、
海
岸
や
砂

浜
の
説
明
は
あ
る
も
の
の
、
ウ
ミ
ガ

メ
の
産
卵
に
つ
い
て
は
記
述
が
な
い

〔
大
沢
一
九
五
四
〕
。
た
だ
し
、
現

静岡県のウミガメの民俗

御前崎地区女岩・西側付近 (2013年8月

撮影〉

写真1

御前晴地区下岬の畑 (2013年3月撮影)

147 -

写真2



写真3 御前崎海岸(駿河湾慣r[)(2013年3月撮影)

在
、
御
前
崎
周
辺
で
よ
く
目
に
す
る

「
亀
ま
ん
じ
ゅ
う
」
は
、
か
め
や
(
旧

写真4 広沢の海岸 (2013年3月撮影)

浜
岡
町
)
の
初
代
居
主
が
昭
和
二
四

年
(
一
九
四
九
)
の
正
月
に
、
正
月

飾
り
と
し
て
カ
メ
形
の
ま
ん
じ
ゅ
う

を
作
っ
た
の
が
最
初
で
あ
っ
た
と
い

(
3〉う

(
写
真
6
)
。
こ
の
よ
う
に
、
ウ
ミ

ガ
メ
は
現
在
の
よ
う
に
御
前
崎
観
光

の
閏
玉
に
な
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
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か
っ
た
が
、
人
々
に
と
っ
て
な
じ
み

ぶ
か
い
生
き
物
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る。

旧
御
前
崎
町
で
の
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
活
動
が
開
始
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
御
前
崎
市
教
育
委
員
会
に
も
記
録
が
な
く
は
っ
き
り
し

た
と
と
は
分
ら
な
い
。
教
育
委
員
会
に
伝
わ
っ
て
い
る
と
と
な
ど
か
ら
判
断
す
る
と
、
昭
和
四
四
年
(
一
九
六
九
)
に
御
前
崎
小
学
校

に
赴
任
し
た
教
師
の
河
原
崎
芳
郎
氏
が
関
心
を
も
っ
た
と
と
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ウ
ミ
ガ
メ
の
保
護
監
視
は
昭

和
四
六
年
ご
ろ
か
ら
開
始
さ
れ
、
昭
和
四
七
年
(
一
九
七
二
)
、
旧
御
前
崎
町
教
育
委
員
会
が
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
監
視
員
を
委
嘱
し
て
か

ら
本
格
的
に
な
っ
た
。
町
が
ウ
ミ
ガ
メ
の
保
護
活
動
を
開
始
し
た
理
由
は
、
「
①
カ
メ
の
生
態
及
び
卵
の
保
護
研
究
を
す
す
め
る
、
②

産
卵
場
所
と
し
て
の
海
浜
砂
地
の
確
保
、
③
沿
岸
魚
族
の
増
殖
、
④
海
中
海
底
の
汚
染
防
止
」
で
あ
っ
た
〔
御
前
崎
町
教
育
委
員
会

一
九
八
一
二
〕
。



御
前
崎
に
お
け
る
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
活
動
は
、
と
の
よ
う
に
ウ
ミ
ガ
メ
そ
の
も
の
へ
の
関
心
や
、
保
護
と
い
う
側
面
の
み
な
ら
ず
、
当

時
大
き
く
変
化
し
て
い
た
沿
岸
部
の
環
境
変
化
に
対
す
る
、
町
や
一
部
の
住
民
た
ち
に
よ
る
危
機
感
が
影
響
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

昭
和
二

0
年
代
ま
で
は
、
駿
河
湾
側
の
女
岩
付
近
で
も
人
家
の
近
く
ま
で
砂
浜
が
広
が
っ
て
い
た
が
、
昭
和
三

0
年
代
に
は
大
規
模
な

御
前
崎
港
が
整
備
さ
れ
、
臨
海
道
路
も
昭
和
三
八
年
(
一
九
六
三
)
度
に
完
成
し
、
女
岩
付
近
の
砂
浜
は
姿
を
消
し
た
。
現
在
、
駿
河

湾
側
で
は
、
岬
の
先
端
に
砂
浜
が
残
っ
て
い
る
が
、
漂
着
物
な
ど
も
散
乱
し
て
い
る
。
遠
州
灘
側
も
、
昭
和
四

0
年
代
か
ら
浜
岡
原
発

に
通
じ
る
道
路
が
建
設
さ
れ
た
と
と
も
あ
り
、
砂
浜
の
奥
行
は
狭
く
な
っ
て
い
る
。
筆
者
の
聞
き
取
り
で
は
、
か
つ
て
は
広
か
っ
た
砂

浜
が
な
く
な
っ
て
き
た
と
と
に
対
す
る
嘆
き
が
し
ば
し
ば
聞
か
れ
た
。
昭
和
四

0
年
代
か
ら
砂
浜
が
狭
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
。
あ
る

方
は
、
天
竜
川
の
上
前
に
ダ
ム
が
で

き
た
こ
と
に
よ
っ
て
天
竜
川
か
ら
砂

静岡県のウミガメの民俗

御前崎港(1開9年2月撮影)写真5

「亀まんじゅうJ(20l3年2月撮影)

が
涜
れ
て
こ
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ

る
と
い
い
、
別
の
方
は
原
発
道
路
が

で
き
て
か
ら
砂
浜
が
減
っ
て
い
っ
た
、

と
語
る
。
ウ
ミ
ガ
メ
の
保
護
は
御
前

崎
の
外
か
ら
や
っ
て
き
た
教
師
が
闘
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心
を
も
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
急
速
に
変

化
し
て
き
た
御
前
崎
の
環
境
に
対
す

る
危
機
感
が
、
御
前
崎
の
人
々
を
ウ

ミ
ガ
メ
保
護
に
向
か
わ
せ
た
と
思
わ



写真7天然記念物の看板 (2013年2月撮影)

れ
る
。旧

御
前
崎
町
が
主
導
し
て
産
卵
頭

数
の
調
査
と
保
護
監
視
活
動
が
お
こ

な
わ
れ
た
結
果
、
産
卵
頭
数
の
数
字

が
蓄
積
さ
れ
、
昭
和
五
二
年

(
一
九
七
七
)
三
月
に
は
県
の
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
た
。

昭
和
五
二
年
夏
に
は
、
教
育
委
員
会

か
ら
の
提
案
を
受
け
て
、
御
前
崎
小

学
校
教
師
の
河
原
崎
芳
郎
氏
が
小
学

校
の
五
・
六
一
年
生
に
呼
び
か
け
、
ウ
ミ

ガ
メ
観
察
ク
ラ
ブ
を
結
成
し
、
産
卵

の
保
護
観
察
を
指
導
す
る
と
と
に
な
る
。
と
の
と
ろ
か
ら
、
台
風
に
よ
る
砂
の
涜
失
や
タ
ヌ
キ
の
食
害
か
ら
守
る
た
め
に
、
卵
を
自
然

解
化
場
に
移
植
す
る
取
り
組
み
も
お
と
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
小
学
校
の
観
察
ク
ラ
ブ
で
は
解
化
器
に
よ
る
人
工
僻
化
に
成
功
し
て

い
る
。
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
が
集
中
的
に
産
卵
す
る
北
限
地
で
あ
る
と
と
と
、
長
年
続
く
保
護
活
動
が
認
め
ら
れ
、
昭
和
五
五
年

(
一
九
八
O
)
三
月
に
は
、
「
御
前
崎
の
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
及
び
そ
の
産
卵
地
」
と
し
て
固
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
た

〔
上
島
一
九
八
O
、
御
前
崎
町
教
育
委
員
会
一
九
八
三
、
御
前
崎
市
教
育
委
員
会
二

O
O五
i
一一

O
一三〕。

そ
の
後
、
保
護
活
動
は
整
備
さ
れ
、
御
前
崎
海
岸
を
五
区
に
分
け
て
、
御
前
崎
市
教
育
委
員
会
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
保
護
監
視
員
が
担

当
区
域
を
巡
視
し
、
上
陸
・
産
卵
頭
数
の
確
認
調
査
な
ど
を
し
て
き
た
。
と
の
う
ち
、
一
区
は
駿
河
湾
に
面
し
て
い
る
が
、
二
区
か
ら

写真8 御前崎の僻化場 (2013年 8月撮影)

150-



五
区
は
遠
州
灘
に
面
し
た
海
岸
と
な
っ
て
い
る
。
一
区
か
ら
三
区
は
天
然
記
念
物
の
指
定
地
で
あ
る
が
、
四
区
と
五
区
は
指
定
地
外
と

な
っ
て
い
る
。
平
成
二

0
年
度
か
ら
は
、
旧
浜
岡
町
の
浜
岡
海
岸
に
お
い
て
も
、
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
監
視
員
に
よ
る
保
護
活
動
を
開
始
し

た
。
昭
和
四
七
年
に
二
名
で
あ
っ
た
保
護
監
視
員
は
、
次
第
に
人
数
を
増
や
し
、
平
成
一
一
四
年
(
二

O
二
己
に
は
御
前
崎
海
岸
四

名
、
浜
岡
海
岸
三
名
と
な
っ
て
い
る
〔
御
前
崎
市
教
育
委
員
会
二

O
O五
j
二
O
二ニ〕。

保
護
監
視
員
は
、
毎
年
五
月
上
句
か
ら
毎
朝
、
担
当
区
域
の
海
岸
巡
視
を
し
、
採
卵
し
、
解
化
場
へ
移
植
・
埋
卵
を
お
こ
な
っ
て
い

る
。
昭
和
五
九
年
三
九
八
四
)
に
、
常
設
の
僻
化
場
を
建
設
し
、
平
成
二

O
年
(
二

O
O八
)
に
は
鮮
化
場
が
改
修
さ
れ
て
い
る

(
写
真
8
・
9
)
。
保
護
監
視
員
は
、
移
植
後
は
、
解
化
場
の
砂
に
毎
日
水
を
か
け
て
、
熱
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
お
お

よ
そ
二
か
月
後
、
解
化
場
で
解
化
し
た
子
ガ
メ
は
、
保
護
監
視
員
の
手
で
海
に
放

読
さ
れ
る
。
保
護
監
視
員
は
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
と
重
な
る
上
陸
・
産
卵
の
ピ

1
ク

時
に
お
け
る
夜
間
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
ウ
ミ
ガ
メ
に
関
す
る
記
録
や
調
査
、
海
岸
清

掃
を
お
こ
な
い
、
さ
ら
に
、
産
卵
観
察
会
、
放
流
観
察
会
を
実
施
し
て
い
る
〔
御

前
崎
市
教
育
委
員
会
二

O
O五
j
二
O
二ニ〕。

と
の
ほ
か
、
御
前
崎
小
学
校
で
は
、
現
在
で
も
、
解
化
が
遅
れ
た
子
ガ
メ
を
保

護
監
視
員
か
ら
預
か
り
飼
育
し
て
い
る
。
御
前
崎
中
学
校
で
は
、
平
成
七
年

(
一
九
九
五
)
ご
ろ
か
ら
、
「
亀
パ
ッ
ク
ホ
1
ム
大
作
戦
」
と
称
す
る
、
産
卵
時
期

の
海
岸
清
掃
を
行
っ
て
い
る
。

保
護
活
動
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
御
前
崎
海
岸
で
の
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ

の
生
態
的
特
徴
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
く
。
上
陸
・
産
卵
は
、
五
月
下
句
か
ら
八

月
末
、
と
き
に
は
九
月
初
め
ま
で
み
ら
れ
る
。
上
陸
は
一
二
時
か
ら
四
時
の
聞
に

静岡県のウミガメの民俗

写真9醇化場で醇化した子ガメ α013年8月撮

彫)
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一
回
の
産
卵
で
平
均
一
一
一

O
個
ぐ
ら
い
の
卵
を
産
む
。
保
護
活
動
開
始
後
は
、

御
前
崎
海
岸
で
の
上
陸
頭
数
と
し
て
は
毎
年
一

O
O頭
以
上
の
年
が
多
く
、
平
成
三
年

(
一
九
九
一
)
の
五
一
五
頭
が
最
も
多
い
。
産
卵
頭
数
は
、
昭
和
六
三
年
(
一
九
八
八
)

の
二
七
三
頭
が
最
も
多
く
、
一

O
O
頭
前
後
の
年
が
多
い
。
平
成
二
四
年

(二

O
二
己
に
は
、
一
区
で
の
上
陸
が
一
八
四
顕
で
あ
り
、
と
の
年
の
御
前
崎
海
岸

の
上
陸
頭
数
の
約
五
O
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。
浜
岡
海
岸
で
の
上
陸
・
産
卵
頭

数
は
御
前
崎
海
岸
よ
り
も
少
な
い
が
、
平
成
二
四
年
に
は
上
陸
頭
数
が
一
六
一
頭
、
産

卵
頭
数
が
九
一
頭
と
な
っ
て
い
る
〔
御
前
崎
市
教
育
委
員
会
二

O
O
五

1

一一

O
一
三
〕
。
な
お
、
漂
着
に
つ
い
て
は
、
ま
と
ま
っ
た
統
計
は
見
当
た
ら
な
い
が
、

毎
年
、
一

O
頭
ほ
E
漂
着
し
て
い
る
と
い
う
。

御
前
崎
以
外
の
遠
州
灘
一
帯
で
も
、
保
護
活
動
が
お
と
な
わ
れ
て
い
る
。
平
成
四
年

(
一
九
九
二
)
に
は
湖
西
市
で
カ
レ
ッ
タ
君
の
ふ
る
里
を
守
る
会
が
結
成
、
平
成
九
年

(
一
九
九
七
)
か
ら
旧
相
良
町
(
現
、
牧
之
原
市
)
で
カ
メ
ハ
メ
ハ
王
国
が
結
成
、
そ
れ
ぞ
れ
調
査
を
お
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
浜

松
市
で
は
表
浜
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
調
査
を
お
と
な
っ
て
い
る
。

袋井市付近の遠州灘 (2013年3月撮影)

多
い
。

写真10

民
俗
知
識

そ
れ
で
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
保
護
活
動
が
お
と
な
わ
れ
る
以
前
、
沿
岸
部
の
人
々
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
か
か
わ
り
や

知
識
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
に
閲
す
る
民
俗
知
識
に
つ
い
て
は
、
野
本
寛
一
氏
が
関
心
を
も
っ
て
採
集
し
て
い

る
。
御
前
崎
市
(
同
旧
浜
岡
町
)
合
戸
で
は
、
台
風
が
来
そ
う
な
と
き
、
カ
メ
の
卵
を
探
り
、
そ
の
位
置
よ
り
も
上
ま
で
船
を
上
げ
た
と

2 

152 -



静岡県のウミガメの民俗

い
う
。
台
風
が
多
い
年
、
強
い
台
風
が
来
る
年
は
、
カ
メ
は
よ
り
奥
の
砂
地
に
卵
を
産
み
、
台
風
の
来
な
い
年
に
は
渚
近
く
に
卵
を
産

む
と
い
う
〔
野
本
一
九
九
四
〕
。
こ
の
ほ
か
、
地
曳
網
が
盛
ん
で
あ
っ
た
掛
川
市
大
東
町
大
浜
で
も
、
台
風
が
近
づ
く
と
ウ
ミ
ガ
メ

の
産
卵
場
所
を
確
か
め
て
、
そ
れ
よ
り
陸
に
網
船
を
引
き
上
げ
た
と
い
う
〔
八
木
二

O
O七〕。

と
の
ほ
か
、
御
前
崎
の
ウ
ミ
ガ
メ
に
関
す
る
記
録
の
な
か
に
は
、
人
々
が
知
っ
て
い
た
ウ
ミ
ガ
メ
に
関
す
る
知
識
が
散
見
さ
れ
る
。

昭
和
四
八
年
(
一
九
七
三
)
か
ら
五
四
年
(
一
九
七
九
)
ま
で
保
護
監
視
員
を
し
て
い
た
松
林
甚
一
氏
は
、
自
分
が
若
い
こ
ろ
(
昭
和

初
期
)
に
は
、
御
前
崎
海
岸
は
砂
浜
が
一

0
0メ
ー
ト
ル
近
く
あ
っ
て
、
一
晩
に
一

O
頭
以
上
の
ウ
ミ
ガ
メ
が
上
陸
し
て
い
た
と
語
っ

て
い
る
〔
上
島
一
九
八
O
〕
。
ま
た
、
漁
民
の
話
に
よ
る
と
、
御
前
崎
暗
礁
付
近
で
、
交
尾
し
て
い
る
の
を
見
か
け
る
と
い
う
〔
松

林
一
九
八
八
〕
。
昭
和
五
五
年
三
九
八
O
)
か
ら
六
一
年
(
一
九
八
六
)
ま
で
保
護
監
視
員
を
し
て
い
た
松
林
久
蔵
氏
が
、
潜
水

歴
五
O
年
と
い
う
増
固
定
平
氏
か
ら
聞
い
た
話
に
よ
る
と
、
潜
水
夫
に
と
っ
て
は
、
御
前
崎
暗
礁
付
近
で
は
岩
陰
で
い
つ
も
大
き
な
カ

メ
が
寝
て
い
る
、
春
先
に
潜
っ
て
い
た
と
き
大
き
な
カ
メ
が
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
き
て
危
険
を
感
じ
て
海
面
へ
逃
げ
た
、
な
ど
の
知
識
や

体
験
談
が
あ
る
と
い
う
〔
松
林
一
九
八
八
〕
。
御
前
崎
の
沿
岸
で
越
冬
す
る
カ
メ
(
お
そ
ら
く
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
)
が
い
る
こ
と
を
漁

民
た
ち
は
知
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

筆
者
も
御
前
崎
市
に
お
い
て
、
保
護
活
動
が
お
と
な
わ
れ
る
前
か
ら
人
々
が
ウ
ミ
ガ
メ
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
こ
と
を
聞
き
取
り
し

た。
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御
前
崎
地
区
女
岩
の
小
野
田
市
雄
氏
(
昭
和
四
年
生
ま
れ
)
・
ふ
さ
氏
(
昭
和
六
年
生
ま
れ
)
夫
妻
は
以
下
の
よ
う
に
語
る
。

海
の
カ
メ
は
カ
メ
と
い
う
。
オ
カ
の
カ
メ
は
ド
ウ
シ
ョ
ウ
と
い
う
。
カ
メ
と
は
い
わ
な
い
。
大
事
に
し
な
い
。
子
ど
も
が
山
で

拾
っ
て
き
て
遊
ぶ
。
食
べ
る
と
と
は
な
い
。

ウ
ミ
ガ
メ
と
淡
水
の
カ
メ
を
区
別
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
ほ
か
の
方
か
ら
も
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
や
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
と
い
う
ウ
ミ
ガ
メ
に

つ
い
て
の
区
別
は
聞
け
な
か
っ
た
。



上
陸
・
産
卵
頭
数
が
多
か
っ
た
御
前
崎
地
区
下
岬
の
下
村
甚
市
氏
(
大
正
三
年
生
ま
れ
)
・
和
子
氏
(
昭
和
一
九
年
生
ま
れ
)
親
子

は
、
カ
メ
の
産
卵
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
語
る
。

よ
く
カ
メ
が
上
が
っ
た
。
カ
メ
の
上
が
る
数
は
多
か
っ
た
。
カ
メ
の
上
へ
乗
っ
た
人
も
い
た
。
朝
ま
だ
カ
メ
が
い
る
こ
と
が
あ
っ

た
。
カ
メ
が
ま
だ
い
る
と
い
っ
て
、
和
子
氏
は
坂
を
か
け
お
り
て
見
に
行
っ
た
と
と
も
あ
る
。
マ
リ
ン
バ

l
ク
の
と
こ
ろ
は
ず
っ
と

カ
メ
が
上
が
っ
た
。
解
化
場
の
す
ぐ
オ
カ
に
下
村
家
の
畑
が
あ
っ
た
。
芋
の
畑
の
中
ヘ
カ
メ
が
入
っ
て
蔓
に
か
ら
ま
っ
て
出
ら
れ
な

く
な
っ
て
い
た
。
出
し
て
や
っ
た
。
和
子
氏
は
芋
を
掘
り
に
行
っ
た
と
き
も
、
子
ガ
メ
が
海
に
向
つ
て
は
い
出
し
て
い
く
の
を
見

た
。
小
学
校
の
と
ろ
だ
っ
た
。
土
手
が
あ
っ
た
の
に
、
そ
れ
を
越
し
て
畑
ヘ
入
っ
て
、
内
側
に
卵
を
産
ん
で
い
た
。
畑
は
や
わ
ら
か

い
砂
。
カ
メ
が
畑
へ
入
る
の
を
喜
ぶ
と
と
は
な
か
っ
た
が
、
い
や
が
る
と
と
も
な
か
っ
た
。

台
風
が
来
る
年
は
オ
カ
ヘ
産
む
と
い
う
。
海
に
向
っ
て
出
や
す
い
と
と
ろ
に
産
ん
で
い
る
。
沖
に
岩
が
あ
っ
て
、
波
を
よ
け
て
く

れ
る
と
と
ろ
を
選
ん
で
い
る
。
駿
狗
湾
側
に
上
が
る
カ
メ
が
多
か
っ
た
。
遠
州
灘
は
岩
場
が
な
い
の
で
少
な
か
っ
た
。

駿
河
湾
の
ほ
う
で
産
卵
が
多
か
っ
た
と
と
が
う
か
が
え
る
。
同
じ
く
下
岬
の
服
部
翼
民
(
昭
和
四
年
生
ま
れ
)
は
以
下
の
よ
う
に
語

玄
》
。
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産
卵
に
上
が
っ
て
、
畑
の
中
に
入
り
、
出
ら
れ
な
く
な
っ
た
カ
メ
も
い
た
。
棒
で
と
じ
て
海
に
返
し
て
や
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
ウ
ミ
ガ
メ
が
サ
ツ
マ
イ
モ
の
蔓
に
か
ら
ま
る
と
と
は
し
ば
し
ば
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
御
前
崎
地
区
下
岬
在
住
で
白

羽
地
区
出
身
の
松
林
千
寿
代
氏
(
大
正
一
五
年
生
ま
れ
)
は
以
下
の
よ
う
に
語
る
。

ず
っ
と
砂
浜
だ
っ
た
(
奥
行
が
あ
っ
た
)
。
子
ど
も
の
と
き
、
海
に
入
る
ま
で
、
砂
浜
が
熱
く
て
飛
ん
で
入
っ
た
。
カ
メ
は
多
く

て
一
五
O
個
ほ
ど
、
少
な
く
て
も
八
O
個
ぐ
ら
い
卵
を
産
む
。
一
晩
に
一

O
ぐ
ら
い
上
が
っ
た
。
尾
高
(
白
羽
地
区
)
に
ょ
う
上

が
っ
た
。
大
き
い
カ
メ
は
コ
一
尺
四
方
あ
っ
た
。
子
E
も
の
と
き
カ
メ
を
ま
た
い
だ
。
産
み
に
来
る
の
は
早
く
て
夜
の
一

O
時
ぐ
ら

い
。
足
跡
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
た
E
っ
て
い
く
と
、
山
の
所
に
掘
っ
た
あ
と
が
あ
る
。
き
れ
い
に
叩
い
て
、
砂
そ
平
ら
に
し
て
、



草
を
か
ぶ
せ
て
い
る
。
浜
ヘ
上
が
っ
た
カ
メ
は
日
が
当
た
る
と
、
い
ど
け
ん
(
動
け
な
い
)
よ
う
に
な
る
の
で
、
押
し
出
し
て
や
っ

た
と
聞
い
た
。
船
に
乗
っ
て
い
る
と
き
、
カ
メ
が
浮
い
て
る
の
を
見
た
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
船
で
見
る
の
は
珍
し
い
。

遠
州
灘
側
で
も
産
卵
は
み
ら
れ
た
と
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
白
羽
地
区
で
も
、
す
べ
て
の
人
が
カ
メ
の
産
卵
を
見
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
。
白
羽
地
区
白
浜
の
増
田
昭
子
氏
(
昭
和
二
年
生
ま
れ
)
は
以
下
の
よ
う
に
語
る
。

カ
メ
は
灯
台
の
下
か
ら
下
岬
の
ほ
う
に
き
た
。
見
た
と
と
は
な
い
。
と
と
ら
は
知
ら
な
い
。
尾
高
(
白
羽
地
区
)
に
は
上
が
っ

た
。
お
百
姓
の
衆
は
カ
メ
に
そ
れ
ほ
ど
関
心
な
い
。
漁
師
は
藁
を
も
つ
か
む
思
い
で
、
カ
メ
を
頼
み
に
行
っ
て
く
る
か
と
行
っ
た
。

神
頼
み
。
白
羽
は
農
業
E
と
。
漁
業
は
地
曳
網
-
た
っ
た
。

御
前
崎
地
区
西
側
の
神
代
邦
夫
氏
(
昭
和
二
一
年
生
ま
れ
)
は
以
下
の
よ
う
に
語
る
。

五
、
六
歳
の
こ
ろ
、
カ
メ
が
上
が
っ
た
。
子
ガ
メ
を
バ
ケ
ツ
に
入
れ
て
持
っ
て
き
た
。
必
ず
海
の
ほ
う
に
行
く
と
聞
い
て
い
た
。

本
当
に
海
に
向
い
て
行
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
昭
和
四

0
年
代
に
保
翼
活
動
が
開
始
さ
れ
る
前
に
も
、
御
前
崎
市
の
人
々
は
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
に
つ
い
て
日
常
生

活
の
な
か
で
接
す
る
と
と
が
あ
り
、
見
守
り
、
あ
る
程
度
の
知
識
を
持
っ
て
い
た
。
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伝
説

御
前
崎
市
御
前
崎
地
区
の
駒
形
神
社
に
は
、
神
が
カ
メ
に
乗
っ
て
や
っ
て
き
た
と
い
う
縁
起
が
あ
る
。
『
ウ
ミ
ガ
メ
の
ふ
る
さ
と
御

前
崎
』
な
ど
に
は
以
下
の
よ
う
な
縁
起
が
記
さ
れ
て
い
る
〔
御
前
崎
町
教
育
委
員
会
一
九
八
三
〕
。

①
御
祭
神
は
伊
一
旦
か
ら
馬
で
海
路
を
渡
っ
て
き
た
。
御
前
暗
礁
付
近
で
馬
が
疲
れ
て
海
に
没
し
た
た
め
、
神
は
カ
メ
に
乗
っ
て
御

前
崎
に
上
陸
し
た
。
駒
形
様
が
御
前
崎
に
た
ど
り
着
い
た
と
き
、
あ
た
り
一
面
は
綿
の
原
で
あ
っ
た
。

②
駒
形
様
は
ワ
ニ
ガ
メ
の
姿
で
陸
に
上
が
っ
た
と
と
ろ
、
綿
の
ト
ゲ
で
日
を
突
い
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
、
御
前
崎
生
ま
れ
の
者

3 
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は
目
が
片
方
小
さ
い
。
(
筆
者
要
約
)

と
の
縁
起
に
注
目
し
た
野
本
寛
一
氏
は
、
『
生
態
民
俗
学
序
説
』
な
ど
で
、
「
と
の
極
め
て
単
純
な
伝
説
に
は
、
生
態
民
俗
学
的
に
見

て
見
逃
し
が
た
い
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
」
と
し
て
、
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
て
い
る
〔
野
本
一
九
八
七
〕
。
ほ
ぽ
同
様
の
伝
説
は

『
御
前
崎
村
誌
』
に
も
み
ら
れ
る
が
、
こ
こ
に
は
②
の
伝
説
は
見
当
た
ら
な
い
〔
大
沢
一
九
五
四
〕
。
『
御
前
崎
村
誌
』
に
は
、
カ
メ

が
遅
か
っ
た
の
で
、
神
が
「
チ
ヤ
ツ
チ
ヤ
ツ
と
渡
れ
」
と
言
っ
た
と
い
い
、
最
初
に
上
陸
し
た
と
こ
ろ
を
先
杜
(
さ
っ
ち
ゃ
)
と
呼

ぶ
、
と
あ
る
。
ま
た
、
『
御
前
崎
町
史
』
に
は
天
正
五
年
(
一
五
七
七
)
に
書
か
れ
た
と
い
う
「
駒
形
明
神
之
縁
起
」
が
引
用
さ
れ
て

一
九
九
七
〕
。
こ
と
に
は
「
古
伝
」
に
よ
る
と
し
て
、
天
喧
一
の
固
の
王
子
が
一

O
O頭
の
馬
を
船
に
乗
せ
て
熊
野

い
る
〔
御
前
崎
町



に
着
い
た
。
本
宮
権
現
か
ら
東
に
有
縁
の
地
が
あ
る
と
教
え
ら
れ
て
着
い
た
の
が
御
前
崎
で
あ
る
と
い
う
。
船
か
ら
馬
を
陸
揚
げ
し
よ

う
と
し
た
と
き
、
ウ
ミ
ガ
メ
が
出
て
き
て
馬
を
す
べ
て
海
中
に
引
込
ん
だ
。
こ
の
部
分
は
、
「
忽
海
亀
化
出
し
て
駒
を
奉
道
引
と
て
手

綱
を
取
て
引
連
悉
く
駒
を
海
中
に
引
込
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
馬
が
岩
に
な
っ
て
御
前
崎
の
沖
に
並
ん
で
い
る
と
い
う
。
こ
の
縁

起
は
和
歌
山
県
の
熊
野
三
一
山
の
縁
起
(
「
熊
野
の
本
地
」
)
に
類
似
し
て
お
り
、
熊
野
信
仰
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

筆
者
も
御
前
崎
に
お
い
て
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗
に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
す
る
と
、
た
し
か
に
神
が
カ
メ
に
乗
っ
て
上
陸
し
た
と
い
う
伝

説
は
複
数
の
方
の
語
り
か
ら
出
て
き
た
。
御
前
崎
地
区
大
山
の
沢
入
康
夫
氏
(
昭
和
一

O
年
生
ま
れ
)
は
以
下
の
よ
う
に
語
る
。

駒
形
神
社
の
神
は
伊
豆
か
ら
九
九
匹
の
馬
に
ま
た
が
っ
て
や
っ
て
来
た
が
、
御
前
崎
の
手
前
ま
で
き
て
沈
ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
れ

が
今
の
御
前
岩
で
あ
る
。
ぞ
と
か
ら
神
は
カ
メ
の
背
中
に
乗
っ
て
御
前
崎
に
渡
っ

た。

一一
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写真13 御前崎から伊豆半島を望む (19明年2月

撮影)

御
前
崎
地
区
上
岬
の
松
林
千
寿
代
氏
(
大
正
一
五
年
生
ま
れ
)
は
、
「
駒
形
様
は

カ
メ
に
乗
っ
て
た
ど
り
つ
い
た
と
い
う
。
御
前
崎
の
衆
は
カ
メ
を
大
事
に
す
る
。
」

と
い
う
。
御
前
崎
地
区
女
岩
の
小
野
田
市
雄
氏
(
昭
和
四
年
生
ま
れ

γ
ふ
さ
氏

(
昭
和
六
年
生
ま
れ
)
夫
妻
は
、
「
駒
形
神
社
の
神
様
が
ゴ
ぜ
ン
の
島
か
ら
カ
メ
に

乗
っ
て
た
ど
り
着
い
た
と
い
う
い
わ
れ
が
あ
る
。
御
前
崎
で
は
カ
メ
を
大
事
に
し

た
。
」
と
い
う
。
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以
上
の
よ
う
に
、
筆
者
の
調
査
で
は
、
『
ウ
ミ
ガ
メ
の
ふ
る
さ
と
御
前
崎
』
で
取

り
上
げ
て
い
る
②
の
伝
説
や
、

『御
前
崎
村
誌
』
の
カ
メ
が
遅
か
っ
た
と
い
う
伝

説
、
『
御
前
崎
町
史
』
記
載
の
内
容
に
つ
い
て
は
聞
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、

駒
形
神
社
の
神
は
カ
メ
に
乗
っ
て
海
か
ら
上
陸
し
た
と
い
う
伝
説
は
広
く
知
ら
れ



て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
御
前
崎
か
ら
は
晴
れ
た
自
に
は
、
海
の
向
と
う
に
伊
豆

単
島
が
よ
く
見
え
る
(
写
真
日
)
。

現
在
、
駒
形
神
社
で
は
、
伝
説
を
も
と
に
し
て
、
カ
メ
に
乗
っ
た
神
の
姿
を
描
い
た

お
札
が
販
売
さ
れ
て
い
る
(
写
真
ロ
)
。
平
成
一
一
年
(
一
九
九
九
)
当
時
宮
司
で

あ
っ
た
服
部
巽
氏
に
よ
る
と
、
明
治
一
九
年
か
ら
コ
二
年
に
在
職
し
た
宮
司
が
と
の
お

札
の
版
木
を
作
っ
た
と
い
う
。

御
前
崎
以
外
に
も
ウ
ミ
ガ
メ
の
伝
説
が
み
ら
れ
る
。
袋
井
市
浅
羽
町
西
岡
笠
の
伝
説

は
、
津
波
の
際
に
カ
メ
を
闘
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
伝
説
は
、
『
静
岡
県
・

海
の
民
俗
誌
』
、
『
神
々
の
風
景
』
、
『
静
岡
県
史
資
料
編
二
五
民
俗
一
三
』
で
取
り

上
げ
ら
れ
て
お
り
〔
野
本
一
九
八
八
二
九
九
O
、
静
岡
県
一
九
九
二
、
平
成

一
一
一
年
(
二

O
O九
)
に
は
高
野
氏
も
調
査
し
て
い
る
〔
高
野
一
一

O
一
O
、
田
口

三

O
一
二
。
さ
ら
に
、
野
本
氏
は
東
日
本
大
震
災
後
に
も
、
津
波
の
伝
説
と
し
て
こ

の
事
例
を
紹
介
し
て
い
る
〔
野
本
二

O
二
二
〕
。
カ
メ
の
姿
に
似
た
大
き
な
松
は
、
野
本
氏
の
調
査
時
に
は
存
在
し
て
お
り
、
『
静
岡

県
・
海
の
民
俗
誌
』
、
『
神
々
の
風
景
』
に
は
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
平
成
一
二
年
(
二

O
O九
)
に
高
野
氏
が
訪
れ
た

際
に
は
、
す
で
に
初
代
の
松
は
枯
れ
て
、
二
代
田
の
松
が
植
え
ら
れ
て
い
た
。
筆
者
が
平
成
二
五
年
(
二

o
=ニ
)
三
月
に
訪
れ
た
際

に
も
、
二
代
田
の
松
が
あ
っ
た
(
写
真
H
Y
松
の
横
に
は
、
初
代
の
松
で
作
っ
た
机
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
と
の
松
の
伝
説
は
松
の

前
の
説
明
板
に
も
書
か
れ
て
お
り
、
野
本
氏
も
と
の
文
章
を
引
用
し
て
い
る
。
簡
潔
に
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
な
・
も
の
で
あ
る
。

今
か
ら
六

O
O年
ほ
ど
前
、
大
地
震
に
よ
っ
て
津
設
が
村
を
襲
い
、
多
数
の
村
人
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
。
村
一
番
の
好
青
年
も

妻
と
幼
い
子
が
津
波
に
さ
ら
わ
れ
た
。
嘆
き
悲
し
ん
だ
青
年
は
、
村
の
鎮
守
に
祈
っ
た
。
そ
の
夜
、
家
に
帰
っ
て
床
に
つ
い
た
と

カメの松(表1No.6) (2013年3月撮影)写真 14
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き
、
美
女
が
訪
ね
て
き
て
、
あ
な
た
の
子
ど
も
が
海
辺
に
い
る
か
ら
案
内
し
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
。
青
年
が
女
の
案
内
で
海
辺
ま
で

来
る
と
、
女
は
消
え
て
し
ま
っ
た
。
そ
と
に
は
、
漏
れ
着
い
た
木
端
の
山
が
あ
り
、
そ
の
上
に
行
方
不
明
で
あ
っ
た
子
ど
も
の
姿
が

あ
っ
た
。
そ
の
木
端
の
下
に
は
大
き
な
カ
メ
が
死
ん
で
い
た
。
妻
が
樟
波
の
中
で
カ
メ
に
化
身
し
て
我
が
子
を
助
け
、
鎮
守
の
神
が

木
端
で
子
ど
も
を
守
っ
て
く
れ
た
、
と
男
は
感
謝
し
、
一
本
の
松
を
植
え
て
カ
メ
を
葬
り
、
木
端
の
一
部
を
鎮
守
に
担
っ
た
。
そ
の

後
、
松
は
カ
メ
の
姿
に
似
て
い
る
た
め
、
カ
メ
の
松
と
呼
ば
れ
、
識
師
が
船
で
伊
勢
参
り
を
す
る
と
き
に
は
船
の
安
全
を
祈
っ
た
と

い
う
。
(
筆
者
要
約
)

現
地
に
立
っ
て
い
る
説
明
に
よ
る
と
、
六
O
O年
ほ
ど
前
で
あ
る
と
い
い
、
永
和
年
代
(
一
三
七
五

i
一
三
七
九
)
の
こ
と
か
、
と

記
さ
れ
て
お
り
、
野
本
氏
な
ど
も
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
六
O
O年
ほ
ど
前
に
袋
井
市
付
近
の
遠
州
灘
沿
岸
を
木
津
波

が
聾
っ
た
の
は
、
明
応
七
年
(
一
四
九
八
)
八
月
一
一
五
日
の
明
応
地
震
の
と
き
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
時
代
は
下
が
る
が
、
安
政
元
年

(
一
八
五
四
)
一
一
月
四
日
の
安
政
東
梅
地
震
の
と
き
に
も
大
樟
波
が
こ
の
地
域
を
襲
っ
て
い
る
。
あ
く
ま
で
伝
説
で
あ
る
た
め
に
、

検
証
は
で
き
な
い
が
、
本
稿
で
は
明
応
、
も
し
く
は
安
政
の
津
波
の
と
き
を
想
定
し
て
お
き
た
い
。

と
の
ほ
か
、
浜
松
市
に
も
、
津
波
の
際
に
ウ
ミ
ガ
メ
に
よ
っ
て
助
か
っ
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。

『庄
内
地
区
愛
称
標
識
な
ま
え

と
そ
の
由
来
』
〔
愛
称
標
識
設
置
委
員
会
一
九
九
二
〕
、
『
わ
が
町
文
化
誌
碧
い
湖
と
緑
の
半
島
庄
内
』
〔
浜
松
市
立
庄
内
公
民
館
・
わ

が
町
文
化
誌
編
集
員
会
一
九
九
五
〕
に
は
、
次
の
よ
う
な
言
い
伝
え
が
記
さ
れ
て
い
る
。

昔
、
浜
名
湖
の
ほ
と
り
に
あ
っ
た
堀
江
村
に
大
津
波
が
襲
っ
た
。
そ
の
と
き
、
一
匹
の
カ
メ
が
手
招
き
し
て
い
る
の
を
見
つ
け
た

村
人
た
ち
は
、
カ
メ
の
お
か
げ
で
無
事
に
避
難
で
き
た
。
カ
メ
に
助
け
ら
れ
た
人
た
ち
は
喜
び
、
カ
メ
に
酒
を
飲
ま
せ
て
帰
し
た
。

数
年
後
、
そ
の
カ
メ
が
病
に
か
か
り
こ
の
地
に
た
ど
り
つ
い
た
。
村
人
は
助
け
て
く
れ
た
お
礼
に
介
抱
し
た
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
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そ
の
カ
メ
を
担
っ
た
の
が
と
の
カ
メ
塚
で
あ
る
。
(
筆
者
要
約
)

浜
松
市
館
山
寺
町
に
は
文
政
五
年
(
一
八
二
一
一
)
に
建
立
さ
れ
た
カ
メ
塚
が
残
っ
て
い
る
。
供
養
習
俗
の
項
目
で
取
り
上
げ
る
が
、



カ
メ
塚
の
石
碑
に
は
碑
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
碑
文
に
は
漂
着
し
た
カ
メ
を
埋
葬

し
た
と
い
う
こ
と
だ
け
記
さ
れ
て
お
り
、
津
波
の
際
に
助
け
ら
れ
た
と
い
う
内
容
は
み

ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
カ
メ
に
助
け
ら
れ
た
と
い
う
伝
承
は
相
当
古
い
も
の
で
あ
る
よ

う
で
あ
る
。
江
戸
時
代
、
佐
浜
村
庄
屋
で
あ
っ
た
古
橋
家
の
文
書
(
寸
浜
松
藩
領
佐
浜

村
庄
屋
古
橋
家
文
書
」
)
に
は
、
「
彼
大
雨
洪
水
之
時
、
雄
二
郡
没
崇
神
仏
之
威
力
依
、

亀
任
為
知
随
古
事
聖
護
此
里
実
得
天
命
廻
出
シ
」
と
記
さ
れ
て
い
泊
。
洪
水
の
際
に

カ
メ
の
お
か
げ
で
助
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
と
れ
は
、
永
正
九
年
(
一
五
一
二
)

に
書
か
れ
た
文
書
の
控
え
に
記
載
さ
れ
て
い
一
却
。
と
こ
で
い
う
寸
大
雨
浜
水
」
と
は
、

永
正
七
年
(
一
五
一

O
)
六
月
で
あ
る
と
し
、
同
年
八
月
に
は
地
震
に
よ
り
浜
名
湖
と

海
が
つ
な
が
っ
て
「
今
切
」
が
で
き
た
と
あ
る
。
古
橋
家
が
浜
名
湖
の
北
の
方
ヘ
移
住

し
た
の
は
明
応
七
年
(
一
四
九
八
)
の
大
津
波
の
と
き
で
あ
っ
た
と
い
う
説
も
あ
る

〔
浜
松
市
立
伊
佐
見
公
民
館
・
わ
が
町
文
化
誌
編
集
委
員
会
一
九
九
七
〕
。
『
静
岡
県

史
別
編
二
自
然
災
害
誌
』
に
よ
る
と
、
明
応
七
年
八
月
二
五
日
の
明
応
地
震
と
、
永
正
七
年
八
月
一
一
七
日
の
高
潮
災
害
に
よ
っ

て
、
浜
名
湖
の
入
り
口
が
大
き
く
聞
い
た
と
い
う
〔
静
岡
県
一
九
九
六
〕
。
ま
た
、
永
正
七
年
の
高
潮
被
害
の
こ
と
を
樟
波
と
書
い

て
い
る
記
録
も
あ
る
と
い
ぅ
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
古
橋
家
の
先
祖
は
、
明
応
の
大
樟
波
も
し
く
は
永
正
の
高
潮
の
際
に
ウ
ミ
ガ
メ
の

勧
め
に
し
た
が
っ
て
、
浜
名
湖
の
東
北
部
沿
岸
に
漂
着
し
て
住
み
着
く
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
言
い
伝
え
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
『
近
世
善
悪
華
報
録
』
と
い
う
江
戸
時
代
の
仏
教
説
話
集
に
も
カ
メ
に
助
け
ら
れ
た
話
が
出
て
い
る
〔
菊
池

一
九
九
八
〕
。
こ
の
説
話
集
は
、
熊
本
延
寿
寺
の
月
感
が
編
集
し
た
も
の
で
、
遠
紅
の
カ
メ
の
話
は
、
慶
安
年
中
(
一
六
四
八
j

一
六
五
二
)
に
起
と
っ
た
で
き
ご
と
を
、
明
暦
二
年
(
一
六
五
六
)
に
聞
い
た
と
い
う
。
以
下
に
引
用
し
て
お
く
。

浜名湖 (2∞7年5月撮影)写真15
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某
甲
雲
州
ニ
逼
塞
ノ
中
明
暦
二
年
ノ
春
予
カ
伴
尊
悦
上
京
セ
シ
ム
ル
ニ
備
之
前
州
ノ
内
片
神
ト
云
町
ニ
一
宿
セ
リ
亭
主
市
郎
兵
衛

悦
ニ
語
テ
云
慶
安
年
中
ニ
商
売
ノ
為
ニ
江
府
へ
趣
ク
時
速
州
前
へ
坂
ノ
入
江
ノ
浜
ニ
テ
有
テ
人
ト
海
敵
亀
ヲ
一
頭
提
テ
帰
ル
ニ
逢
リ

当
日
ハ
某
甲
ガ
父
ノ
命
日
ニ
当
リ
ケ
ル
ユ
エ
買
取
テ
海
ニ
放
チ
ケ
リ
翌
年
上
京
セ
シ
時
キ
件
ン
ノ
江
ヲ
渡
ル
ニ
俄
ニ
悪
風
起
テ
予
カ

乗
シ
舟
ヲ
覆
合
舟
ニ
人
モ
不
残
死
タ
リ
我
命
モ
危
カ
リ
シ
ニ
忽
ニ
潮
ノ
中
ニ
岩
ノ
コ
ト
ク
ナ
ル
モ
ノ
浮
来
レ
リ
予
則
睦
レ
リ
見
レ
ハ

敵
亀
ノ
集
リ
重
ナ
ル
ニ
ゾ
有
リ
ケ
ル
漸
々
岡
ヘ
近
キ
テ
了
ニ
浜
ニ
上
リ
ヌ
其
ノ
群
敵
亀
ハ
散
リ
沈
テ
見
ズ
ナ
リ
ニ
キ
只
タ
一
頭
ノ
口

ノ
ミ
残
リ
屑
テ
頭
ヲ
出
シ
暫
ワ
レ
ヲ
口
口
口
口
口
テ
居
沈
ミ
失
ケ
リ
コ
レ
則
チ
予
口
口
口
口
口
ヘ
キ
ト
必
セ
リ
ト
語
リ
ケ
リ
悦
下

回
シ
テ
予
口
告
ケ
リ
コ
ノ
感
唐
ノ
毛
宝
カ
放
テ
ル
亀
ノ
縁
ニ
能
ク
似
。

備
前
(
現
、
岡
山
県
〉
の
人
が
、
江
戸
に
行
く
途
中
、
遠
江
の
前
坂
の
浜
(
現
、
浜
松
市
西
区
舞
阪
町
)
に
お
い
て
、
ウ
ミ
ガ
メ
を

持
ち
帰
る
人
に
出
会
い
、
カ
メ
を
買
い
取
っ
て
放
し
た
と
と
ろ
、
翌
年
に
同
地
で
遭
難
し
か
け
た
と
き
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
群
れ
が
現
れ
て

助
か
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
「
悦
ニ
語
テ
」
と
あ
る
か
ら
、
話
者
の
市
郎
兵
衛
は
月
感
に
興
奮
し
た
様
子
で
語
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

遣
い
昔
の
説
話
で
は
な
く
、
実
際
に
カ
メ
に
つ
か
ま
っ
て
助
か
っ
た
と
い
う
人
物
か
ら
の
聞
き
取
り
内
容
を
書
い
て
い
る
た
め
に
貴
重

な
記
録
と
い
え
る
。
月
感
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
カ
メ
に
助
け
ら
れ
る
と
い
う
説
話
は
、
中
固
に
も
類
語
が
あ
る
。
し
か
し
、
日
本

で
も
『
日
本
霊
異
記
』
や
『
今
昔
物
語
集
』
に
も
類
話
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
以
前
に
カ
メ
を
助
け
て
い
た
た
め
に
カ
メ
に
助
け
ら
れ

る
と
い
う
報
思
説
話
と
な
っ
て
い
る
。
と
と
ろ
が
、
南
西
諸
島
に
は
、
カ
メ
を
助
け
た
た
め
に
カ
メ
に
助
け
ら
れ
る
と
い
う
「
報
恩
」

で
は
な
く
、
と
く
に
理
由
は
な
く
カ
メ
に
助
け
ら
れ
る
伝
承
が
多
数
み
ら
れ
る
〔
藤
井
一
一

O
一一一
C
〕
。
ウ
ミ
ガ
メ
に
接
触
す
る
機

会
が
多
い
地
域
で
は
、
現
実
味
を
帯
び
て
語
ら
れ
る
伝
承
と
な
っ
て
い
る
。
守
近
世
善
悪
華
報
録
』
の
内
容
は
、
遠
江
で
は
そ
れ
だ
け

ウ
ミ
ガ
メ
と
出
会
う
と
と
が
多
か
っ
た
と
い
う
と
と
も
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

と
の
ほ
か
、
掛
川
市
南
西
郷
に
は
、
江
戸
時
代
に
亀
甲
村
と
い
う
地
名
が
あ
っ
た
。
享
和
三
年
(
一
八
O
三
)
に
成
立
の
『
遠
紅
古

慣
図
絵
』
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
伝
説
が
記
さ
れ
て
い
る
〔
神
谷
一
九
九
二
。
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天
文
二
十
年
壬
辰
、
当
時
の
開
山
海
辺
に
至
り
、
漁
師
一
疋
の
亀
を
捕
り
殺
さ
ん
と
云
ふ
。
と
の
僧
参
り
合
ひ
値
を
出
し
亀
を
求

め
、
海
に
放
ち
、
経
を
読
み
て
寺
に
帰
る
。
そ
の
夜
、
住
持
の
夢
に
彼
の
亀
来
り
て
告
げ
て
日
く
、
今
日
、
貴
僧
の
助
け
に
逢
ひ
し

亀
な
り
。
と
の
謝
礼
に
、
明
朝
ま
た
海
辺
に
来
た
ま
へ
と
告
ぐ
る
。
夢
覚
め
て
始
め
の
海
辺
へ
行
き
見
れ
ば
、
遥
か
沖
よ
り
亀
一
疋

お
よ
ぎ
来
り
、
甲
に
観
世
音
の
霊
仏
を
一
体
の
せ
来
り
、
僧
の
前
へ
直
す
。
取
上
げ
よ
く
見
れ
ば
、
黄
金
に
て
鋳
し
仏
な
り
。
こ
れ

全
く
龍
宮
よ
り
到
来
せ
し
仏
な
り
と
て
寺
に
持
ち
帰
り
、
そ
の
ま
ま
本
堂
に
安
置
す
。
そ
れ
ゆ
ゑ
に
村
を
亀
甲
村
と
云
ふ
。
天
神
の

宮
地
に
有
れ
ば
、
今
は
天
神
の
富
へ
入
れ
、
一
所
に
安
置
し
て
前
立
の
尊
像
と
な
す
。
俗
、
こ
れ
を
唱
へ
違
へ
て
亀
甲
天
神
と
な
づ

け
、
天
神
の
偉
、
亀
の
甲
に
乗
り
し
と
心
得
居
る
。
ま
と
と
は
亀
の
甲
観
音
と
唱
へ
て
よ
し
。

天
文
二

O
年
(
一
五
五
一
)
、
カ
メ
を
助
け
た
僧
侶
が
、
カ
メ
が
持
っ
て
き
た
観
音
を
租
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
伝
説
で
あ
る
。

と
の
僧
侶
が
い
た
寺
は
、
長
栢
寺
と
い
う
真
言
宗
の
寺
院
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
時
代
に
は
万
福
寺
と
い
う
曹
洞
宗
の
寺
院
に
な
っ
て
い

た
。
現
在
は
と
の
寺
は
な
い
。
亀
甲
村
は
掛
川
市
の
市
街
地
に
近
い
場
所
で
あ
る
た
め
、
僧
侶
が
カ
メ
に
出
会
っ
た
浜
辺
は
掛
川
市
周

辺
の
遠
州
灘
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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食
用
習
俗

御
前
崎
で
は
、
江
戸
時
代
に
ウ
ミ
ガ
メ
を
捕
獲
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
先
述
し
た
『
近
世
書
悪
華
報
録
』
に
よ
る
と
、
(
現
、
浜
松

市
西
区
舞
阪
町
)
の
人
が
、
ウ
ミ
ガ
メ
を
持
ち
帰
ろ
う
と
し
て
い
た
と
あ
る
。
と
れ
は
慶
安
年
中
(
一
六
四
八
i
一
六
五
二
)
の
乙
と

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
伝
説
で
は
あ
る
が
、
『
遠
江
古
蹟
図
絵
』
に
よ
る
と
、
天
文
二

O
年
(
一
五
五
一
)
に
も
掛
川
市
付
近
で
カ
メ
を

捕
っ
て
殺
そ
う
と
し
て
い
た
人
が
い
た
と
い
う
。
と
れ
ら
は
特
別
な
例
で
は
な
く
、
遠
紅
の
沿
岸
部
で
は
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
、

ウ
ミ
ガ
メ
を
捕
獲
し
食
用
に
す
る
習
俗
は
広
が
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
御
前
崎
で
は
、
江
戸
時
代
に
ウ
ミ
ガ
メ
捕
獲
禁
止

令
が
少
な
く
と
も
二
回
出
て
い
る
と
と
か
ら
、
そ
れ
だ
け
ウ
ミ
ガ
メ
捕
獲
は
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
川
崎
文
昭
氏
が
紹

4 



介
し
た
文
書
の
う
ち
、
ウ
ミ
ガ
メ
に
関
す
る
部
分
の
み
引
用
し
て
お
く
〔
川
崎

「
指
上
申
手
形
之
事
」

海
亀
取
申
義
堅
ク
御
法
度
被
伸
渡
、
得
其
意
候
、
今
よ
り
以
後
沖
ニ
て
も
又
者
く
が
へ
あ
が
り
候
か
め
一
切
と
ろ
し
申
悶
敷

一
九
九
九
〕
。
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候
事

ご
札
之
事
」

海
亀
殺
候
事
堅
御
禁
制
之
趣
御
申
付
承
知
仕
候
、
神
ニ
而
亀
取
候
義
ハ
不
及
申
、
陸
江
上
り
申
節
殺
候
事
堅
仕
間
敷
候
、
若
隠
候

而
亀
殺
候
事
御
聞
及
被
成
候
ハ
〉
本
人
之
慢
者
不
及
申
、
五
人
組
共
ニ
何
分
之
越
度
ニ
茂
御
申
上
可
被
成
候

一
亀
殺
候
者
見
付
候
ハ
h

早
々
御
注
進
可
仕
候
、
為
御
褒
美
銭
三
百
文
可
被
下
旨
是
又
承
知
仕
候
、
為
後
日
一
札
知
件

前
者
は
貞
享
五
年
(
一
六
八
八
)
八
月
二
八
日
、
後
者
は
寛
延
三
年
(
一
七
五

O
)
六
月
一
五
日
の
文
書
で
あ
る
。
前
者
は
、
遠
州

榛
原
郡
上
御
崎
村
の
組
頭
や
小
前
百
姓
た
ち
四
九
人
が
連
名
し
て
、
上
御
崎
村
の
本
郷
で
あ
っ
た
榛
原
郡
地
頭
方
村
(
現
、
牧
之
原

市
)
の
正
屋
な
E
村
役
人
に
提
出
し
た
請
書
と
な
っ
て
い
る
。
幕
府
が
出
し
た
生
類
憐
み
令
に
闘
す
る
も
の
で
、
五
か
条
に
な
っ
て
い

る
。
前
半
に
は
犬
や
馬
に
関
す
る
一
般
的
な
条
項
が
並
ん
で
い
る
。
川
崎
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
生
類
憐
み
令
に
閲
し
て
、
ウ
ミ
ガ

メ
を
対
象
と
し
た
条
文
が
あ
る
の
は
珍
し
い
。

後
者
の
文
書
は
、
上
御
崎
組
組
頭
以
下
五
九
名
、
下
御
崎
組
組
頭
以
下
三
九
名
の
合
計
九
九
人
が
連
名
で
、
地
頭
方
村
の
庄
屋
に
提

出
し
た
も
の
で
あ
る
。
ウ
ミ
ガ
メ
の
殺
生
禁
止
を
順
守
し
、
殺
生
し
た
者
を
見
つ
け
次
第
届
け
出
る
こ
と
を
約
束
し
、
そ
の
際
に
は
褒

美
の
銭
を
も
ら
う
と
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
宝
永
六
年
(
一
七
O
六
)
の
徳
川
綱
吉
の
死
去
に
よ
っ
て
、
生
類
憐
み
令
は
廃
止
さ
れ
て

い
る
た
め
、
と
の
一
札
は
生
類
憐
み
令
と
の
関
係
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
貞
享
の
文
書
は
、
犬
や
馬
と
並
ん
で
ウ
ミ
ガ
メ
捕
獲

が
禁
止
さ
れ
て
い
た
が
、
寛
延
の
文
書
は
ウ
ミ
ガ
メ
の
み
の
禁
止
令
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
二
点
の
文
書
か
ら
は
、
以
下
の
よ
う
な
と
と
が
う
か
が
え
る
。
江
戸
時
代
中
期
ま
で
は
御
前
崎
で
ウ
ミ
ガ
メ
を
捕
獲
し
、
食
用
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に
す
る
と
と
が
行
わ
れ
て
い
た
。
捕
獲
方
法
と
し
て
は
、
海
上
で
の
捕
獲
と
上
陸
し
た
際
の
捕
獲
が
あ
っ
た
。

て
も
、
隠
れ
て
捕
獲
す
る
者
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
御
前
崎
の
ウ
ミ
ガ
メ
捕
獲
は
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
明
治
時
代
の
記
録
に
も
ウ
ミ
ガ
メ
を
食
用

に
し
た
資
料
が
あ
る
。
明
治
三
六
年
(
一
九
O
三
)
、
大
阪
市
天
王
寺
で
開
催
さ
れ
た
第
五
囲
内
国
勧
業
博
覧
会
に
お
い
て
、
静
岡
県

か
ら
は
「
飽
缶
詰
」
と
と
も
に
「
正
覚
坊
缶
詰
」
つ
ま
り
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
缶
詰
が
水
産
加
工
物
と
し
て
出
陳
さ
れ
て
い
る
〔
藤
原

一
九
七
一
一
↓
?
と
れ
を
出
し
た
の
は
、
御
前
崎
村
の
下
村
勝
次
郎
で
あ
っ
た
。
下
村
勝
次
郎
は
、
明
治
二

δ
年
(
一
八
九
七
)
か
ら

三
一
八
年
(
一
九
O
五
)
に
御
前
崎
村
の
村
長
を
し
て
お
り
、
ま
た
、
静
岡
県
に
お
い
て
初
め
て
と
な
る
機
械
船
(
駒
形
丸
)
を
明
治

四
O
年
(
一
九
O
七
)
に
造
船
し
た
人
物
で
あ
る
。
ウ
ミ
ガ
メ
の
缶
詰
が
ど
の
程
度
継
続
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
御
前
崎
の
漁

業
発
展
に
尽
力
し
た
村
の
中
心
的
な
人
物
が
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
加
工
品
を
生
産
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
〔
大
沢
一
九
五
四
、
御

前
崎
町
一
九
九
七
〕
。

と
の
よ
う
に
、
御
前
崎
で
は
明
治
時
代
ま
で
ウ
ミ
ガ
メ
を
食
用
に
す
る
と
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
聞
き
取
り
調
査
で
は
ウ

ミ
ガ
メ
を
捕
聾
し
た
り
、
食
用
に
し
た
と
い
う
事
例
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
筆
者
が
御
前
崎
市
で
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
カ
メ
は
神

様
な
の
で
、
絶
対
に
食
べ
な
い
、
と
い
う
語
り
が
多
か
っ
た
。
た
だ
し
、
御
前
崎
市
の
識
民
も
、
他
地
域
の
識
民
と
の
交
疏
で
ウ
ミ
ガ

メ
を
食
べ
る
習
俗
が
あ
る
と
と
は
知
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
小
笠
原
の
船
に
も
乗
っ
た
こ
と
が
あ
る
御
前
崎
地
区
女
岩
の
小
野
田
市

雄
氏
(
昭
和
四
年
生
ま
れ
)
に
よ
る
と
、
「
小
笠
原
で
は
カ
メ
を
食
べ
る
。
御
前
崎
の
衆
は
知
ら
ん
ふ
り
を
し
て
い
た
。
」
と
語
る
。
夫

が
漁
師
を
し
て
い
た
御
前
崎
地
区
上
岬
の
松
林
千
寿
代
氏
(
大
正
一
五
年
生
ま
れ
)
に
よ
る
と
、
「
カ
メ
は
小
笠
原
の
人
が
食
べ
た
。

殺
す
と
罰
が
当
た
る
と
、
そ
の
人
は
怒
ら
れ
た
。
」
と
い
う
。
昭
和
時
代
に
は
、
御
前
崎
で
は
ウ
ミ
ガ
メ
を
食
べ
る
こ
と
は
知
っ
て
い

て
も
、
食
べ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
度
禁
止
令
が
出
さ
れ
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聞
き
取
り
調
査
で
確
認
で
き
る
の
は
、
卵
の
食
用
で
あ
る
。
野
本
寛
一
氏
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
卵
を
茄
で
て
食
べ
る
習
慣
が
あ
っ
た
こ
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と
も
報
告
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
ひ
と
つ
の
産
卵
し
た
穴
か
ら
す
べ
て
の
卵
を
採
り
尽
く
す
と
と
は
な
く
、
ぜ
い
ぜ
い
全
体
の
半
分
を

採
っ
て
、
余
り
は
も
と
の
よ
う
に
埋
め
て
お
い
た
と
い
う
〔
野
本
一
九
八
七
〕
。

筆
者
の
調
査
で
も
、
御
前
崎
市
の
複
数
の
方
か
ら
卵
を
採
っ
て
食
べ
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
。
白
羽
地
区
中
原
の
増
田
義
雄
氏
(
大

正
七
年
生
ま
れ
)
は
、
「
昔
は
掘
っ
て
食
べ
た
。
カ
ス
テ
ラ
へ
入
れ
る
と
聞
い
た
。
」
と
語
る
。
御
前
崎
地
区
上
岬
(
白
羽
地
区
出
身
)

の
松
林
千
寿
代
氏
(
大
正
一
五
年
生
ま
れ
)
は
以
下
の
よ
う
に
語
る
。

子
ど
も
の
と
ろ
は
卵
を
採
っ
た
。
卵
は
み
ん
な
掘
り
に
行
っ
た
。
女
の
子
も
行
っ
た
。
カ
I
バ
イ
ト
を
つ
け
て
夜
に
行
っ
た
。
な

か
に
は
売
っ
た
人
も
い
る
。
自
身
は
煮
て
も
固
ま
ら
ん
。
黄
身
だ
け
出
し
て
や
る
と
半
熟
に
な
っ
た
。
い
い
カ
ス
テ
ラ
が
で
き
る
と

い
っ
て
売
る
人
も
い
た
。
卵
は
臭
か
っ
た
。
自
分
は
あ
ん
ま
り
食
べ
な
か
っ
た
。

御
前
崎
地
区
大
山
の
沢
入
康
夫
氏
(
昭
和
一

O
年
生
ま
れ
)
は
、
「
卵
は
戦
後
、
値
が
よ
く
売
れ
た
。
お
菓
子
の
材
料
に
も
使
っ
た
。

カ
ス
テ
ラ
な
ど
に
も
混
ぜ
た
。
」
と
い
う
。
御
前
崎
地
区
下
岬
の
下
村
和
子
氏
(
昭
和
一
九
年
生
ま
れ
)
も
、
「
カ
メ
の
卵
は
お
い
し

か
っ
た
。
す
ご
い
濃
い
黄
身
。
」
と
い
う
。
白
羽
地
区
新
谷
の
高
塚
清
氏
(
昭
和
二
二
年
生
ま
れ
)
か
ら
は
、
野
本
氏
の
聞
き
取
り
と

同
じ
よ
う
に
、
卵
を
半
分
残
し
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
。

松
林
に
な
っ
て
い
て
、
カ
メ
は
越
え
て
卵
を
産
ん
だ
。
卵
を
採
っ
て
食
べ
た
。
近
所
の
お
じ
い
さ
ん
が
、
朝
採
っ
て
配
っ
て
く
れ

た
。
近
所
、
親
戚
に
配
っ
て
い
た
。
卵
は
一

O
Oち
ょ
っ
と
あ
る
。
全
部
は
採
ら
な
か
っ
た
。
半
分
ほ
E
残
し
た
。
利
口
で
採
り
切

る
と
と
は
し
な
か
っ
た
。
と
り
の
卵
が
な
い
の
で
食
べ
た
。
生
で
食
べ
た
り
、
半
熟
で
食
べ
た
り
し
た
。
ゆ
が
い
て
も
固
ま
ら
ん
と

い
う
覚
え
が
あ
る
。
お
い
し
か
っ
た
。
食
べ
る
も
ん
が
な
い
の
で
。
カ
メ
は
と
と
に
も
け
つ
こ
う
上
が
っ
た
。
岬
と
こ
こ
に
上
が
っ

た。

165-

白
羽
地
区
新
谷
の
高
塚
み
ち
氏
(
昭
和
二
年
生
ま
れ
)
・
高
塚
み
さ
氏
(
昭
和
一

O
年
生
ま
れ
)
は
以
下
の
よ
う
に
語
る
。

カ
メ
を
食
べ
る
と
と
は
な
か
っ
た
。
卵
を
採
る
人
は
い
た
。
あ
ん
ま
り
食
べ
ん
。
ぶ
よ
ぶ
よ
し
て
い
る
。
み
ち
氏
も
み
さ
氏
も
食



べ
た
と
と
は
な
い
。
と
と
ら
に
も
上
が
っ
た
。
浜
が
あ
っ
た
の
で
。
砂
浜
が
ず
っ
と
あ
っ
た
。
泳
ぎ
に
行
く
の
に
、
砂
浜
が
熱
く
て

駆
け
た
。

と
と
ろ
が
、
御
前
崎
で
も
卵
を
食
べ
な
い
と
い
う
人
も
い
た
。
白
羽
地
区
白
浜
の
増
田
昭
子
氏
(
昭
和
二
年
生
ま
れ
)
は
以
下
の
よ

う
に
語
る
。

卵
を
食
べ
た
と
と
は
な
い
。
神
様
だ
か
ら
・
も
っ
た
い
な
い
と
思
う
。
息
子
が
子
ど
も
の
と
ろ
、
友
達
と
卵
を
採
り
に
行
き
た
が
っ

た
。
神
様
だ
で
、
そ
ん
な
と
と
す
る
も
ん
で
な
い
と
、
や
め
さ
せ
た
。
卵
を
採
っ
て
食
べ
る
な
ん
て
も
っ
て
の
ほ
か
。
行
く
じ
ゃ
な

い
と
い
っ
た
。
子
E
も
同
士
で
行
く
と
と
は
あ
っ
た
。

御
前
崎
地
区
の
西
側
、
女
岩
付
近
で
も
食
べ
な
い
と
い
う
人
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
女
岩
の
小
野
田
市
雄
氏
(
昭
和
四
年
生
ま

れ
)
・
ふ
さ
氏
(
昭
和
六
年
生
ま
れ
)
夫
妻
は
、
以
下
の
よ
う
に
語
る
。

カ
メ
は
岬
の
前
に
き
た
。
と
の
辺
り
に
も
来
た
。
市
雄
氏
は
卵
を
食
っ
た
と
と
は
な
い
。
岬
(
御
前
崎
地
区
下
岬
)
の
衆
は
卵
を

食
べ
た
。
岬
は
船
主
が
わ
り
あ
い
少
な
い
。
女
岩
は
食
べ
な
い
。
孫
は
産
む
と
と
ろ
を
見
に
行
っ
た
。

西
側
の
松
尾
長
作
氏
(
昭
和
五
年
生
ま
れ
)
は
、
「
卵
は
食
べ
る
人
は
な
か
っ
た
」
、
西
側
の
神
代
邦
夫
氏
(
昭
和
二
一
年
生
ま
れ
)

は
、
「
カ
メ
の
卵
は
食
べ
た
と
と
は
な
い
。
マ
リ
ン
バ

1
ク
よ
り
も
向
と
う
に
は
上
が
っ
た
。
キ
ャ
タ
ピ
ラ
の
跡
み
た
い
な
の
が
あ
る

か
ら
上
が
っ
た
の
が
分
か
る
。
L

と
語
る
。
増
田
氏
は
、
白
羽
地
区
在
住
で
あ
る
が
、
も
と
は
御
前
崎
地
区
在
住
で
、
夫
は
カ
ツ
オ
漁

船
の
漁
携
長
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
カ
ツ
オ
漁
の
役
を
す
る
家
で
は
意
識
し
て
食
べ
な
い
と
い
う
と
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
地
元

の
人
が
食
べ
る
ほ
か
、
静
岡
市
や
浜
松
市
あ
た
り
か
ら
買
い
に
来
る
人
も
い
た
よ
う
で
あ
る
。

5 

放
涜
習
俗

網
に
か
か
っ
た
り
、
産
卵
の
た
め
に
上
陸
し
た
ウ
ミ
ガ
メ
に
酒
を
飲
ま
せ
て
放
す
と
い
う
習
俗
は
遠
州
一
帯
に
広
が
っ
て
い
た
よ
う
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で
あ
る
。
磐
田
市
福
田
町
で
は
、
地
曳
網
に
か
か
っ
た
カ
メ
に
、
漁
師
が
酒
を
飲
ま
せ
て
海
に
帰
し
た
こ
と
は
た
び
た
び
あ
っ
た
〔
福

間
町
史
編
さ
ん
委
員
会
一
九
九
九
〕
。

と
の
ほ
か
、
御
前
崎
市
の
ウ
ミ
ガ
メ
に
関
す
る
記
録
の
な
か
に
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
を
放
す
習
俗
に
つ
い
て
も
散
見
さ
れ
る
。
昭
和
五
五

年
(
一
九
八
O
)
か
ら
六
一
年
(
一
九
八
六
)
ま
で
保
護
監
視
員
を
し
て
い
た
松
林
久
蔵
氏
は
、
畑
の
サ
ツ
マ
イ
モ
の
蔓
に
甲
羅
が

引
っ
か
か
っ
て
動
け
な
く
な
っ
た
カ
メ
が
い
る
と
、
地
元
の
人
た
ち
が
カ
メ
に
酒
を
飲
ま
せ
て
海
ヘ
戻
し
て
や
っ
た
と
語
っ
て
い
る

〔
上
島
一
九
八
O
〕。

筆
者
の
調
査
で
は
、
御
前
崎
市
に
お
い
て
複
数
の
方
か
ら
と
の
事
例
を
聞
い
た
。
御
前
崎
地
区
下
岬
の
下
村
甚
市
氏
(
大
正
三
年
生

ま
れ
)
は
以
下
の
よ
う
に
語
る
。

下
に
船
主
の
お
宅
が
あ
っ
た
。
そ
と
の
お
ば
あ
さ
ん
は
、
カ
メ
が
上
が
る
と
、
ど
ん
ぶ
り
に
酒
を
一
杯
持
っ
て
き
て
、
カ
メ
に
酒

を
飲
ま
せ
て
い
た
。
帰
る
と
き
に
飲
ま
せ
て
い
た
。
漁
を
す
る
よ
う
に
や
っ
た
。
よ
だ
れ
を
出
し
た
り
、
涙
を
涜
し
た
り
し
た
。
か
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わ
い
そ
う
だ
と
思
っ
た
。
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下
岬
の
吉
村
孫
俊
氏
(
昭
和
一
七
年
生
ま
れ
)
は
、
「
カ
メ
は
船
主
の
家
の
衆
が
酒
を
く
れ
て
帰
し
た
。
下
村
の
家
は
船
主
だ
っ
た
。

今
の
当
主
の
孫
ば
あ
さ
ん
の
と
き
、
カ
メ
が
上
が
る
と
酒
を
飲
ま
せ
て
い
た
。
」
と
語
る
。
ま
た
、
御
前
崎
市
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
監
視
員

の
高
田
正
義
氏
と
鈴
木
紀
捷
氏
も
、
「
下
村
の
お
ば
あ
さ
ん
は
カ
メ
が
上
が
れ
ば
酒
を
飲
ま
せ
て
い
た
。
」
と
い
う
。
特
定
の
船
主
の
家

の
お
ば
あ
さ
ん
が
カ
メ
に
酒
を
飲
ま
せ
て
放
し
て
い
た
と
と
が
分
か
る
が
、
カ
メ
に
酒
を
飲
ま
せ
る
の
は
こ
の
人
だ
け
で
は
な
か
っ

た
御
前
崎
地
区
上
岬
の
松
林
千
寿
代
氏
(
大
正
一
五
年
生
ま
れ
)
は
以
下
の
よ
う
に
語
る
。

連
れ
合
い
の
親
は
、
カ
メ
に
酒
を
く
れ
た
ら
涙
を
流
し
た
と
い
う
。
苦
し
く
て
出
し
た
か
、
う
れ
し
く
て
出
し
た
か
分
ら
な
い
。

卵
を
産
み
に
上
が
っ
た
カ
メ
で
あ
っ
た
。
家
ま
で
は
連
れ
て
と
な
い
。



白
羽
地
区
中
原
の
増
田
義
雄
氏
(
大
正
七
年
生
ま
れ
)
は
、
「
地
曳
網
に
一
回
カ
メ
が
か
か
っ
た
と
と
が
あ
り
、
酒
を
頭
か
ら
か
け

て
放
し
た
と
と
が
あ
る
。
」
と
い
う
。
御
前
崎
地
区
大
山
の
沢
入
辰
美
氏
(
大
正
五
年
生
ま
れ
)
・
由
枝
氏
(
大
正
九
年
生
ま
れ
)
夫
妻

は
、
「
産
卵
に
上
が
っ
た
カ
メ
に
は
酒
を
も
っ
て
い
っ
て
飲
ま
せ
た
。
酒
飲
み
の
こ
と
を
カ
メ
の
よ
う
な
、
と
い
っ
た
。
」
と
語
る
。
御

前
崎
地
区
下
岬
の
鈴
木
圃
司
氏
(
大
正
一
一
年
生
ま
れ
)
は
、
「
上
が
っ
て
き
た
カ
メ
に
酒
を
く
れ
て
や
っ
て
、
棒
で
押
し
出
し
た
こ

と
も
あ
る
。
涙
を
読
し
て
帰
っ
て
行
っ
た
。
」
と
い
う
。
白
羽
地
区
薄
原
の
小
野
回
武
氏
(
昭
和
一
四
年
生
ま
れ
)
は
、
「
卵
を
産
む
と

き
っ
か
ま
え
て
酒
を
飲
ま
せ
た
こ
と
が
あ
る
。
涙
を
涜
す
が
、
そ
れ
を
あ
り
が
た
が
っ
て
涙
を
出
し
た
と
い
っ
た
。
」
と
い
う
。
白
羽

地
区
新
谷
の
高
塚
み
ち
氏
(
昭
和
二
年
生
ま
れ
)
・
高
塚
み
さ
氏
(
昭
和
一

O
年
生
ま
れ
)
は
、
「
カ
メ
は
酒
が
好
き
と
い
う
。
涙
を
流

す
と
い
う
。
苦
し
く
て
出
す
か
、
う
れ
し
く
て
出
す
か
知
ら
ん
が
。
」
と
い
う
。

と
の
ほ
か
、
中
部
電
力
浜
岡
原
子
力
発
電
所
で
聞
い
た
と
と
ろ
で
は
、
胆
浜
岡
町
で
も
漁
民
は
ウ
ミ
ガ
メ
に
酒
を
飲
ま
せ
て
放
し
て

い
た
と
い
う
。
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供
養
習
俗

浜
松
市

浜
松
市
坪
井
の
東
光
寺
(
臨
済
宗
)
の
境
内
に
は
、
江
戸
時
代
に
建
立
さ
れ
た
カ
メ
塚
が
あ
る
(
表
1
N
0
.
ー
、
写
真
日
)
。
こ

の
事
例
は
、
『
静
岡
県
・
海
の
民
俗
誌
』
、
『
静
岡
県
史
資
料
編
三
五
民
俗
コ
一
』
、
『
浜
松
市
石
造
文
化
財
所
在
目
録
』
で
紹
介
さ

れ
て
い
る
〔
野
本
一
九
八
八
、
静
岡
県
一
九
九
て
浜
松
市
石
造
文
化
財
調
査
会
一
一

O
O
一
a
・
b
〕
。
ま
た
、
浜
松
市
の

(
9〕

「
石
造
文
化
財
調
査
個
票
」
に
も
記
録
が
あ
る
。
昭
和
三
一
五
年
(
一
九
六

O
)
に
書
か
れ
た
「
お
寺
さ
ん
縁
起
帳
」
の
東
光
寺
の
紹
介

文
に
は
、
カ
メ
の
墓
に
つ
い
て
は
一
切
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
忘
れ
ら
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
よ
う
で
み
初
。
『
静
岡
県
・
海
の
民
鐙
曲
』

に
は
、
カ
メ
の
姿
を
刻
ん
だ
供
養
碑
が
あ
る
、
と
記
さ
れ
、
『
静
岡
県
史
資
料
編
二
五
一
二
』
に
は
、
カ
メ
形
石
造
物
の
写

6 a 

民
俗



静岡県のウミガメの民俗

O L泊置 allan 誕lkm

静岡県のカメ塚・カメの墓(地図中の数字は表1の番号)

筆
者
は
平
成
一
三
年

(二

O
O
一
)
に
調
査
を
行
っ
た
。
山
門
を
入
っ
て
す
ぐ
の

六
地
蔵
の
横
に
カ
メ
塚
は
あ
っ
た
。
『
静
岡
県
史
』
の
写
真

で
は
、
カ
メ
形
石
造
物
が
台
座
に
載
っ
て
い
る
だ
け
で

あ
っ
た
が
、
筆
者
の
調
査
時
に
は
、
カ
メ
形
石
造
物
の
背

中
に
六
角
形
の
石
碑
が
載
っ
て
い
た
。
『
静
岡
県
史
』
の
写

真
を
あ
ら
た
め
て
見
る
と
、
カ
メ
形
石
造
物
の
後
ろ
に
六

角
形
の
石
碑
が
落
ち
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
と
の
六
角
形

の
石
碑
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
碑
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

南
海
霊
亀
碑

文
化
八
辛
未
八
月
一
日
東
光
見
損
州
誌

震
文
化
七
庚
午
初
秋
口
夜
疾
風
雷
電
鳴
子
空
棒
雨
怒

涛
鼓
於
海
村
補
驚
而
検
点
船
揖
之
次
大
亀
登
沙
汀
偶
然

而
死
実
於
是
奇
言
遇
聞
東
武
乃
為
主
君
長
久
懇
需
予
放

追
享
因
命
石
工
彫
亀
形
図
経
巻
負
背
上
以
記
其
乙
ニ
而

己
銘
日
万
年
之
亀
被
業
風
吹
拘
必
有
死
可
哀
可
思

と
の
碑
文
か
ら
は
、
文
化
七
年
(
一
八
一

O
)
の
秋
に

死
ん
で
い
た
カ
メ
を
葬
り
、
翌
文
化
八
年
に
供
養
碑
を
建

立
し
た
と
と
が
分
か
る
。
次
に
、
東
光
寺
の
鈴
木
育
子
氏
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真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

地図2



東光寺のカメ塚(表l

No.1) (2001年 6月撮影)

写真16

に
話
を
聞
い
た
と
と
を
紹
介
し
て
お
く
。

坪
井
は
半
農
半
漁
の
村
だ
っ
た
。
寺
か
ら
浜
ま
で
歩
い
て

一
O
分
ほ
ど
。
あ
る
と
き
、
カ
メ
が
弱
っ
て
上
が
っ
て
き
た
。

元
気
に
な
る
よ
う
に
酒
を
あ
げ
た
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
な
き

が
ら
を
寺
ま
で
運
ん
で
埋
め
、
記
念
に
碑
を
建
て
た
。
碑
を
建

て
た
の
は
今
か
ら
四
代
前
の
住
職
の
と
き
。
カ
メ
は
神
聖
視
さ

れ
て
い
た
。
カ
メ
の
背
中
の
石
塔
は
、
巻
物
の
経
巻
を
象
徴
し

て
い
る
と
い
う
。
本
か
新
聞
に
出
て
い
た
。
平
成
七
年

(
一
九
九
五
)
に
本
堂
を
建
て
た
と
き
、
カ
メ
の
供
養
搭
も
移
動

し
た
。
そ
れ
ま
で
は
草
む
ら
の
中
に
埋
も
れ
て
い
て
、
忘
れ
ら
れ
て
い
た
。
石
垣
の
よ
う
な
段
の
上
に
立
っ
て
い
た
。
日
の
当
た
る

場
所
に
出
し
て
き
た
。
と
く
に
租
る
と
と
は
な
い
。

鈴
木
氏
の
話
か
ら
、
『
静
岡
県
史
』
の
調
査
段
階
で
は
カ
メ
の
供
養
碑
は
放
置
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
移
動
し
て
目
立
つ
場
所

に
置
か
れ
た
と
い
う
と
と
が
分
か
っ
た
。

・
東
光
寺
の
カ
メ
塚
(
表
1
N
0
.
-
)

石

碑

高

さ

四

五

四

幅

一

六

m

一
四

m

四
六
個

三
一
五
個

カ
メ
形
高
さ

長
さ

最
大
幅
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浜
松
市
舘
山
寺
町
に
も
江
戸
時
代
に
建
て
ら
れ
た
カ
メ
塚
が

あ
る
(
表
l
N
0
.
2
、
写
真
口
)
。
こ
の
事
例
に
つ
い
て
は

『静
岡
県
史
』
な
ど
に
は
載
っ
て
お
ら
ず
、
浜
松
市
博
物
館
の
宮

下
知
良
氏
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
地
元
で
ま
と
め
ら
れ
た

『庄
内
地
区
愛
称
標
識
な
ま
え
と
そ
の
由
来
』
、
『
わ
が
町
文
化

誌
碧
い
湖
と
緑
の
半
島
庄
内
』
や
、
『
浜
松
市
石
造
文
化
財

所
在
目
録
』
に
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
〔
愛
称
標
識
設
置
委

一
九
九
三
、
浜
松
市
立
庄
内
公
民
館
・
わ
が
町
文
化
誌
編
集
委
員
会
一
九
九
五
、
浜
松
市
石
造
文
化
財
調
査
会

二
O
O
一
〕
。
ま
た
、
浜
松
市
の
「
石
造
文
化
財
調
査
個
票
」
に
も
記
録
が
あ
る
。

筆
者
は
平
成
二

O
年
(
二

O
O八
)
に
現
地
を
訪
れ
た
。
浜
名
湖
の
湖
岸
を
走
る
道
路
の
脇
に
カ
メ
塚
は
あ
っ
た
。
カ
メ
塚
は
道
路

か
ら
一
段
低
い
地
面
に
あ
り
、
ま
た
、
道
路
脇
に
は
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
る
た
め
見
つ
け
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
カ
メ
塚

の
前
に
は
、
「
亀
塚
」
と
書
か
れ
た
木
の
標
識
が
倒
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
花
簡
に
は
新
し
い
花
が
供
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、
参
る
人

は
い
る
よ
う
で
あ
る
。
石
碑
に
は
以
下
の
よ
う
な
碑
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

(
右
側
面
)

出
回
文
政
五
龍
宿
壬
牛
載
仲
春
建
立
語

員
会

静岡県のウミガメの民俗

(
正
面
)

古
語
日
甲
虫
三
百
六
十
而
亀
為
之
長
目
一
王
者
之
嘉
瑞
世
然
而
有
一
亀
漂
出
乎
堀
江
渚
則
不
幸
而
繋
子
制
腸
之
端
麗
其
村
中
見
之
雄

写真 17 舘山寺のカメ塚(表1

No.2) (2008年5月撮影)

台
座
高
さ

一一一一
m
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写真18 r正覚坊亀様J(表 1No.3) (2013年3月撮

影)

有
欲
救
之
善
子
等
既
己
不
及
惜
哉
依
埋
口
甲
骨
而
樹
之
牌
以
為
後
堕
有
爾

(
左
側
面
)

背
上
法
天
地
玄
文
五
色
惇
甲
中
長
口
者
口
六
自
由
全

銘
文
に
よ
る
と
、
カ
メ
塚
は
文
政
五
年
(
一
八
二
二
)
春
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。

カ
メ
が
漂
着
し
て
死
ん
だ
た
め
に
埋
め
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
文
政
八
年
の

カ
メ
塚
は
、
先
述
し
た
津
波
と
直
接
関
係
す
る
・
も
の
で
は
な
く
、
古
く
か
ら
カ
メ

に
助
け
ら
れ
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
土
地
で
、
た
ま
た
ま
死
ん
で
い
た
カ
メ

を
租
っ
た
と
い
う
と
と
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

-
舘
山
寺
の
カ
メ
塚
(
表
I
N
D
.
2
)

石

碑

高

さ

四

六

m

幅

二

二

個九
m

一
九

m
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枠台
台座

高
さ

高
さ

浜
松
市
松
島
町
に
「
正
覚
坊
亀
様
」
と
呼
ば
れ
る
地
蔵
が
記
ら
れ
て
い
る
(
表
1
N
O，

3
、
写
真
四
)
。
こ
の
由
来
は
、
『
遠
州

浜
』
、
『
わ
が
町
文
化
誌
太
陽
と
潮
風
五
島
遠
州
浜
』
、
『
浜
松
市
石
造
文
化
財
所
在
日
録
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
〔
で
ん
で
ん
む
し

の
会
一
九
八

O
、
浜
松
市
立
五
島
公
民
館
・
わ
が
町
文
化
誌
編
集
委
員
会
編
一
九
九
八
、
浜
松
市
石
造
文
化
財
調
査
会

二
O
O
ニ
。
ま
た
、
浜
松
市
の
「
石
造
文
化
財
調
査
個
票
」
に
も
記
録
が
あ
る
。
と
の
事
例
に
つ
い
て
も
浜
松
市
博
物
館
の
宮
下
知

良
氏
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
て
い
た
。
筆
者
は
平
成
二
五
年
(
二

O
二
ニ
)
三
月
に
調
査
し
た
。
現
在
、
遠
州
浜
困
地
の
東
の
は
ず
れ



の
松
林
の
中
に
「
正
覚
坊
亀
様
」
は
杷
ら
れ
て
い
る
。
す
ぐ
東
側
の
道
に
、
「
亀
様
通
り
し
と
書
か
れ
た
木
の
道
標
が
立
っ
て
い
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
作
ら
れ
た
嗣
の
中
に
、
地
蔵
が
杷
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
は
関
係
者
の
話
を
聞
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
ま

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
内
容
を
要
約
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

昭
和
二

O
年
の
夏
、
松
島
海
岸
に
上
陸
し
た
カ
メ
を
若
者
七
人
が
殺
し
て
食
べ
た
。
ほ
ど
な
く
、
そ
の
う
ち
の
四
人
が
相
次
い
で

怪
死
し
て
し
ま
い
、
驚
い
た
仲
間
が
近
く
の
観
音
堂
に
お
す
が
り
し
た
。
観
音
堂
(
中
町
に
あ
っ
た
が
、
現
在
は
絶
え
て
い
る
。
)

の
当
主
が
供
養
堂
を
建
て
る
よ
う
指
示
し
、
と
の
地
に
カ
メ
の
命
を
担
っ
た
石
を
す
え
て
供
養
し
た
。
そ
の
後
、
石
地
蔵
そ
建
て
て

堂
を
作
っ
た
。

・
「
正
覚
坊
亀
様
」
(
表
l
N
0
.
3
)

地
蔵
高
さ
四
一
二

m

台
座
高
さ
一
三
一

m
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磐
田
市

磐
田
市
福
田
町
の
カ
メ
塚
に
つ
い
て
は
、
『
史
跡
を
た
ず
ね
て
私
た
ち
の
福
田
』
、
『
静
岡
県
・
海
の
民
俗
誌
』、
『静
岡
県
史
資

料
編
二
五
民
俗
ゴ
一
』
、
『
福
岡
町
史
資
料
編
民
俗
』
、
『
海
と
列
島
文
化
』
な
E
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
〔
福
田
町
史
編
集
委
員
会

一
九
八
三
、
野
本
一
九
八
八
、
静
岡
県
一
九
九
一
、
宮
田
一
九
九
一
、
福
田
町
史
編
さ
ん
委
員
会
一
九
九
九
〕
。
平
成

二
一
年
(
二
O
O九
)
に
は
高
野
氏
も
調
査
し
て
い
る
〔
高
野
二

O
一
O
、
田
口
二

O
一一〕。

海
岸
か
ら
ほ
ど
近
い
向
岡
集
落
の
寺
田
家
の
敷
地
内
に
一
つ
の
カ
メ
塚
が
あ
る
(
表
I
N
D
.
4
、
写
真
四
)
。
『
史
跡
を
た
ず
ね

て
私
た
ち
の
福
田
』
に
は
、
曾
祖
母
の
時
代
か
ら
担
っ
て
い
る
と
記
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
紅
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
可
能
性
が
あ

る
。
と
の
付
近
は
「
亀
塚
屋
敷
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
大
き
な
松
が
あ
っ
た
。
カ
メ
塚
の
前
の
道
は
、
前
島
や
新
道
な
ど
の
地
曳
網
の

b 



漁
師
た
ち
が
浜
小
屋
へ
遇
う
だ
け

で
、
あ
た
り
は
一
面
、
桑
畑
や
川

跡
の
池
が
残
る
未
開
地
で
あ
っ
た

と
い
う
。
カ
メ
塚
に
つ
い
て
は
、

神
で
瀕
死
の
大
カ
メ
を
見
つ
け
、

あ
わ
れ
に
思
っ
て
、
豊
漁
や
安
産

の
願
い
を
こ
め
て
と
の
地
に
記
っ

た
と
い
う
〔
福
田
町
史
編
集
委
員

会
一
九
八
一
二
〕
。
『
静
岡
県
史
』
、

『
福
田
町
史
』
の
記
述
も
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
が
、
『
福
田
町
史
』
に

は
、
天
竜
川
の
堤
防
が
決
壊
し
た

際
、
大
水
で
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
が
死
ん
だ
た
め
、
水
害
の
な
い
小
高
い
地
に
葬
り
、
松
の
木
を
植
え
た
、
と
い
う
説
も
あ
る
と
記
さ
れ
て

い
る
〔
福
岡
町
史
編
さ
ん
委
員
会
一
九
九
九
〕
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
と
の
カ
メ
塚
は
、
漁
師
が
浜
へ
出
る
際
に
通
る
道
端
に
あ
り
、
漁
師
の
海
上
安
全
と
大
漁
満
足
、
安
産
を
祈
願

す
る
塚
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
人
々
は
通
り
が
か
り
や
、
盆
、
彼
岸
な
ど
に
供
養
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
昭
和
二
四
年

(
一
九
四
九
)
に
、
寺
田
家
が
こ
の
場
所
へ
引
っ
越
し
た
際
、
塚
が
屋
敷
内
に
取
り
込
ま
れ
る
と
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
四
二

年
(
一
九
六
七
)
に
、
観
音
寺
住
職
に
よ
る
回
向
に
よ
っ
て
、
現
在
の
カ
メ
塚
の
石
碑
が
建
て
ら
れ
た
。
現
在
は
カ
メ
形
の
上
に
カ
メ

塚
の
石
碑
が
載
っ
て
い
る
。
石
碑
建
立
時
の
寺
田
家
の
当
主
は
昭
平
氏
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

寺田家のカメ塚(表1No.4) (2013年3月
撮影)

写真19

観音寺のカメ塚(表1No.5) (20日年3月
撮影)

写真20
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福
田
町
福
田
の
観
音
寺
(
曹
洞
宗
)
の
境
内
に
も
、
寺
田
家
と
同
じ
く
昭
和
四
二
年
に
建
て
ら
れ
た
カ
メ
塚
の
石
碑
が
あ
る
(
表
I

N
D
.
5
、
写
真
却
)
。
刻
ま
れ
た
文
字
を
見
る
限
り
、
寺
回
家
の
カ
メ
塚
と
形
態
も
建
立
者
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
寺
田

昭
平
氏
の
名
前
の
み
、
観
音
寺
の
カ
メ
塚
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
先
代
の
住
職
が
建
て
た
も
の
と
い
う
こ
と
で
、
現
在
の
住
職
の
深

川
一
成
氏
は
建
立
の
経
緯
は
詳
し
く
は
ど
存
じ
で
は
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
境
内
の
カ
メ
塚
の
背
後
に
は
、
「
亀
場
碑
建
立
の
い
わ
れ
」

と
い
う
説
明
板
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
以
下
の
よ
う
な
と
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
は
、
古
く
か
ら
福
田
の
漁
師
た
ち
の
守
り
神
と
し
て
祭
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
福
田
の
海
岸
へ
産
卵
に
来
て
お
産
後

の
疲
労
で
、
帰
る
べ
き
海
の
方
角
も
分
か
ら
な
く
な
り
松
林
の
中
や
砂
浜
の
丘
で
あ
え
な
く
死
ん
だ
数
多
く
の
海
ガ
メ
の
霊
を
な
ぐ

さ
め
る
為
と
航
海
安
全
を
祈
願
し
て
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
(
一
部
の
み
引
用
)

・
寺
田
家
の
カ
メ
塚
(
表
1
N
0
.
4
)

亀
塚
(
た
だ
し
、
亀
は
象
形
文
字
)

奉
納

175-

(
正
面
)

静岡県のウミガメの民俗

寺
困
昭
平

寺
田
宝
平

寺
四
竹
市

寺
困
均
之

寺
困
宗
男

昭
和
四
十
二
年
九
月
昔
日

為
供
養
建
之
大
鹿
成
典

石

碑

高

さ

六

O
m

幅

四

八

個

(
裏
面
)



奥

行

二

二

m

カ
メ
形
石
造
物
高
さ
二
一

m

長
さ
一
四
八

m

-
観
音
寺
の
カ
メ
場
(
表
1
N
0
.
5
)

亀
塚
(
た
だ
し
、
亀
は
象
形
文
字
)

奉
納

(
正
面
)

寺
田
宝
平

寺
田
竹
市

寺
田
均
之

寺
田
宗
男

昭
和
四
十
二
年
九
月
昔
日
建
立

大
鹿
成
典

石
碑
高
さ

幅

(
裏
面
)

176-

台
座
高
さ

七
二

m

四

om
一
九

m

掛
川
市

掛
川
市
大
須
賀
町
新
井
の
カ
メ
塚
(
表
1
N
0
.
7
)
は
、
『
静
岡
県
史
資
料
編
二
五
民
俗
三
』
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

〔
静
岡
県
一
九
九
二
。
た
だ
し
、
「
亀
塚
の
分
布
」
と
い
う
図
に
記
さ
れ
る
の
み
で
、
詳
細
は
分
ら
な
い
。
そ
の
後
、
平
成
二
一
年

(二

O
O九
)
に
高
野
氏
が
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
近
く
の
人
に
確
認
を
し
、
小
高
い
山
を
カ
メ
塚
と
い
い
、
大
漁
祈
願
の
た
め
に
カ

c 



と点メ
の で 塚
カはに
メ、ボ
塚 ポ 1
に l グ
つグイ
いイ(
て は 樺
は見杭
調 当
査たを
をら立
しずで
て、た
い ヵ ト
な メ 今
いをは
。埋換

葬を
しレ
たな
とし、
J.-の
芭で
確カ
認~
2詮
て堕

足き
いな

よし:

毛主
あピ
る 2

(_. 

5量と

野義
告
し
て
し、
る

tー
の
時

二
O
一
O
〕
。
筆
者
は

静岡県のウミガメの民俗

御
前
崎
市

旧
御
前
崎
町
で
は
早
く
か
ら
複
数
の
「
亀
塚
」
が
把
握
さ
れ
て
い
た
。
と
と
ろ
が
、
ウ
ミ
ガ
メ
関
連
の
記
録
で
は
、
旧
御
前
崎
町
内

に
は
死
ん
だ
カ
メ
を
葬
る
カ
メ
塚
の
風
習
が
あ
る
、
と
さ
れ
る
だ
け
で
、
具
体
的
な
こ
と
は
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
〔
御
前
崎
町
教
育
委

員
会
一
九
八
三
一
な
ど
〕
。
『
静
岡
県
史
』
や
『
浜
岡
町
史
』
な
ど
で
は
具
体
的
な
事
例
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
断
片
的

に
い
く
つ
か
の
事
例
が
報
告
さ
れ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
『
下
岬
の
民
俗
』
で
は
、
表
1
N
0
.
日、

N
0
.
M
〔
静
岡
県

教
育
委
員
会
文
化
課
県
史
編
さ
ん
窒
一
九
九
O
〕
、
『
静
岡
県
史
資
料
編
二
五
民
俗
二
一
』
で
は
表
1
N
0
.
目、

N
0
.
M
、

N
0
.
m
、
N
0
.
幻
が
報
告
さ
れ
て
い
る
〔
静
岡
県
一
九
九
二
。
筆
者
は
平
成
一
一
年
(
一
九
九
九
)
二
・
三
月
に
、
『
静
岡
県

史
』
記
述
の
事
例
を
も
と
に
、
表
1
N
0
.
問、

N
0
.
u
、
N
0
.
泊、

N
0
.
幻
の
事
例
を
調
査
し
た
。
と
の
調
査
の
際
、
旧

御
前
崎
町
教
育
委
員
会
か
ら
「
カ
メ
塚
所
在
地
」
(
以
下
、
「
カ
メ
塚
所
在
地
」
)
と
書
か
れ
た
カ
メ
塚
の
所
在
地
を
示
し
た
地
図
を
提
供

い
た
だ
い
た
。
こ
の
地
図
に
は
、
「
一
九
八
六
年
一

O
月
二
一
一
日
現
在
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
一
二
か
所
の
カ
メ
壌
を
示
し
た
黒
丸
が
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d 
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
平
成
二
三
年
(
二

O
O
一
)
五
月
一

O
日
付
の
中
日
新
聞
に
は
「
共
生
の
時
代
へ
ウ
ミ
ガ
メ
を
追
う
第
2
部

亀

塚

①
守
護
神
」
と
し
て
、
「
御
前
崎
町
の
亀
塚
分
布
」
と
い
う
地
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
泌
。
と
こ
に
は
、
一
八
か
所
の
「
亀
塚
」
地
点

が
地
図
上
に
黒
丸
で
記
さ
れ
て
い
る
。
と
れ
は
、
当
時
の
御
前
崎
町
教
育
委
員
会
が
把
握
し
て
い
る
カ
メ
塚
の
情
報
を
も
と
に
し
て
お

り
、
筆
者
が
平
成
二
五
年
(
二

O
二
一
一
)
に
御
前
崎
市
教
育
委
員
会
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た
「
カ
メ
塚
資
料
」
の
中
に
、
ま
っ
た
く
同



じ
一
八
か
所
の
黒
丸
を
記
し
た
地
図
が
見
ら
れ
る
。

め

い

わ

し

ろ

わ

く

び

し

ょ
う

そ
の
後
に
発
刊
さ
れ
た
『
浜
岡
町
史
』
で
は
但
浜
岡
町
の
事
例
の
ほ
か
、
旧
御
前
崎
町
で
は
女
岩
、
白
羽
、
久
々
生
(
白
羽
地
区

新
谷
の
な
か
の
地
名
)
に
カ
メ
塚
が
あ
る
と
記
し
、
寸
久
々
生
の
亀
塚
」
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
(
表
l
N
0
.
担
)
〔
浜
岡
町
史

編
さ
ん
委
員
会
二

O
O四
〕
。
『
静
岡
県
史
』
や

『浜
岡
町
史
』
の
情
報
を
も
と
に
、
平
成
一
二
年
(
二

O
O九
)
に
東
海
大
学
の
田

口
氏
、
高
野
氏
な
ど
が
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
田
口
氏
、
高
野
氏
は
御
前
崎
市
教
育
委
員
会
の
協
力
を
得
て
調
査
を
行
っ
て
い
る
が
、

と
の
段
階
で
は
、
教
育
委
員
会
が
把
握
し
て
い
る
亀
壊
は
表
1
N
0
.
問、

N
0
.
問、

N
0
.
部、

N
0
.
沼
の
四
か
所
で
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
そ
と
で
、
筆
者
は
、
か
つ
て
調
査
で
き
な
か
っ
た
事
例
も
含
め
て
、
平
成
二
五
年
(
二

o
=ニ
)
二
月
、
三
月
、
八

月
に
御
前
崎
の
カ
メ
塚
を
再
度
調
査
す
る
と
と
に
し
た
。
今
回
の
調
査
で
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
御
前
崎
市
教
育
委
員
会
か
ら
「
カ
メ

塚
資
料
」
(
以
下
、
「
カ
メ
塚
資
料
」
)
を
提
供
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
は
、
「
御
前
崎
町
の
カ
メ
塚
を
訪
ね
て
」
と
題
す
る
カ
メ
塚
所
在
地

を
示
し
た
地
図
と
、
カ
メ
塚
の
写
真
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
二
枚
の
紙
で
あ
っ
た
。
と
れ
は
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
な
ど
か
ら
判
断
し

て
、
昭
和
六
二
年
(
一
九
八
七

)
i平
成
五
年
(
一
九
九
三
)
ご
ろ
に
作
成
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
な
お
、
原
本
は
見

当
た
ら
な
い
と
い
い
、
教
育
委
員
会
に
は
白
黒
の
コ
ピ
ー
の
み
が
保
管
さ
れ
て
い
た
。
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旧
浜
岡
町
に
あ
る
中
部
電
力
浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
敷
地
内
の
カ
メ
塚
(
表
1
N
0
.
8
)
に
つ
い
て
は
、
『
浜
岡
町
史
』
に
写
真

入
り
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
〔
浜
岡
町
史
編
さ
ん
委
員
会
二

O
O四
〕
。
明
治
二
ハ
年
(
一
八
八
三
一
)
に
、
地
元
の
漁
師
が
建
立
し
た

も
の
で
あ
る
と
と
は
分
か
る
が
、
原
発
敷
地
内
に
あ
る
理
由
や
現
状
な
ど
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
後
、
高
野
氏
や
田
口
氏
が
平
成

二
一
年
(
二

O
O九
)
に
調
査
を
行
い
、
由
来
や
現
状
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
〔
高
野
二

O
一
O
、
田
口
一
一

O
一
一
・

二
O
一
二
〕
。
筆
者
は
平
成
二
五
年
(
二

O
一
三
)
二
月
に
、
中
部
電
力
浜
岡
原
子
力
発
電
所
総
務
部
総
務
課
副
長
の
赤
掘
秀
樹
氏
の

案
内
で
原
発
敷
地
内
の
カ
メ
塚
を
調
査
し
た
。
入
り
口
か
ら
ほ
ど
近
い
駐
車
場
(
か
つ
て
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
)
の
横
の
林
の
中
に
カ
メ
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塚
は
あ
っ
た
。
カ
メ
塚
の
辺
り
は
も
と
も
と
森
で
あ
っ
た
と
い
う
。
原
発
で
は
、
敷
地
の
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
を
緑
地
に
し
よ
う
と
し
て

木
を
植
え
て
い
る
と
い
う
。
目
立
た
な
い
場
所
で
あ
る
が
、
カ
メ
塚
の
下
に
関
連
会
社
の
建
物
が
で
き
て
か
ら
は
駐
車
場
か
ら
の
通
路

が
カ
メ
塚
の
近
く
を
通
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
の
た
め
に
、
人
の
往
来
が
頻
繁
に
な
り
、
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
カ
メ
形
石
造

物
の
上
に
「
亀
塚
大
明
神
」
と
書
い
た
石
碑
が
載
っ
て
い
る
(
写
真
幻
)
。
そ
の
左
側
に
馬
頭
観
音
、
そ
の
左
側
に
五
輪
塔
を
担
っ
て

い
る
。
カ
メ
塚
の
入
り
口
に
は
由
来
を
書
い
た
説
明
板
が
立
っ
て
い
る
。
赤
堀
氏
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た
説
明
の
文
書
も
同
一
の
文
章

で
あ
っ
た
。
以
下
に
引
用
し
て
お
く
。

当
、
佐
倉
地
区
で
も
漁
業
が
盛
ん
な
頃
、
大
き
な
海
亀
が
浜
で
殺
さ
れ
て
い
る
の
を
通
り
が
か
り
の
漁
師
達
が
見
つ
け
、
そ
の
場

に
海
亀
を
埋
め
て
漁
に
出
た
と
と
ろ
、
や
が
て
、
と
の
漁
師
遣
の
船
だ
け
が
不
漁
続
き
と
な
り
ま
し
た
。
不
思
議
に
思
っ
た
漁
師
達

は
、
い
つ
か
の
海
亀
の
崇
り
で
は
な
い
か
と
思
い
、
塚
を
築
き
「
亀
塚
大
明
神
」
と
し
て
祭
っ
た
と
と
ろ
一
転
し
て
大
漁
が
続
き
、

そ
の
後
、
と
の
話
を
聞
き
付
け
た
近
郷
の
漁
師
達
か
ら
豊
漁
祈
願
の
神
様
と
し
て
、
崇
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
漁
業
が
衰
退
す

る
に
つ
れ
て
参
拝
す
る
人
の
数
も
少
な
く
な
り
、
い
つ
し
か
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、
一
号
機
建
設
中
の
昭
和
四
六
年

春
、
現
在
の
二
号
機
タ
ー
ビ
ン
建
屋
北
側
で
砂
に
埋
も
れ
て
い
た
も
の
を
発
見
し
、
現
在
の
場
所
に
移
し
祭
っ
た
も
の
で
す
。

明
治
時
代
に
漁
民
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
カ
メ
塚
が
、
原
発
の
建
設
に
と
も
な
っ
て
、
再
発
見
さ
れ
移
設
さ
れ
て
原
発
で
担
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
と
と
で
あ
る
。
赤
堀
氏
の
説
明
に
よ
っ
て
、
カ
メ
塚
移
設
の
経
緯
を
補
足
し
て
お
く
。

昭
和
四
六
年
の
春
に
一
号
機
の
工
事
を
し
た
。
工
事
現
場
(
現
在
の
二
号
機
タ
ー
ビ
ン
建
屋
北
側
)
で
墓
石
を
見
つ
け
た
。
発
見

し
た
と
き
に
地
元
の
人
に
聞
い
た
ら
、
「
亀
壕
大
明
神
」
と
い
う
の
が
こ
の
辺
り
に
あ
っ
た
と
聞
い
た
。
当
時
、
地
元
の
だ
れ
に
聞

い
た
の
か
、
と
い
う
記
録
は
な
い
。
墓
石
と
台
座
だ
け
出
て
き
た
。
建
屋
を
立
て
る
の
に
移
し
た
。
カ
メ
形
は
移
設
時
に
設
置
し

た
。
カ
メ
形
の
背
中
に
空
い
て
い
る
穴
は
分
ら
な
い
。

そ
の
後
、
昭
和
五
七
年
(
一
九
八
二
)
一
月
、
三
号
機
の
敷
地
造
成
工
事
中
の
現
場
(
現
在
の
個
体
廃
棄
物
貯
蔵
庫
一
号
棟
の
西
側
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中部電力浜岡原子力発電所敷地内のカメ塚の位置(中部電力浜岡原子力発

電所提供の図をもとに作成)

地図4

で
馬
頭
観
音
が
見
つ
か
っ
た
。

赤
堀
氏
に
よ
る
と
、
地
図
4
に
あ
る
貯
蔵

庫
で
は
な
く
、
四
号
機
の
北
側
辺
り
に
、

小
さ
な
貯
蔵
庫
が
あ
り
、
そ
の
西
側
に

あ
っ
た
と
い
う
。
馬
頭
観
音
は
、
旧
佐
倉

村
の
鴨
川
亀
市
(
原
発
の
旧
地
主
)
の
愛

馬
を
担
っ
た
も
の
で
、
明
治
三

O
年
九
月

に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
原
子
力

発
電
所
で
は
、
と
の
馬
頭
観
音
も
カ
メ
塚

の
隣
に
移
設
し
、
把
る
よ
う
に
な
っ
た
。

馬
頭
観
音
に
つ
い
て
も
、
カ
メ
塚
と
同
じ

説
明
板
に
由
来
が
記
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
平
成
一
三
年
(
二

O
O
一)

か
ら
一
号
機
の
配
管
機
器
の
ト
ラ
ブ
ル
が

続
い
た
た
め
、
五
輪
塔
を
新
た
に
作
っ
た
。

そ
の
と
き
に
、
亀
塚
、
馬
頭
観
音
も
一
緒

に
枠
を
作
っ
た
と
い
う
。
高
野
氏
の
報
告

に
よ
る
と
、
ト
ラ
ブ
ル
が
続
い
た
際
、
亀

塚
や
馬
頭
観
音
に
対
す
る
供
養
が
足
り
な

の
山
中
)
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中部電力浜岡原子力発電所内の明治時代

のカメ塚(表 1No.8-l) (2013年2月撮影)

中部電力浜岡原子力発電所の近年のカメ

塚(表 1No.8-2) (2013年2月撮影)

い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
意

見
が
出
て
五
輪
塔
を
作
っ
た
と

い
う
〔
高
野

二
O

一0
1

翌
年
の
平
成
一
四
年
(
二

O

O
二
)
か
ら
、
カ
メ
塚
、
馬
頭

観
音
、
五
輪
塔
の
供
養
を
行
い
、

原
子
力
発
電
所
の
安
全
運
転
を

祈
願
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

の
後
、
毎
年
一
月
と
七
月
に
供

養
祭
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

地
元
の
佐
倉
地
区
の
竜
泉
寺

(
曹
洞
宗
)
と
官
長
寺
(
曹
洞

宗
)
に
交
代
で
来
て
も
ら
う
と
い
う
。
赤
堀
氏
に
よ
る
と
、
以
前
は
二
つ
の
寺
か
ら
同
時
に
来
て
も
ら
っ
て
い
た
が
、
今
は
、
交
代
で

来
て
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
。
一
月
は
竜
泉
寺
、
七
月
は
官
長
寺
と
な
っ
て
い
る
。
供
養
祭
の
と
き
に
は
、
一
部
の
人
だ
け
参
列
す
る

と
い
う
。
テ
ー
ブ
ル
を
並
べ
て
、
ネ
ギ
、
カ
ボ
チ
ャ
、
ス
ル
メ
な
ど
の
供
物
を
並
べ
た
が
、
住
職
の
助
言
で
今
は
餅
だ
け
を
並
べ
て
い

る
。
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
福
島
第
一
原
発
の
事
故
後
、
国
の
要
請
に
よ
り
平
成
二
三
年
(
二

O
一
一
)
五
月
か
ら
浜
原
原
発
の
原
子

炉
は
す
べ
て
止
ま
っ
て
い
る
が
、
供
養
祭
は
季
節
行
事
と
し
て
続
け
て
い
る
と
い
う
。
な
お
、
原
発
の
安
全
祈
願
と
し
て
は
、
一
月
と

七
月
に
池
宮
神
社
へ
も
行
っ
て
い
る
と
い
う
。

と
と
ろ
で
、
原
子
力
発
電
所
で
は
、
明
治
時
代
に
建
て
ら
れ
た
カ
メ
揮
を
記
る
だ
け
で
な
く
、
最
近
で
も
ウ
ミ
ガ
メ
を
埋
葬
す
る
こ

写真21

写真22
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と
が
あ
る
と
い
う
(
写
真

m)。
赤
堀
氏
の
説
明
を
紹
介
し
て
お
く
。

冷
却
す
る
た
め
に
大
量
の
梅
水
が
い
る
。
一
号
機
か
ら
五
号
機
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
冷
却
装
置
を
設
置
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
神
合

六
0
0メ
ー
ト
ル
に
取
水
塔
を
設
置
し
て
い
る
。
冷
却
用
の
海
水
は
、
海
底
ト
ン
ネ
ル
の
配
水
管
を
通
し
て
持
っ
て
き
て
、
砂
を
沈

殿
す
る
た
め
に
水
槽
で
た
め
て
い
る
。
そ
と
に
ウ
ミ
ガ
メ
が
入
っ
て
い
る
と
と
が
あ
る
。
と
き
ど
き
あ
る
。
生
き
て
い
る
と
と
の
ほ

う
が
多
い
。
大
き
な
網
で
す
く
っ
て
引
き
上
げ
て
海
へ
帰
す
。
生
き
て
い
れ
ば
酒
を
飲
ま
せ
て
放
す
。
識
師
さ
ん
は
網
に
か
か
っ
た

ウ
ミ
ガ
メ
に
酒
を
飲
ま
せ
て
放
す
と
聞
く
。
原
発
で
も
酒
を
飲
ま
せ
て
帰
し
て
い
る
。
地
元
の
風
習
が
あ
る
の
で
、
参
考
に
さ
せ
て

も
ら
っ
て
、
と
ざ
さ
な
い
よ
う
に
や
っ
て
い
る
。
プ
1
ル
に
入
っ
た
ウ
ミ
ガ
メ
が
死
ん
で
い
る
と
埋
め
て
租
る
。
カ
メ
塚
な
ど
を

租
っ
た
周
辺
に
埋
め
て
記
っ
て
い
る
。
す
べ
て
が
カ
メ
で
は
な
い
。
ム
ジ
ナ
な
ど
も
あ
る
。
タ
ヌ
キ
は
防
火
水
槽
で
死
ん
で
い
る
こ

と
が
あ
る
。
場
所
が
足
り
な
い
の
で
、
カ
メ
塚
の
反
対
側
に
も
埋
め
て
い
る
。
か
つ
て
は
弓
道
場
が
あ
っ
た
場
所
に
埋
め
て
い
る
。

今
は
原
子
炉
が
止
ま
っ
て
い
る
の
で
、
海
水
を
取
っ
て
な
い
た
め
、
ウ
ミ
ガ
メ
は
入
っ
て
い
な
い
。

地
元
の
漁
民
が
租
っ
て
き
た
カ
メ
塚
在
、
安
全
運
転
の
た
め
に
租
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
冷
却
装
置
に
よ
っ
て
死
ん
で
し
ま
っ

た
ウ
ミ
ガ
メ
を
埋
葬
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ウ
ミ
ガ
メ
供
養
習
俗
の
な
か
で
は
、
大
変
珍
し
い
事
例
と
い
え
る
。
赤
堀
氏
に
、
原
子
力

発
電
所
で
な
ぜ
ウ
ミ
ガ
メ
李
相
る
の
か
、
と
質
問
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
答
え
て
く
れ
た
。

原
発
は
地
域
の
協
力
で
で
き
た
の
で
、
地
域
の
皆
様
が
作
ら
れ
た
も
の
を
、
粗
末
に
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
地
元
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
が
根
底
に
あ
る
。
や
め
て
い
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

・
浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
カ
メ
場
(
表
l
N
0
.
8
)

(
正
面
)
亀
塚
大
明
神

(
右
側
面
)
明
治
十
六
年
未
五
月
一
二
十
日

(
台
座
正
面
)
当
村
本
船
中
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石
碑

幅高
さ

iょ、
口
座

幅 高 奥
さ 行

奥
行

カ
メ
形
高
さ

百
回

a
E
'
 

長
さ

四
九

m

二
五

m

一
八
個

九
m

三
7

六

m

ゴ一七

m

二一

m

一O
二

m

一
五
七

m

「
カ
メ
塚
所
在
地
」
に
は
、
白
羽
地
区
の
遠
州
灘
側
の
西
端
辺
り
に
カ
メ
塚
の
印
が
一
つ
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
「
カ
メ
塚
資
料
」
に

し
ん
か
ん

t

は
、
「
新
神
子
浜
」
と
題
す
る
嗣
の
写
真
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
(
写
真
犯
)
、
と
れ
ま
で
こ
の
事
例
に
つ
い
て
の
報
告
は
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
乙
の
カ
メ
塚
に
つ
い
て
は
、
高
野
氏
の
調
査
で
初
め
て
報
告
さ
れ
た
〔
高
野
二

O
一
O
、
回
口
一
一

O
一
一
〕
(
表
1

N
0
.
9
)
。
場
所
は
白
羽
地
区
の
新
神
子
に
な
る
。
高
野
氏
と
回
口
氏
の
報
告
に
は
若
干
遣
う
記
述
が
み
ら
れ
る
が
、
総
合
す
る
と

以
下
の
よ
う
な
内
容
に
な
る
。

ウ
ミ
ガ
メ
監
視
員
を
し
て
い
る
大
池
良
一
氏
は
=
一
二
歳
の
と
ろ
、
母
親
が
浜
で
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
死
体
を
見
つ
け
、
魚
種
に
ウ
ミ

ガ
メ
を
入
れ
て
母
親
と
一
一
人
で
家
ま
で
運
ん
で
埋
葬
し
た
。
調
や
石
碑
は
建
て
ず
、
石
を
置
い
て
お
く
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
毎
日
、

朝
晩
に
花
や
線
香
を
供
え
て
祈
っ
て
い
た
。
近
所
の
人
も
参
り
に
来
た
。
そ
の
う
ち
、
キ
ツ
ネ
の
骨
壷
も
一
緒
に
埋
め
て
「
浜
田
稲

荷
」
と
し
て
、
鳥
居
一

O
本
も
立
て
て
熱
心
に
お
参
り
し
て
い
た
。
母
親
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
も
、
大
池
氏
の
奥
さ
ん
が
担
っ
て
い
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静岡県のウミガメの民俗

浜田稲荷(表1No.9) (1987 

-1993年ごろ撮影か、御

前崎市教育委員会提的

浜田稲荷跡(表1No. 9)写真部

(2013年2月撮影)

た
。
浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
建
設
時
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
骨

材
(
砂
や
砂
利
)
を
畑
に
納
入
し
た
の
守
カ
メ
塚
が
地
中
に

埋
ま
っ
て
し
ま
い
、
自
然
に
な
く
な
っ
た
。

大
池
良
一
氏
は
、
昭
和
八
年
(
一
九
三
三
)
ど
ろ
の
生
ま
れ

で
、
平
成
三
年
(
一
九
九
一
)
か
ら
ウ
ミ
ガ
メ
監
視
員
を
し
て

い
た
方
で
あ
る
。
平
成
二
五
年
(
二

O
一
一
二
)
の
筆
者
の
調
査

時
に
は
す
で
に
亡
く
な
っ
て
お
ら
れ
た
。
現
在
の
当
主
で
あ
る

大
池
茂
夫
氏
に
よ
る
と
、
自
分
の
山
に
キ
ツ
ネ
な
ど
を
担
っ
た

と
と
ろ
が
こ
か
所
あ
る
が
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
と
と
は
聞
い
て
い
な

い
、
と
い
う
。
御
前
崎
で
は
キ
ツ
ネ
の
穴
が
あ
る
と
調
を
建
て

て
租
る
習
慣
が
あ
る
。
大
池
氏
の
と
こ
ろ
で
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
と

キ
ツ
ネ
が
一
緒
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
茂
夫
氏
に
よ
る

185-

と
、
浜
側
の
ほ
う
が
ウ
ミ
ガ
メ
で
、
陸
側
の
ほ
う
が
キ
ツ
ネ
で

は
な
い
か
、
と
い
う
が
、
今
と
な
っ
て
は
、
そ
の
あ
た
り
の
区

別
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
高
野
氏
や
田
口
氏
の
報
告
に
あ
る

「
浜
田
稲
荷
」
は
二
か
所
を
指
し
て
い
る
の
か
、
ど
ち
ら
か
一

方
を
指
す
の
か
も
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
大
池
良
一
氏
が

杷
っ
て
い
た
カ
メ
と
キ
ツ
ネ
に
は
、
御
前
崎
の
カ
ツ
オ
船
や
焼
樟
の
サ
パ
船
の
衆
が
お
参
り
に
き
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
良
一
氏

の
母
親
は
、
焼
津
か
ら
静
岡
に
切
干
し
芋
な
ど
の
行
商
に
行
っ
て
い
た
と
い
う
。
母
親
な
ど
の
口
伝
え
で
カ
メ
や
キ
ツ
ネ
を
租
る
情
報

写真24



白浜のカメ塚付近(表 1No.11) (2013年3

月撮影)

も
広
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
今
は
嗣
も
な
い
が
、
参
り
に
来
て
い
た
漁
民
の

船
も
な
く
な
っ
た
の
で
、
参
り
に
来
る
こ
と
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

「
カ
メ
塚
所
在
地
」
、
「
カ
メ
塚
資
料
」
に
は
な
い
事
例
で
あ
る
が
、
平
成
二
五
年

(二

O
一
三
)
三
月
、
筆
者
の
調
査
に
お
い
て
、
と
れ
ま
で
把
握
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
カ
メ
塚
に
つ
い
て
由
来
を
聞
く
と
と
が
で
き
た
(
表
1
N
0
.
u
、

写
真
犯
)
。
白
羽
公
民
館
長
の
斎
藤
正
敏
氏
の
案
内
で
、
白
羽
地
区
の
白
浜
に
住
む

増
田
昭
子
氏
(
昭
和
二
年
生
ま
れ
)
を
訪
ね
た
。
増
田
氏
は
、
表
l
N
0
.
胞
の

事
例
に
も
か
か
わ
っ
て
い
た
方
で
あ
っ
た
た
め
、
表
I
N
D
.
U
-
m
両
方
の
内

容
を
聞
く
と
と
に
な
っ
た
。

夫
は
カ
ツ
オ
船
に
乗
っ
て
い
た
。
第
一
日
光
丸
。
夫
は
漁
携
長
を
し
て
い
た
。

D
S
 

カ
メ
は
二
回
拾
っ
た
。
二
と
と
い
け
た
(
二
か
所
に
埋
め
た
)
。
ひ
と
と
と
は
広

滅
。
サ
ー
フ
ィ
ン
を
や
っ
て
る
と
と
。
広
沢
か
ら
海
ヘ
降
り
る
道
の
近
く
。
畑
道
。
今
の
川
沿
い
の
道
よ
り
も
灯
台
よ
り
。
原
発
道

路
が
で
き
る
前
だ
っ
た
。
ひ
と
と
と
は
と
と
ら
へ
ん
の
浜
。
白
浜
に
な
る
。
カ
ツ
オ
節
工
場
の
あ
た
り
に
な
る
。
カ
メ
を
い
け
た
の

は
広
沢
の
ほ
う
が
先
だ
っ
た
。

広
沢
は
住
職
を
頼
ん
で
お
経
を
あ
げ
て
も
ら
っ
た
。
海
福
寺
の
お
じ
い
さ
ん
の
こ
ろ
だ
っ
た
。
寸
か
め
の
墓
」
と
書
い
た
柱
を
立

て
た
。
(
教
育
委
員
会
が
持
っ
て
い
た
「
広
沢
原
発
道
路
南
側
」
の
寸
か
め
の
墓
」
の
写
真
(
写
真
加
)
を
見
せ
る
と
)
こ
れ
が
自

分
た
ち
の
立
て
た
墓
。
(
写
真
に
は
も
う
ひ
と
つ
横
に
小
さ
い
柱
が
写
っ
て
い
る
)
同
じ
日
光
丸
だ
が
、
ほ
か
の
船
が
立
て
た
も
の

が
あ
っ
た
。
五
一
日
光
か
。
お
参
り
に
行
っ
た
と
き
は
二
つ
参
っ
た
。
白
浜
の
ほ
う
は
そ
の
ま
ま
。
山
こ
さ
え
て
、
花
立
て
て
、
自

写真25
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分
た
ち
で
拝
ん
だ
だ
け
。
印
も
覚
え
て
い
な
い
。
ゃ
っ
た
か
ど
う
だ
か
。
お
花
を
持
っ
て
お
参
り
に
行
っ
た
が
。

四
O
年
も
前
に
な
る
。
昭
和
四

O
年
前
後
ぐ
ら
い
。
春
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。
二
固
と
も
シ
ラ
ス
が
始
ま
る
こ
ろ
だ
っ
た
と
思
う
。
シ

ラ
ス
の
衆
の
網
に
か
か
っ
て
死
ん
だ
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
増
田
氏
は
実
家
が
近
い
し
、
夫
が
船
長
を
や
っ
て
い
た
の
で
、
カ
メ
が
寄
っ

て
い
る
の
を
教
え
て
く
れ
た
。
「
カ
メ
寄
っ
た
で
、
ど
う
だ
い
、
拾
っ
ち
ゃ
あ
」
、
と
電
話
で
言
っ
て
く
れ
る
。
自
分
で
見
つ
け
た
わ

け
で
は
な
い
。
百
姓
の
衆
が
見
つ
け
た
。

漁
師
だ
も
ん
で
、
カ
メ
に
頼
む
。
お
参
り
を
す
る
。
磯
ば
た
に
上
が
っ
て
い
た
。
松
原
に
い
け
た
。
海
よ
り
ち
ょ
っ
と
オ
カ
ヘ
上

が
っ
た
松
原
。
重
い
も
ん
で
、
遠
く
へ
は
い
け
ん
の
で
。
遠
州
灘
は
(
駿
河
湾
側
の
砂
浜
と
違
っ
て
)
砂
の
量
が
違
う
。
西
の
風
が

吹
く
と
舞
う
よ
う
な
山
。
じ
ゃ
ま
に
な
ら
ん
と
こ
ろ
へ
い
け
て
や
っ
た
。
波
も
こ
ん
し
、
自
分
た
ち
が
担
ぎ
上
げ
る
の
が
え
ら
い

し
、
あ
そ
と
が
い
い
か
、
と
い
け
た
。
よ
た
よ
た
し
て
担
い
だ
。
女
の
人
だ
け
で
担
い
だ
。
役
持
ち
の
奥
さ
ん
を
頼
ん
だ
。

大
き
な
カ
メ
だ
っ
た
の
で
四
人
で
担
い
だ
。
女
衆
で
い
け
た
。
船
長
さ
ん
と
か
、
役
持
ち
の
人
が
行
っ
た
。
縄
と
棒
を
持
っ
て
、

四
人
ぐ
ら
い
で
担
い
だ
。
旗
は
立
て
な
か
っ
た
。
派
手

な
こ
と
は
し
な
い
。
お
花
持
っ
て
、
お
水
持
っ
て
、

静岡県のウミガメの民俗
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広沢のカメ塚(表 1No. 

18) (1987 ~ 1993年ごろ
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委員会提働

行
っ
て
、
拝
ん
で
く
る
ぐ
ら
い
。

(
カ
メ
は
な
ぜ
大
事
に
す
る
と
い
う
言
い
伝
え
は
あ
る

か
、
と
い
う
闘
い
に
)
あ
の
船
は
、
カ
メ
を
拾
っ
て
い

け
た
そ
う
だ
、
わ
し
ら
も
そ
ん
な
に
す
る
か
、
そ
ん
な

程
度
。

写真26

明
け
て
も
暮
れ
て
も
お
参
り
に
行
っ
た
。
漁
を
授
け

て
も
ら
う
た
め
。
漁
と
航
海
安
全
を
願
う
。
お
参
り
は



白
羽
神
社
、
駒
形
神
社
、
桜
池
(
旧
浜
岡
町
の
池
宮
神
社
)
に
行
っ
た
。
神
子

に
三
つ
ぐ
ら
い
お
稲
荷
さ
ん
が
あ
っ
た
。
大
池
さ
ん
の
カ
メ
(
筆
者
注
一
表
1

N
0
.
9
)
は
知
ら
な
い
。
車
で
回
っ
た
。
ぞ
れ
が
仕
事
だ
っ
た
。
お
龍
り
は

船
が
出
た
と
き
三
日
間
ぐ
ら
い
行
っ
た
。
ま
た
、
台
風
が
来
た
と
き
、
助
け
て

も
ら
わ
な
い
と
と
、
お
簡
り
に
行
っ
た
。
大
き
い
お
宮
さ
ん
へ
参
っ
た
。
夕
方
、

三
時
半
か
四
時
ど
ろ
。
小
さ
い
ろ
う
そ
く
を
持
っ
て
行
っ
て
、
終
わ
る
ま
で
拝

ん
で
帰
っ
た
。
お
参
り
は
気
が
向
け
ば
行
く
。
毎
日
ど
と
か
ヘ
行
っ
た
。
順
番

や
行
く
場
所
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。
お
稲
荷
さ
ん
や
カ
メ
な
ど
。
カ
メ
に
行
っ

て
く
る
か
、
と
い
う
ぐ
ら
い
。
丁
寧
な
と
と
は
い
わ
な
い
。
広
沢
の
カ
メ
と

い
っ
た
(
筆
者
注
一
表
1
N
0
.
日
)
。
カ
メ
で
参
っ
た
の
は
自
分
た
ち
が
い
け

た
、
広
沢
と
白
浜
(
筆
者
注
一
表
1
N
0
.
U
-
m
)
。
松
尾
長
作
さ
ん
の
と
こ

ろ
(
筆
者
注
い
表
l
N
0
.
幻
)
に
は
参
っ
た
。
船
は
違
う
が
同
じ
日
光
丸

だ
っ
た
。
ほ
か
の
船
が
租
っ
て
い
る
と
、
悪
い
よ
う
な
気
が
し
て
行
か
な
い
。
人
の
な
わ
ぱ
り
だ
か
ら
行
っ
ち
ゃ
悪
い
。
曽
根
さ
ん

の
カ
メ
は
知
ら
な
い
(
筆
者
注
一
表
1
N
0
.
お
)
。
生
き
物
で
参
る
の
は
カ
メ
と
キ
ツ
ネ
ぐ
ら
い
。
ネ
ズ
ミ
塚
は
あ
る
け
ど
、

行
っ
た
と
と
は
な
い
。

広沢のカメ塚付近(表 1No.18) (2013年3

月撮影)
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マ
グ
ロ
船
は
カ
メ
を
拾
っ
た
り
し
な
い
。
カ
ツ
オ
船
は
一
日
を
争
う
商
売
な
の
で
。
三
日
で
満
船
す
る
と
と
も
あ
れ
ば
、

ら
い
か
か
る
と
き
も
あ
る
。
マ
グ
ロ
船
は
航
海
が
長
い
。

夫
が
船
長
を
や
っ
て
い
た
と
き
は
、
カ
ツ
オ
と
マ
グ
ロ
を
合
わ
せ
て
五
一
か
五
二
ハ
イ
の
船
が
あ
っ
た
。
昭
和
田
O
年
前
後
。
夫

が
船
を
や
め
た
の
は
昭
和
六
て
二
年
か
。
オ
カ
へ
上
が
っ
て
か
ら
、
カ
メ
に
も
お
参
り
に
は
行
か
な
く
な
っ
た
。
あ
と
の
人
に

一
月
ぐ
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譲
っ
た
。
今
も
日
光
は
や
っ
て
る
け
ど
、
と
と
ら
へ
ん
の
方
は
乗
っ
て
い
な
い
。
セ
ケ
ン
(
他
地
域
)
の
人
が
乗
っ
た
。
今
は
イ
カ

船
、
マ
グ
ロ
船
。
カ
ツ
オ
は
な
い
と
思
う
。
セ
ケ
ン
の
人
だ
と
参
り
に
も
行
か
な
い
。

増
田
氏
の
話
か
ら
は
、
御
前
崎
の
漁
民
が
カ
メ
塚
を
作
る
経
緯
が
よ
く
分
か
る
。
要
点
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
カ

ツ
オ
漁
業
が
盛
ん
で
あ
っ
た
時
期
に
、
死
ん
で
漂
着
し
た
ウ
ミ
ガ
メ
を
記
る
と
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
船
ご
と
に
行
っ
て
い
た
。
ウ

ミ
ガ
メ
を
組
る
の
は
女
衆
で
あ
っ
た
。
と
く
に
、
船
の
役
そ
し
て
い
る
家
の
女
衆
が
相
っ
た
。
死
ん
だ
カ
メ
が
あ
る
と
、
船
の
役
を
し

て
い
る
家
に
連
絡
が
あ
っ
た
。
カ
メ
を
担
っ
た
と
と
ろ
に
参
る
の
は
女
衆
で
あ
っ
た
。
基
本
的
に
は
自
分
の
船
で
担
っ
た
カ
メ
に
参
っ

た
。
ほ
か
の
船
が
記
っ
た
カ
メ
は
あ
ま
り
知
ら
な
い
。
カ
メ
の
ほ
か
に
も
、
神
社
や
キ
ツ
ネ
を
駆
っ
た
と
こ
ろ
な
ど
に
参
っ
た
。

表
I
N
O
-
-
-
m
と
も
に
、
平
成
二
五
年
(
一
一
O
一
三
)
三
月
に
斎
藤
正
敏

氏
の
案
内
で
訪
ね
た
が
、
い
ず
れ
も
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
表
I

N

D
.
凶
の
ほ
う
は
、
原
発
道
路
沿
い
の
駐
車
場
の
西
の
端
に
上
へ
上
が
る
昔
の
道

が
あ
る
。
そ
の
入
口
に
海
難
供
養
の
墓
と
カ
メ
塚
が
あ
っ
た
と
い
う
。
場
所
的
に

は
到
達
で
き
た
が
、
写
真
部
の
よ
う
な
カ
メ
塚
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
表
I

N

O--に
つ
い
て
は
、
お
そ
ら
く
、
増
田
氏
な
ど
が
参
ら
な
く
な
っ
て
か
ら
、
砂

や
草
に
埋
も
れ
て
、
カ
メ
塚
へ
行
く
遣
も
な
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
(
写
真
釘
)
。

静岡県のウミガメの民俗

亀松亭のカメ塚(表 1No.12) (2013年 3

月撮影)

写真28
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白
羽
地
区
白
浜
の
原
発
道
路
の
陸
側
、
亀
松
亭
と
い
う
レ
ス
ト
ラ
ン
跡
の
前
に

も
カ
メ
塚
が
あ
る
(
表
I
N
D
.
ロ
、
写
真
却
)
。
「
カ
メ
塚
資
料
」
に
は
と
の
位

置
に
印
が
つ
い
て
い
る
。
現
在
、
亀
松
亭
は
グ
ル
ー
プ
ホ
l
ム
に
な
っ
て
い
る
が
、

カ
メ
塚
は
残
っ
て
い
る
。
こ
の
カ
メ
塚
建
立
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
日
本
作
家
ク



(悶〉

ラ
プ
の
江
崎
悼
が
書
い
た
「
亀
塚
の
碑
建
碑
由
来
」
と
題
す
る
文
章
が
、
御
前
崎
市
の
教
育
委
員
会
に
残
さ
れ
て
い
た
。
と
れ
に
よ

る
と
、
亀
松
亨
と
い
う
レ
ス
ト
ラ
ン
の
女
将
で
レ
ジ
ャ
ー
開
発
会
社
の
社
長
で
あ
っ
た
海
野
千
代
女
が
、
日
本
作
家
ク
ラ
ブ
の
会
長
・

陣
出
達
朗
と
、
御
前
崎
の
カ
メ
の
こ
と
な
ど
を
話
し
て
い
た
と
き
に
建
立
を
思
い
つ
い
た
と
い
う
。
海
野
千
代
女
の
意
図
と
し
て
は
、

亀
松
亭
だ
け
の
所
有
物
で
は
な
く
、
御
前
崎
全
体
の
観
光
の
共
有
物
と
し
て
、
ま
た
、
日
本
の
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
全
部
の
産
卵
地
の
供
養

碑
と
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
陣
出
達
朗
が
書
い
た
碑
文
に
は
、
「
小
亀
そ
の
数
い
く
千
万
な
る
を
あ
わ
れ
み
こ
と
に
一

家
を
建
て
供
養
せ
ん
と
す
あ
わ
れ
は
ら
か
ら
の
い
け
に
え
と
な
り
し
嬰
亀
該
亀
の
霊
」
と
あ
り
、
子
ガ
メ
の
供
養
の
た
め
に
建

て
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
斎
藤
正
敏
氏
に
よ
る
と
、
亀
松
亭
の
カ
メ
塚
を
作
る
と
き
、
白
浜
の
カ
メ
塚
(
表
1
N
0
.
日
)
か

ら
砂
を
持
っ
て
き
た
と
い
う
。

・
亀
松
亭
の
カ
メ
塚
(
表
1
N
0
.

ロ)

カ
メ
形
石
造
物

一
三
七
個

一
七
八

m

一五

m

ヘヘ
m

J

J

C

 

七
O
m

一一一五

m
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(
正
面
)
亀

高
さ

幅奥
行

石
碑
高
さ

西
岡

長
さ

白
羽
の
海
岸
に
も
カ
メ
塚
が
あ
る
。
「
カ
メ
塚
所
在
地
」
、
「
カ
メ
塚
資
料
」
と
も
に
記
載
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
乙
の
事
例
は
、
高

野
氏
が
平
成
二
一
年
(
二

O
O九
)
六
月
に
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
高
野
氏
、
田
口
氏
の
報
告
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
〔
高
野



静岡県のウミガメの民俗

写真29 白羽のカメ塚(表1No.13) (2007年ごろ撮

影、御前崎市教育委員会提的

二
O
一
一
〕
(
表
1
N
0
.
日
)
。
と
の
段
階
で
は
、
「
大
固

鏡
智
奉
為
海
亀
霊
位
供
養
之
塔
」
と
書
か
れ
た
木
の
墓
標
が
立
っ
て
お
り
、

「
平
成
二
十
年
御
亀
大
明
神
御
礼
拝
第
七
光
照
丸
」
と
書
か
れ
た
赤
い

幡
旗
が
立
ち
、
花
な
ど
も
供
え
ら
れ
て
い
た
(
写
真
却
)
。
第
七
光
照
丸
の
闘

係
者
が
組
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
高
野
氏
、
田
口
氏
の
報
告
に
は
カ
メ
塚

を
租
っ
た
経
緯
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
平
成
二
五
年
(
二

O
一
三
)
二
月
、
筆

者
は
御
前
崎
市
教
育
委
員
会
の
鈴
木
和
明
氏
、
坂
本
浩
長
氏
の
案
内
で
現
地
を

訪
ね
、
墓
標
が
ま
だ
立
っ
て
い
る
と
と
を
確
認
し
た
。
し
か
し
、
赤
い
旗
は
見

ら
れ
な
か
っ
た
(
写
真
却
)
。
高
野
氏
、
田
口
氏
の
報
告
に
は
、
こ
の
カ
メ
塚

の
場
所
は
、
白
羽
地
区
の
尾
高
と
し
て
い
る
が
、
正
確
に
は
白
羽
地
区
の
白
羽

に
な
る
。
筆
者
の
調
査
で
も
、
残
念
な
が
ら
、
と
の
カ
メ
塚
の
こ
と
を
知
る
方

に
出
会
う
と
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

O
一
O
、
田
口
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白羽のカメ塚(表 1No. 

13) (2013年2月撮影)

-
白
羽
の
カ
メ
塚
(
表
1
N
0
.
四
)

(
正
面
)
大
国
鏡
智
奉
為
海
亀
霊
位
供
養
之
塔

一
五
五
個

六
m

六

m

高
さ

奥幅
行

写真30

し
る
た
れ
川
の
東
側
に
も
カ
メ
塚
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。



白羽のカメ塚入り口(表 1No.13) (2013 

年2月撮影)

写真31

「
カ
メ
塚
所
在
地
L

、
「
カ
メ
塚
資
料
」
と
も
に
印
が
つ
い
て
い
る
。
現
在
は
ま
っ
た

く
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
白
羽
公
民
館
長
の
斎
藤
正
敏
氏
は
以
下
の
よ
う
に
語

る。

昭
和
五

0
年
代
、
漁
師
が
ウ
ミ
ガ
メ
を
埋
め
て
租
る
の
を
見
た
。
場
所
は
中

原
の
尾
高
の
あ
た
り
。
砂
原
浜
(
す
か
ば
ら
ま
1
)
と
い
う
場
所
。
今
は
白
羽

海
岸
と
い
う
。
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
で
き
て
い
る
。
松
が
小
松
で
、
松
を
よ
け
な

が
ら
歩
い
た
。
今
は
入
れ
る
状
態
で
な
い
。
埋
め
た
の
は
日
光
か
光
照
の
ど
ち

ら
か
。
何
人
か
が
海
福
寺
の
和
尚
さ
ん
と
歩
い
て
行
っ
た
の
で
、
な
ん
だ
ろ
う

と
思
っ
た
。
あ
と
で
、
ウ
ミ
ガ
メ
を
埋
め
た
と
聞
い
た
。

「
カ
メ
塚
所
在
地
」
、
「
カ
メ
塚
資
料
」
の
位
置
と
、
斎
藤
氏
の
見
た
カ
メ
塚
が
完

全
に
一
致
す
る
も
の
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
が
、
斎
藤
氏
の
案
内
で
現
地
を
回
っ

た
と
こ
ろ
、
お
お
よ
そ
同
じ
場
所
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
を
表
1
N
0
.
M
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と
し
た
。

白
羽
地
区
の
中
原
の
亀
塚
は
、
慶
応
二
年
(
一
八
六
六
)
建
立
で
あ
り
、
御
前
崎
市
で
最
も
古
い
事
例
で
あ
る
(
表
l
N
O
，
目
、

写
真
担
・
泊
)
。
と
の
事
例
は
、

『静
岡
県
史
資
料
編
二
五
民
俗
一
ニ
』
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
〔
静
岡
県
一
九
九
二
、
旧

御
前
崎
町
教
育
委
員
会
作
成
の
「
カ
メ
塚
所
在
地
」
、
「
カ
メ
塚
資
料
」
に
も
印
が
つ
い
て
い
る
。
た
だ
し
、
県
史
に
は
詳
し
い
記
述
は

な
い
。
高
野
氏
も
平
成
二
一
年
(
二

O
O九
)
に
調
査
を
行
っ
て
い
る
が
、
聞
き
取
り
は
行
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
筆
者
は
平
成

一
一
年
(
一
九
九
九
)
三
一
月
に
、
中
原
の
増
田
義
雄
氏
(
大
正
七
年
生
ま
れ
)
か
ら
聞
き
取
り
を
行
っ
て
い
た
た
め
、
以
下
に
紹
介
さ



静岡県のウミガメの民俗

中原のカメ塚(表 1No.l5) (2013年8月

撮影)

せ
て
い
た
だ
く
。

朝
、
浜
岡
り
を
す
る
。
寄
り
物
が
な
い
か
見
て
回
る
。
昔
、
カ
メ
が
寄
っ
て

死
ん
で
い
た
の
を
見
つ
け
て
、
持
っ
て
き
て
い
け
た
(
埋
め
た
)
、
と
聞
い
た
。

地
曳
網
の
船
の
衆
が
共
同
で
い
け
た
と
思
う
。
漁
に
関
係
す
る
。
甚
兵
衛
、
彦

八
は
地
曳
網
の
船
で
あ
っ
た
が
、
い
つ
の
こ
ろ
か
合
併
し
て
甚
兵
衛
だ
け
に

な
っ
た
。
戦
後
も
地
曳
網
は
あ
っ
た
が
、
戦
後
直
後
に
な
く
な
っ
た
。
今
は
こ

こ
で
は
地
曳
網
は
し
て
い
な
い
。
ジ
ン
ベ
エ
、
ヒ
コ
ハ
は
屋
号
と
し
て
今
も

残
っ
て
い
る
。
古
い
カ
メ
だ
け
で
な
く
、
あ
と
か
ら
も
そ
の
場
所
に
小
さ
い
カ

メ
を
い
け
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
ぞ
れ
も
い
つ
の
と
と
か
は
知
ら
な
い
。

カ
メ
塚
が
山
の
申
に
あ
る
と
き
か
ら
、
遠
洋
の
衆
(
御
前
崎
)
の
奥
さ
ん
連

中
は
参
っ
て
い
た
が
、
地
元
の
人
は
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
た
が
参
る
と
と
は

な
か
っ
た
。
い
け
っ
ぱ
な
し
で
何
も
記
っ
て
い
な
か
っ
た
。

遠
洋
の
衆
の
奥
さ
ん
た
ち
は
お
礼
参
り
や
、
出
港
の
と
き

に
参
っ
て
い
た
。
キ
ツ
ネ
の
穴
に
も
ア
プ
ラ
ゲ
を
持
っ
て

参
っ
た
。
そ
と
ら
じ
ゅ
う
に
参
っ
て
い
た
。
新
し
く
洞
が

で
き
て
か
ら
も
、
カ
メ
の
形
の
お
菓
子
を
供
え
に
き
て
い

193-

中原のカメ塚(嗣の中)

(表1No.15) (1999年3月

撮影)

た

写真33

個
人
山
で
は
な
く
、
仲
間
山
な
の
で
こ
こ
に
カ
メ
を
い
け

た
と
い
う
。
タ
ン
ク
の
西
に
、
幅
二

O
聞
く
ら
い
の
山
が



中原のカメ塚の移設(1伺3年 10月13日

撮影)(増田義雄氏提供〉

中原のカメ塚の移設 (1993年 10月13日

撮影)(増田義雄氏提供)

あ
っ
た
。
カ
メ
塚
は
そ
の
中
に

あ
っ
た
。
平
成
五
年
に
県
に

売
っ
て
潅
概
用
水
の
タ
ン
ク
そ

作
る
こ
と
に
な
り
、
山
を
削

り
、
カ
メ
塚
も
移
動
し
た
。
こ

の
山
は
共
有
の
山
で
あ
っ
た
。

増
田
氏
は
管
理
者
の
一
人
ι

数

人
の
山
の
管
理
責
任
者
だ
け
で

は
建
設
費
が
足
り
な
い
の
で
、

甚
兵
衛
、
彦
八
の
船
に
関
係
し

た
人
た
ち
を
回
っ
て
嗣
の
金
そ

集
め
た
。
三
O
数
万
円
か
か
っ

た
。
町
に
造
っ
て
く
れ
と
頼
ん
だ
が
、
町
内
に
カ
メ
塚
は
五
、
六
か
所
あ
る
の
で
、
中
原
だ
け
作
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
断
ら
れ
た
。

基
壇
だ
け
は
県
が
作
っ
て
く
れ
た
。
一
尺
五
寸
ほ

E
下
か
ら
カ
メ
の
骨
が
出
て
来
た
。
辺
り
は
砂
浜
で
あ
っ
た
の
で
乾
燥
し
て
い
て

残
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
白
い
布
を
基
礎
に
敷
い
て
、
骨
を
納
め
、
上
に
調
を
建
て
た
。
カ
メ
塚
を
掘
り
出
し
た
の
は
平
成
五
年
一

O
月

一
三
日
で
、
「
亀
塚
未
明
神
」
の
落
成
式
は
平
成
六
年
一
月
二
一
一
一
目
。
塚
を
と
し
ら
え
て
か
ら
も
峨
は
立
て
て
い
た
。

と
の
山
に
は
か
つ
て
松
や
イ
マ
メ
が
あ
っ
た
。
子
ど
も
の
と
ろ
、
よ
く
ゴ
(
松
の
落
ち
葉
)
を
か
け
に
い
く
、
と
い
っ
て
松
の
落

ち
葉
を
集
め
に
行
っ
た
。
芋
の
切
り
干
し
を
と
し
ら
え
る
の
に
、
芋
を
煮
る
と
き
、
た
く
さ
ん
の
燃
料
が
い
っ
た
が
、
そ
の
と
き
に

使
っ
た
。
イ
マ
メ
は
利
用
し
な
か
っ
た
。
子
ど
も
の
こ
ろ
(
一

O
歳
く
ら
い
の
と
き
て
落
ち
葉
を
か
き
に
行
っ
た
と
き
、
乙
の
辺

写真剖

写真35
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静岡県のウミガメの民俗

中原のカメ塚の移設(1993年 10月13日

撮影)(増田義雄氏提供)

り
で
カ
メ
の
骨
ら
し
い
も
の
を
見
た
。
今
、
骨
を
掘
り
出
し
て
見
る
と
、
そ
の

と
き
見
た
も
の
は
カ
メ
の
骨
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

増
田
氏
の
語
り
か
ら
、
地
曳
網
の
仲
間
で
カ
メ
を
記
っ
た
と
と
が
分
か
る
。
地

元
・
白
羽
の
人
よ
り
も
、
御
前
崎
の
遠
洋
漁
業
の
妻
た
ち
が
キ
ツ
ネ
の
穴
な
ど
と

と
も
に
参
っ
て
い
た
と
と
も
分
か
っ
た
。
な
お
、
増
田
氏
か
ら
は
、
平
成
五
年

(
一
九
九
一
二
)
に
カ
メ
塚
を
移
転
し
た
際
の
写
真
も
提
供
い
た
だ
い
た
。
貴
重
な
写

真
な
の
で
、
こ
こ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
(
写
真
引
で
お
・
鉛
・
釘
)
。
な
お
、

『
下
岬
の
民
俗
』
に
は
、
嗣
が
建
て
ら
れ
る
以
前
の
中
原
の
カ
メ
塚
の
写
真
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
〔
静
岡
県
一
九
九
O
〕。

・
中
原
の
カ
メ
塚
(
表
I
N
D
.
日
)

石
碑
(
正
面
)
亀
塚
大
明
神
慶
応
二
寅
年
六
月
十
六
日
廿
三
一
日

(
左
正
面
)
彦
八
舵
甚
兵
衛
艦

石

碑

高

さ

四

七

m

幅

一

二

三

m

奥

行

一

五

個

台

座

高

さ

二

m

幅

三

四

m

奥

行

三

O
m

調
(
後
ろ
)
平
成
五
年
十
月
吉
田
建
之

中原のカメ塚の移設

(1蜘年10月13日撮影)

(増田義雄氏提働
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薄原のカメ塚か(表1No.17) (2013年2

月撮影)
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薄原のカメ場付近(表 1No.17) (2013年2

月撮影)

写真39

嗣
高
さ

一
八
九

m

増
田
義
雄
氏
(
大
正
七
年
生
ま

れ
)
は
、
以
下
の
よ
う
に
も
語
つ

て
い
る
。薄

原
の
浜
に
も
カ
メ
の
塚
が

あ
る
。
と
れ
は
い
つ
だ
れ
が
埋

め
た
と
い
う
こ
と
は
知
ら
な

ぃ
。
ド
ザ
エ
モ
ン
で
は
な
い
。

196-

松
沢
(
マ
ン
ザ
)
川
の
河
口
近

く
。
新
谷
に
も
カ
メ
の
塚
が
あ

る
と
聞
い
て
い
る
。
以
前
は
幡

を
立
て
て
担
っ
て
い
た
。
赤
白
の
、
船
の
名
前
を
書
い
た
峨
が
立
っ
て
い
た
。

松
沢
川
の
河
口
で
薄
原
の
浜
に
も
カ
メ
塚
が
あ
る
と
い
う
。
筆
者
が
平
成
二
五
年
(
二

O
一
三
)
に
調
査
し
た
際
に
は
、
駐
車
場
の

山
手
に
墓
標
ら
し
き
木
柱
の
残
骸
が
見
ら
れ
た
(
写
真
部
)
。
増
困
氏
が
語
っ
て
い
た
カ
メ
塚
の
名
残
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
、

新
谷
の
カ
メ
塚
は
、
後
述
す
る
表
1
N
0
.
砲
の
と
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

昭
和
五
五
年
(
一
九
八

O
)
か
ら
六
一
年
(
一
九
八
六
)
ま
で
保
護
監
視
員
を
し
て
い
た
松
林
久
蔵
氏
が
昭
和
六
三
年

(
一
九
八
八
)
一
月
に
ま
と
め
た
『
御
前
崎
で
産
ま
れ
た
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
』
の
中
に
、
「
亀
塚
」
と
い
う
項
目
が
あ
る
〔
松
林



一
九
八
八
〕
。
御
前
崎
に
お
け
る
死
ん
だ
ウ
ミ
ガ
メ
を
埋
葬
す
る
カ
メ
塚
の
風
習
に
つ
い
て
述
べ
た
あ
と
、
ご
く
最
近
見
聞
き
し
た
具

体
的
な
事
例
を
挙
げ
て
い
る
(
表
1
N
0
.
n
y
昭
和
六
二
年
(
一
九
八
七
)
一
二
月
一
六
日
、
浜
辺
を
散
歩
し
て
い
た
松
林
氏
は

堤
防
か
ら
少
し
離
れ
た
と
と
ろ
に
真
新
し
い
カ
メ
の
墓
標
を
発
見
し
た
。
鈴
木
作
一
氏
と
下
村
甚
市
氏
が
大
き
な
死
ん
だ
カ
メ
が
漂
着

し
て
い
る
の
を
見
つ
け
、
家
の
者
や
隣
近
所
の
手
伝
い
を
得
て
土
手
近
く
ま
で
カ
メ
を
担
ぎ
上
げ
、
酒
を
口
元
か
ら
頭
部
、
甲
羅
一
面

に
か
け
、
き
れ
い
な
砂
で
埋
め
て
や
っ
た
・
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
鈴
木
氏
は
若
い
こ
ろ
に
は
大
型
識
船
に
乗
り
組
ん
で
カ
ツ
オ
識
の

経
験
も
あ
っ
た
漁
師
で
あ
っ
た
。
松
林
氏
が
カ
メ
ラ
を
取
り
に
戻
っ
て
再
び
訪
れ
た
と
き
に
は
、
新
し
い
花
が
供
え
ら
れ
、
カ
メ
塚
の

両
脇
に
は
、
「
伝
説
に
駒
形
様
の
御
使
亀
静
か
に
守
れ
故
里
の
海
」
、
「
万
年
の
歳
重
ね
し
亀
の
霊
静
か
に
眠
れ
富
士
を
仰
ぎ
つ
」

と
い
う
匂
が
書
か
れ
た
短
冊
が
あ
り
、
一
人
の
姐
が
線
香
を
立
て
て
合
掌
し
て
い
た
と
い
う
。

平
成
二
五
年
(
二

O
三
二
)
コ
一
月
、
筆
者
は
斎
藤
正
敏
氏
の
案
内
で
、
御
前
崎
地
区
下
岬
の
下
村
甚
市
氏
(
大
正
三
年
生
ま
れ
)
を

訪
ね
た
。
松
林
氏
が
カ
メ
を
埋
葬
し
た
と
記
し
た
方
で
あ
る
。
下
村
氏
は
表
1
N
0
.
お
の
カ
メ
塚
に
つ
い
て
は
ど
存
じ
で
あ
っ
た

が
、
自
身
が
カ
メ
塚
を
作
っ
た
の
は
記
憶
が
な
い
と
い
う
。
下
村
氏
は
漁
師
で
は
な
く
、
自
宅
も
台
地
の
上
に
あ
る
た
め
、
手
伝
っ
た

静岡県のウミガメの民俗

解化場裏のカメの墓
(表 1No.22) (1986年 12
月6日撮影、御前崎市
教育委員会提供)
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解化場裏の子ガメ塚
(表1No.22) (2013年2月
撮影)

写真41



石
碑
高
さ

幅

九

om

二一

m

一
五

m
六
m

一一

m

二
五

m

台
座
上

台
座
下

カ
メ
形

長高高高
ささささ

子ガメ塚での供養祭 (2014年5月8日撮

影、御前崎市教育委員会提供)
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程
度
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

解
化
場
の
裏
側
(
醇
化
場
と
海
岸
の
聞
)
に
子
ガ
メ
塚
が
作
ら
れ
て
い
る
(
表

1
N
0
.
包
)
。
毎
年
、
五
月
上
旬
の
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
活
動
を
開
始
す
る
直
前
、
子

ガ
メ
塚
の
前
で
、
解
化
で
き
な
か
っ
た
子
ガ
メ
の
供
養
祭
を
行
っ
て
い
る
。
御
前

崎
地
区
の
海
福
寺
(
曹
洞
宗
)
住
職
が
読
経
し
、
保
護
監
視
員
た
ち
が
参
列
す
る

(
写
真
必
)
。
毎
年
、
地
元
紙
で
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
活
動
の
幕
開

け
を
告
げ
る
年
中
行
事
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
六
二
年
(
一
九
八
七
)
一
月
一
一
五

日
に
「
カ
メ
の
墓
」
と
書
か
れ
た
木
柱
の
墓
標
が
建
て
ら
れ
た
が
(
写
真
却
)
、
平

成
一
四
年
(
二

O
O一
己
に
石
碑
に
建
て
替
え
ら
れ
た
(
写
真
剣
)
。

-
僻
化
場
の
裏
の
「
子
亀
塚
」
(
表
l
N
0
.
辺
)

(
正
面
)
子
亀
塚
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下
村
甚
市
氏
が
記
憶
に
あ
っ
た
カ
メ
塚
は
、
現
在
の
僻
化
場
の
近
く
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
(
表
I
N
D
.
泊
、
写
真
崎
)
。
下
村

甚
市
氏
、
和
子
氏
は
以
下
の
よ
う
に
語
る
。

カ
メ
は
元
根
の
山
に
カ
メ
を
埋
め
た
。
下
岬
区
の
山
だ
っ
た
。
松
林
が
あ
っ
た
。
埋
め
た
と
と
ろ
に
木
の
棒
を
立
て
て
い
た
。
船

主
の
家
族
が
お
参
り
し
て
い
た
。
お
墓
だ
で
、
そ
と
を
踏
ん
で
は
だ
め
と
い
っ
た
。

と
の
船
主
の
家
と
は
、
放
涜
習
俗
で
触
れ
た
、
カ
メ
に
酒
を
飲
ま
せ
て
い
た
お
ば
あ
さ
ん
の
家
で
あ
っ
た
。
船
主
の
息
子
で
あ
る
下

村
政
道
氏
(
昭
和
一
二
三
年
ま
れ
)
に
話
を
う
か
が
っ
た
。

父
親
は
遠
洋
漁
業
を
し
て
い
た
。
は
ま
ゅ
う
の
隣
の
オ
レ
ン
ジ
の
家
と
、
木
村
さ
ん
の
家
の
間
ぐ
ら
い
に
カ
メ
塚
が
あ
っ
た
。
父

は
う
ち
の
土
地
だ
と
い
っ
て
い
た
。
木
の
柱
が
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
う
ち

で
組
っ
た
か
ど
う
か
知
ら
な
い
。
女
岩
に
も
あ
っ
た
と
思
う
。
小
学
校
の
こ
ろ

に
カ
メ
塚
が
あ
っ
た
。
カ
メ
塚
は
四

O
年
以
上
前
に
な
く
な
っ
た
。
小
学
校
の

こ
ろ
に
埋
め
た
記
憧
が
あ
る
。
一
時
、
カ
メ
が
す
ご
い
死
ん
だ
。
船
が
廃
油
彩
』

海
へ
捨
て
た
。
コ
ー
ル
タ
ー
ル
の
塊
が
海
岸
に
寄
っ
た
。
そ
の
と
ろ
に
カ
メ
が

た
く
さ
ん
死
ん
だ
。
カ
メ
塚
で
は
お
つ
つ
か
ん
の
で
、
そ
の
ま
ま
埋
め
た
。
ヵ

静岡県のウミガメの民俗

元根のカメ塚跡(表 1No.23) (2013年 3

月撮影)

写真43
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メ
塚
は
も
う
ち
ょ
っ
と
前
か
。

現
在
は
カ
メ
塚
は
ま
っ
た
く
見
当
た
ら
な
い
が
、
帰
化
場
近
く
に
船
主
の
家

が
担
っ
た
カ
メ
塚
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。



資
料
編
二
五
三
』
に
は
、
御
前
崎
地
区
大
山
の
波
切
不

動
の
か
た
わ
ら
に
「
亀
塚
」
が
あ
る
と
し
て
い
る
〔
静
岡
県
一
九
九
一
〕
(
表
1

N
0
.
却
、
写
真
叫
)
。
石
碑
に
刻
ま
れ
た
年
号
か
ら
明
治
三
六
年
(
一
九
O
三
)

の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
平
成
一
一
年
(
一
九
九
九
)
二
月
に
筆
者

は
御
前
崎
地
区
大
山
の
大
山
不
動
を
訪
ね
、
沢
入
辰
美
氏
(
大
正
五
年
生
ま
れ
)
・

由
枝
氏
(
大
正
九
年
生
ま
れ
)
夫
妻
に
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。

大
山
不
動
に
あ
る
亀
塚
は
寄
っ
た
も
の
か
、
沖
か
ら
拾
っ
て
き
た
も
の
か
は

知
ら
な
い
。
い
け
て
(
埋
め
て
)
租
つ
で
あ
っ
た
。
も
と
は
不
動
も
カ
メ
壕
も

浜
(
御
前
崎
工
務
所
付
近
)
に
あ
っ
た
の
を
現
在
地
に
上
げ
た
と
い
う
。
戦
争

中
に
や
ら
れ
た
船
の
碑
が
あ
る
。
そ
こ
に
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
明
治
に
現
在
の

と
と
ろ
に
移
っ
た
。
幸
左
衛
門
の
家
は
船
主
で
あ
っ
た
。
船
の
人
が
信
仰
し
て

い
た
。
毎
月
一
五
日
に
参
る
人
が
い
る
。
今
は
沢
入
康
夫
氏
が
記
っ
て
い
る
。

大
山
の
沢
入
康
夫
氏
(
昭
和
一

O
年
生
ま
れ
)
に
も
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。

沢
入
家
は
不
動
を
担
っ
て
い
る
。
昭
和
三
五
年
ご
ろ
建
て
替
え
た
。
津
波
で
や
ら
れ
る
の
で
上
げ
た
。
カ
メ
塚
も
下
に
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
高
野
氏
が
平
成
二
一
年
(
二
O
O九
)
に
調
査
し
た
と
き
に
は
、
カ
メ
塚
は
大
山
不
動
と
と
も
に
沢
入
康
夫
氏
の
敷
地
に

移
っ
て
い
た
と
い
う
。
と
の
と
き
、
高
野
氏
が
沢
入
康
夫
氏
か
ら
聞
い
た
と
と
ろ
に
よ
る
と
、
平
成
一
一
二
年
(
二

O
O
一
)
か
ら
、
沢

入
康
夫
氏
の
敷
地
で
不
動
、
カ
メ
塚
を
稲
荷
と
と
も
に
記
っ
て
い
る
。
風
が
強
く
、
カ
メ
塚
と
不
動
が
傷
む
恐
れ
が
あ
っ
た
た
め
に
移

転
し
た
と
い
う
。
高
野
氏
の
写
真
に
よ
る
と
、
カ
メ
塚
の
石
碑
は
以
前
の
も
の
と
同
じ
よ
う
で
あ
る
。
不
動
に
つ
い
て
は
、
調
を
移
転

し
た
の
で
は
な
く
、
不
動
明
王
石
造
物
を
屋
外
に
安
置
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
毎
月
二
八
日
を
祭
日
と
し
て
い
た
が
、
沢
入
家
に
合

大山不動のカメ塚(表1No.24)(1999年2

月撮影)
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『静
岡
県
史

民
俗
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相
し
た
の
が
二
一
一
一
目
で
あ
っ
た
た
め
に
、
そ
の
後
は
二
三
日
を
祭
日
に
し
て
記
っ
て
い
る
。
漁
を
し
て
い
た
こ
ろ
は
漁
師
の
人
が
カ
メ

塚
と
不
動
に
参
っ
て
い
た
が
、
今
で
は
漁
師
は
来
な
い
。
た
だ
し
、
近
所
の
人
は
お
参
り
に
来
る
と
い
う
。

・
大
山
不
動
の
カ
メ
塚
(
表
l
N
0
.
担
)

(
正
面
)
亀
塚
明
治
三
十
六
年
六
月
六
日

五
八

m

四
六
m

約
一
八

m

高
さ

最
大
幅

奥
行

静岡県のウミガメの民俗

曽根家のカメ塚(表 1No.26) (1987 ~ 

1993年ごろ撮影か、御前崎市教育委員会

提供)
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納
主
沢
入
幸
左
衛
門
船
中

台
座
高
さ

約
二
五
個

御
前
崎
地
区
西
側
の
曽
根
家
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
『
静
岡
県
史
資
料
編

二
五
民
俗
一
ニ
』
に
詳
し
い
記
載
が
あ
り
〔
静
岡
県
一
九
九
二
、
目
御
前

崎
町
教
育
委
員
会
作
成
の
「
カ
メ
塚
所
在
地
」
、
「
カ
メ
場
資
料
」
に
も
印
が
見

ら
れ
る
(
表
1
N
0
.
初
、
写
真
崎
・
必

-
U
Y
『
静
岡
県
史
資
料
編
二
五

民
俗
三
』
に
は
、
「
大
洲
霊
神
」
の
前
で
お
ば
あ
さ
ん
た
ち
が
拝
ん
で
い

る
写
真
・
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
石
川
純
一
郎
氏
が
撮
影
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
写
真
却
は
、
県
史
の
調
査
後
に
撮
影
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
は

平
成
一
一
年
(
一
九
九
九
)
二
月
に
現
地
を
訪
ね
、
カ
メ
を
租
る
嗣
在
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
カ
メ
の
埋
葬
に
か
か
わ
っ
た
方
へ
の
聞
き
取
り

は
で
き
な
か
っ
た
。
平
成
一
一
年
の
段
階
で
は
、
調
の
中
に
は
「
大
洲
霊
神
」
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曽根家のカメ塚(表 1No.26) (2013年8

月撮影)

写真46 曽根家のカメ塚(表l

No泊，)(1卿年2月撮影)

と
書
い
た
木
の
板
と
、
カ
メ
形
の
置
物
を
安
置
、
前
に
費
銭
箱
を
置

き
、
花
簡
に
は
サ
カ
キ
が
供
え
ら
れ
て
い
た
(
写
真
崎
)
。
そ
の
後
、

高
野
氏
が
平
成
二
一
年
(
二

O
O九
)
に
調
査
し
た
と
き
に
は
、
カ

メ
の
埋
葬
に
か
か
わ
っ
た
お
ば
あ
さ
ん
は
亡
く
な
っ
て
お
り
、
曽
根

家
は
引
っ
越
し
た
あ
と
で
、
嗣
の
み
が
屋
敷
跡
に
残
っ
て
い
た
。
高

野
氏
の
写
真
で
は
、
両
は
残
っ
て
い
る
が
、
花
簡
に
は
サ
カ
キ
は
見

当
た
ら
な
い
。
平
成
二
五
年
(
二

O
一
三
)
八
月
に
筆
者
が
再
度
訪

れ
た
と
き
に
も
嗣
は
残
っ
て
い
た
が
、
サ
カ
キ
な
ど
は
見
当
た
ら

ず
、
祭
租
が
継
続
し
て
い
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
か
っ
た
(
写
真
訂
)
。
以
上
の
よ

う
な
状
況
の
た
め
、
県
史
の
報
告
は
貴
重
な
も
の
と
な
る
。
以
下
、
県
史
の
記
述

を
引
用
し
て
お
く
。
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昭
和
三
七
、
八
年
ご
ろ
の
夏
の
大
シ
ケ
の
あ
と
、
ハ
マ
マ
ワ
リ
を
し
て
い
た
当

主
の
母
が
渚
に
寄
っ
て
い
る
大
き
な
ウ
ミ
ガ
メ
を
発
見
し
た
。
だ
い
ぶ
弱
っ
て
い

た
の
で
韓
櫨
を
用
い
て
引
き
あ
げ
た
が
、
ま
も
な
く
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
、
供

養
の
た
め
に
屋
敷
に
埋
め
た
。
そ
の
後
、
大
須
賀
町
(
現
、
掛
川
市
)
岡
崎
の
信

心
家
に
伺
い
を
た
て
た
と
と
ろ
、
「
そ
の
カ
メ
は
劫
を
経
て
神
通
力
が
あ
る
か
ら
租

り
ゃ
い
い
こ
と
が
あ
る
し
、
記
ら
に
や
禍
が
あ
る
」
と
の
御
託
宣
が
あ
っ
た
の
で
、

塚
の
上
に
詞
を
た
て
「
大
洲
霊
神
」
と
し
て
担
っ
た
。
毎
月
一
五
日
を
祭
日
と
し

て一

O
人
ば
か
り
の
お
ば
あ
さ
ん
た
ち
が
寄
っ
て
祭
文
や
撃
芯
経
を
よ
み
、
真



言
を
唱
え
て
信
心
し
、
大
漁
祈
願
を
行
っ
て
い
る
。

曽
根
家
の
女
性
が
ウ
ミ
ガ
メ
を
発
見
し
て
杷
っ
た
と
と
が
分
か
る
が
、
信
心
家
の
託
宣
に
よ
っ
て
「
六
洲
霊
神
」
と
い
う
名
前
を
つ

け
て
租
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
と
の
報
告
だ
け
で
は
、
曽
根
家
が
漁
業
に
関
係
す
る
家
か
E
う
か
不
明
で

あ
っ
た
。
平
成
一
一
五
年
(
二

O
二
二
)
八
月
の
筆
者
の
調
査
で
は
、
曽
根
家
の
隣
の
神
代
邦
夫
氏
に
聞
き
取
り
を
す
る
と
と
が
で
き

た
。
神
代
氏
に
よ
る
と
、
曽
根
家
の
明
治
生
ま
れ
の
お
ば
あ
さ
ん
が
カ
メ
を
拾
っ
て
き
て
組
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
曽
根
家
は
カ
ツ
オ

漁
に
か
か
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

松
尾
長
作
氏
の
家
の
カ
メ
塚
に
つ
い
て
は
『
静
岡
県
史
資
料
編
二
五
三
』
に
記
述
が
あ
り
〔
静
岡
県
一
九
九
ご
、

旧
御
前
崎
町
教
育
委
員
会
作
成
の
「
カ
メ
塚
所
在
地
」
、
「
カ
メ
塚
資
料
」
に
も
印
が
つ
い
て
い
る
(
表
1
N
0
.
幻
、
写
真
綿
・

岨
・
団
)
。
県
史
に
は
松
尾
氏
が
ど
の
よ
う
に
し
て
カ
メ

を
租
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。
そ

の
後
、
筆
者
は
平
成
一
一
年
(
一
九
九
九
)
二
月
に
松
尾

氏
か
ら
聞
き
取
り
を
行
い
、
高
野
氏
も
平
成
一
二
年

(二

O
O九
)
に
聞
き
取
り
を
行
っ
て
い
る
。
松
尾
氏
の

事
例
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
と
と
も
に
涜
木
を
拾
い
上
げ
て

担
っ
た
点
に
特
徴
が
あ
る
。
筆
者
は
カ
メ
の
流
木
に
つ
い

て
取
り
上
げ
た
際
に
と
の
事
例
も
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い

-
曽
根
家
の
カ
メ
の
調
(
表
1
N
O

一
一
一

m

26 
、』〆

高
さ

静岡県のウミガメの民俗

松尾家のカメの嗣とカ

メノマクラ(表1No. 

27) (1987 - 1993年ご

ろ撮影か、御前崎市教

育委員会提側

写真48

民
俗

203-



松尾家のカメの嗣とカメノマクラ(右側)

(表1No.27)(後ろに横たえられている木

はボーグイ(1999年2月撮影)

写真49

松尾家のカメの調(表1No.27) (2013年8
月撮影)

写真50

た
こ
と
が
あ
る
〔
藤
井

一
九
九
九
三
。
し
か
し
、
紙

数
の
闘
係
も
あ
り
、
聞
き
取
り

の
内
容
に
つ
い
て
は
紹
介
し
て

い
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
松

尾
長
作
氏
(
昭
和
五
年
生
ま

れ
)
か
ら
の
聞
き
取
り
内
容
を

こ
こ
に
ま
と
め
て
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
く
。
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昭
和
三
二
、
三
年
の
夏
、

中
硫
黄
島
の
西
三

0
マ
イ
ル

ほ
ど
の
と
と
ろ
で
キ
ヅ
キ
の

ナ
プ
ラ
を
発
見
し
、
一
二

0
0
0貫
(
約
一

O
t
)
も
の
カ
ツ
オ
を
釣
っ
た
。
当
時
の
第
八
日
光
丸
は
一
万
貫
(
約
三
三

t
)
で
満
船

で
あ
っ
た
。
釣
り
終
わ
っ
て
、
涜
木
に
近
づ
い
て
見
る
と
、
大
き
な
ア
オ
ガ
メ
(
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
)
が
流
木
に
乗
っ
か
っ
て
休
ん
で

い
た
。
初
め
か
ら
記
る
つ
も
り
で
は
な
く
、
思
い
つ
き
で
、
漁
を
さ
せ
て
く
れ
た
の
で
拾
っ
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
で
カ
メ
と
流
木

を
上
げ
た
。
カ
メ
は
タ
モ
網
で
す
く
い
上
げ
、
疏
木
は
カ
ギ
で
引
っ
か
け
て
ロ

1
プ
で
縛
り
、
皆
で
や
l
や
1
言
っ
て
引
き
上
げ

た
。
漁
が
終
わ
っ
て
、
読
木
な
ど
を
拾
う
に
は
二
、
三
O
分
か
か
り
、
燃
料
も
そ
れ
だ
け
余
計
に
か
か
る
た
め
、
魚
掛
長
が
認
め
な

い
と
で
き
な
い
。
乗
組
員
は
面
白
が
っ
て
カ
メ
を
つ
つ
い
た
り
し
て
い
た
が
、
カ
メ
は
途
中
で
死
ん
だ
。
漁
を
授
け
て
く
れ
た
と
い

う
と
と
で
カ
メ
は
持
ち
帰
り
、
松
尾
家
の
庭
に
埋
め
て
租
っ
た
。
流
木
も
そ
の
か
た
わ
ら
に
お
い
た
。
流
木
は
だ
れ
が
い
う
と
も
な



静岡県のウミガメの民俗

く
、
カ
メ
が
と
つ
つ
か
ま
っ
て
い
た
の
で
カ
メ
ノ
マ
ク
ラ
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。
も
と
も
と
長
さ
は
同
じ
く
ら
い
で
あ
っ
た
が
、

幅
は
倍
く
ら
い
あ
っ
た
。
薫
が
生
え
て
い
て
、
小
魚
が
集
ま
り
、
小
魚
を
追
っ
て
カ
ツ
オ
が
つ
い
て
い
た
。

当
時
は
父
親
作
十
氏
が
漁
携
長
(
昭
和
四
二
年
に
六
三
才
で
亡
く
な
る
)
で
、
長
作
氏
が
船
長
を
し
、
乗
組
員
は
四
五
、
六
人
い

た
。
父
か
ら
船
持
ち
に
な
っ
た
。
昭
和
三
八
年
か
ら
日
光
水
産
と
分
か
れ
て
日
光
漁
業
と
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
経
営
し
て
い
た

が
、
昭
和
四
二
年
に
父
が
亡
く
な
っ
て
、
長
作
氏
は
漁
師
を
や
め
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
だ
け
を
経
営
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
の
調
は
三
、
四
回
目
の
も
の
。
傷
ん
で
く
れ
ば
作
り
替
え
た
。
最
初
は
カ
メ
を
埋
め
た
上
に
石
を
お
い
て
い
た
だ
け
で
あ
っ
た

が
、
そ
れ
じ
ゃ
か
わ
い
そ
う
だ
と
い
う
と
と
で
二

O
年
ほ
ど
前
に
調
を
建
て
た
。
今
道
路
に
な
っ
て
い
る
と
と
ろ
は
砂
の
土
手
で
、

そ
の
手
前
に
は
畑
が
あ
り
、
砂
浜
が
家
の
近
く
ま
で
続
い
て
い
た
。
カ
メ
を
埋
め
た
と
ζ
ろ
は
、
桜
ケ
池
の
観
音
か
ら
引
き
抜
い
て

き
た
ボ
1
グ
イ
(
棒
杭
)
を
立
て
て
い
た
。
海
が
見
え
る
と
と
ろ
と
い
う
と
と
で
立
て
た
だ
け
で
、
と
く
に
意
味
は
な
か
っ
た
。
今

は
朽
ち
た
ボ
l
グ
イ
が
調
の
後
ろ
に
横
た
え
ら
れ
て
い
る
。
今
は
松
尾
家
だ
け
で
担
っ
て
お
り
、
正
月
、
盆
に
は
洗
米
や
餅
を
上

げ
、
普
段
で
も
花
が
枯
れ
る
と
新
し
い
も
の
に
変
え
、
線
香
を
立
て
て
い
る
。
漁
そ
し
て
い
る
と
き
は
、
漁
師
も
参
っ
た
が
、
と
く

に
決
ま
っ
た
日
は
な
か
っ
た
。
乗
組
員
だ
け
で
な
く
、
聞
き
付
け
て
他
の
船
の
人
た
ち
も
参
り
に
き
た
。
安
全
や
↓
八
漁
祈
願
を
し

た
。
出
港
前
に
は
乗
組
員
は
氏
神
ヘ
参
る
が
、
カ
メ
に
は
参
ら
な
か
っ
た
。

聞
き
取
り
の
内
容
は
、
県
史
や
高
野
氏
の
報
告
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
高
野
氏
に
よ
る
と
、
長
作
氏
は
、
「
カ
メ
ノ
マ
ク

ラ
と
一
緒
に
引
き
上
げ
た
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
を
埋
葬
し
た
」
と
語
る
と
と
も
に
、
「
自
分
た
ち
が
漁
に
出
て
い
る
聞
に
、
母
親
が
浜
辺
で

カ
メ
を
拾
っ
て
埋
め
た
、
と
い
う
お
話
も
聞
い
た
」
と
い
う
。
平
成
二
五
年
(
二

O
二
ニ
)
八
月
に
も
筆
者
は
松
尾
長
作
氏
を
訪
ね
た

が
、
と
の
点
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
ほ
か
の
事
例
と
比
較
す
る
と
、
長
作
氏
が
海
上
で
拾
っ
た
以
外
に
、
母
親
が
浜
辺
で
拾
っ
た
カ

メ
を
埋
葬
し
た
と
と
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
平
成
二

O
年
ご
ろ
に
母
親
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
は
、
長
作
氏
の
奥
さ
ん
が
カ
メ
塚

を
租
っ
て
い
る
と
い
う
。
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栄福丸のカメ塚跡(表 1No.28)(左側が船

主の家跡;)(2013年3月撮影)

写真51

-
松
尾
家
の
カ
メ
の
嗣
(
表
1
N
0
.

高

さ

六

O
m

幅

五

om

奥

行

五

O
m

27 、J

「
カ
メ
塚
所
在
地
」
、
「
カ
メ
塚
資
料
」
と
も
に
、
御
前
崎
地
区
持
部
の
小
野
田
一

磨
氏
旧
宅
付
近
に
印
が
つ
い
て
い
る
(
表
l
N
O
，
泊
、
写
真
日
)
。
地
元
で
は
こ

の
事
例
も
把
握
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
と
れ
ま
で
ど
こ
に
も
報
告
さ
れ
た

こ
と
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
平
成
一
一
五
年
(
二

O
一
三
)
三
月
の
筆
者
の
調
査
で

は
、
斎
藤
正
敏
氏
の
案
内
で
、
女
岩
の
小
野
田
市
雄
氏
(
昭
和
四
年
生
ま
れ
)
・
ふ

さ
氏
(
昭
和
六
年
生
ま
れ
)
夫
妻
を
訪
ね
た
。
ふ
さ
氏
は
ウ
ミ
ガ
メ
埋
葬
に
か
か

わ
っ
た
方
で
あ
っ
た
。
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ふ
さ
氏
は
、
死
ん
だ
カ
メ
を
い
け
た
(
埋
め
た
)
と
と
が
あ
る
。
昭
和
四
五
年
に
亡
く
な
っ
た
お
ば
あ
さ
ん
(
市
雄
さ
ん
の
母

親
)
が
い
た
と
ろ
で
あ
っ
た
。
岩
の
聞
に
寄
っ
て
死
ん
で
い
た
。
苗
を
入
れ
る
ナ
エ
ポ
ウ
ラ
(
丸
く
て
竹
で
作
っ
て
い
る
)
に
カ
メ

を
載
せ
て
、
ふ
さ
氏
と
お
ば
あ
さ
ん
の
二
人
で
天
秤
棒
で
担
ぎ
上
げ
た
。
重
か
っ
た
。
カ
メ
に
酒
を
く
れ
て
や
れ
と
い
っ
て
、
急
い

で
酒
を
買
っ
て
き
て
、
カ
メ
の
口
を
開
け
て
つ
い
で
や
っ
た
。
女
の
人
だ
け
で
い
け
た
。
隣
の
姉
さ
ん
と
、
小
野
田
一
磨
氏
(
栄
福

丸
の
船
主
の
家
、
現
在
の
当
主
は
一
磨
氏
)
の
母
親
と
三
人
で
行
っ
た
と
思
う
。
お
ば
あ
さ
ん
が
指
図
し
て
い
た
。
男
衆
は
み
ん
な

船
で
行
っ
て
い
る
の
で
。
若
い
と
ろ
だ
っ
た
。
昭
和
三
三
年
の
台
風
よ
り
も
前
だ
っ
た
か
。
船
主
の
家
(
小
野
田
一
磨
氏
の
家
)
の

下
に
、
カ
メ
ノ
マ
ク
ラ
と
ポ
1
グ
イ
が
立
っ
て
い
た
。
そ
の
前
に
い
け
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
カ
メ
ノ
マ
ク
ラ
は
板
の
よ
う
な
も
の



だ
っ
た
。
長
さ
は
一
メ
ー
ト
ル
五

0
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
か
。

一
一
磨
氏
の
家
の
道
具
を
入
れ
る
と
こ
ろ
な
ど
が
あ
っ
た
。
そ
の
前
だ
っ

た
。
カ
メ
を
い
け
た
と
き
は
坊
さ
ん
を
呼
ん
で
い
な
い
。
穴
を
掘
っ
て
い
け
た
だ
け
。
ボ
l
グ
イ
、
カ
メ
ノ
マ
ク
ラ
の
前
に
い
け

た
。
踏
ま
な
い
よ
う
に
し
た
。
石
も
柱
も
立
て
な
か
っ
た
。
カ
メ
塚
と
は
い
わ
な
か
っ
た
。
「
ボ
1
グ
イ
の
お
寵
り
あ
る
で
」
、
な
E

と
い
っ
た
。
ボ
l
グ
イ
、
カ
メ
ノ
マ
ク
ラ
、
カ
メ
を
い
け
た
と
と
ろ
は
、
三
つ
セ
ッ
ト
だ
っ
た
。
船
が
出
る
と
お
参
り
を
し
た
。
船

静岡県のウミガメの民俗

を
や
め
る
ま
で
お
と
も
り
を
続
け
た
。
カ
メ
は
う
っ
ち
ゃ
ら
か
し
て
は
お
か
ん
(
ほ
っ
た
ら
か
し
て
は
お
か
な
い
)
。
ふ
さ
氏
が
い

け
た
の
は
一
回
で
あ
っ
た
。
お
ば
あ
さ
ん
は
か
す
り
の
枠
纏
を
着
て
い
た
と
思
う
。
寒
い
時
期
だ
っ
た
か
。
カ
メ
を
い
け
る
の
は
コ

リ
ヨ
ウ
(
小
漁
)
船
は
や
ら
な
い
。
男
の
人
は
カ
メ
に
は
参
ら
な
い
。

栄
福
丸
の
船
主
や
乗
組
員
の
家
の
女
衆
で
ウ
ミ
ガ
メ
を
埋
葬
し
た
と
と
が
分
か
る
。
と
の
事
例
の
場
合
、
カ
メ
塚
よ
り
も
前
に
、
カ

メ
ノ
マ
ク
ラ
や
ボ
1
グ
イ
(
棒
杭
)
が
船
主
の
家
の
下
に
立
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
前
に
カ
メ
を
埋
葬
し
て
い
る
。
ボ
1
グ
イ

と
は
、
観
音
の
御
開
帳
の
と
き
に
観
音
の
境
内
に
建
て
る
木
の
杭
で
あ
る
。
船
主
が
奉
納
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
昭
和
三

O
年

(
一
九
五
五
)
に
栄
福
丸
が
上
げ
た
と
い
う
。
御
開
帳
が
終
わ
る
と
、
ボ
1
グ
イ
そ
抜
い
て
き
て
、
船
主
の
家
で
賑
や
か
に
お
祝
い
を

す
る
。
栄
福
丸
で
は
カ
メ
ノ
マ
ク
ラ
の
と
こ
ろ
へ
立
て
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
船
主
の
家
の
近
く
に
、
大
漁
や
航
海
安
全
の
た
め

に
、
カ
メ
ノ
マ
ク
ラ
、
ボ
1
グ
イ
、
カ
メ
塚
を
担
っ
て
い
た
と
と
に
な
る
。
小
野
田
一
磨
氏
に
よ
る
と
、
毎
日
夕
方
、
カ
メ
塚
で
、
船

頭
、
船
子
の
お
ば
あ
さ
ん
た
ち
が
、
お
寵
り
と
い
っ
て
お
参
り
し
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
と
の
カ
メ
塚
は
現
在
は
残
っ
て
い
な

い
。
一
磨
氏
に
よ
る
と
、
昭
和
五
一
年
(
一
九
七
六
)
に
道
路
の
拡
幅
に
あ
た
っ
て
移
転
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
本
宅
へ
持
っ
て
き

た
と
い
う
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
と
ろ
、
遠
洋
漁
船
が
減
っ
て
き
て
、
船
が
合
併
し
て
会
社
組
織
に
な
っ
た
。
船
が
な
く
な
っ
て
く
る
と
、

信
仰
心
も
な
く
な
っ
て
く
る
と
い
い
、
住
職
に
お
経
を
あ
げ
て
も
ら
っ
て
カ
メ
塚
を
撤
去
し
た
と
い
う
。
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ぴ
し
よ
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白
羽
地
区
の
駿
河
湾
側
の
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の
端
に
も
カ
メ
塚
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。
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「
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生
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亀
塚
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紹
介
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れ
て
い
る
事
例
で
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あ
る
(
表
I
N
D
.
沼
、
写
真
田

-
M
)
。
林
の
中
に
、
「
海
亀
霊
位
供
養
之
塔
」

な
ど
と
書
か
れ
た
木
の
杭
が
立
ち
、
幡
旗
が
立
っ
て
い
る
光
景
の
写
真
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
地
元
の
漁
師
衆
が
担
っ
た
も
の
で
、
出
漁
や
帰
港
の
際
に
参
詣
す
る
、

と
い
う
記
述
が
あ
る
だ
け
で
、
詳
し
い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。
そ
の
後
、
御
前
崎

市
教
育
委
員
会
の
案
内
で
、
高
野
氏
は
平
成
二
一
年
(
二

O
O九
)
六
月
・
一
二

月
に
調
査
を
行
っ
て
お
り
〔
高
野
二

O
一
O
〕
、
田
口
氏
の
報
告
に
も
掲
載
さ
れ

て
い
る
〔
田
口
一
一

O
一
一
〕
。
と
の
段
階
で
は
、
木
の
杭
は
立
っ
て
い
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
奉
納
御
亀
大
明
神
平
成
二
十
年
度
御
礼
拝
第

八
光
照
丸
」
な
ど
と
書
か
れ
た
赤
い
旗
が
立
っ
て
い
た
。
平
成
一
八
年
か
ら
一
一

O

年
ま
で
の
旗
が
確
認
さ
れ
た
と
い
い
、
第
七
光
照
丸
の
旗
も
見
ら
れ
た
と
い
う
。

高
野
氏
の
論
考
に
は
写
真
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
赤
い
旗
も
写
っ
て
い
る
。
な
お
、

平
成
一
二
年
(
二

O
O九
)
一
一
一
月
三
一
一
日
に
調
査
し
た
際
に
は
、

一
二
年
度
の
旗
は
ま
だ
立
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
平
成
二
一
年

に
は
、
御
前
崎
の
遠
洋
漁
業
の
大
型
漁
船
は
、
光
照
丸
と
日
光
丸
の

み
で
あ
っ
た
。
毎
年
一
一
一
月
下
旬
に
、
そ
の
年
の
大
漁
や
安
全
航
海

を
感
謝
し
て
お
参
り
し
、
赤
い
旗
を
供
え
て
い
る
と
い
う
が
、
高
野

氏
の
調
査
で
は
光
照
丸
の
船
主
は
、
「
亀
塚
」
へ
の
お
礼
参
り
は
知

ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

新谷のカメ塚(表1No. 

沼:)(:翻7年ごろ撮震え御

前崎市教育委員会提働

写真53
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委
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静岡県のウミガメの民俗

新谷のカメ塚入り口(表 1No.32) (2013 

年2月撮彫)

/ 

新谷のカメ塚(表 lNo.

32)α013年2月撮影)

氏
、
坂
本
氏
の
案
内
で
現
地
を
訪
れ
た
が
、
旗
も
立
っ
て
お
ら
ず
、

担
っ
て
い
な
い
よ
う
な
雰
囲
気
で
あ
っ
た
(
写
真
M
Y
と
の
カ
メ

揮
の
由
来
を
知
っ
て
い
る
方
か
ら
の
聞
き
取
り
・
も
で
き
な
か
っ
た
。

と
れ
ま
で
、
こ
の
カ
メ
場
の
所
在
地
は
久
々
生
と
さ
れ
て
い
た
が
、

厳
密
に
は
白
羽
地
区
続
舎
の
エ
イ
ゴ
と
い
う
地
域
に
な
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
同
年
三
月
、
斎
藤
正
敏
氏
の
紹
介
で
、
こ
の
カ
メ
塚
を
租

り
始
め
た
方
が
分
か
り
、
高
塚
み
ち
氏
(
昭
和
二
年
生
ま
れ
)
と
息

子
の
高
塚
靖
氏
(
昭
和
二
一
一
年
生
ま
れ
て
近
所
の
高
塚
み
さ
氏

(
昭
和
一

O
年
生
ま
れ
)
か
ら
以
下
の
よ
う
な
内
容
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

カ
メ
は
昭
和
三
五
、
六
年
に
拾
っ
た
。
は
っ
き
り
覚
え
て
い
な
い
。
そ
の
と

き
は
漁
が
な
く
て
一
生
懸
命
だ
っ
た
。
カ
メ
様
が
助
け
て
く
れ
る
と
思
っ
て

拾
っ
た
。
漁
を
授
け
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
や
っ
た
。
カ
メ
を
い
け
た
(
埋

め
た
)
と
き
は
み
ち
氏
の
夫
が
役
を
も
っ
て
い
た
か
ら
一
生
懸
命
だ
っ
た
。
清

氏
の
お
ば
あ
さ
ん
(
み
ち
氏
の
夫
の
母
親
)
が
や
っ
た
。
カ
メ
は
死
ん
で
上

が
っ
て
い
た
。
拾
っ
て
い
け
た
。
夏
だ
っ
た
と
思
う
。
寒
い
時
期
で
は
な
か
っ

た
。
寄
る
も
の
は
秋
ぐ
ら
い
か
。
年
寄
り
衆
が
拾
っ
た
。
寄
っ
て
る
と
い
う
の

で
、
若
い
衆
も
見
に
行
っ
た
。
清
氏
は
見
て
い
な
い
。
イ
カ
イ
(
大
き
な
)
カ

メ
だ
っ
た
。
隣
の
お
じ
い
さ
ん
も
手
伝
っ
た
と
思
う
。
男
衆
は
い
な
い
の
で
、

年
寄
り
か
女
衆
が
行
っ
た
。
年
寄
り
衆
が
お
租
り
し
た
。
み
ち
氏
は
尾
高
に
も

写真54
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波津のカメの墓跡(表 1No.33)(左側に海

岸、右側に線路跡がある)(2013年8月撮

影)

カ
メ
を
租
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
行
っ
た
と
と
は
な
い
け
ど
。
昔
か
ら

カ
メ
を
杷
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
漁
の
調
子
が
よ
く
な
い
の

で
、
租
れ
ば
よ
く
な
る
と
思
っ
て
租
っ
た
。
い
け
た
の
は
区
の
山
。

去
年
(
平
成
二
四
年
)
の
暮
れ
に
船
を
解
散
し
た
。
年
の
暮
れ
に
オ
イ
ア

ゲ
と
い
っ
て
、
お
礼
参
り
に
行
く
。
勘
定
を
し
て
区
切
り
を
す
る
。
カ
メ
に

も
旗
を
持
っ
て
回
っ
た
。
柱
を
立
て
て
い
た
。
太
い
木
で
縄
を
つ
け
て
い

た
。
清
氏
も
覚
え
て
い
る
。
オ
ッ
サ
マ
(
住
職
)
に
作
っ
て
も
ら
っ
た
。

ボ

1
グ
イ
を
拾
っ
て
す
ぐ
に
は
立
て
て
い
な
か
っ
た
。
し
ば
ち
く
し
て
立
て

た
。
最
初
は
石
を
置
い
て
盛
っ
て
い
た
。
宗
心
寺
(
曹
洞
宗
)
か
ら
来
て
も

ら
っ
た
。
柱
に
は
カ
メ
様
な
ど
と
書
い
で
あ
っ
た
。

カ
メ
を
埋
葬
し
て
記
り
始
め
た
経
緯
は
以
上
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
埋

葬
し
た
当
事
者
は
亡
く
な
っ
て
い
る
が
、
中
心
に
な
っ
て
い
た
方
の
義
理
の
娘

と
孫
、
お
よ
び
近
所
の
方
に
話
を
聞
く
と
と
が
で
き
た
。
み
ち
氏
の
夫
は
船
長
、
論
携
長
な
ど
を
し
て
い
た
た
め
に
、
そ
の
母
親
が
船

に
漁
が
あ
る
よ
う
に
と
い
う
と
と
で
漂
着
し
た
カ
メ
を
担
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
も
、
光
照
丸
の
女
衆
が
毎
年
お
礼
参
り
な
E
を

し
て
い
た
が
、
船
が
解
散
す
る
に
と
も
な
っ
て
、
カ
メ
塚
の
祭
記
も
お
こ
な
わ
な
く
な
っ
た
、
と
い
う
と
と
が
分
か
っ
た
。

写真由

牧
之
原
市

牧
之
原
市
波
津
に
カ
メ
の
墓
が
あ
る
と
と
は
、
『
さ
が
ら
の
伝
説
百
話
』
に
寸
亀
の
墓
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
〔
相
良
町
文
化

財
専
門
委
員
会
一
九
六
九
〕
(
表
1
N
0
.
泊
)
。
と
の
本
に
よ
る
と
、
静
岡
鉄
道
駿
遺
線
(
軽
便
鉄
道
)
の
波
津
駅
か
ら
南
に

e 
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三
0
0メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
辺
り
カ
メ
の
墓
が
あ
っ
〈
問
。
国
道
が
開
通
す
る
前
は
、
と
の
辺
り
一
帯
は
松
林
で
あ
っ
た
。
カ
メ
の
墓
は
、

松
林
の
中
に
あ
り
、
小
さ
な
士
鰻
頭
に
な
っ
て
い
た
。
漁
師
が
大
漁
祈
願
の
た
め
に
立
て
た
、
赤
い
布
で
作
っ
た
織
も
立
っ
て
い
た
。

と
の
辺
り
は
、
カ
メ
が
卵
を
産
み
に
き
た
と
と
ろ
で
あ
っ
た
。
線
路
を
越
え
て
上
が
っ
た
カ
メ
が
、
海
に
帰
る
と
き
に
列
車
に
は
ね
ら

れ
て
死
ん
だ
と
と
が
あ
っ
た
。
翌
朝
、
カ
メ
の
死
骸
を
見
つ
け
た
村
人
が
葬
っ
た
と
い
う
。
確
か
な
と
と
ろ
は
分
か
ら
な
い
が
、
後
述

す
る
大
江
地
区
で
カ
メ
を
担
っ
た
あ
と
、
同
じ
よ
う
に
列
車
に
は
ね
ら
れ
て
死
ん
だ
カ
メ
を
組
る
よ
う
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

平
成
二
五
年
(
二

O
二
二
)
の
筆
者
の
調
査
で
は
、
牧
之
原
市
教
育
委
員
会
の
長
谷
川
倫
和
氏
に
案
内
い
た
だ
い
た
が
、
カ
メ
の
墓
の

痕
跡
を
み
つ
け
る
と
と
は
で
き
ず
、
カ
メ
の
墓
に
閲
す
る
話
を
確
認
す
る
と
と
も
で
き
な
か
っ
た
。

牧
之
原
市
大
江
に
も
カ
メ
の
墓
が
あ
る
(
表
l
N
0
.
也
、
写
真
町
)
。
こ

れ
は
、
『
遠
江
の
伝
説
』
、
『
さ
が
ら
の
伝
説
百
話
』
に
、
「
亀
の
ホ
ロ
リ
涙
」
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
〔
小
山
一
九
四
二
、
相
良
町
文
化
財
専
門
委
員

会
一
九
六
九
〕
。
要
約
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

太
田
浜
に
は
大
雨
に
な
る
と
カ
メ
が
産
卵
に
上
が
っ
た
と
い
う
。
駿
遠
線

の
線
路
を
越
し
た
「
大
亀
」
が
引
き
返
す
と
き
に
終
列
車
が
カ
メ
を
ひ
き
殺

し
た
。
そ
れ
か
ら
、
終
列
車
が
通
る
と
、
線
路
に
女
が
立
っ
て
い
て
、
汽
笛

を
鳴
ら
し
て
も
動
か
な
い
。
し
か
し
、
停
車
す
る
と
女
の
姿
は
消
え
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
三
か
月
も
続
い
た
の
で
、
調
を
建
て
て
租
る
と
、

女
は
現
れ
な
く
な
っ
た
。
カ
メ
の
崇
り
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
た
。
嗣
は
漁
師

が
信
仰
し
て
い
る
。
(
筆
者
要
約
)

牧
之
原
市
教
育
委
員
会
の
松
下
善
和
氏
の
案
内
で
、
平
成
二
五
年

静岡県のウミガメの民俗

大江のカメの墓(表1No.34) (右側が荻間

川、左側に線路跡がある)包013年8月撮

影)

写真57
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(一一

O
一
三
)
に
太
田
浜
を
訪
ね
た
。
萩
聞
川
の
河
口
付
近
に
、
大
正
八
年
(
一
九
一
九
)
と
書
か
れ
た
カ
メ
を
租
っ
た
石
碑
が
立
っ

て
い
る
と
と
を
確
認
し
た
。
太
回
浜
は
大
江
と
い
う
集
落
の
小
字
で
あ
る
。
軽
便
鉄
道
の
跡
は
歩
道
に
な
っ
て
い
る
。
線
路
跡
と
荻
問

川
の
聞
に
道
路
が
あ
る
。
松
下
氏
に
よ
る
と
、
と
の
道
路
の
部
分
に
カ
メ
の
嗣
は
立
っ
て
い
た
。
二

O
年
ほ
ど
前
、
道
路
を
広
げ
た
た

め
に
、
調
の
中
の
石
碑
だ
け
を
横
に
移
し
た
と
い
う
。

松
下
氏
は
、
昭
和
三
年
生
ま
れ
の
祖
母
か
ら
と
の
話
を
聞
い
て
い
た
と
い
う
。
松
下
氏
の
祖
母
は
、
カ
メ
が
軽
便
鉄
道
に
は
ね
ら
れ

た
と
語
っ
た
が
、
女
の
人
が
立
っ
て
い
た
と
い
う
と
と
は
言
わ
な
か
っ
た
と
い
う
。
と
の
辺
り
の
軽
便
鉄
道
は
大
正
七
年

(
一
九
一
八
)
に
開
通
し
た
と
い
う
た
め
、
カ
メ
を
記
っ
た
の
は
そ
の
翌
年
と
い
う
と
と
に
な
る
。
大
江
に
は
昭
和
五
0
年
代
ま
で
は

漁
師
が
い
た
が
、
現
在
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と
い
う
。
な
お
、
筆
者
の
調
査
後
、
平
成
二
五
年
(
二

O
二
ニ
)
一
一
月
に
日
本
ウ
ミ
ガ

メ
会
識
が
牧
之
原
市
で
開
催
さ
れ
た
。
と
の
と
き
、
編
集
さ
れ
た
『
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
誌
二

O
一
三
』
に
は
大
江
の
カ
メ
の
墓
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
〔
亀
崎
二

O
二二〕。

・
大
江
の
カ
メ
の
墓
(
表
1
N
0
.
斜
)

(
正
面
)
亀
大
正
八
年
七
月
口
日

六
五
・
五

m

二
八

m

一一一一

m

幅高
さ

奥
行

遠
江
の
ウ
ミ
ガ
メ
供
養
習
俗
の
ま
と
め

以
上
の
よ
う
に
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
供
養
習
俗
は
、
浜
松
市
か
ら
牧
之
原
市
ま
で
の
遠
江
一
帯
に
点
在
し
て
お
り
、
と
く
に
御
前
崎
市
に

と
く
に
集
中
し
て
い
る
と
と
が
分
か
っ
た
。
た
だ
し
、
死
ん
で
い
る
ウ
ミ
ガ
メ
を
埋
葬
す
る
だ
け
で
、
と
く
に
墓
な
ど
を
作
ら
な
い
場

f 
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静岡県のウミガメの民俗

合
も
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
『
下
岬
の
民
俗
』
に
は
、
カ
メ
の
死
体
を
見
つ
け
た
と
き
は
、
海
水
の
こ
な
い
と
こ
ろ
へ
埋
め
て
手
近

な
石
を
置
い
て
お
神
酒
を
あ
げ
る
だ
け
で
、
そ
の
あ
と
は
と
く
に
拝
み
に
行
か
な
い
と
い
う
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
と
き
に
は
カ
メ
塚

を
作
る
場
合
も
あ
っ
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
〔
静
岡
県
教
育
委
員
会
文
化
課
県
史
編
さ
ん
室
一
九
九
O
〕
。
ま
た
、
死
ん
で
い
る
ウ

ミ
ガ
メ
が
い
る
と
必
ず
埋
葬
す
る
と
い
う
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
御
前
崎
で
は
、
漁
民
や
そ
の
家
族
が
大
漁
を
願
っ
て
、
死
ん
だ
ウ
ミ

ガ
メ
を
供
養
す
る
と
い
う
形
態
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
漁
民
の
な
か
で
も
、
コ
リ
ョ
ウ
(
小
論
)
船
と
呼
ば
れ
る
近
海
詣
業
で
は

な
く
、
遠
洋
で
カ
ツ
オ
な
E
を
対
象
と
す
る
漁
民
と
そ
の
家
族
が
と
く
に
租
っ
て
き
た
。
と
く
に
、
漁
民
の
母
親
や
妻
な
E
、
留
守
を

預
か
る
女
性
た
ち
が
記
る
場
合
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ウ
ミ
ガ
メ
供
養
は
船
単
位
で
お
と
な
っ
て
お
り
、
自
分
た
ち
が
埋
め
た
ウ

ミ
ガ
メ
以
外
に
は
参
ら
な
い
し
、
知
ら
な
い
、
と
い
う
場
合
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
ど
の
船
で
も
ウ
ミ
ガ
メ
を
租
る
わ
け

で
は
な
か
っ
た
。
夫
が
漁
師
で
あ
っ
た
御
前
崎
市
上
岬
の
松
林
千
寿
代
氏
(
大
正
一
五
年
生
ま
れ
)
は
、
「
シ
ピ
ト
(
水
死
体
)
は
拾

う
が
、
死
ん
だ
カ
メ
は
聞
い
た
と
と
が
な
い
。
」
と
い
う
。
御
前
崎
の
漁
民
た
ち
は
、
水
死
体
も
漁
を
授
け
て
く
れ
る
と
い
う
と
と
で

拾
い
上
げ
て
担
っ
て
き
た
。
御
前
崎
で
は
、
海
で
漂
っ
て
い
る
漂
読
物
、
海
か
ら
や
っ
て
く
る
漂
着
物
を
拾
い
上
げ
て
利
用
し
た
り
、

記
る
と
い
う
習
俗
も
あ
っ
た
。
ウ
ミ
ガ
メ
の
死
体
も
、
海
か
ら
の
漂
着
物
で
あ
る
が
、
と
く
に
漁
を
授
け
て
く
れ
る
も
の
と
い
う
意
識

が
あ
っ
た
。
と
の
ほ
か
、
御
前
崎
で
は
漁
場
を
教
え
て
く
れ
る
と
い
う
と
と
で
キ
ツ
ネ
を
租
る
風
習
も
あ
る
。

し
か
し
、
保
護
活
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
く
る
と
、
死
ん
だ
ウ
ミ
ガ
メ
が
あ
っ
て
も
、
漁
民
は
自
分
た
ち
で
埋
葬
せ
ず
、
役
場
に
連
絡

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
御
前
崎
市
下
岬
の
吉
村
孫
俊
氏
(
昭
和
一
七
年
生
ま
れ
)
は
、
三

O
年
ぐ
ら
い
前
、
カ
メ
を
松
林
に
い
け
よ
う

と
(
埋
葬
し
よ
う
と
)
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
役
場
に
連
絡
す
る
と
、
引
き
取
っ
て
い
っ
た
、
と
い
う
。
平
成
二
一
年

(一一

0
0
0
)
か
ら
一
五
年
(
二

0
0
=己
に
教
育
委
員
会
に
勤
務
し
て
い
た
斎
藤
正
敏
氏
に
よ
る
と
、
昭
和
五

0
年
代
ど
ろ
か
ら
カ

メ
塚
は
作
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
。
死
ん
だ
ウ
ミ
ガ
メ
が
い
る
と
教
育
委
員
会
に
連
絡
が
入
る
。
す
る
と
、
役
場
の
職
員
と
ウ
ミ
ガ

メ
保
護
監
視
員
が
死
ん
だ
カ
メ
を
担
い
で
上
げ
て
、
解
化
場
の
辺
り
の
浜
で
波
を
越
さ
な
い
よ
う
な
と
と
ろ
を
選
ん
で
葬
る
よ
う
に
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写真59 松尾氏が拾い上げたアルミ製のブイ
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松尾長作氏 (1999年2

月撮影)

な
っ
た
。流

木
の
習
俗

海
を
漂
う
柿
木
に
魚
群
が
つ
く
と
と
は
民
俗
知
識
と
し
て
漁
民

に
知
ら
れ
て
い
る
。
御
前
崎
市
で
は
と
れ
を
キ
ツ
キ
(
木
付
き
)

と
呼
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
涜
木
に
ウ
ミ
ガ
メ
も
一
轄
に
漂
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
う
し
た
場
合
、
ウ
ミ
ガ
メ
が
枕
に
し
て
い

た
と
い
う
意
味
で
涜
木
の
と
と
を
、
御
前
崎
市
で
は
カ
メ
ノ
マ
ク

ラ
と
呼
ん
で
い
る
。
御
前
崎
市
の
カ
メ
ノ
マ
ク
ラ
の
と
と
は
、
『
ウ
ミ
ガ
メ
の
ふ
る

さ
と
御
前
崎
』
な
ど
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
〔
御
前
崎
町
一
九
八
一
三
。
た
だ
し
、

一
般
的
な
紹
介
の
み
で
あ
り
、
具
体
的
な
事
例
と
し
て
は
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
。

『下
岬
の
民
俗
』
、
『
静
岡
県
史
資
料
編
二
五
民
俗
一
二
』
に
は
、
具
体
的
な
事

例
と
し
て
、
御
前
崎
地
区
西
側
の
松
尾
長
作
氏
の
カ
メ
ノ
マ
ク
ラ
が
報
告
さ
れ
て

い
る
〔
静
岡
県
教
育
委
員
会
文
化
課
県
史
編
さ
ん
室
一
九
九

O
、
静
岡
県

一
九
九
一
〕
。
松
尾
氏
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
供
養
の
項
目
に
お
い
て
す

で
に
取
り
上
げ
た
が
、
今
一
度
み
て
お
く
。
平
成
一
一
年
(
一
九
九
九
)
の
筆
者

の
調
査
時
に
は
、
カ
メ
の
嗣
の
右
側
に
カ
メ
ノ
マ
ク
ラ
が
横
に
し
て
置
か
れ
て
い

た
(
写
真
川
崎
)
。
と
の
と
き
の
実
測
で
は
、
涜
木
の
現
在
の
長
さ
一
六
O
m、
最
大

幅
二
五
・
六
個
で
あ
っ
た
。
平
成
二
五
年
(
二

O
二
三
)
の
調
査
時
に
は
、
ほ
と

7 
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ん
ど
朽
ち
果
て
て
い
て
、
確
認
で
き
な
か
っ
た
(
写
真
印
)
。
先
述
し
た
松
尾
氏
か
ら
の
聞
き
取
り
内
容
か
ら
す
る
と
、
松
尾
氏
が
流

木
に
出
会
っ
た
の
は
、
カ
ツ
オ
漁
の
と
き
で
あ
っ
た
。
流
木
に
カ
ツ
オ
の
群
れ
が
つ
い
て
い
た
の
で
喜
び
、
涜
木
と
、
涜
木
と
と
も
に

一
緒
に
い
た
ウ
ミ
ガ
メ
を
拾
い
上
げ
て
い
た
。
松
尾
氏
の
語
り
か
ら
は
、
ま
ず
は
、
キ
ツ
キ
と
い
う
現
象
、
つ
ま
り
、
流
木
に
魚
群
が

つ
い
て
い
て
大
漁
に
恵
ま
れ
た
、
と
い
う
状
態
を
喜
ん
で
い
る
と
と
が
う
か
が
え
る
。
松
尾
氏
は
キ
ツ
キ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
も
語

る

静岡県のウミガメの民俗

ナ
プ
ラ
は
水
面
が
ざ
わ
つ
い
て
お
り
、
波
の
濃
い
方
に
進
ん
で
行
く
。
群
れ
の
頭
に
船
を
も
っ
て
行
く
と
魚
が
沈
ん
で
し
ま
う
た

め
、
頭
を
押
さ
え
な
い
よ
う
に
船
を
も
っ
て
行
く
。
ま
た
、
魚
を
風
下
に
見
る
よ
う
に
船
を
進
め
な
い
と
、
釣
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
涜
木
は
ナ
ブ
ラ
の
中
心
に
浮
い
て
い
る
た
め
、
涜
木
を
抱
え
込
む
よ
う
な
か
っ
と
う
で
船
を
進
め
る
。
木
に
船
を
つ
け
る
と
魚

は
枕
ん
で
し
ま
う
。

潮
の
よ
ど
み
に
は
黒
潮
の
本
擁
や
支
読
が
涜
れ
て
お
り
、
水
温
の
境
自
に
魚
は
い
る
。
サ
メ
付
き
(
コ
ロ
付
き
と
も
い
う
)
と

い
っ
て
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
に
付
く
こ
と
も
あ
る
。
サ
メ
は
泳
ぐ
の
が
遅
い
。
鯨
に
つ
く
乙
と
は
あ
ま
り
な
い
。
そ
の
後
、
昭
和

三
三
、
四
年
に
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
と
と
ろ
で
一

O
O
O貫
ほ
ど
の
カ
ツ
オ
を
釣
っ
た
。
と
の
と
き
は
、
米
軍
の
水
上
横
を
係
留
す
る

ア
ル
ミ
製
の
プ
イ
(
長
さ
一
六
O
m
)
が
逆
さ
に
な
っ
て
漂
っ
て
い
て
、
と
れ
に
魚
が
つ
い
て
い
た
。
こ
の
と
き
も
、
カ
メ
の
と
き

と
同
様
、
面
白
半
分
で
上
げ
た
。
今
も
庭
に
飾
っ
て
い
る
(
写
真
田
)
。

と
の
よ
う
に
、
流
木
や
ウ
ミ
ガ
メ
で
な
く
て
も
、
海
上
を
漂
流
し
て
い
て
大
漁
さ
せ
て
く
れ
た
標
流
物
を
拾
い
上
げ
て
い
る
。
御
前

崎
の
漁
民
が
カ
メ
ノ
マ
ク
ラ
を
大
事
に
す
る
意
味
は
と
と
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

筆
者
の
調
査
で
は
、
御
前
崎
に
お
い
て
、
ほ
か
の
事
例
に
つ
い
て
も
確
認
を
し
た
。
御
前
崎
地
区
下
岬
の
鈴
木
固
司
氏
(
大
正
一
一

年
生
ま
れ
)
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

カ
メ
が
乗
っ
て
寝
て
い
る
流
木
を
カ
メ
ノ
マ
ク
ラ
ギ
(
亀
の
枕
木
)
と
呼
び
、
見
つ
け
れ
ば
縁
起
物
と
し
て
拾
っ
た
。
そ
う
当
た
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る
も
の
で
は
な
く
、
貴
重
な
も
の
。
見
つ
け
る
と
、
魚
を
取
る
よ
り
も
と
れ
を
上
げ
る
こ
と
が
先
。
昭
和
一
三
年
か
ら
昭
和
五
O
年

ま
で
、
沢
入
市
夫
の
船
(
日
吉
丸
)
で
乗
組
員
と
し
て
漁
業
を
し
て
い
た
が
、
カ
ツ
オ
の
一
本
釣
り
を
し
て
い
た
と
き
、
三
陸
神
で

二
、
三
回
見
た
と
と
が
あ
り
、
二
回
ほ
ど
拾
っ
た
。
と
く
に
そ
の
と
き
大
漁
を
し
た
と
と
は
な
か
っ
た
。
カ
メ
と
流
木
だ
け
で
、
周

辺
に
漂
っ
て
い
る
も
の
も
な
く
、
魚
も
つ
い
て
い
な
か
っ
た
。
カ
メ
の
大
き
さ
は
い
ろ
い
ろ
。
見
て
も
上
げ
な
い
と
と
も
あ
る
が
、

板
切
れ
で
も
拾
う
と
き
も
あ
る
。
船
長
な
ど
偉
い
人
が
上
げ
よ
う
と
い
わ
な
い
と
拾
わ
な
い
。
拾
っ
た
の
は
戦
後
で
あ
る
が
、
い
つ

か
は
は
っ
き
り
覚
え
て
い
な
い
。
浮
い
て
い
る
の
で
カ
タ
ギ
で
も
な
い
。
ロ
ー
プ
で
輪
を
作
っ
て
、
カ
ギ
で
木
の
両
側
か
ら
か
け
て

引
き
上
げ
た
。
拾
う
と
、
カ
ワ
チ
(
代
わ
り
)
に
船
に
あ
る
木
を
何
で
も
カ
メ
に
や
る
。
カ
メ
は
ど
と
か
に
行
っ
て
し
ま
う
が
、
カ

メ
に
は
洗
米
を
撒
い
た
。
船
ヘ
上
げ
る
と
、
人
が
踏
ん
だ
り
し
な
い
よ
う
に
コ
パ
へ
縛
っ
て
お
い
た
。
船
主
の
家
の
庭
に
あ
っ
た
稲

荷
様
の
横
に
立
て
た
。
は
し
け
の
オ
カ
(
砂
浜
の
海
岸
)
に
立
て
た
と
と
も
あ
る
。
各
船
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
付
け
場
が
あ
る
の
で

そ
と
に
立
て
た
。
水
揚
げ
し
て
か
ら
、
オ
キ
ア
ガ
リ
と
い
っ
て
船
主
の
家
で
一
杯
飲
む
と
き
に
杷
っ
て
い
た
。
フ
ナ
カ
タ
は
手
を
合

わ
せ
る
だ
け
。
出
港
の
と
き
は
、
全
員
そ
ろ
っ
て
氏
神
の
駒
形
神
社
に
参
り
、
す
ぐ
に
出
る
た
め
、
船
主
の
家
に
は
行
か
な
い
。
流

木
は
タ
チ
ッ
キ
と
い
っ
て
、
立
っ
て
ぶ
く
ぶ
く
浮
き
沈
み
し
て
い
る
方
が
よ
い
。
プ
イ
で
大
漁
し
た
こ
と
も
あ
る
。
船
に
は
御
前
崎

の
人
だ
け
乗
っ
て
い
た
。

鈴
木
氏
の
語
り
か
ら
は
、
日
吉
丸
で
も
カ
メ
ノ
マ
ク
ラ
は
何
度
か
拾
っ
て
い
た
と
と
が
分
か
っ
た
。
カ
メ
は
洗
米
を
撒
い
た
だ
け
で

あ
っ
た
と
い
う
。
拾
い
上
げ
た
カ
メ
ノ
マ
ク
ラ
は
船
主
の
家
で
記
っ
て
い
た
と
と
が
分
か
る
。
松
尾
氏
の
事
例
よ
り
も
大
々
的
に
担
っ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
と
の
と
と
は
、
御
前
崎
地
区
下
岬
の
服
部
巽
氏
(
昭
和
四
年
生
ま
れ
)
も
知
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
日
吉
丸
の

船
主
の
家
は
二
O
年
く
ら
い
前
に
新
築
し
、
代
替
わ
り
し
て
、
今
は
な
い
と
い
う
。

白
羽
地
区
中
原
の
増
田
義
雄
氏
(
大
正
七
年
生
ま
れ
)
に
よ
る
と
、
宝
永
丸
も
カ
メ
ノ
マ
ク
ラ
を
拾
い
上
げ
て
い
た
と
い
う
。

カ
メ
は
流
木
に
乗
っ
か
っ
て
休
む
ら
し
い
。
と
れ
を
カ
メ
ノ
マ
ク
ラ
と
い
う
。
流
木
に
は
小
さ
い
魚
が
つ
い
て
お
り
、
そ
こ
に
大
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き
な
魚
が
よ
っ
て
く
る
。
キ
ヅ
キ
と
い
う
。
木
を
見
る
と
漁
を
し
た
の
で
、
カ
ツ
オ
船
の
衆
は
涜
木
を
探
し
た
。
流
木
を
見
る
と
漁

を
し
た
。
子
ど
も
の
と
ろ
、
宝
永
丸
の
船
主
(
滝
氏
)
の
家
に
同
級
生
が
い
た
の
で
よ
く
遊
び
に
行
っ
た
。
そ
の
と
き
、
そ
の
庭
に

カ
メ
ノ
マ
ク
ラ
が
立
っ
て
い
る
の
を
見
た
。
長
さ
二
問
、
幅
一
尺
五
寸
ほ
ど
の
杉
の
木
で
あ
っ
た
。
正
月
前
に
、
漁
を
切
り
上
げ

る
。
そ
の
と
き
に
オ
ヒ
マ
チ
を
す
る
。
船
主
の
庭
に
寄
っ
て
、
神
主
さ
ん
に
頼
ん
で
拝
ん
で
も
ら
っ
て
い
た
。
そ
の
と
き
に
御
幣
を

立
て
て
、
六
識
祈
顕
在
し
て
い
た
よ
う
に
思
う
。

滝
さ
ん
の
親
は
源
兵
衛
。
大
正
の
初
め
ご
ろ
か
、
昭
和
に
な
っ
て
か
ら
か
。
キ
ヅ
キ
で
漁
を
す
れ
ば
発
信
機
を
つ
け
て
ま
た
漁
を

し
た
。
自
分
が
釣
っ
た
場
所
は
言
わ
な
い
。
と
れ
で
漁
が
終
わ
り
に
な
る
と
拾
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

宝
永
丸
は
一

0
0ト
ン
ぐ
ら
い
の
船
だ
っ
た
。
カ
ツ
オ
の
一
本
釣
り
を
し
て
、

小
笠
原
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
ま
で
出
漁
し
て
い
た
。
監
視
艇
を
し
な
が
ら
漁
を

静岡県のウミガメの民俗

小野田市雄氏(左側)・ふさ氏(右側)

(2013年3月撮影)
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し
て
い
た
。

217ー

増
田
氏
の
子
ど
も
の
乙
ろ
の
記
憧
で
あ
る
が
、
日
吉
丸
と
同
様
に
記
っ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
宝
永
丸
は
終
戦
後
漁
業
を
や
め
て
い
る
。
代
も
代
わ
り
、

家
も
立
て
替
え
、
カ
メ
ノ
マ
ク
ラ
は
今
は
な
い
と
い
う
。
滝
花
枝
氏
(
大
正
一

O

年
生
ま
れ
)
に
も
確
認
し
た
が
、
聞
い
た
と
と
が
な
い
と
い
う
。

御
前
崎
地
区
女
岩
の
小
野
田
市
雄
氏
(
昭
和
四
年
生
ま
れ
)
も
カ
メ
ノ
マ
ク
ラ

を
拾
い
上
げ
て
い
た
。

カ
メ
が
柿
木
に
と
つ
つ
か
ま
っ
と
る
と
、
板
を
投
げ
て
交
換
す
る
。
涜
木
の

こ
と
を
カ
メ
ノ
マ
ク
ラ
と
い
う
。
小
野
田
氏
も
拾
っ
た
と
と
が
あ
る
。
拾
う
と

大
漁
す
る
。
航
海
中
に
見
る
と
必
ず
拾
っ
た
。
何
回
も
あ
る
。
カ
メ
ノ
マ
ク
ラ



は
有
毛
た
っ
た
。
持
っ
て
き
て
把
っ
た
。
船
主
の
家
の
表
に
立
っ
て
い
た
。
小
野
田
氏
が
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
あ
っ
た
。
船
主
の
家

で
大
黒
柱
ぐ
ら
い
の
太
い
柱
を
立
て
て
担
っ
て
い
た
。

小
野
田
氏
が
乗
っ
て
い
た
の
は
栄
福
丸
で
あ
る
。
船
主
の
家
で
は
、
カ
メ
ノ
マ
ク
ラ
と
と
も
に
カ
メ
塚
も
担
っ
て
い
た
。
と
れ
に
つ

い
て
は
、
先
に
触
れ
た
と
と
ろ
で
あ
る
。
現
在
は
、
船
主
の
家
の
屋
敷
は
な
く
、
カ
メ
塚
、
カ
メ
ノ
マ
ク
ラ
と
も
に
な
く
な
っ
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
、
小
野
田
氏
か
ら
は
、
川
口
佐
七
氏
の
家
で
も
カ
メ
ノ
マ
ク
ラ
を
租
っ
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
川
口
氏

の
家
は
昭
鵬
丸
の
ち
、
海
鵬
丸
の
船
主
で
あ
っ
た
。
川
口
氏
の
家
で
は
、
現
在
も
カ
メ
ノ
マ
ク
ラ
が
立
っ
て
い
る
。
屋
敷
の
中
の
お
稲

荷
さ
ん
の
横
に
記
っ
て
い
る
(
写
真
剖
)
。川口佐七氏の家のカメノマクラ (2013年

3月撮影)

写真61

-
川
口
佐
七
氏
の
家
の
カ
メ
ノ
マ
ク
ラ

高
さ
三
三

om

直

径

二

四

m
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実
際
に
拾
い
上
げ
て
租
ち
な
く
て
も
、
御
前
崎
で
は
カ
メ
ノ
マ
ク
ラ
の
と
と
は

広
く
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
次
第
に
カ
メ
ノ
マ
ク
ラ
を
拾
い
上

げ
る
と
と
は
な
く
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
白
羽
地
区
薄
原
の
小
野
田
武
氏

(
昭
和
一
四
年
生
ま
れ
)
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

カ
メ
は
ゆ
っ
く
り
泳
い
で
い
る
と
き
、
涜
木
と
一
緒
に
泳
い
で
い
る
こ
と
が

あ
る
。
そ
れ
を
カ
メ
ノ
マ
ク
ラ
と
い
う
。
そ
れ
は
カ
メ
が
枕
に
し
て
い
る
の
で
、

へ
こ
ん
で
い
る
と
い
う
。
カ
メ
ノ
マ
ク
ラ
は
小
さ
な
木
。
キ
ヅ
キ
の
木
の
よ
う

に
大
き
く
は
な
い
。
新
し
い
木
で
は
な
い
。
昔
は
拾
う
と
よ
く
担
っ
た
と
い
う
。



自
分
も
見
た
と
と
が
あ
る
。
カ
メ
は
潜
る
。
実
際
に
拾
っ
た
と
と
も
あ
る
が
、
持
っ
て
き
た
こ
と
は
な
い
。
暇
だ
か
ら
拾
っ
た
だ
け

で
、
自
分
た
ち
の
世
代
で
は
そ
れ
を
あ
り
が
た
が
る
と
と
は
な
か
っ
た
。
遠
洋
の
人
が
よ
く
拾
っ
た
。

大
正
生
ま
れ
や
昭
和
初
期
生
ま
れ
の
方
は
、
喜
ん
で
カ
メ
ノ
マ
ク
ラ
を
拾
い
上
げ
て
い
た
が
、
昭
和
一

0
年
代
生
ま
れ
の
世
代
に
な

る
と
、
知
つ
て
は
い
る
が
、
遊
び
半
分
で
拾
い
上
げ
る
程
度
で
、
記
る
と
と
は
な
く
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

剥
製

御
前
崎
市
の
松
尾
長
作
氏
は
自
宅
に
タ
イ
マ
イ
の
剥
製
を
飾
っ
て
い
る
(
写
真
白
)
。
と
れ
は
、
ジ
ャ
ワ
沖
で
マ
グ
ロ
を
と
っ
て
い

た
と
き
に
、
サ
メ
の
は
ら
わ
た
の
中
か
ら
ベ
ッ
コ
ウ
ガ
メ
(
タ
イ
マ
イ
)
が
出
て

き
た
と
と
が
あ
り
、
と
れ
を
持
ち
帰
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
遠
江

で
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
剥
製
を
飾
っ
た
り
担
っ
た
り
す
る
習
俗
は
あ
ま
り
確
認
で
き

8 

静岡県のウミガメの民俗

松尾長作氏宅に飾られるウミガメの剥製

(1鈎9年2月撮影)
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な
か
っ
た
。
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駿
河
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗

l

生
態
と
歴
史

現
在
、
駿
河
で
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
は
調
査
さ
れ
て
お
ら
ず
、
正
確
な
情
報
は

分
か
ら
な
い
〔
亀
崎
二

O
Oニ
コ
し
か
し
、
次
に
紹
介
す
る
江
戸
時
代
の
記
録

に
よ
る
と
、
静
岡
市
付
近
で
も
ウ
ミ
ガ
メ
は
産
卵
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

紅
戸
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
『
駿
国
雑
志
』
に
は
ウ
ミ
ガ
メ
に
関
す
る
記
述
が
あ

る
。
と
れ
は
、
旗
本
・
阿
部
正
信
が
駿
府
(
現
、
静
岡
市
)
に
赴
任
し
た
際
に
調



査
を
開
始
し
、
天
保
一
四
年
(
一
八
四
三
)
に
完
成
し
た
地
誌
で
、
内
容
は
地
理
、
歴
史
、
風
俗
、
人
物
伝
記
、
動
植
物
等
々
多
岐
に

渡
っ
て
い
る
。
『
駿
国
雑
志
』
の
「
介
甲
」
の
分
類
の
中
に
「
亀
」
と
い
う
項
目
が
立
て
ら
れ
て
い
る
〔
阿
部
一
九
七
七
〕
。

伝
一
五
。
有
渡
郡
久
能
浦
、
亀
多
し
。
其
大
成
は
二
三
閥
、
小
成
は
八
九
尺
に
及
ベ
り
。
夏
日
汀
砂
の
内
に
卵
を
産
み
、
毎
日
其
辺

に
来
て
、
是
を
守
る
。
人
若
誤
て
其
砂
上
を
踏
み
、
或
は
是
を
拾
ふ
、
忽
健
し
、
其
人
を
捕
へ
、
沖
に
到
て
、
撤
殺
し
、
文
も
と
の

所
に
連
来
て
、
是
を
捨
つ
。
肯
て
食
ふ
事
な
し
。
云
云
。
又
云
。
清
水
の
海
に
ど
ん
亀
と
称
す
る
亀
あ
り
。
若
網
に
懸
り
て
揚
る
事

あ
る
時
は
、
必
酒
を
呑
ま
し
め
、
放
ち
遣
る
。
然
せ
ざ
れ
ば
、
鶴
し
て
其
日
猟
な
し
。
土
俗
是
を
号
て
海
神
と
云
へ
り
。
云
云
。
里
人

一
五
。
川
亀
は
、
味
ひ
石
黛
に
勝
れ
り
、
酒
家
四
時
と
も
に
是
を
調
理
し
肴
と
す
、
佳
也
。

現
在
で
は
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
地
域
で
あ
る
が
、
久
能
浦
(
現
、
静
岡
市
駿
河
区
)
で
も
産
卵
し
て
い
た
こ
と

が
書
か
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
と
の
ウ
ミ
ガ
メ
は
卵
を
踏
ん
だ
り
採
っ
た
り
し
た
者
を
沖
ヘ
連
れ
去
り
殺
し
て
し
ま
う
と
い
う
恐
ろ
し

い
存
在
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
清
水
(
現
、
静
岡
市
清
水
区
)
で
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
が
網
に
か
か
る
と
、
必
ず
酒
を
飲
ま
せ
て
放
し

て
い
た
。
と
の
よ
う
に
し
な
い
と
漁
が
な
い
と
い
わ
れ
て
い
た
。
静
岡
市
周
辺
で
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
は
「
海
神
」
と
呼
ば
れ
、
恐
れ
ら
れ

る
存
在
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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食
用
習
俗

焼
津
市
は
カ
ツ
オ
漁
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
っ
た
。
焼
津
の
カ
ツ
オ
船
で
は
、
イ
ル
カ
や
マ
ン
ボ
ウ
は
食
べ
る
が
、
基
本
的
に
は
ウ
ミ

ガ
メ
は
縁
起
物
と
し
て
食
べ
な
か
っ
た
。
カ
メ
の
肉
を
食
べ
る
と
出
世
し
な
い
〔
静
岡
県
教
育
委
員
会
文
化
課
県
史
編
さ
ん
室

一
九
九
三
〕
、
カ
メ
を
食
べ
る
と
漁
が
な
く
な
る
〔
焼
墾
巾
総
務
部
市
史
編
さ
ん
室
三

O
O三
〕
、
な
ど
と
い
わ
れ
た
。
反
対
に
マ
ン

ボ
ウ
は
捕
ら
な
い
と
漁
が
な
い
と
い
わ
れ
、
船
を
止
め
て
で
も
捕
っ
た
〔
焼
津
市
史
編
さ
ん
委
員
会
二

O
O七
〕
。
筆
者
が
聞
き
取

は
ま
主
う
め

り
を
し
た
、
浜
当
目
の
山
田
常
吉
氏
(
大
正
一
四
年
生
ま
れ
)
は
以
下
の
よ
う
に
語
る
。
山
田
氏
は
事
代
丸
の
船
主
で
あ
り
、
自
身
も

2 



カ
ツ
オ
漁
に
出
て
い
た
方
で
あ
る
。

う
ち
の
衆
は
カ
メ
を
食
わ
な
い
。
土
佐
の
衆
は
カ
メ
を
食
べ
る
。
カ
メ
は
縁
起
も
ん
と
い
う
。
鶴
は
千
年
、
亀
は
万
年
と
い
う
。

カ
メ
を
大
切
に
す
る
。

と
と
ろ
が
、
カ
ツ
オ
船
で
は
、
網
に
カ
メ
が
か
か
る
と
食
べ
る
と
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
大
正
三
年
(
一
九
一
四
)
生
ま
れ
の

カ
ツ
オ
漁
師
の
語
り
で
は
、
寸
コ
ガ
メ
は
煮
え
湯
に
突
っ
込
む
と
甲
羅
が
抜
け
る
の
で
刻
ん
で
醤
油
で
食
べ
た
し
と
い
う
〔
焼
津
市
総

務
部
市
史
編
さ
ん
室
二

O
O四〕。

石
津
で
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
卵
は
食
べ
る
人
と
食
べ
な
い
人
が
あ
る
〔
静
岡
県
教
育
委
員
会
文
化
謀
県
史
編
さ
ん
室
一
九
九
三
〕
。

浜
当
目
で
は
、
カ
メ
の
卵
を
採
っ
た
話

が
詳
し
く
報
告
さ
れ
て
い
る
〔
焼
樟
市

総
務
部
市
史
編
さ
ん
室
二

O
O三〕。

要
約
す
る
と
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
あ

る。

静岡県のウミガメの民俗

石津の浜 α013年8月撮影)写真由

浜当目の浜 α013年8月撮影)
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カ
メ
の
卵
は
滋
養
が
あ
る
と
い
っ

て
病
人
に
食
べ
さ
せ
た
人
も
い
た
。

カ
メ
は
夏
の
夜
に
産
卵
す
る
。
カ
メ

が
歩
い
た
跡
が
つ
い
て
い
る
の
で
、

明
る
く
な
る
と
す
ぐ
に
見
つ
け
ら
れ

る
。
早
い
も
の
勝
な
の
で
、
朝
一
番

に
浜
へ
行
っ
て
採
っ
た
。
中
に
は



売
っ
た
人
も
い
た
。

浜
当
日
の
山
田
常
吉
氏
(
大
正
一
四
年
生
ま
れ
)
は
、
「
卵
を
食
べ
た
け
E
、
う
ま
く
な
か
っ
た
。
ざ
ら
ざ
ら
し
て
い
る
。
」
と
語

九
弓

放
疏
習
俗

焼
津
市
で
も
ウ
ミ
ガ
メ
が
上
陸
す
る
と
、
酒
を
飲
ま
せ
て
返
す
習
俗
が
広
が
っ
て
い
た
。
地
曳
網
が
盛
ん
で
あ
っ
た
和
田
で
は
、
網

に
カ
メ
が
掛
か
る
と
と
が
あ
っ
た
。
カ
メ
が
掛
か
る
と
、
カ
メ
に
酒
を
飲
ま
せ
て
海
に
返
し
た
。
そ
の
と
き
、
カ
メ
は
涙
を
流
す
と
い

わ
れ
て
い
た
〔
静
岡
県
教
育
委
員
会
文
化
課
県
史
編
さ
ん
室
一
九
九
三
〕
。
石
津
の
浜
に
は
戦
前
ま
で
は
よ
く
カ
メ
が
産
卵
に
上

が
っ
た
。
「
産
後
の
カ
メ
は
酒
を
く
れ
て
で
も
返
し
て
や
れ
」
と
い
わ
れ
て
い
た
〔
静
岡
県
教
育
委
員
会
文
化
課
県
史
編
さ
ん
窒

一
九
九
三
〕
。
浜
当
日
の
浜
に
も
カ
メ
は
産
卵
に
上
が
っ
た
。
こ
こ
で
も
酒
を
飲
ま
せ
て
海
に
返
し
た
〔
焼
津
市
総
務
部
市
史
編
さ
ん

室

二

O
O三
〕
。
平
成
二
五
年
(
一
一

o
=ニ
)
八
月
の
筆
者
の
調
査
で
は
、
山
田
常
吉
氏
(
大
正
一
四
年
生
ま
れ
)
か
ら
以
下
の
よ

う
な
話
を
う
か
が
っ
た
。

堤
防
が
で
き
る
前
は
砂
浜
だ
っ
た
。
一

0
0メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
砂
浜
だ
っ
た
。
海
ま
で
行
く
の
に
、
熱
く
て
飛
ん
で
行
っ
た
。
そ

の
じ
ぷ
ん
、
カ
メ
が
時
期
に
な
る
と
卵
を
産
み
に
き
た
。
ア
カ
ガ
メ
か
。
一
五

O
か
ら
二

O
Oの
卵
を
産
ん
だ
。
カ
メ
が
上
が
る
の

は
見
た
と
と
は
な
い
。
上
が
っ
た
足
跡
は
見
た
。
見
た
衆
は
カ
メ
に
酒
を
く
れ
た
と
い
う
。
飲
ま
な
い
だ
ろ
う
が
、
か
け
た
の
か
。

砂
浜
が
長
か
っ
た
の
で
、
い
く
つ
も
上
が
っ
た
。
カ
メ
は
上
が
る
と
足
跡
が
つ
い
て
い
る
。

カ
ツ
オ
船
で
は
、
カ
メ
が
泳
い
で
い
る
の
を
見
つ
け
る
と
、
船
か
ら
カ
メ
に
向
か
っ
て
酒
と
洗
米
を
撒
き
、
甲
板
に
い
る
全
員
で
拝

む
こ
と
が
あ
っ
た
〔
焼
樟
市
史
編
さ
ん
委
員
会
二

O
O七
〕
。
カ
メ
を
船
に
引
き
上
げ
て
酒
を
飲
ま
せ
て
海
に
戻
す
と
と
も
あ
っ
た

〔
静
岡
県
教
育
委
員
会
文
化
課
県
史
編
さ
ん
室
一
九
九
三
〕
。

3 

222 -



供
養
習
俗

焼
樟
市
石
樟
で
は
、
死
ん
だ
カ
メ
は
浜
に
埋
葬
す
る
習
俗
が
あ
っ
た
。
『
石
津
の
民
俗
』
に
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
墓
に
つ
い
て
三
か
所

に
記
述
が
あ
る
〔
静
岡
県
教
育
委
員
会
文
化
課
県
史
編
さ
ん
窒
一
九
九
三
〕
。
第
一
章

(
P五
一
一
)
に
は
、
①
乙
女
ケ
浜
の
北
側
に

あ
っ
た
埋
め
場
に
納
め
た
、
第
五
章

(
P
一
八
O
)
に
は
、
②
竹
の
柵
で
囲
っ
た
カ
メ
の
墓
が
あ
っ
て
盆
に
は
僧
侶
を
招
い
て
供
養
も

し
た
、
第
五
章

(
P
二
一
九
)
に
は
、
③
ハ
チ
ベ
エ
サ
ン
の
石
碑
の
近
く
に
埋
葬
し
た
が
、
と
く
に
石
碑
は
建
て
な
か
っ
た
、
と
あ

る
。
『
焼
津
市
史
「
』
で
は
、
こ
の
う
ち
②
と
@
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
〔
焼
津
市
史
編
さ
ん
委
員
会
一
一

O
O七
〕
。
こ
の
記
述
を
見
る

限
り
、
カ
メ
の
墓
が
複
数
あ
る
の
か
、
同
じ
も
の
を
指
す
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
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八千代丸・三国丸のカメの墓(表1No. 

36) (2005年 10月撮影)
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八千代丸・三国丸のカメの墓(表1No. 

36) (2013年8月撮影)

写真66

筆
者
は
平
成
二
五
年
(
一
一

O
一

一
二
)
八
月
の
調
査
で
、
石
津
浜
公

園
の
北
側
と
南
側
に
お
い
て
、
複

数
の
方
に
お
話
を
う
か
が
っ
た

が
、
ウ
ミ
ガ
メ
を
埋
め
た
墓
に
つ
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い
て
は
だ
れ
も
知
ら
な
か
っ
た
。

石
津
浜
公
園
の
北
側
に
は
、
第
五

福
竜
丸
が
捕
っ
た
マ
グ
ロ
を
埋
め

た
場
所
が
あ
る
。
と
と
に
は
い
ろ

ん
な
も
の
を
埋
め
た
ら
し
い
と
い

う
こ
と
を
、
五

O
代
の
男
性
に
聞

い
た
。
石
樟
浜
公
園
の
南
側
に



事f思Lのカメの墓(表 1No.37) (2013年8

月撮影)

写真67

山田常吉氏(右)と薮内駿河男氏(左)

(2013年8月撮影)

写真68

は
、
波
除
地
蔵
と
ハ
チ
ベ
エ
サ
ン

が
杷
ら
れ
て
い
る
。
地
蔵
の
前
を

掃
除
し
て
い
た
八

O
代
ぐ
ら
い
の

女
性
も
カ
メ
は
知
ら
な
い
と
い

う
。
公
園
で
談
笑
し
て
い
た
六

O

代
か
ら
九
O
代
ぐ
ら
い
の
六
人
ほ

ど
の
女
性
も
カ
メ
は
知
ら
な
い
と

い
う
。
し
た
が
っ
て
、
カ
メ
の
墓

が
複
数
あ
っ
た
の
か
、
一
か
所
で

あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
は
分
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か
ら
な
か
っ
た
。

『
浜
当
日
の
民
俗
』
に
は
、
焼

津
市
浜
当
目
に
ウ
ミ
ガ
メ
を
租
っ

た
墓
が
二
か
所
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
〔
焼
津
市
総
務
部
市
史
編
さ
ん
室
三

O
O三
〕
。
事
代
丸
と
七
右
衛
門
丸
が
昭
和

二
八
年
(
一
九
五
三
)
に
建
て
た
石
碑
(
表
l
N
0
.
釘
、
写
真
町
)
と
、
八
千
代
丸
と
=
一
国
丸
が
昭
和
六
二
年
(
一
九
八
七
)
に

建
て
た
嗣
(
表
1
N
0
.
初
、
写
真
田
・
随
)
で
あ
る
。
筆
者
は
平
成
一
七
年
(
二

O
O五
)
に
現
地
を
訪
ね
た
が
、
こ
の
と
き
は

関
係
者
に
聞
き
取
り
を
す
る
と
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
平
成
二
五
年
(
二

O
一
三
)
八
月
に
再
び
現
地
を
訪
れ
た
と
き
に
は
、
事
代
丸

の
船
主
で
あ
っ
た
山
間
常
吉
氏
(
大
正
一
四
年
生
ま
れ
)
か
ら
聞
き
取
り
を
す
る
と
と
が
で
き
た
。
以
下
、
山
田
氏
の
語
り
を
紹
介
す

広
三



静岡県のウミガメの民俗

亡
く
な
っ
た
カ
メ
を
石
垣
の
下
ヘ
埋
め
た
。
今
ま
で
お
ま
つ
り
を
し
た
。
最
近
、
か
か
り
の
お
じ
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
の
で
や
め

た
。
山
間
氏
は
、
今
で
も
毎
日
、
水
を
あ
げ
て
い
る
。
コ
ウ
パ
ナ
(
シ
キ
ミ
)
も
あ
げ
る
。
山
田
氏
は
、
カ
メ
を
埋
め
た
と
き
、
洋

上
に
い
た
の
で
知
ら
な
い
。
カ
ツ
オ
漁
だ
っ
た
。
父
と
七
右
衛
門
丸
で
埋
め
た
。
死
ん
で
よ
さ
っ
て
た
(
寄
っ
て
い
た
)
の
か
。
拝

ん
で
く
れ
た
の
は
弘
徳
院
の
オ
ツ
サ
ン
(
住
職
)
。
今
は
息
子
。
今
の
住
職
は
拝
み
に
来
た
こ
と
は
な
い
。
一
年
に
一
ぺ
ん
、
五
月

の
建
て
た
日
に
オ
ツ
サ
ン
老
呼
ん
で
、
お
経
を
あ
げ
て
も
ら
っ
て
、
あ
げ
も
の
あ
げ
て
、
石
碑
の
前
に
ご
ざ
を
敷
い
て
い
っ
ぱ
い

や
っ
た
。
七
右
衛
門
は
あ
ん
ま
り
来
な
か
っ
た
。
両
方
の
船
で
建
て
た
け
E
、
あ
ん
ま
り
出
て
来
な
か
っ
た
。
ほ
か
の
人
は
来
な

い
。
船
元
関
係
だ
け
。
通
り
が
か
り
の
人
が
婁
銭
を
あ
げ
て
く
れ
る
と
と
も
あ
る
。
カ
メ
の
墓
と
い
う
。
カ
メ
塚
と
は
い
わ
な
い
。

と
れ
は
塚
と
い
う
も
の
と
は
違
う
。
石
碑
の
下
に
あ
る
土
台
は
最
初
は
な
か
っ
た
。
土
台
は
山
田
氏
が
作
っ
た
。
カ
メ
の
か
っ
こ
う

に
し
て
い
る
。
石
碑
の
隣
の
木
も
カ
メ
の
か
っ
と
う
に
し
て
い
る
。
カ
メ
の
墓
の
横
に
は
船
小
屋
が
あ
っ
た
。
後
は
畑
。
船
小
屋
で

は
、
年
寄
り
が
船
へ
持
っ
て
行
く
道
具
を
と
し
ら
え
た
り
し
て
い
た
。
小
船
を
中
へ
入
れ
て
い
た
。

山
困
氏
は
漁
に
出
て
い
た
と
き
に
租
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
が
、
船
主
が
死
ん
だ
カ
メ
そ
担
っ
た
・
も
の
で
あ
っ
た
。
当
番
の
方

が
亡
く
な
っ
て
祭
租
は
や
め
た
と
い
う
が
、
山
田
氏
は
個
人
的
に
拝
ん
で
お
り
、
形
状
に
も
変
化
は
な
い
。
一
方
、
八
千
代
丸
と
三
国

丸
は
い
ず
れ
も
船
を
や
め
て
お
り
、
浜
当
固
に
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
聞
き
取
り
は
で
き
な
か
っ
た
。
平
成
一
七
年
(
二

O
O五
)

に
訪
ね
た
と
き
に
は
、
調
の
右
側
に
カ
メ
の
形
の
石
造
物
が
あ
っ
た
が
、
平
成
二
五
年
(
二

O
一
三
)
に
は
カ
メ
形
石
造
物
は
見
当
た
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ら
な
か
っ
た
。

と
の
ほ
か
、
浜
当
固
で
は
、
死
ん
だ
ウ
ミ
ガ
メ
の
首
や
手
な
ど
を
船
内
に
租
る
フ
ナ
ダ
マ
様
に
供
え
る
と
豊
漁
に
な
る
と
も
い
わ
れ

た
〔
焼
津
市
総
務
部
市
史
編
さ
ん
室
二

0
0
=一〕。

・
八
千
代
丸
・
三
国
丸
の
カ
メ
の
墓
(
表
1
N
0
.
部
)

高

さ

五

om



台

座

高

さ

六

O
m

台

座

(

下

)

高

さ

七

m

・
事
代
丸
の
カ
メ
の
墓
(
表
l
N
0
.
訂
)

南
無
八
大
龍
王
春
属
亀
之
霊
供
養
墓

維
時
昭
和
廿
八
年
五
月
十
九
日

施
主
事
代
丸
七
右
衛
門
丸

一
二
二

m

一一二一一

m

一一二

m

一
om

一一

O
佃

(
正
面
)

石
碑
高
さ

西
岡

1

・E

，.
奥
行

カ
メ
形
高
さ

長
さ
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『
沼
津
市
史
』
な
ど
に
、
沼
樟
市
松
長
の
林
の
中
に
カ
メ
を
葬
っ
た
と
い
う
事
例
が
出
て
い
る
〔
沼
津
市
教
育
委
員
会
文
化
振
興
課

一
九
九
九
、
沼
津
市
史
編
さ
ん
委
員
会
・
沼
津
市
教
育
委
員
会
編
一
一

O
O二
〕
(
表
1
N
0
.
泊
)
。
松
長
は
駿
一
判
湾
に
面
し
、
単
調

な
砂
利
の
浜
が
続
い
て
お
り
、
半
農
半
漁
の
地
曳
網
漁
が
盛
ん
で
あ
っ
た
地
域
で
あ
る
。
招
樟
市
松
長
は
江
戸
時
代
ま
で
は
駿
河
固
駿

東
郡
に
属
し
て
い
た
た
め
、
と
の
事
例
は
駿
河
に
分
類
し
て
お
く
。
『
沼
津
市
史
』
な
ど
に
は
、
昭
和
六
年
(
一
九
三
一
)
生
ま
れ
の

男
性
が
語
っ
た
と
と
と
し
て
、
小
さ
い
と
ろ
に
は
、
カ
メ
が
上
が
る
と
、
漁
が
あ
る
か
ら
と
、
林
の
中
に
葬
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
担
樟
市
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
カ
メ
の
墓
は
把
握
し
て
お
ら
ず
、
筆
者
も
現
地
調
査
を
行
っ
て
い
な
い
た
め
、
現
状
は
不

明
で
あ
る
。



駿
河
で
は
焼
津
市
と
沼
津
市
で
供
養
習
俗
を
確
認
す
る
と
と
が
で
き
た
。
焼
津
市
に
は
複
数
の
事
例
が
確
認
で
き
る
が
、
そ
の
他
の

地
域
で
は
今
の
と
と
ろ
確
認
で
き
て
い
な
い
。
遠
江
と
同
様
、
供
養
習
俗
は
、
死
ん
で
い
る
ウ
ミ
ガ
メ
が
い
る
と
必
ず
お
こ
な
わ
れ
る

も
の
で
は
な
く
、
流
行
性
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

静岡県のウミガメの民俗

読
木
の
習
俗

焼
津
市
に
も
、
ウ
ミ
ガ
メ
が
ま
と
わ
り
つ
い
て
い
る
涜
木
を
拾
い
上
げ
て
」
組
る
習
俗
が
あ
っ
た
。
北
浜
通
り
の
漁
民
が
ま
と
め
た

『
漁
方
雑
話
』
に
は
以
下
の
よ
う
に
出
て
い
る
〔
北
原
一
九
九
三
〕
。

亀
が
疏
木
に
ま
つ
わ
り
付
い
て
い
る
時
は
、
代
わ
り
の
木
を
亀
に
与
え
て
疏
木
を
拾
い
上
げ
る
と
大
漁
す
る
と
言
う
。
此
れ
を
亀

の
枕
木
と
言
っ
て
、
古
い
船
元
の
家
の
神
棚
や
床
の
聞
に
大
切
に
飾
つ
で
あ
る
の
を
見
た
と
と
が
あ
る
。

北
原
氏
の
住
ん
で
い
た
北
浜
通
り
は
船
元
が
多
い
地
域
で
あ
っ
た
。
筆
者
は
実
際
に
焼
樟
市
で
流
木
を
把
っ
て
い
る
事
例
を
確
認
す

る
と
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

石
津
で
も
、
カ
メ
ノ
マ
ク
ラ
ギ
の
風
習
が
あ
っ
た
。
カ
メ
が
流
木
に
つ
か
ま
っ
て
い
る
の
を
見
か
け
る
と
、
船
元
な
ど
が
そ
の
涜
木

を
拾
い
上
げ
、
縁
起
物
と
し
て
床
の
間
な
ど
に
飾
っ
た
〔
静
岡
県
教
育
委
員
会
文
化
課
県
史
編
さ
ん
窒
一
九
九
三
〕
。
な
お
、
浜
当

固
で
は
と
の
習
俗
は
報
告
さ
れ
て
お
ら
ず
、
筆
者
も
聞
き
取
る
と
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
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5 
四

伊
豆
地
域
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗

生
態

伊
豆
で
の
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
に
つ
い
て
は
、
下
田
市
の
下
回
海
中
水
族
館
に
よ
る
調
査
が
報
告
さ
れ
て
い
る
〔
亀
崎

一
九
九
0
年
代
、
下
田
市
の
三
か
所
の
浜
で
調
査
さ
れ
て
い
る
が
、
上
陸
回
数
は
多
く
て
年
間
四
固
と
な
っ
て
い
る
。

二
O
O二〕。



民
俗
知
識

伊
豆
で
は
野
本
氏
に
よ
っ
て
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
に
関
す
る
民
俗
知
識
が
複
数
報
告
さ

れ
て
い
る
。
下
田
市
白
浜
で
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
が
六
月
ご
ろ
に
産
卵
に
上
が
っ
た
。
カ
メ

は
神
様
と
語
り
伝
え
、
産
卵
の
邪
魔
を
す
る
の
を
避
け
た
と
い
う
〔
野
本

〔
防
)

一
九
八
七
〕
。
下
回
市
古
佐
美
の
大
浜
で
は
、
六
月
末
か
ら
一
一
月
ま
で
地
曳
網
を
引

い
た
。
そ
の
聞
の
六
月
か
ら
八
月
ま
で
は
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
期
と
一
致
す
る
の
で
、

折
々
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
を
見
か
け
た
と
い
う
〔
静
岡
県
一
九
八
九
〕
。
西
伊
豆
町
仁
科
の
大
浜
に
も
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
が
上
が
っ
た
。
こ

と
で
は
、
「
カ
メ
が
多
く
上
が
る
年
は
台
風
が
な
い
」
と
い
わ
れ
る
〔
静
岡
県
一
九
八
九
〕
。
河
津
町
今
井
浜
に
は
ミ
ツ
メ
ノ
ア
カ
ガ

メ
と
よ
ば
れ
る
大
き
な
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
が
上
が
っ
た
と
い
う
〔
静
岡
県
一
九
八
九
〕
。
河
津
町
見
高
で
は
、
カ
メ
が
上
が
る
と
、

人
々
は
「
オ
カ
へ
産
ん
だ
か
」
、
「
オ
キ
ヘ
産
ん
だ
か
」
と
会
話
を
し
た
と
い
う
。
カ
メ
が
オ
カ
へ
卵
を
産
ん
だ
年
は
台
風
が
大
き
く
、

オ
キ
ヘ
産
ん
だ
年
は
台
風
が
小
さ
い
、
と
い
う
。
ま
た
、
カ
メ
が
卵
を
産
ん
で
一
週
間
た
つ
と
シ
ケ
が
く
る
と
も
い
う
〔
静
岡
県

一
九
八
九
〕
。

(
町
)

筆
者
は
、
南
伊
豆
町
、
松
崎
町
、
伊
東
市
に
お
い
て
、
ウ
ミ
ガ
メ
に
つ
い
て
人
々
が
知
っ
て
い
た
こ
と
を
聞
い
た
。
南
伊
豆
町
子
浦

南伊豆町の弓が浜也008年 12月撮影)

遠
州
灘
の
よ
う
に
長
大
な
砂
浜
が
な
い
た
め
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
砂
浜
で
の
上
陸
・
産

卵
頭
数
と
し
て
は
多
く
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
野
本
氏
に
よ
っ
て
ウ
ミ
ガ
メ

の
産
卵
に
闘
す
る
民
俗
知
識
が
採
集
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
も
松
崎
町
、
南
伊
豆
町
、
伊

東
市
で
の
産
卵
を
聞
き
取
っ
た
た
め
、
下
岡
市
に
限
ら
ず
、
伊
E
各
地
の
砂
浜
で
ア
カ

ウ
ミ
ガ
メ
が
産
卵
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

2 
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で
漁
業
を
お
と
な
っ
て
き
た
小
久
保
安
治
氏
(
昭
和
五
年
生
ま
れ
)
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

南
伊
豆
町
の
弓
が
浜
に
は
毎
年
、
何
頭
か
来
る
。
最
近
は
大
き
く
な
ら
し
て
か
ら
放
し
て
い
る
。
保
護
し
て
い
る
。
子
補
で
も
何

回
か
上
が
っ
た
と
い
う
。
く
れ
ば
、
浜
に
あ
と
が
つ
い
て
い
る
の
で
分
か
る
。

カ
メ
は
文
句
を
言
わ
な
い
し
、
暴
れ
な
い
し
、
お
と
な
し
い
も
ん
。
網
を
破
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
小
久
保
氏
は
、
水
面
に
浮
い

て
い
る
の
を
見
る
だ
け
。
そ
の
年
に
よ
っ
て
、
全
然
見
な
い
と
と
も
あ
っ
た
り
、
あ
ち
こ
ち
で
見
か
け
る
こ
と
も
あ
る
。
沖
合
い
で

見
か
け
る
。
年
に
よ
っ
て
数
は
遣
う
。
サ
ケ
み
た
い
に
、
産
ま
れ
た
棲
み
か
が
自
然
に
分
か
っ
て
い
る
。
寒
く
な
っ
て
、
北
西
の
季

節
風
が
吹
く
一
一
月
ご
ろ
か
ら
、
沖
合
い
に
行
か
な
く
な
る
。
一
二
月
ま
で
静
か
で
、
正
月
か
ら
風
が
吹
き
出
す
と
と
も
あ
る
。
海

が
静
か
な
四
月
か
ら
一

O
月
、
一
一
月
ぐ
ら
い
に
沖
へ
出
る
。
と
の
と
き
に
、
カ
メ
を
見
る
。
青
い
カ
メ
と
赤
い
カ
メ
が
い
る
。
二

種
類
ぐ
ら
い
し
か
わ
か
ら
な
い
。
カ
メ
は
昔
ほ
ど
見
掛
け
な
い
。
(
岬
の
下
に
よ
く
浮
く
ポ
イ
ン
ト
は
な
い
か
、
と
い
う
聞
い
に
)

捕
っ
て
食
べ
よ
う
と
い
う
人
が
い
な
い
の
で
関
心
が
な
い
。
知
ら
な
い
。

松
崎
町
岩
地
の
斎
藤
氏
(
昭
和
二
コ
一
年
生
ま
れ
)
は
次
に
よ
う
に
語
る
。

岩
地
の
浜
に
も
カ
メ
は
産
卵
に
き
た
。
二
か
所
ぐ
ら
い
に
卵
を
産
む
。
岩
地
の
浜
は
四
つ
に
分
か
れ
る
。
南
が
小
浦
浜
。
そ
の
北

は
西
の
回
。
田
ん
ぼ
が
あ
る
。
そ
の
北
は
谷
地
(
や
ち
)
。
一
番
北
が
ゴ
ウ
ド
の
浜
。
産
卵
す
る
の
は
ゴ
ウ
ド
の
浜
が
多
か
っ
た
。

母
は
ゴ
ウ
ド
の
浜
の
あ
た
り
が
実
家
だ
っ
た
。
母
親
が
子
ど
も
の
と
ろ
は
い
つ
も
来
て
い
た
と
い
う
。
親
が
酒
を
あ
げ
た
り
、
応
援

し
た
。
カ
メ
は
涙
を
流
し
て
い
た
。
僻
化
し
て
帰
っ
た
。
解
化
し
て
帰
る
と
と
ろ
を
見
た
と
い
う
話
は
聞
か
な
い
。
一
五
年
ほ
E

前
、
砂
浜
の
真
ん
中
に
設
置
し
て
い
る
温
泉
船
(
温
泉
を
入
れ
た
船
)
の
と
と
ろ
で
産
卵
し
た
。
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
た
。
当
時
の
区

長
が
、
柵
を
し
て
保
護
し
た
。
そ
れ
以
外
は
来
て
い
な
い
。

伊
東
市
新
井
の
石
井
英
雄
氏
(
昭
和
二
年
生
ま
れ
)
は
以
下
の
よ
う
に
語
る
。

カ
メ
は
卵
を
産
み
に
来
る
と
と
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
西
の
浜
は
砂
浜
だ
っ
た
。
岩
が
な
く
て
、
純
粋
の
砂
浜
で
あ
っ
た
。
広
い
浜
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で
あ
っ
た
。
卵
を
食
べ
た
話
は
な
い
と
思
う
。
東
は
砂
浜
が
な
か
っ
た
。
松
原
は
カ
メ
が
上
が
っ
た
。

以
上
か
ら
、
伊
豆
半
島
南
部
の
み
な
ら
ず
、
北
部
の
砂
浜
で
も
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
は
み
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
産
卵
地
の
人
た
ち

は
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
に
関
す
る
知
識
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
漁
業
に
従
事
し
て
い
る
方
は
、
海
で
見
か
け
る
ウ
ミ
ガ
メ
の
こ
と
も

知
っ
て
い
た
。
こ
の
ほ
か
、
伊
東
市
八
幡
野
の
太
田
小
千
代
氏
(
明
治
四
一
年
生
ま
れ
)
は
、
「
乙
の
辺
り
で
卵
を
産
ん
だ
こ
と
は
聞

い
た
こ
と
が
な
い
。
死
ん
だ
カ
メ
は
見
た
こ
と
が
な
い
。
」
と
い
う
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
ウ
ミ
ガ
メ
が
読
し
網
に
か
か
る

と
と
が
あ
る
の
は
知
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
産
卵
す
る
砂
浜
が
な
い
地
域
で
も
、
網
に
か
か
る
ウ
ミ
ガ
メ
の
と
と
は
知
っ
て
い
る

と
と
が
分
か
る
。

食
用
習
俗

古
代
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
甲
羅
を
焼
い
て
占
う
亀
卜
を
お
と
な
う
人
々
が
伊
豆
に
い
た
。
『
延
書
式
』
に
は
、
対
馬
、
壱
岐
と
と
も
に
、

伊
豆
か
ら
も
亀
卜
を
お
と
な
う
卜
部
を
五
人
選
ぶ
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
捕
獲
・
食
用
習
俗
が
盛
ん
で
あ
っ
た
の
は
、

メ
絵
黒
伊
豆
半
島
で
は
な
く
、
伊
豆
諸
島
で
あ
っ
た
。
伊
豆
諸
島

ガ
田

ミ
下
人
で
は
昭
和
時
代
で
も
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
や
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
を

約
一
劇
臨
捕
獲
す
る
技
術
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
亀
卜
を
お
こ

人

b
財

カ
引
い
般
駒
な
っ
た
人
々
は
、
伊
豆
半
島
で
は
な
く
、
伊
豆
諸
島
の
出

刈
僻
「
蜘
身
で
は
な
い
か
と
恩
わ
れ
る
〔
藤
井
二

O
O六〕。

ア
を
巻
船
伊
一
旦
の
人
た
ち
が
食
べ
た
記
録
で
は
な
い
が
、
江
戸
時

代
末
期
に
、
下
回
に
来
航
し
た
ア
メ
リ
カ
人
が
ウ
ミ
ガ
メ

を
食
べ
た
と
い
う
資
料
が
残
っ
て
い
る
。
『
ペ
ル
リ
提
督
日

3 

写真70
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本
遠
征
記
』
に
は
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
〔
土
屋
一
九
五
五
〕
。
ペ
リ
1
艦
隊
が
下
回
に
滞
在
中
、
遅
れ
て
到
着
し

た
マ
セ
ド
ニ
ア
ン
号
が
小
笠
原
諸
島
で
ウ
ミ
ガ
メ
を
捕
っ
て
き
た
。
「
同
船
の
も
っ
て
来
た
立
派
な
海
亀
の
肉
は
大
い
に
歓
ば
れ
、
艦

隊
内
の
数
艦
に
分
配
さ
れ
て
盛
ん
に
賞
味
さ
れ
た
」
と
あ
る
。
「
日
本
人
が
一
般
に
信
じ
て
ゐ
る
仏
教
と
人
民
の
単
純
な
習
慣
と
の
結

果
、
食
用
と
し
て
手
に
入
れ
得
る
動
物
が
殆
ど
な
い
た
め
に
、
下
回
の
市
場
に
は
新
鮮
な
肉
が
充
分
に
な
か
っ
た
。
」
と
い
う
と
と
で
、

ア
メ
リ
カ
人
は
魚
や
野
菜
以
外
は
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
と
塩
漬
け
牛
肉
を
食
べ
て
い
た
と
い
う
。
日
本
側
の
資
料
で
あ
る
「
下
回
絵
巻
」
に

よ
る
と
、
「
料
理
方
如
此
御
役
方
乗
船
ノ
節
御
馳
走
ニ
料
理
シ
、
玉
子
エ
白
砂
糖
ヲ
添
、
応
接
方
エ
出
ス
黒
川
殿
一
ツ
給
ル
、
其
外
ハ

不
残
不
喰
由
、
ペ
ル
リ
ヘ
モ
出
ス
、
血
ニ
テ
煎
物
致
ス
、
切
動
ク
処
ヲ
直
ニ
砂
糖
ヲ
付
喰
ス
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
ひ
も
で
首
を
縛
っ

て
吊
り
下
げ
ら
れ
た
ウ
ミ
ガ
メ
を
ア
メ
リ
カ
人
が
切
っ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
一
初
(
写
真
刊
)
。
日
本
人
に
も
ウ
ミ
ガ
メ
肉
や
卵

が
振
る
舞
わ
れ
た
が
、
浦
賀
奉
行
組
頭
の
黒
川
嘉
兵
衛
の
み
卵
を
一
つ
食
べ
た
だ
け
で
、
あ
と
の
者
は
食
べ
な
か
っ
た
。

伊
豆
の
人
々
が
ウ
ミ
ガ
メ
を
食
べ
る
と
と
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
昭
和
時
代
に
な
る
と
、
伊
豆
で
は
ほ
と
ん
ど
ウ
ミ
ガ
メ
を
食

べ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
筆
者
が
聞
い
た
と
と
ろ
で
は
、
南
伊
豆
町
で
昭
和
三

0
年
代
に
ウ
ミ
ガ
メ
を
食
べ
る
と
こ
ろ
が
』
見
た
と
い

う
方
が
い
た
、
と
い
う
程
度
で
あ
っ
た
。
食
用
の
習
俗
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
食
用
に
閲
す
る
報
告
も
少
な
い
が
、
沼
津
市
内
浦
で

は
カ
メ
の
肉
は
食
べ
な
い
と
報
告
さ
れ
て
い
る
〔
沼
樟
市
歴
史
民
俗
資
料
館
一
九
七
六
〕
。

し
か
し
、
他
地
域
の
人
が
ウ
ミ
ガ
メ
を
食
べ
る
と
と
は
あ
っ
た
。
伊
東
市
八
幡
野
の
太
田
小
千
代
氏
(
明
治
四
一
年
生
ま
れ
)
は
以

下
の
よ
う
に
語
る
。

カ
メ
は
食
べ
な
い
。
お
神
酒
を
飲
ま
せ
て
海
に
帰
す
。
疎
開
の
人
が
城
ケ
崎
の
海
岸
で
カ
メ
を
焼
い
て
食
べ
た
と
大
騒
ぎ
に
な
っ

た
と
と
が
あ
る
。
海
女
が
食
べ
た
の
は
聞
い
た
と
と
が
な
い
。

漁
民
は
他
地
域
の
漁
民
と
の
交
涜
の
な
か
で
、
ウ
ミ
ガ
メ
を
食
べ
る
習
俗
は
知
っ
て
い
た
。
『
松
崎
町
内
又
た
よ
り
』
に
は
、
松
崎
町

岩
地
の
斎
藤
伝
吉
氏
の
語
り
が
記
述
さ
れ
て
い
る
〔
松
崎
町
教
育
委
員
会
町
史
編
さ
ん
委
員
会
二

O
O
O〕。
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斎
藤
氏
は
カ
ツ
オ
船
の
乗
組
員
で
あ
っ
た
。
土
佐
の
人
が
船
顕
で
あ
っ
た
と
き
、
カ

メ
を
発
見
す
る
と
話
を
持
っ
て
カ
メ
を
捕
え
よ
う
と
し
た
と
と
が
あ
っ
た
。
伊
豆
で

は
、
カ
メ
は
大
漁
と
幸
福
を
も
た
ら
す
と
信
じ
ら
れ
大
事
に
す
る
が
、
土
佐
の
人
は
カ

メ
を
見
つ
け
た
ら
食
べ
な
い
と
六
漁
し
な
い
と
い
う
。
船
中
大
騒
ぎ
し
て
、
船
頭
を
納

得
さ
せ
て
カ
メ
は
捕
ら
ず
に
す
ん
だ
と
い
う
。
(
筆
者
要
約
)

南
伊
豆
町
子
捕
の
小
久
保
安
治
氏
(
昭
和
五
年
生
ま
れ
)
は
以
下
の
よ
う
に
語
る
。

子
捕
の
船
で
も
、
九
州
、
八
丈
の
船
と
仕
事
を
適
し
て
か
か
わ
り
の
あ
る
船
が
何

隻
も
あ
っ
た
。
大
分
の
津
久
見
の
人
は
、
カ
ジ
キ
専
門
に
船
団
を
組
ん
で
く
る
。
ど

と
で
漁
が
あ
る
と
分
か
っ
て
い
る
。
と
こ
か
ら
気
世
掴
へ
行
く
。
メ
カ
ジ
キ
を
追
い

か
け
て
い
く
。
伊
豆
七
島
の
人
も
や
っ
て
い
る
。
ぞ
う
し
た
船
と
懇
意
に
な
っ
て
、

一
緒
に
漁
を
し
た
。
話
で
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
土
佐
の
漁
師
は
カ
メ
を
見
る
と
、

食
用
に
捕
っ
て
食
べ
た
ら
し
い
。
と
こ
で
は
捕
ら
な
い
。
土
佐
の
人
は
ア
カ
を
食
べ

る
。
カ
メ
を
捕
る
本
業
で
は
な
い
け
ど
、
突
き
ん
棒
の
船
は
、
カ
メ
を
見
つ
け
る
と
本
業
を
や
め
て
捕
る
と
い
う
。
解
体
し
て
い
る

と
と
ろ
を
見
た
と
と
は
な
い
。

南伊豆町子浦の港 α013年8月撮影)写真71

ウ
ミ
ガ
メ
の
卵
を
採
取
し
て
食
用
に
す
る
と
と
は
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
南
伊
豆
町
の
弓
が
浜
で
は
カ
メ
の
卵
を
採
っ
て
、
結
核
の

病
院
に
売
っ
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
松
崎
町
岩
地
の
斎
藤
氏
(
昭
和
二
三
年
生
ま
れ
)
に
よ
る
と
、
卵
は
食
べ
た
こ
と
は
な
い
と

い
う
。
古
く
は
伊
豆
で
も
広
範
囲
で
卵
を
食
べ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
昭
和
時
代
に
は
、
産
卵
地
す
べ
て
で
卵
を
食
べ
て
い
た
わ
け

で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
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伊
豆
で
も
ウ
ミ
ガ
メ
に
酒
を
飲
ま
せ
て
放
す
習
俗
が
広
が
っ
て
い
た
。
と
れ
ま
で
報
告
さ
れ
て
い
る
事
例
も
あ
る
。
沼
津
市
内
浦
で

は
、
カ
メ
を
捕
っ
た
と
き
、
カ
メ
に
酒
そ
や
る
と
魚
が
た
く
さ
ん
捕
れ
る
、
と
い
う
〔
沼
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
一
九
七
六
〕
。
沼

津
市
静
浦
で
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
と
イ
ル
カ
が
大
漁
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
喜
ぼ
れ
、
ウ
ミ
ガ
メ
に
は
酒
を
飲
ま
せ
て
放
し
た
〔
沼
津
市

歴
史
民
俗
資
料
鯖
一
九
七
七
〕
。
沼
津
市
の
報
告
で
は
、
ど
の
よ
う
な
と
き
に
ウ
ミ
ガ
メ
に
酒
を
飲
ま
せ
て
放
し
た
の
か
明
確
で
は

な
い
が
、
内
浦
や
静
捕
で
の
産
卵
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
お
そ
ら
く
網
に
か
か
っ
た
と
き
に
放
し
た
と
い
う
と
と
で
あ
ろ
う
。

下
回
市
育
佐
美
の
大
浜
で
は
、
地
曳
網
の
漁
師
た
ち
が
カ
メ
の
産
卵
を
見
つ
け
る
と
、
産
卵
を
遂
げ
さ
せ
て
や
り
、
帰
り
に
は
酒
を
飲

ま
せ
て
帰
し
た
〔
静
岡
県
一
九
八
九
〕
。

筆
者
の
調
査
で
も
伊
豆
の
各
地
で
放
読
の
習
俗
を
聞
い
た
。
伊
東
市
川
奈
の
杉
本
藤

五
郎
氏
(
大
正
六
年
生
ま
れ
)
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
死
ん
だ
ウ
ミ
ガ
メ
の
供
養
を
し

て
き
た
方
で
あ
る
。
以
下
は
、
平
成
一

O
年
(
一
九
九
八
)
に
う
か
が
っ
た
内
容
で
あ

4 

放
疏
習
俗
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カ
メ
さ
ん
の
こ
と
は
龍
宮
さ
ん
と
呼
ぶ
。
網
に
入
る
と
お
神
酒
を
飲
ま
せ
て
帰

す
。
口
を
聞
け
る
と
き
は
裏
返
す
。
足
で
前
足
を
踏
ん
で
押
さ
え
、
の

E
を
引
っ

張
っ
て
飲
ま
せ
る
。
と
れ
は
昔
か
ら
の
習
慣
。
「
お
使
い
ご
苦
労
様
で
ご
ざ
い
ま
す
。

海
上
安
全
、
大
漁
満
足
」
と
い
っ
て
放
す
。
そ
う
す
る
と
三
日
間
ぐ
ら
い
の
聞
に
お

礼
が
く
る
。
特
別
な
漁
が
あ
る
。
昔
は
甲
羅
に
「
海
上
安
全
、
大
識
満
足
」
と
墨
で

書
い
て
放
し
た
が
、
今
は
や
ら
な
い
。

平
成
二
五
年
(
二

O
二
ニ
)
の
調
査
時
に
は
、
藤
五
郎
氏
は
亡
く
な
っ
て
い
た
が
、



新井港 (2013年8月撮影)

息
子
の
杉
本
正
仁
氏
(
昭
和
二
二
年
生
ま
れ
)
に
話
を
う
か
が
っ
た
。

年
に
五
、
六
頭
は
あ
る
。
生
き
て
い
れ
ば
お
神
酒
を
飲
ま
せ
て
逃
が
す
。
甲
羅
に

文
字
は
書
か
な
い
。
茶
色
の
カ
メ
が
入
る
。
黒
い
の
は
い
な
い
。
大
き
い
の
も
小
さ

い
の
も
入
る
。
定
置
網
は
一
年
じ
ゅ
う
や
っ
て
い
る
。
カ
メ
が
入
る
時
期
は
関
係
な

い
。
カ
メ
が
入
っ
て
、
酒
を
飲
ま
せ
た
り
、
士
に
埋
め
た
り
す
る
と
、
一
週
間
か
ら

一
O
日
ぐ
ら
い
の
聞
に
、
魚
を
捕
ら
せ
て
く
れ
る
。
漁
を
さ
せ
て
く
れ
る
。

杉
本
氏
は
親
子
と
も
に
定
置
網
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。
自
分
の
網
に
か
か
っ
た
ウ
ミ

ガ
メ
に
酒
を
飲
ま
せ
て
大
漁
を
願
っ
て
き
た
と
い
う
と
と
に
な
る
。
杉
本
氏
親
子
の
聞

き
取
り
か
ら
、
現
在
で
も
酒
を
飲
ま
せ
て
放
す
習
俗
が
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
た
だ
し
、
甲
羅
に
文
字
も
書
く
習
俗
に
つ
い
て
は
、
現
在
は
お
ζ

な
わ
れ
て

写真73

い
な
い
と
い
う
。

伊
東
市
新
井
の
石
井
英
雄
氏
(
昭
和
二
年
生
ま
れ
)
も
、
父
親
が
死
ん
だ
ウ
ミ
ガ
メ

を
供
養
し
て
い
た
方
で
あ
る
。

伊
東
で
は
カ
メ
を
大
切
に
す
る
。
ほ
か
で
は
、
カ
メ
が
上
が
る
と
、
見
せ
た
り
、
売
っ
た
り
す
る
が
。
新
井
に
は
定
置
網
が
あ
っ

た
。
今
は
や
め
た
。
年
に
何
回
か
網
に
カ
メ
が
入
る
。
必
ず
お
神
酒
を
飲
ま
せ
た
。
二
合
瓶
を
買
っ
て
き
て
、
背
中
を
下
に
し
て
、

口
を
開
け
さ
せ
て
、
酒
を
飲
ま
せ
た
。
海
に
放
し
た
。
甲
羅
に
文
字
は
書
か
な
か
っ
た
。
手
を
合
わ
せ
て
、
漁
守
っ
て
く
れ
と
い
う

気
持
ち
を
伝
え
た
。
カ
メ
は
口
を
ぱ
く
ば
く
し
て
い
る
の
で
、
子
ど
も
が
噛
ま
れ
て
指
を
一
節
取
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
浜
へ
寝

か
せ
て
お
神
酒
も
っ
て
と
い
と
や
っ
て
る
と
き
で
あ
っ
た
。
子
ど
も
は
い
た
ず
ら
を
し
た
の
か
、
噛
ま
れ
た
。
年
寄
り
は
、
カ
メ
の

口
に
手
を
や
っ
て
は
だ
め
だ
と
言
っ
て
い
た
。
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う
に
語
る
。

定
置
に
カ
メ
が
か
か
る
と
酒
を
飲
ま
せ
て
放
し
た
。
酒
を
口
へ
突
っ
込
ん
だ
。
魚

を
連
れ
て
来
い
と
話
し
た
。
そ
う
す
る
と
漁
が
あ
る
。
当
時
、
ボ
ウ
ケ
を
や
っ
て
い
た
。
神
へ
行
く
と
識
が
あ
る
。
カ
メ
は
識
の
神

さ
ん
だ
と
聞
い
て
い
た
。
丁
寧
に
扱
う
。

漁
業
を
お
と
な
っ
て
い
な
い
方
も
、
放
涜
習
俗
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
。
伊
東
市
八
幡
野
の
太
田
小
千
代
氏
(
明
治
四
一
年
生
ま

れ
)
は
以
下
の
よ
う
に
語
る
。

房
州
(
千
葉
県
南
部
)
ヘ
サ
ン
マ
が
来
た
ら
ど
と
か
ら
か
連
絡
が
入
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
と
か
ら
大
島
ま
で
の
聞
で
涜
し
網
を

す
る
。
摘
し
網
で
サ
ン
マ
、
ア
ジ
、
ム
ロ
を
と
っ
て
い
た
。
そ
の
網
に
た
ま
た
ま
カ
メ
が
入
る
と
と
が
あ
る
。
カ
メ
を
港
ま
で
連
れ

て
き
て
お
神
酒
を
飲
ま
せ
て
沖
へ
帰
す
。
「
あ
1
よ
か
っ
た
」
と
皆
で
見
届
け
る
。
「
鶴
は
千
年
、
亀
は
万
年
」
と
い
い
、
お
め
で
た

静岡県のウミガメの民俗

石井英雄氏 (2013年8月撮影)

石
井
氏
の
父
親
は
ボ
ウ
ケ
網
(
棒
受
網
)
を
お
こ
な
う
蛭
子
丸
の
船
元
で
あ
っ
た
。

と
の
ボ
ウ
ケ
網
と
は
敷
網
の
一
種
で
あ
り
、
梅
面
に
突
き
出
し
た
棒
か
ら
網
を
張
り
出

し
て
、
集
魚
灯
で
集
め
た
魚
を
す
く
い
と
る
と
い
う
漁
法
で
あ
り
、
石
井
氏
に
よ
る
と

カ
メ
が
入
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
ほ
か
の
人
た
ち
が
や
っ
て
い

た
定
置
網
に
ウ
ミ
ガ
メ
は
か
か
っ
た
と
い
う
。
石
井
氏
が
子
ど
も
の
と
き
、
定
置
網
に

か
か
っ
た
ウ
ミ
ガ
メ
に
酒
を
飲
ま
せ
て
放
す
光
景
を
見
た
と
と
が
あ
る
と
い
う
と
と
で

あ
っ
た
。

伊
東
市
の
杉
本
氏
、
石
井
氏
は
い
ず
れ
も
ウ
ミ
ガ
メ
供
養
を
し
て
き
た
家
の
方
で

あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
漁
民
以
外
で
も
ウ
ミ
ガ
メ
に
酒
を
飲
ま
せ
て
放
す
と
と
は
お
こ

な
わ
れ
て
い
た
。
伊
東
市
新
井
の
坂
下
治
衛
氏
(
大
正
一
四
年
生
ま
れ
)
は
以
下
の
よ
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い
生
き
物
。
カ
メ
は
神
聖
な
も
の
、
神
様
に
近
い
も
の
と
い
う
。

伊
東
市
川
奈
の
さ
一
嶋
神
社
宮
司
・
稲
葉
一
氏
(
大
正
三
年
生
ま
れ
)
も
以
下
の
よ
う
に
語
る
。

カ
メ
は
漁
の
神
と
い
う
と
と
で
、
酒
を
飲
ま
す
。
甲
羅
が
赤
く
な
り
、
涙
を
と
ぽ
す
。
酒
が
嫌
い
な
の
で
涙
を
流
す
と
い
う
人
も

い
た
。

伊
東
市
以
外
の
漁
民
か
ら
も
同
様
の
話
を
聞
い
た
。
南
伊
豆
町
子
捕
の
小
久
保
安
治
氏
(
昭
和
五
年
生
ま
れ
)
は
以
下
の
よ
う
に
語

る。

昔
の
人
は
、
カ
メ
が
網
(
定
置
網
)
に
入
っ
て
も
、
オ
カ
ヘ
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
て
も
、
酒
を
飲
ま
せ
て
海
に
帰
す
と
い
う
習
慣

が
あ
っ
た
。
若
い
と
ろ
、
年
寄
り
の
人
た
ち
が
や
っ
て
い
た
。
縁
起
も
ん
。
「
ま
た
元
気
で
戻
っ
て
こ
い
よ
l
」
な
ど
と
言
っ
て
い

たま
た
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
が
み
ら
れ
た
松
崎
町
岩
地
の
斎
藤
氏
(
昭
和
二
三
年
生
ま
れ
)
に
よ
る
と
、
同
じ
く
岩
地
の
生
ま
れ
で

あ
っ
た
母
親
は
産
卵
に
来
た
ウ
ミ
ガ
メ
に
酒
を
飲
ま
せ
て
放
す
と

と
ろ
を
何
度
も
見
て
い
た
、
と
い
う
。
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三津のカメ塚(表 1No. 

39)(2013年8月撮影)

写真75

供
養
習
俗

「
沼
津
内
浦
の
民
俗
』
に
は
、
第
四
章
「
漁
業
信
仰
」
の
V
「漂

着
神
な
ど
」
の
2

1漂
着
神
」
に
、
「
大
亀
」
と
い
う
項
目
が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。
と
と
に
は
、
「
三
津
の
駒
形
神
社
の
登
り
口
に
漂
着

し
た
大
亀
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
〔
沼
樟
市
歴

史
民
俗
資
料
館
一
九
七
六
〕
(
表
l
N
0
.
却
)
。
筆
者
は
平
成

5 



静岡県のウミガメの民俗

駒形神社 (2013年8月

撮影)

一
七
年
(
二

O
O五
)
と
二
五
年
(
三

O
二
ニ
)
に
訪
れ
た
。

二
五
年
八
月
一

O
日
は
、
た
ま
た
ま
駒
形
神
社
の
祭
礼
の
日
で

あ
っ
た
。
祭
り
の
屋
台
に
出
て
来
て
い
た
七

O
代
ぐ
ら
い
の
男
性

四
人
ほ
ど
に
う
か
が
っ
た
が
、
も
と
も
と
の
カ
メ
を
担
っ
た
由
来

は
分
か
ら
な
か
っ
た
。
現
在
は
、
駒
形
神
社
の
社
の
右
側
に
カ
メ

に
乗
っ
た
観
音
を
杷
る
堂
が
作
ら
れ
て
い
る
(
写
真
司
)
。
と
れ

は
、
土
屋
絹
子
と
い
う
女
性
が
三
樟
に
移
住
し
て
き
て
か
ら
建
て

た
も
の
で
あ
る
。
神
社
の
境
内
に
こ
の
由
来
が
立
っ
て
い
る
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
と
の
方
は
、
三
津
に
移
住
す
る
前
に
、
カ
メ
が
夢
枕
に
立
ち
、
自
宅
で

観
音
を
担
っ
て
い
た
。
老
後
に
三
津
に
移
住
し
た
際
に
、
カ
メ
の
墓
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
た
土
屋
氏
は
カ
メ
の
縁
に
よ
る
導
き
と
考
え
て
観
音
堂
を
建
て
た
と
い
う
。

・
カ
メ
観
音
(
表
1
N
0
.
加
)

高
さ
九
三

m

高
さ
一
八
四

長

さ

七

o
m

幅

四

八

m

一
八

m

写真76
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観
三注
Eヨ

カ
メ

台
座
高
さ

調
の
前
の
石
(
左
)

(
正
面
)
亀
塚



(
裏
面
)
供
島
郷

耐
の
前
の
石
(
右
)

(
正
面
)
亀
乗
観
音

(
裏
面
)
供
三
津

植
建
造
園

山
本
建
設

海
の 伊
民 豆
俗半

書室
や 海

静富
岡 部
県の

史 松

に野
記に
述も
がカ
あメ
る塚
〔 が
野あ
本る

-ー l、
九 幅
八 町
fL岩

地
静 m
岡己
県 和

山

九 2
5上
凸に
。カ

曽義
んせ行に崎ーのた百内いい紹剛が
警につつ町 O 情。)容うず介壁ぁ
32答たい史年報筆は情れさ吾る
調え。て編(を者記報もれド 乙

22雲間え五もは R53示室 長
くめのい室九と起てで塚モ経 」
むに間合に 5R岡い、が・霊静

告平屋 23に平 55TEF事E
71'さわを塚松成ごついと、くも

岩地の集落と日和山 (2013年8月撮影)写真78

日和山頂上のカメ塚(右から表1No. 

40.1、No.40.2、ひとつ飛んでNo.40.3、

奥に石の調が見える)(1998年3月撮影、

松崎町史編さん室提供)

写真79
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静岡県のウミガメの民俗

カ
メ
塚
は
四
基
あ
り
、
い
ず
れ
も
カ
ツ
オ
漁
の
際
に
拾
っ
た
カ
メ
を
闘
っ
た
・
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
後
、
編
さ
ん
窒
で

は

『松
崎
町
史
だ
よ
り
』
に
「
岩
地
の
日
和
山
の
亀
塚
」
と
題
す
る
報
告
を
ま
と
め
て
い
る
〔
松
崎
町
教
育
委
員
会
町
史
編
さ
ん
委
員

会
一
九
九
弱
。
平
成
二
一
年
(
一
一

O
O九
)
に
は
高
野
氏
が
現
地
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
高
野
氏
、
田
口
氏
が
報
告
し
て
い

る
(
高
野
二
O
一
O
、
田
口
二
O
一
一
〕
。
た
だ
し
、
高
野
氏
の
調
査
で
は
、
カ
メ
塚
は
三
基
し
か
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
と
い
い
、

回
口
氏
の
報
告
に
も
三
一
基
の
み
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
と
で
、
筆
者
は
平
成
二
五
年
(
二

O
二
ニ
)
八
月
に
現
地
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の

結
果
、
松
崎
町
史
編
さ
ん
室
の
調
査
の
通
り
、
四
基
の
カ
メ
塚
を
確
認
す
る
と
と
が
で
き
た
。
以
下
、
松
崎
町
史
編
さ
ん
窒
の
調
査
の

結
果
を
も
と
に
、
筆
者
の
調
査
の
成
果
を
盛
り
込
ん
で
ま
と
め
て
お
く
。

日
和
山
は
岩
地
と
石
部
の
境
に
位
置
す
る
標
高
五
四
・
八
メ
ー
ト
ル
の
山
で
あ
る
。
西
海
岸
の
見
晴
ら
し
が
い
い
た
め
、
ボ
ラ
漁
の

見
張
り
な
ど
に
利
用
し
た
と
い
う
。
岩
地
の
集
落
の
前
か
ら
広
が
る
砂
浜
が
尽
き
る
あ
た
り
に
日
和
山
が
位
置
し
て
い
る
(
写
真
市
)
。

日
和
山
の
登
り
口
に
弁
天
の
社
が
あ
る
。
そ
の
左
側
に
カ
メ
塚
が
一
基
あ
る
(
表
1
N
0
.
制
、
写
真
邸
)
。
町
史
編
さ
ん
室
の
調
査

に
よ
る
と
、
と
れ
は
大
目
丸
が
建
て
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ
と
か
ら
、
段
々
畑
の
脇
を
通
っ
て
日
和
山
の
頂
上
に
至
る
と
、
石
の

嗣
や
青
峰
観
音
の
石
造
仏
な
ど
と
と
も
に
、
カ
メ
塚
が
三
基
並
ん
で
い
る
。
最
も
南
側
に
建
っ
て
い
る
の
が
「
万
年
塚
」
と
刻
ま
れ
た

カ
メ
塚
で
あ
る
(
表
1
N
0
.
判
ー
ー
、
写
真
剖
)
。
昭
和
一
二
年
(
一
九
一
二
七
)
六
月
、
八
幡
丸
船
中
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
『
松
崎

町
史
だ
よ
り
』
に
は
、
当
時
乗
組
員
で
あ
っ
た
斎
藤
伝
言
氏
(
大
正
六
年
生
ま
れ
)
の
語
り
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
〔
松
崎
町
教
育
委
員

会
町
史
編
さ
ん
委
員
会
一
九
九
九
〕
。
以
下
に
引
用
し
て
お
く
。

航
海
中
、
八
丈
島
付
近
で
五
尺
ぐ
ら
い
の
カ
メ
の
死
骸
が
浮
か
ん
で
い
る
の
を
見
つ
け
た
。
若
い
乗
組
員
は
嫌
が
っ
た
が
、
年
配

者
の
主
張
が
通
り
、
し
き
た
り
に
し
た
が
っ
て
岩
地
で
供
養
す
る
と
と
に
な
っ
た
。
カ
メ
を
起
重
機
で
船
に
上
げ
、
岩
地
ま
で
運
ん

だ
。
大
変
臭
か
っ
た
。
大
カ
メ
を
四
人
が
か
り
で
半
日
か
け
て
日
和
山
ま
で
上
げ
た
。
埋
葬
し
た
場
所
は
、
昔
か
ら
カ
メ
を
葬
っ
て

い
た
場
所
で
あ
る
。
万
年
塚
の
万
年
は
、
「
鶴
は
千
年
、
亀
は
万
年
」
に
ち
な
む
も
の
で
あ
る
。
埋
葬
後
は
船
主
の
何
技
屋
の
人
々
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日和山頂上のカメ塚

(表 1No.40.1) (2013年8

月撮彰)

写真80日和山頂上のカメ塚

(表1No.40.3) (2013年8

月撮影)

写真82

日和山頂上のカメ塚

(表1No.40.2) (2013年8

月撮影)

写真81
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ゃ
、
船
頭
な

E
の
船
の
役
員
の
家
族
な

E
が
参
っ
て
い
た
。

(
筆
者
要
約
)

筆
者
の
調
査
で
は
、
八
幡
丸
の
網
元
の
家
(
阿
波
屋
)
で

あ
っ
た
斎
藤
氏
(
昭
和
二
三
年
生
ま
れ
)
に
話
を
う
か
が
っ

た

ウ
ミ
ガ
メ
は
は
え
縄
に
か
か
っ
た
り
、
ベ
ラ
で
傷
め
た
り

す
る
と
助
け
る
。
死
ん
じ
ゃ
う
と
、
神
様
で
は
な
い
け
ど
た

て
ま
つ
る
。
紀
伊
半
島
の
ほ
う
で
は
食
べ
る
み
た
い
だ
け

ど
、
と
と
で
は
食
べ
な
い
。
食
べ
て
の
供
養
で
は
な
い
。
供
養
し
て
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
海
の
見
え
る
日
和
山
の
見
晴
ら
し
の

い
い
と
と
ろ
へ
担
い
で
行
く
。



斎
藤
氏
の
祖
父
・
斎
藤
伊
勢
衛
門
は
生
き
物
に
感
謝
す
る
人
だ
っ
た
。
カ
メ
と
巡
り
合
っ
て
、
魚
が
捕
れ
れ
ば
感
謝
す
る
。
近
海

で
サ
ン
マ
、
カ
ツ
オ
を
捕
っ
て
い
た
。
秋
は
サ
ン
マ
、
春
先
か
ら
秋
口
ま
で
は
カ
ツ
オ
。
土
佐
沖
か
ら
千
葉
神
ま
で
行
っ
た
。
船
の

用
事
で
よ
そ
へ
行
く
と
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
見
て
く
る
。
カ
メ
を
供
養
す
る
と
と
も
聞
い
て
き
た
か
。
関
心
が
な
い
と
、
情
報
も

入
っ
て
と
な
い
。
カ
メ
は
賛
同
す
る
人
も
い
た
。
自
分
が
二

O
歳
ぐ
ら
い
の
と
き
ま
で
は
カ
メ
を
租
っ
て
い
た
。

現
状
で
は
、
八
幡
丸
が
昭
和
一
一
一
年
に
建
て
た
万
年
塚
が
最
も
古
い
事
例
と
な
る
が
、
岩
地
で
は
そ
れ
以
前
か
ら
日
和
山
に
ウ
ミ
ガ

メ
を
葬
る
習
慣
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
筆
者
の
調
査
で
は
、
万
年
塚
以
外
の
カ
メ
塚
に
つ
い
て
は
、
詳
細
を
聞
く
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
町
史
編
さ
ん
室
の
調
査
に
よ
る
と
、
日
和
山
頂
上
の
中
央
の
カ
メ
塚
は
弁
天
丸
の
建
て
た
も
の
で
あ
る
と
い
う

(表
l
N
0
.
却
|

2

、
写
真
飢
)
。
北
側
の
カ
メ
壕
は
、
弁
天
の
調
の
横
の
カ
メ

塚
と
同
じ
く
、
大
目
丸
が
建
て
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
(
表
I
N
D
.
判
ー
3
、

写
真
白
)
。
『
松
崎
町
史
だ
よ
り
』
に
も
こ
れ
以
上
詳
し
い
情
報
は
出
て
い
な
い
。

岩
地
に
は
八
幡
丸
、
大
日
丸
、
岩
地
丸
、
弁
天
丸
と
い
う
カ
ツ
オ
漁
船
が
あ
っ
た
。

八
幡
丸
は
、
土
佐
沖
か
ら
千
葉
沖
ま
で
出
か
け
て
、
カ
ツ
オ
、
サ
ン
マ
な
ど
を
捕

る
船
で
あ
っ
た
が
、
ほ
か
の
船
も
ほ
ぼ
同
じ
形
態
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
八
幡

丸
以
外
の
カ
メ
塚
も
、
お
そ
ら
く
、
自
分
の
船
の
大
漁
を
願
っ
て
建
て
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
八
幡
丸
の
カ
メ
塚
も
昭
和
四
0
年
代
以
降
は
記
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ

る
が
、
船
が
解
散
す
る
に
と
も
な
っ
て
、
カ
メ
塚
の
祭
砲
も
行
わ
れ
な
く
な
っ
て

い
る
。
現
在
で
は
、
日
和
山
の
頂
上
は
木
が
茂
っ
て
海
は
見
え
ず
、
カ
メ
塚
も
薮

〔幻〕

の
中
に
埋
も
れ
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。
集
落
の
中
で
何
人
か
の
方
に
う
か
が
っ

た
と
こ
ろ
、
最
近
は
日
和
山
に
人
は
行
か
な
い
と
い
う
と
と
で
あ
っ
た
。

静岡県のウミガメの民俗

日和山弁天横のカメ塚(表1No.41) (2013 

年8月撮影)

写真83
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静岡県のウミガメの民俗

新井

伊
東
市
川
奈
に
ウ
ミ
ガ
メ
の
墓

が
あ
る
と
と
は
伊
東
市
在
住
の
民

俗
学
者
で
あ
っ
た
木
村
博
氏
に
教

え
て
い
た
だ
い
た
。
川
奈
は
江
戸

時
代
か
ら
漁
業
が
盛
ん
な
地
域
で
、

ボ
ラ
・
カ
ツ
オ
・
マ
グ
ロ
・
カ
ツ

伊東市のカメの墓

オ
な
ど
を
捕
っ
て
い
た
。
と
く
に
、

イ
ル
カ
の
追
い
込
み
漁
は
伊
東
市

富
戸
と
並
ん
で
知
ら
れ
て
い
た
。

川
奈
の
湾
の
入
り
口
に
夷
子
神

社
が
あ
る
。
神
社
の
隣
に
造
船
場

が
あ
り
、
そ
の
横
に
ウ
ミ
ガ
メ
を

埋
葬
す
る
場
所
が
あ
る
(
写
真

M
・
田
・
回
・
町
・
回
)
。
と
の
場

所
は
、
か
つ
て
は
磯
伝
い
に
歩
か

な
け
れ
ば
行
け
な
い
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
と
い
い
、
現
在
で
も
細
い

243-

地図5

道
路
の
行
き
止
ま
り
と
な
っ
て
い

る
。
通
常
は
地
元
の
人
も
行
く
と



川奈のカメの墓(表lNo.

42-1) (1998年6月撮影)

写真84川奈のカメの墓(表lNo.

42の(1998年6月撮彫)

写真85

川奈のカメの墓(表lNo.

42-1) (2013年8月撮影)

写真86
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こ
ろ
で
は
な
い
が
、
平
成
二
五
年
(
二

O
一
三
)
八
月
の
調
査

時
に
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
墓
の
す
ぐ
前
に
海
水
浴
客
が
多
数
み
ら

れ
た
。
平
成
一
一
五
年
調
査
時
に
は
、
地
上
に
立
っ
て
い
る
自
然

石
六
三
個
、
木
の
柱
二
本
、
塔
婆
一
本
が
確
認
で
き
た
(
表
1

〈

M
U
V

N
0
.
位
)
。

ウ
ミ
ガ
メ
の
埋
葬
を
お
こ
な
っ
て
き
た
の
は
杉
本
藤
五
郎
氏

(
大
正
六
年
生
ま
れ
)
で
あ
る
。
平
成
一

O
年
(
一
九
九
八
)
に

杉
本
藤
五
郎
氏
に
話
を
う
か
が
っ
た
。

カ
メ
は
亡
く
な
る
と
、
打
ち
上
が
っ
て
死
ん
で
い
る
。
カ
メ
が
死
ん
で
い
る
と
、
「
杉
本
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
持
っ
て
い
け
、
そ
う

す
れ
ば
租
っ
て
く
れ
る
」
、
と
い
わ
れ
て
い
た
。
自
分
が
い
け
る
以
前
か
ら
同
じ
場
所
に
い
け
て
(
埋
め
て
)
い
た
。
墓
の
あ
る
場



所
は
小
網
代
と
い
う
。

昔
は
船
で
伊
東
ま
で
魚
を
売
り
に
行
っ
た
。
そ
の
と
き
、
大
き
な
カ
メ
が
涜
れ
て
い
た
の
を
見
つ
け
て
持
ち
帰
っ
て
葬
り
、
木
の

住
を
建
て
た
。
昭
和
九
年
の
と
と
で
、
自
分
が
建
て
た
最
初
で
あ
っ
た
。
自
分
で
は
カ
メ
さ
ん
は
何
十
回
も
埋
め
た
。
頼
ま
れ
た
の

は
二
二
ニ
聞
か
。
「
ウ
ミ
ガ
メ
の
霊
さ
ん
、
ど
う
ぞ
成
仏
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
て
拝
む
。
今
は
寺
に
頼
み
に
行
か
ず
、
自
分
で
拝

む
だ
け
。
月
二
回
、
一
日
と
一
五
日
に
杉
本
家
だ
け
酒
、
お
洗
米
、
お
菓
子
、
果
物
を
も
っ
て
参
る
。
正
月
に
は
カ
メ
さ
ん
の
と
こ

ろ
に
も
ワ
ラ
で
お
飾
り
を
す
る
。

定
置
網
は
藤
五
郎
氏
の
父
が
始
め
、
藤
五
郎
氏
は
二
九
歳
か
ら
網
を
始
め
た
と
い
う
。
藤
五
郎
氏
は
平
成
一
一
年
(
一
九
九
九
)
に

亡
く
な
っ
て
い
た
が
、
平
成
二
五

静岡県のウミガメの民俗

川奈のカメの墓(表1No.42-2) (2013年8

月撮影)

写真87

カメの墓に散乱するウミガメの骨 (2013

年8月撮彫)

写真88

年
(
二

O
二
る
に
は
息
子
の
正

245ー

仁
氏
(
昭
和
二
三
年
生
ま
れ
)
に

も
話
を
う
か
が
っ
た
。

自
分
も
定
置
網
を
し
て
い
る
。

父
が
し
て
い
た
の
も
定
置
網
。

上
は
聞
い
て
い
る
が
、
袋
の
部

分
に
入
る
と
息
が
で
き
な
い
の

で
、
力
が
つ
き
て
死
ん
で
し
ま

う
。
カ
メ
が
死
ん
で
い
る
と
、

土
に
埋
め
る
。
今
で
も
埋
め
て

い
る
。
年
に
五
、
六
頭
は
あ
る
。



茶
色
の
カ
メ
が
入
る
。
黒
い
の
は
い
な
い
。
大
き
い
の
も
小
さ
い
の
も
入
る
。
定
置
網
は
一
年
じ
ゅ
う
や
っ
て
い
る
。
カ
メ
が
入
る

時
期
は
関
係
な
い
。
一

O
目
前
に
も
袋
の
中
に
カ
メ
が
入
っ
て
死
ん
で
い
た
の
で
、
土
に
埋
め
た
。
線
香
、
お
神
酒
、
お
菓
子
を
あ

げ
て
、
前
に
石
を
置
く
。
今
ま
で
何
百
体
と
埋
め
て
い
る
。
埋
め
る
場
所
は
決
ま
っ
て
い
る
。
カ
メ
を
埋
め
る
場
所
は
、
造
船
場
の

横
の
道
の
下
。
港
湾
の
一
部
だ
か
ら
漁
協
の
土
地
に
な
る
。
山
の
上
に
は
ホ
テ
ル
が
あ
る
。
普
か
ら
と
こ
に
カ
メ
を
埋
め
て
い
る
。

自
分
以
外
は
埋
め
な
い
。
ほ
か
の
人
が
参
る
と
と
も
な
い
。
あ
ち
と
ち
に
穴
を
掘
っ
て
埋
め
る
。
掘
る
と
、
前
に
埋
め
た
カ
メ
の
骨

が
出
て
く
る
。
父
か
ら
受
け
継
い
だ
の
で
、
守
ら
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
。
ほ
か
の
人
は
や
ら
な
い
。
ほ
か
の
人
は
、
カ
メ
が
死
ん
で

い
て
も
、
死
骸
を
海
に
流
す
。
父
は
、
若
い
と
ろ
、
父
と
一
緒
に
作
業
し
て
い
た
と
き
、
カ
メ
が
泳
い
で
き
た
の
で
、
船
の
上
か
ら

甲
羅
に
さ
わ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
信
念
を
持
っ
た
と
、
聞
い
て
い
る
。
そ
れ
は
、
父
が
定
置
網
を
始
め
る
前
で
、
イ
カ
釣
り
と
か
い
ろ

ん
な
作
業
を
し
て
い
た
と
き
だ
っ
た
。
カ
メ
が
入
っ
て
、
酒
を
飲
ま
せ
た
り
、
土
に
埋
め
た
り
す
る
と
、
一
週
間
か
ら
一

O
日
ぐ
ら

い
の
聞
に
、
魚
を
捕
ら
せ
て
く
れ
る
。
漁
を
さ
せ
て
く
れ
る
。
川
奈
の
定
置
が
台
風
で
網
を
や
ら
れ
た
り
、
碇
を
や
ら
れ
た
り
す

る
。
そ
う
い
う
破
損
は
一
回
も
な
い
。
大
き
い
網
が
切
れ
て
も
、
自
分
と
と
の
小
さ
い
網
は
切
れ
な
い
。
カ
メ
は
あ
り
が
た
い
と
思

う
。
信
じ
る
か
ど
う
か
分
ら
な
い
が
、
実
際
に
そ
う
い
う
乙
と
が
あ
る
。
埋
め
る
と
、
蓮
慶
寺
に
頼
ん
で
、
お
経
を
あ
げ
て
も
ら

う
。
木
も
立
て
て
い
る
。
腐
れ
ば
新
し
い
木
を
立
て
る
。
一
日
と
一
五
日
に
、
線
香
、
お
神
酒
、
お
菓
子
を
あ
げ
る
。

川
奈
で
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
墓
は
と
の
ほ
か
に
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
三
嶋
神
社
宮
司
の
稲
葉
一
氏
(
大
正
三
年
生
ま
れ
)
に
よ
る

と
、
「
カ
メ
の
墓
は
昔
は
手
前
の
小
屋
の
下
に
あ
っ
た
」
と
い
う
。
若
干
、
場
所
は
移
動
し
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
現
在
地
に
近

い
と
と
ろ
に
昭
和
初
期
か
ら
ウ
ミ
ガ
メ
の
墓
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
川
奈
の
場
合
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
供
養
習
俗
が
継
続
さ
れ
た
こ
と

は
、
杉
本
藤
五
郎
氏
の
個
人
的
な
信
心
に
よ
る
と
と
ろ
が
大
き
い
よ
う
で
あ
る
。
息
子
の
正
仁
氏
は
父
の
想
い
を
受
け
継
い
で
、
現
在

も
ウ
ミ
ガ
メ
供
養
を
継
続
し
て
い
る
。
遠
江
、
駿
河
、
伊
豆
で
見
て
き
た
と
お
り
、
漁
民
に
よ
る
ウ
ミ
ガ
メ
供
養
は
衰
退
し
て
き
で
い

る
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
川
奈
の
事
例
は
現
在
も
埋
葬
を
継
続
し
て
い
る
と
い
う
点
で
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
正
仁
氏
は
筆
者
が
訪
れ

246-



た
直
前
に
も
ウ
ミ
ガ
メ
を
埋
め
た
と
い
う
が
、
掘
り
起
と
し
た
際
、
以
前
に
埋
め
た
ウ
ミ
ガ
メ
の
一
部
が
出
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
カ

メ
の
墓
に
は
ウ
ミ
ガ
メ
の
骨
や
甲
羅
が
散
見
さ
れ
た
(
写
真
駒
)
。
な
お
、
正
仁
氏
に
な
っ
て
も
木
柱
は
定
期
的
に
建
て
て
い
る
が
、

木
柱
に
書
い
て
い
る
字
は
分
か
ら
な
か
っ
た
。
平
成
一

O
年
(
一
九
九
八
)
、
蓮
慶
寺
(
日
蓮
宗
)
住
職
に
も
話
を
う
か
が
っ
た
と
こ

ろ
、
「
杉
本
藤
五
郎
志
海
亀
之
霊
如
是
菩
提
発
菩
提
心
」
と
い
う
よ
う
な
文
字
を
書
い
て
、
昭
和
五
九
年
ご
ろ
に
木
角
柱
塔
婆
を

建
て
た
と
と
が
あ
る
と
い
う
。

-
川
奈
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
墓
(
表
1
N
0
.

(
一
九
九
八
年
調
査
時
)

木
柱

(
倒
れ
て
い
る
)

木
住

静岡県のウミガメの民俗

(三

O
一
三
年
調
査
時
)

木
柱
(
右
)
高
さ

幅事聖
さ千丁

塔
婆

42 

高
さ
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三

O
m

幅
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om

奥
行
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om

高
さ
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一
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蛭子丸のカメの墓(表 1No.43-1) (2013年

8月撮影)

写真田

蛭手丸のカメの墓左側のカメ形石(表l

No.43-2) (2013年8月撮影)

写真90

奥
行

木
柱
(
左
)
高
さ

幅奥
行

幅

七
・
四

m

0
・
八

m

一
五
六
四

一一

m

一一

m

伊
東
市
新
井
に
も
ウ
ミ
ガ
メ
の

墓
が
複
数
あ
る
。
新
井
も
川
奈
と

同
様
、
江
戸
時
代
か
ら
イ
ル
カ
・

ボ
ラ
・
カ
ツ
オ
・
マ
グ
ロ
・
サ
ン

248-

る マ
な
庄
が
』
捕
っ
て
き
た
地
域
で
あ

新
井
の
東
端
に
あ
た
る
海
岸
に
ウ
ミ
ガ
メ
の
墓
が
あ
る
。
と
の
墓
に
つ
い
て
も
、
木
村
博
氏
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
の
ち
に
『
伊

東
市
の
石
造
文
化
財
』
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
〔
伊
東
市
史
編
さ
ん
委
員
会
二

O
O五
〕
。
道
路
端
に
「
内
山
余
一
君
紀
念
碑
」
、

「
稲
葉
良
吉
君
紀
念
碑
」
と
い
う
石
碑
が
並
ん
だ
区
画
が
あ
り
、
そ
の
前
方
に
カ
メ
形
の
自
然
石
の
上
に
「
大
漁
亀
」
と
刻
ま
れ
た
昭

和
七
年
(
一
九
三
二
)
に
建
て
ら
れ
た
自
然
石
が
載
っ
て
い
る
(
表
1
N
0
.
羽
ー
ー
、
写
真
関
)
。
ま
た
、
そ
の
左
に
は
カ
メ
形
に

し
た
自
然
石
が
置
か
れ
て
い
る
(
表
I
N
D
.
必
ー
2
、
写
真
卯
)
。
平
成
一

O
年
(
一
九
九
八
)
の
調
査
時
に
は
、
蛭
子
丸
の
船
元

が
作
っ
た
と
い
う
と
と
が
分
か
り
、
石
井
住
子
氏
(
昭
和
三
年
生
ま
れ
)
か
ら
夫
の
父
親
が
カ
メ
の
墓
を
作
っ
た
と
い
う
こ
と
を
確
認

し
た
。
し
か
し
、
詳
細
に
つ
い
て
は
聞
く
と
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
平
成
二
五
年
(
二

O
二
ニ
)
の
調
査
時
に
は
、
石
井
佳
子
氏
の
夫



で
あ
る
石
井
英
雄
氏
(
昭
和
二
年
生
ま
れ
)
に
話
を
う
か
が
う
と
と
が
で
き
た
。

父
が
蛭
子
丸
で
ボ
ウ
ケ
網
を
し
て
い
た
と
き
、
カ
メ
が
網
に
入
っ
た
。
自
分
が
子
E
も
の
と
き
で
あ
っ
た
。
た
ま
た
ま
カ
メ
が

入
っ
て
死
ん
だ
の
か
、
死
ん
で
い
た
の
か
分
か
ら
な
い
。
カ
メ
が
ボ
ウ
ケ
に
入
る
こ
と
は
あ
ん
ま
り
な
い
。
粗
末
に
で
き
な
い
の

で
、
持
っ
て
き
て
記
っ
た
。
父
親
は
船
元
で
あ
っ
た
。
記
っ
た
と
と
ろ
は
カ
メ
の
墓
と
い
う
。
カ
メ
を
租
っ
て
、
石
も
乗
組
員
が
探

し
て
う
ち
で
作
っ
た
。
三
五
、
六
人
の
乗
組
員
が
い
た
。
若
い
衆
が
石
を
探
し
て
い
た
。
カ
メ
の
墓
の
周
囲
の
枠
は
業
者
が
や
っ
た

か
。
内
山
余
一
の
記
念
碑
が
あ
っ
た
。
そ
の
前
に
作
っ
た
。
広
場
に
な
っ
て
い
た
。
記
念
碑
は
も
っ
と
奥
に
あ
っ
た
。
道
そ
作
る
の

に
記
念
碑
は
前
ヘ
持
っ
て
き
た
。
カ
メ
の
墓
は
動
い
て
い
な
い
。
(
左
側
の
カ
メ
の
形
を
し
た
石
も
蛭
子
丸
か
、
と
い
う
闘
い
に
)

静岡県のウミガメの民俗

蛭子丸のカメの墓から手石島を望む

(2013年8月撮影)

写真91

も
う
ひ
と
つ
あ
る
と
い
う
の
は
知
ら
な
い
。

漁
師
は
毎
月
一
日
と
一
五
日
に
神
さ
ん
へ
お
参
り
す
る
。
乗
組
員
の
幹
部
の

奥
さ
ん
は
、
毎
月
一

O
日
に
、
安
全
と
漁
を
祈
願
し
て
リ
ュ
ウ
ゴ
ン
サ
ン
、
新

井
神
社
、
弁
天
さ
ん
に
参
っ
た
。
漁
協
悶
長
の
奥
さ
ん
が
音
頭
と
っ
て
お
参
り
し

た
。
七
、
八
人
お
参
り
し
た
。
う
ち
の
場
合
は
、
乙
の
と
き
に
カ
メ
に
も
お
参
り

し
た
。
ほ
か
の
船
は
知
ら
な
い
。
参
っ
た
人
も
あ
る
か
。
蛭
子
丸
を
や
め
て
か

ら
も
、
手
を
合
わ
せ
た
り
、
あ
げ
も
の
を
あ
げ
た
り
し
て
い
た
。
今
は
担
っ
て
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ポ
ウ
ケ
網
の
船
元
が
、
網
に
入
っ
て
死
ん
だ
カ
メ
を
躍
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

遠
江
の
よ
う
に
、
カ
メ
塚
と
は
読
ん
で
お
ら
ず
、
カ
メ
の
墓
と
呼
ん
で
い
る
。

担
っ
た
あ
と
も
大
漁
を
願
う
儀
礼
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
把
ら
れ

て
い
な
い
。



-
蛭
子
丸
の
カ
メ
の
墓
(
表
1
N
0
.
必
ー
1
)

(
正
面
)
大
漁
亀
昭
和
七
年
七
月
三
十
日
新
井

石

碑

高

さ

六

三

個

幅

三

一

五

m

奥

行

二

m

カ
メ
形
高
さ
三
一
九

m

長
さ
一
一

o
m

幅

九

二

m

台

高

さ

二

一

m

-
蛭
子
丸
の
左
側
の
カ
メ
(
表
1
N
0
.
組
ー
2
)

カ

メ

形

高

さ

四

七

個

本
体
長
さ
二
二
六

m

頭

長

さ

二

九

m

尻
尾
長
さ
一
二
五

m

幅

一

O
二

m

蛭
子
丸
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伊
東
市
新
井
の
弘
誓
寺
(
曹
洞
宗
)
に
も
ウ
ミ
ガ
メ
の
墓
が
あ
る
(
表
I
N
D
.
品
、
写
真
白
)
。
こ
れ
も
木
村
博
氏
に
教
え
て
い

た
だ
い
た
。
「
亀
墓
地
供
養
塔
」
と
刻
ま
れ
た
、
中
野
音
次
郎
が
明
治
四
三
年
(
一
九
一

O
)
に
建
て
た
墓
石
が
あ
る
。
平
成
一

O
年

(
一
九
九
八
)
調
査
時
に
は
墓
石
を
確
認
し
た
が
(
写
真
田
)
、
平
成
二
五
年
(
二

O
二
る
に
は
弘
誓
寺
住
職
に
も
一
緒
に
探
し
て
い



弘誓寺のカメの墓(表l

No.44) (1998年6月撮

影)

写真92

た
だ
い
た
が
、
見
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
カ
メ
の

墓
を
建
立
し
た
中
野
音
次
郎
の
孫
に
あ
た
る
中
野
み
ち
と
氏

(
昭
和
一
五
年
生
ま
れ
)
に
は
、
平
成
一

O
年
、
一
一
五
年
と

も
に
話
を
う
か
が
う
と
と
が
で
き
た
。

音
次
郎
は
ま
ご
じ
い
さ
ん
(
祖
父
)
。
船
で
行
っ
た
と

き
、
死
ん
だ
カ
メ
を
拾
っ
て
き
た
。
石
塔
を
建
て
て
担
っ

た
。
船
が
入
る
た
び
に
、
カ
ツ
オ
な
ど
を
あ
げ
た
。
魚
を

捕
っ
て
く
る
た
び
に
魚
を
あ
げ
て
い
た
。
あ
げ
る
と
必
ず

漁
を
し
た
。
「
漁
亀
」
だ
と
い
う
。
み
ち
こ
氏
は
、
墓
参

251-

り
を
す
る
と
、
必
ず
カ
メ
の
墓
に
線
香
を
あ
げ
て
い
た
。
地
蔵
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
担
っ
て
い
た
。
最
近
な
く
な
っ
た
の
で
、
ど
こ
に

い
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。
ほ
か
の
人
が
参
る
と
と
は
な
い
。
ほ
か
の
人
が
カ
メ
を
租
っ
て
い
る
の
は
知
ら
な
い
。

(
音
次
郎
は
何
の
船
に
乗
っ
て
い
た
か
、
と
い
う
聞
い
に
)
ボ
ウ
ケ
船
に
乗
っ
て
い
た
。

静岡県のウミガメの民俗

元
で
は
な
い
。

一
王
丸
に
乗
っ
て
い
た
。
音
次
郎
は
網

中
野
家
で
担
っ
て
お
り
、
ほ
か
の
人
は
参
ら
な
い
し
、
と
の
墓
の
と
と
は
知
ら
な
い
。
し
か
し
、
現
在
で
は
墓
石
が
移
動
し
、
中
野

家
の
方
も
参
る
と
と
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

・
弘
誓
寺
の
カ
メ
の
墓
(
表
l
N
0
.
組
)

(
正
面
)
明
治
四
捨
三
年
三
月
五
日
亀
墓
地
供
養
搭

七一

m

二一一一個

立
之
施
主
中
野
音
次
郎

幅高
さ



奥
行

一一一一
m

伊
東
市
新
井
の
西
町
不
動
に
も
カ
メ
の
墓
が
あ
る
(
表
1
N
0
.
M
W
)
。
と
れ
は

『伊
東
市
の
石
造
文
化
財
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

〔
伊
東
市
史
編
さ
ん
委
員
会
二

O
O五
〕
。
筆
者
は
平
成
二
五
年
(
二

O
二
ニ
)
八
月
に
二
度
、
西
町
の
不
動
を
訪
れ
た
が
、
カ
メ
の

墓
ら
し
き
も
の
は
見
つ
け
る
と
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
『
伊
東
市
の
石
造
文
化
財
』
に
よ
る
と
、
昭
和
一
五
年
に
大
胡
と
い
う
人
物
が

建
て
た
と
刻
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。
と
の
情
報
を
も
と
に
西
町
周
辺
で
話
を
聞
い
た
。
坂
下
治
衛
氏
(
大
正
一
四
年
生
ま
れ
)
は
以
下

の
よ
う
に
語
る
。

竜宮神社のカメの調(表 1No.46) (20日

年8月撮影)

写真93

西
町
の
不
動
の
石
段
を
上
が
っ
た
左
側
に
カ
メ
の
墓
が
あ
る
。
(
大
胡
と
い
う

人
が
昭
和
一
五
年
に
建
て
た
そ
う
だ
、
大
神
丸
か
と
い
う
と
)
大
神
丸
で
は
な

い
。
も
う
一
人
の
大
胡
。
こ
の
家
は
下
駄
屋
を
し
て
い
た
。
息
子
は
学
校
の
先

生
。
磐
田
の
ほ
う
へ
引
っ
越
し
た
。
漁
師
も
下
駄
屋
も
一
緒
に
行
事
を
し
た
。

(
碑
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う
と
)
あ
っ
ち
へ
や
っ
た
り
こ
っ
ち
へ
や
っ
た

り
し
て
い
た
。
カ
メ
の
墓
と
い
っ
て
い
た
。
詳
し
い
こ
と
は
聞
い
て
い
な
い
。

伊
東
市
史
編
纂
室
に
保
管
さ
れ
て
い
る
石
造
物
調
査
の
調
査
カ

I
ド
を
見
せ
て

い
た
だ
い
た
と
と
ろ
、
「
亀
碑
」
と
い
う
石
碑
の
写
真
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
場
所

は
新
井
の
稲
崎
神
社
と
な
っ
て
い
る
。
『
伊
東
市
の
石
造
文
化
財
』
で
は
西
町
不
動

と
記
載
さ
れ
た
が
、
本
来
は
不
動
と
別
の
場
所
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
今
回
の
調

査
で
は
こ
れ
以
上
、
探
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

252 -



伊
東
市
玖
須
美
の
寵
宮
神
社
に
も
カ
メ
を
杷
っ
た
調
が
あ
る
(
表
I
N
D
.
崎
、
写
真
田
)
。
こ
れ
も
木
村
博
氏
に
教
え
て
い
た
だ

い
た
。
近
く
に
住
む
問
中
憲
一
氏
(
大
正
九
年
生
ま
れ
)
に
話
を
う
か
が
っ
た
。

龍
宮
神
社
の
下
ヘ
カ
メ
を
埋
め
た
。
昭
和
三

O
年
ど
ろ
か
。
夏
、
カ
メ
が
死
ん
で
上
が
り
臭
く
な
っ
て
い
た
の
で
、
何
人
も
で

持
っ
て
埋
め
た
。
伊
東
玖
須
美
漁
船
組
合
が
中
心
で
し
た
。
釣
り
専
門
た
っ
た
。
集
ま
っ
て
漁
協
に
な
っ
た
。
ア
カ
ガ
メ
だ
っ
た
。

カ
メ
は
海
の
神
の
使
い
と
い
う
と
と
な
の
で
、
ほ
っ
と
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
葬
っ
た
。
遊
び
場
を
作
る
た
め
に
場

所
を
海
側
に
少
し
移
動
し
た
。

静岡県のウミガメの民俗

うく
写真94 r霊亀洞J(表 1No.47) (2013年8月撮影)

-
竜
宮
神
社
(
表
1
N
0
.

全
体
高
さ
一
八
九

m

屋
根
幅
一
一
一

m

台

幅

一

O
二
個

一O
二
個

46 
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奥
行

伊
東
市
松
原
の
海
津
見
神
社
に
も
ウ
ミ
ガ
メ
を
担
っ
た
嗣
が
あ
る
(
写
真
似
)
。
こ

れ
は
『
伊
東
市
の
石
造
文
化
財
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
〔
伊
東
市
史
編
さ
ん
委
員
会

二
O
O五
〕
。
「
霊
亀
調
L

と
書
か
れ
た
石
の
調
で
、
「
松
原
漁
船
中
」
が
建
て
た
も
の

で
あ
る
。
筆
者
の
調
査
で
は
、
聞
き
取
り
は
で
き
な
か
っ
た
。

-
松
原
の
「
霊
亀
調
」
(
表
I
N
D
.
訂
)

(
正
面
)
霊
亀
調
松
原
漁
船
中

五
五
個

高
さ



屋
根
幅奥

行

台

高

さ

台
上
高
さ

幅奥
行

二
五

m

一
二
九
個

五
八
畑

一一一一
m

T

一o
m

二
六

m

伊
一
旦
で
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
沼
樟
市
、
松
崎
町
、
伊
東
市
で
ウ
ミ
ガ
メ
供
養
習
俗
を
確
認
し
た
。
と
く
に
、
松
崎
町
、
伊
東
市
で

は
、
同
一
地
域
に
複
数
の
ウ
ミ
ガ
メ
供
養
塔
が
存
在
し
て
い
る
。
遠
江
、
駿
河
と
同
様
、
供
養
習
俗
は
、
死
ん
で
い
る
ウ
ミ
ガ
メ
が
い

る
と
必
ず
お
と
な
わ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
流
行
性
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
南
伊
豆
町
子
補
の
小
久
保
安
治
氏
(
昭
和
五

年
生
ま
れ
)
に
よ
る
と
、
「
死
ん
で
い
る
カ
メ
が
浮
い
て
い
る
と
と
も
あ
る
が
、
ど
う
も
し
な
い
。
」
と
い
う
。
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考
察

1

静
岡
県
に
お
け
る
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗
の
特
徴

静
岡
県
は
旧
国
ご
と
に
民
俗
に
差
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗
に
つ
い
て
も
、
遠
紅
、
駿
河
、
伊
豆
に

分
け
て
取
り
上
げ
て
き
た
。

五
産
卵
地
に
お
け
る
民
俗
知
識
は
、
遠
州
灘
一
帯
と
伊
豆
半
島
で
確
認
で
き
る
。
台
風
や
波
の
予
測
を
す
る
た
め
に
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
産

卵
位
置
を
探
る
、
と
い
う
も
の
が
多
い
。
産
卵
地
で
は
、
産
卵
を
見
守
る
と
い
う
習
俗
も
あ
る
。

ウ
ミ
ガ
メ
に
関
す
る
伝
説
は
、
遠
江
に
と
く
に
多
い
。
神
や
仏
が
ウ
ミ
ガ
メ
に
乗
っ
て
上
陸
し
た
、
油
開
波
の
際
に
ウ
ミ
ガ
メ
に
助
け



l
l
凶
凶

N
1
1

静岡県のカメ場・カメの墓一覧表
番 所住地

糧事事・建立窃
呼称 墓場表題 形態

地上高 埋縛・建立国欄 ウミガメの発見状態 埋葬事・書研靖
ウミガメ

現状 文献 備考
号 所 cm の種類

l 静市岡坪県弁町浜松 東光寺境内 甫海量亀 六角形石 81 文化7年 海岸で死んでいたウ 東光寺住. 現有ι祭乱 野事l刻、静岡県l側、浜松市 却01年現
碑 ~カメ形 (181ω 秩にiI ミガメ老鑑賞. ."5l定文化財濁査会2的I.'b、小 地調査.

の台座 着、文化B年 島l!.OO3'20侃、回口2011、八木
(1811) 8月1 'lf:tf1、依岡'lf:tf1
日建立

2 静岡県浜松 浜名湖の入り 亀塚 石if 74 文政E年 大津波の限に、カメ 地区民 現有色 浜払滞博物館のど教民浜松市 置削年現
市司自山寺町 江の波打ち瞭 (1822) の知らせで住民は逓 長公室広報源1鋭、厳1鋭、 地歳費』
深舛 →道路島 ..その後、カメが 僻畿l郷、割欄雌翻

たEりて為、て死んだ 会1992融市石造文側担金
ために埋If. 2001、̂*'lf:tf1

S 静肉眼浜松 正覚 石地蔵、調 布 眠布初年 海岸に上がったカメ 祈祷者 現有九 滅私可野博物館のど敬示.でんで 加13年現
市扱島町 坊カ (1蛸3どろ を若者たちが食べ A必しの会l彊除、訴八木訟市富石岡市造文 地調弘

メサ る. f国筒査会2001、
マ

4 静市福欄県田a町E向田
集劇、ら海ζ カメ 権→石硯 昭和U年 ヌ竃川の糧備が決鰭 寺田~平ほか 現有斗 野本l郷、修岡県l側、富田 初13年現

通じる浜道 ヅカ (1抽 1)J;(j切に して死んだカメを、 S名と住. 1991、梅田町史編さ~.員会 地震直』
同 G髄は帝国家 サマ 坦葬、昭和42 小.い土地に祷って ゆ卵、小島盟国自・耳目師、田口

のり贋込愈ま地れでに取い
年 (1~η9月 松の木を植えた.地 2011 
に石碑建立 曳網にかかったので

る) 闘ったともいう.

5 静市何稲県田鎗町布田 観音寺境内 昭和42年 寺田昭平ほか 現有色 野本1鎗止静何県1991、福田町 加問年現
(1騎7)9月に 4名と住. 史婚さんIf.員会E閥、小畠 地鼠宣L

国 石碑建立 2003.2(瓶、田口2011，八木
'lf:tf1、依悶制7

6 1 .. 市岡浅県羽袋町持西 カメ 松 明応7年 律波?打ち上げられ 樟被で義者亡 野本l鵬、庫本1剣、宙開県 却13年現
の松 (14l褐}もしく 1t.7同曜の中にカメが くした男性 1991、回口2011、八木置問、依 地震直』

向笠 は安政I(事 死んでいた.カメ在 国別7、しずお曲、の文化新書幅
(1附 塩丸木摘。嚇老 集郎初12、野本2013

館守に量Eる.

7 静市新夫持岡県鰍婚川町
カメ 糟副L 静岡県l鈎l、小島200S・制施、
ヅカ 高野2010、田口2由11

11-1 静鱒同市浜県御岡町前 原中子恕力電力発浜電岡膏 亀塚対男 石弘カメ 7宮
明(18a治1}6年5月30 暁震が浴濠時代濁にし雄た元ウのミ強ガ

組長今原子力 現有凡祭事L 浜開町史濁さλ農民会加弘、高 加13年現
神 形石造物 発電膏 野2010，回ロ2011、回ロ2012 地調査.

佐倉 目、昭如.j6年 メをi!る.原子力発
(1971)春に移 電IPL所移が建蔵ZしEてされカるメ形
霞してカメreを

li2 
震置 ~霞.. 

槽で商った 昭和.j6年 憎の冷却義齢、ち 原子力発電苦 現有弘祭弘
墓 (1971)以降

入ミガり注メんを纏で死mん.だウ

9 傍崎岡市県白御羽新前 浜俸田の積松林荷の日中橿) 
カメ 石 昭和40年 浜で死んだウミtJメ大池良一命母 消誠. カメ窃軒在地、カメ塚資事k高 却13年現
ヅカ (1966)ごろ 者発見して埋丸そ貌 野2010，田口2011 地積直』

伸子 の後、キツネを寝際
し、浜田稲荷として
策定.

表1
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番
所在地

埋葬・建立場
呼称 墓塔表題 形態

地上高
埋葬・建立時期 ウミガメE溌見状態 埋葬・筑罷者

ウミガメ
現状 文献 備考

号 所 cm の種類
10 静岡県御前 司司目。 カメ場資料 2013年現

崎市白羽新 地調査。
神子

11 静岡県御前 海岸の松林の
昭(1弱和め40年どろ

第1間協L 清副L 2013寺覗
崎市白羽白 中(中西川の (壇耳障したの 地調査。
浜 西側、カツオ は女性たち)

節工場の近~)

ロ静岡県嗣t亀松亭 亀 石碕Lカメ 1留 昭和M年 子ガメの供誌 海野千惜 現有色 カメ塚資料 2013年現
崎市白羽白 形@造物 (1抑〉秋の彼 〈レジャー開 地調査。
羽 岸 発会社社長。

日 静岡県御前
海中停(の中西松川林東の 大奉画掃館海亀智

木柱 155 光昭丸 現有ι 高野201仏国口却11、田口 2013年覗
崎市白羽白 加12(1:れらの文献では、所在 地調査。
羽 側) 霊位供養 地を白羽の届高としているが、

之搭 正しくは白羽の白羽になる)

14 静岡県御前 砂原浜の松林 昭和国年代 ウミガメを堰丸 挽民 耳司岡」 カメ塚所在紘カメ塚資料 2013年現
崎市白羽中 の中 (1975-1鈴4) 地調査。
原

15 静岡県御前 亀雄大朗 石~詞 鴎 慶応2年 彦八JfI・甚兵 現有弘 カメ塚所在紘カメ様資~静 19鈎伝

崎市白羽中 神 I鈎 (1蹴 i)6月16 衛船(税局 岡県教育委員会文化課県史篇さ 2013年現
原 明) 日.23目、平 ~I舗、静岡県 l鋭、小島 地調査。

成6年(1骨94) 置問.2005、依ffi2OO7.、高野
l月に嗣在建設 却10、回目却11

16 静岡県御前 小僧山崎、 不明。 カメ塚芳首抽 2013年現

道
崎市白羽樽 地調査。
原

17 静岡県御前 カメ 木柱か? 消福L 2013年現
崎市白羽樽 ヅカ 地調査。
原

18 静岡県御前 原発道路の丘 かめの墓 木柱
昭(1舗和の40年ごろ

第1Eお匂L 清輝L カメ塚所世弛、カメ塚資料 201時現
崎市相前崎側 (坦国軍したの 地調査。
広沢 は女性先ち)

19 静岡県御前 司明。 カメ塚資料 2013年現
崎市御前崎 地調査。
広沢

20 静岡県御前 耳司聞」 カメ塚所在地、カメ塚資料 201時現
崎市御前崎 地調査。
広沢

21 静岡県御前 堤防から少し (亀 重掴 昭和昭年 漂着したウミガメを 鈴木作一・下 消副L 松林19朗 2013年現
崎市御前略 隠れたとEろ 場。 (1留η12月16埋葬。 村甚市 地調査。
下岬 自の少し前

22 静岡県御前 ウミガメ静化 カメの墓 木柱→石膏 122侶 昭和61年 子ガメの供者b 現存宙開， カメ塚賀県高野201仏国口 2013年現
崎市御前略場 休初 Eめ (目l鰯、平)成121月4年6 2011、回日2012 地調査。
下岬 子亀塚

伍面的 (2002)石碑に
建て替え

m 静岡県御前 元視の山(海 木柱 船主の家 C女 消調L 2013年現
崎市御前崎 岸の軸淋の中〉 牲が担ってい 地調査。
下岬 た}



53 

番
所在地

埋葬・建立場
呼事事 基塔表題 形態

地上高
煙車事・建立時期 ウミガメの発見状態 埋調・祭雇者

ウミガメ
現状 文献 備考

号 所 cm の種類

24 静岡県御前 被切不動堂敷 亀塚 石碑 83 明治96年 沢入幸左衛門 現存. カメ歳所在地、カメ塚資事弘静 19倒年現
崎市御前崎 地→2002年ど (1903) 6月6 自由舗国 岡県教育蚕員会文化叡県史輝吉 地調査。
大山 ろから個人宅 目 M室1舗、静岡県l鈎1、小島

に移設 2003 ':DJ5、高野却10..回口
2011 

25 静岡県御前 耳司同」 カメ塚資料
崎市御前崎
大山?

26 嘗岡県御前 曽根家屋監跡 大測 経→詞 111 昭和37，8年 浜で死んでいた力メ 曽根家の女性 現高. カメ塚所在紘カメ塚資~静 1剣年、
崎市御前崎 霊神 (1砲、国)の を埋裁 岡県I則、 d曲 2003'2OIJ!>、高 2013年現
西側 夏 野却10、岡口2011符在地在女 地調査。

岩としている文献もあるがる)、正
し〈は御前崎の酉側にな

27 静岡県御前 松尾長作家 力メ 石→詞 ω 昭和路年 均ツオ治で発見.カ 松韻作。事 現有弘 カメ揮所在紘カメ塚資~静 19伺年、
崎市御前崎 ヅカ (1妬ηごろ メノマクラとともに 8日光丸カ 岡県1991、宮困l鈎1、小島 2015年現
西側 指い上げる. ツオ湖、船 軍閥・盟国民高野2010、回目 地調査.

長、父親が漁 初11明袖弛を女岩としている
携長、漁民9 文献もあるfA1Eしくは卸前崎

の西側になる)
却 静岡県御前 小野町家の下

昭(1邸和時田年どろ
浜で死んだカメを発 栄福丸 O粉 消調L カメ議所在地、カメ塚資料 2015年現

崎市御前崎 〔カメノマクラ 見し埋葬。 主主埋葬し花 地調査。
女岩 とポーグイの のは女性た

ち}

29 静岡県御前 不明。 カメ開花抽、カメ塚資料 2013年現
崎市白羽新 地調査。
谷

30 静岡県御前 不明。 カメ塚資料 2013年現
崎市白羽新 地調査。
谷

31 静岡県御前 布司目。 カメ家資料 201時現
崎市相前崎 地調査。
新谷

52 静岡県御前 海岸の松林の 石→木柱 昭和部、 6年ど 浜で死んだカメを発 光明丸(埋費 滑調L カメ議所在地、カメ塚資料、浜 2013年現
崎市御前崎中 (19f問、 61) 見し埋葬。 したのは女性 岡町史編吉ん蚕員会加弘、高野 地調査。
新谷 ち たち) 201目、回日初11(r.れらの文献

では、所在地在久有生としてい

るがゴ、に正なるしくは白羽の折谷のエ
イ }

お 静岡県教之 元波樟駅か邑 カメ 士鰻Ii 鉄道に陪ねられたカ 消調L 相良町文化財専門委員会l靭 2013年現
原市法滞 南の軸淋の中 の基 メを埋葬。 地調査。

34 静岡県牧之 萩聞川の河口 亀 風石碑→ 白目5 大正8年 鉄道にはねられたカ 現存. 4叫il組、相良町文化財守強 201時現
原市大江 石蘭 (1919) 7月 メを埋葬。 員会l捌亀崎却13 地調査。

36 静岡県焼棒 浜(ハチベエ 死んだカメを埋葬ー 確震できず。 静岡県教育委員会文惜県史観 2015寺覗
市右津 サンの石碑の さん室直面1鈎s.焼樟市史編吉ん 地調査。

近く) 蚤員会編捌7
36 静岡県焼棒 墓地 石輔、カメ 117 昭和昭年 八刊号L三 現有弘(2013年 川口:DJ2，焼樟市総普都市史銅 2雌年、

市浜当目 形石像物 (1銅7) 国丸油元、 にはカメ形:@造 吉ん室2胸、焼樟市史編さMA2013年現
漁a 物はなくなる〕 員会銅2007・似描 地調査。
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※御前崎市のカメ塚の所在姐については、乙れまで閣違ョた情報で記載されているものがあふ今回は、御前崎市教育委員会の協力により、正確な所在弛を確認した。
割高カメ塚所在地、カメ塚資料で配されているカメ塚の位置を確起しながら現地調査を進めたが、話としても確留できなかったものもあるa そうした事例も含めて一覧表にし
た.

選



静岡県のウミガメの民俗

ら
れ
た
、
な
ど
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
駿
河
で
は
江
戸
時
代
、
ウ
ミ
ガ
メ
は
恐
ろ
し
い
海
の
神
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
。

ウ
ミ
ガ
メ
を
捕
獲
し
、
食
用
に
す
る
習
俗
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
は
、
遠
江
地
域
で
確
認
で
き
る
。
昭
和
時
代
に

入
る
と
、
遠
江
の
浜
松
市
、
駿
河
地
域
の
焼
津
な
ど
で
食
べ
た
と
い
う
人
が
い
る
程
度
で
あ
る
。
浜
松
市
で
は
ウ
ミ
ガ
メ
を
食
べ
た
若

者
た
ち
が
変
死
し
た
と
い
わ
れ
て
カ
メ
を
」
出
る
よ
う
に
な
り
、
焼
津
市
で
も
ウ
ミ
ガ
メ
を
食
べ
る
と
よ
く
な
い
と
い
う
言
い
伝
え
も
広

が
っ
て
い
た
。
遠
紅
の
御
前
崎
市
、
伊
豆
の
南
伊
豆
町
、
伊
東
市
な
ど
で
も
、
他
地
域
の
漁
民
と
の
交
読
の
中
で
、
ウ
ミ
ガ
メ
を
食
用

に
す
る
習
俗
の
存
在
は
知
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
昭
和
時
代
に
は
静
岡
県
で
は
ウ
ミ
ガ
メ
を
食
用
に
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
E
な
か
っ
た

と
い
え
る
。
た
だ
し
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
卵
を
採
取
し
、
食
用
に
す
る
習
俗
は
昭
和
時
代
に
な
っ
て
も
遠
州
離
を
中
心
に
広
が
っ
て
い
た
。

と
れ
に
対
し
て
、
ウ
ミ
ガ
メ
が
網
に
か
か
っ
て
生
き
て
い
た
場
合
、
酒
を
飲
ま
せ
て
放
抗
す
る
と
い
う
習
俗
が
あ
っ
た
。
こ
の
習
俗

は
静
岡
県
全
体
に
広
が
っ
て
い
る
。
産
卵
の
た
め
に
上
陸
し
た
ウ
ミ
ガ
メ
に
も
酒
を
飲
ま
せ
て
放
す
と
と
も
あ
っ
た
。
放
す
と
き
に
、

甲
羅
に
大
漁
祈
願
の
文
字
を
書
く
と
い
う
習
俗
は
、
広
く
は
み
ら
れ
ず
、
伊
豆
の
伊
東
市
の
み
で
確
認
で
き
た
。

一
方
、
ウ
ミ
ガ
メ
が
網
に
か
か
っ
て
死
ん
で
い
た
場
合
や
、
海
岸
に
打
ち
上
が
っ
て
死
ん
で
い
た
場
合
、
埋
葬
し
て
供
養
す
る
習
俗

も
多
数
存
在
す
る
。
と
く
に
遠
州
灘
で
は
、
「
亀
塚
」
と
呼
ぶ
場
合
が
多
い
。
と
う
し
た
ウ
ミ
ガ
メ
の
供
養
習
俗
に
つ
い
て
、
静
岡
県

〔

U
)

全
体
で
四
七
か
所
、
五
三
事
例
確
認
で
き
た
。
地
域
別
で
み
る
と
、
遠
江
で
は
三
四
か
所
で
一
二
五
事
例
、
駿
河
で
は
四
か
所
で
四
事

例
、
伊
豆
で
は
九
か
所
で
一
四
事
例
と
な
る
。
以
上
か
ら
、
ウ
ミ
ガ
メ
供
養
習
俗
は
遠
江
に
集
中
し
て
い
る
と
と
が
分
か
る
。
遠
江
で

は
、
と
く
に
御
前
崎
市
に
集
中
的
に
分
布
す
る
も
の
の
、
浜
松
市
か
ら
牧
之
原
市
ま
で
の
沿
岸
部
に
カ
メ
塚
は
点
在
し
て
い
る
。
し
か

し
、
駿
河
で
は
焼
津
市
と
沼
津
市
、
伊
豆
で
は
沼
樟
市
、
松
崎
町
、
伊
東
市
の
み
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
特
定
の
地
域
に
集
中
す
る
傾

向
が
あ
る
と
と
が
分
か
る
。
時
代
的
に
い
え
ば
、
袋
井
市
の
事
例
は
中
世
に
さ
か
の
ぼ
る
が
、
こ
れ
は
伝
承
以
外
の
資
料
で
は
確
認
で

き
な
い
。
江
戸
時
代
の
カ
メ
塚
は
、
浜
松
市
に
二
例
、
御
前
崎
市
に
一
例
み
ら
れ
る
。
明
治
時
代
の
も
の
は
、
御
前
崎
市
で
二
例
、
伊

東
市
で
一
例
み
ら
れ
る
。
牧
之
原
市
で
大
正
時
代
の
も
の
が
あ
る
が
、
あ
と
は
昭
和
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
静
岡
県
で
は
食
用

259-



後
の
供
養
習
俗
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

ウ
ミ
ガ
メ
が
ま
と
わ
り
つ
い
て
い
る
流
木
を
拾
い
上
げ
て
杷
る
と
い
う
習
俗
に
つ
い
て
は
、
カ
メ
ノ
マ
ク
ラ
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
遠

江
の
御
前
崎
市
、
駿
河
の
焼
津
市
の
み
で
確
認
で
き
た
。

津
波
と
ウ
ミ
ガ
メ
に
関
す
る
伝
承
が
あ
る
の
も
特
徴
的
で
あ
る
。
浜
松
市
に
は
、
永
正
ご
ろ
(
一
六
世
紀
初
め
)
の
高
潮
で
、
ウ
ミ

ガ
メ
に
助
け
ら
れ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
。
袋
井
市
に
は
、
明
応
ご
ろ
(
一
五
世
紀
末
)
の
大
樟
波
の
際
に
、
子
ど
も
が
ウ
ミ
ガ
メ
に

助
け
ら
れ
た
と
し
て
ウ
ミ
ガ
メ
を
」
柑
っ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
。
静
岡
県
は
、
歴
史
的
に
繰
り
返
し
津
波
が
襲
っ
て
き
た
地
域
で
あ

り
、
ウ
ミ
ガ
メ
も
津
披
に
よ
っ
て
漂
着
す
る
と
と
が
あ
っ
た
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
伝
説
が
生
み
出
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
静
岡
県
で
は
、
食
用
か
ら
供
養
ま
で
多
様
な
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗
が
存
在
し
た
と
と
が
分
か
る
。
と
く
に
、
遠
、
江
に

は
食
用
も
含
め
て
、
多
く
の
事
例
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
伊
豆
で
も
、
産
卵
に
関
す
る
民
俗
を
含
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
が
あ
る
が
、

駿
河
は
最
も
か
か
わ
り
が
薄
い
よ
う
で
あ
る
。
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全
国
的
な
位
置
づ
け

ウ
ミ
ガ
メ
に
関
す
る
民
俗
知
識
は
、
全
国
的
に
み
る
と
南
西
日
本
で
豊
富
で
、
東
北
日
本
で
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
。
静
岡
県
で

は
、
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
に
と
も
な
う
民
俗
知
識
が
多
い
が
、
海
上
、
海
中
で
の
ウ
ミ
ガ
メ
に
関
す
る
民
俗
知
識
は
少
な
い
よ
う
で

2 
あ
る
。浜

松
市
や
袋
井
市
に
は
ウ
ミ
ガ
メ
に
助
け
ら
れ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
。
類
似
し
た
伝
説
は
他
地
域
で
も
み
ら
れ
る
〔
藤
井

二
O
一
二
五
。
南
西
諸
島
で
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
に
助
け
ら
れ
た
た
め
に
ウ
ミ
ガ
メ
を
食
べ
な
い
と
い
う
伝
承
に
な
っ
て
い
る
。
ウ
ミ
ガ

メ
食
の
禁
忌
伝
承
で
あ
る
。

『今
昔
物
語
集
』
な
ど
の
古
代
の
説
話
集
で
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
を
助
け
た
と
と
が
あ
っ
た
た
め
に
ウ
ミ
ガ
メ

に
助
け
ら
れ
た
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
報
恩
説
話
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
静
岡
県
の
ウ
ミ
ガ
メ
に
助
け
ら
れ
た
と



い
う
伝
説
は
、
食
の
禁
忌
で
も
、
報
恩
説
話
で
も
な
い
。

酒
を
飲
ま
せ
て
放
読
す
る
習
俗
に
つ
い
て
は
、
鹿
児
島
県
奄
美
地
方
か
ら
東
北
地
方
ま
で
全
国
的
に
広
が
っ
て
い
る
。
東
北
地
方
な

ど
で
は
、
甲
羅
に
文
字
そ
書
い
て
放
す
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
静
岡
県
で
は
、
甲
羅
に
文
字
を
書
く
習
俗
は
伊
東
市
の
み
で
確
認
で
き

た

静岡県のウミガメの民俗

ウ
ミ
ガ
メ
供
養
習
俗
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
で
に
全
国
で
二
三
二
か
所
、
二
一
一
六
事
例
確
認
し
て
い
る
〔
藤
井
二

O
一
四
〕
。
こ

の
う
ち
、
静
岡
県
は
ゴ
一
八
か
所
、
四
四
事
例
確
認
し
て
い
た
(
そ
の
後
、
追
加
し
て
四
七
か
所
、
五
三
事
例
と
な
っ
た
)
。
全
国
的
に

み
て
、
供
養
習
俗
が
顕
著
な
地
域
の
ひ
と
つ
と
い
え
る
。
静
岡
県
の
西
隣
の
愛
知
県
で
は
、
知
多
半
島
に
ウ
ミ
ガ
メ
供
養
習
俗
が
集
中

し
て
い
る
。
し
か
し
、
渥
美
半
島
で
は
聞
き
取
り
で
一
例
確
認
で
き
た
程
度
で
あ
る
。
遠
州
灘
の
ウ
ミ
ガ
メ
供
養
習
俗
と
、
知
多
半
島

の
習
俗
に
は
連
続
性
は
認
め
ら
れ
な
い
。
反
対
に
、
東
隣
の
神
奈
川
県
で
は
、
二
宮
町
か
ら
横
浜
市
に
か
け
て
分
布
し
て
い
る
。
伊
豆

半
島
の
ウ
ミ
ガ
メ
供
養
習
俗
は
神
奈
川
県
の
供
養
習
俗
と
も
、
連
続
性
は
低
い
よ
う
で
あ
る
。

ウ
ミ
ガ
メ
が
ま
と
わ
り
つ
く
流
木
を
拾
い
上
げ
る
習
俗
に
つ
い
て
は
、
鹿
児
島
県
屋
久
島
か
ら
青
森
県
に
か
け
て
点
々
と
分
布
し
て

い
る
。
静
岡
県
で
は
、
御
前
崎
市
と
焼
津
市
に
分
布
し
て
い
る
。
と
れ
ら
は
カ
ツ
オ
漁
な
ど
の
漁
業
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
っ
た
。
漁
民

の
交
読
に
よ
る
民
俗
知
識
の
伝
播
が
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
全
国
的
に
い
え
ば
、
静
岡
県
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗
は
、
食
用
な
ど
利
用
に
閲
す
る
民
俗
が
少
な
く
、
産
卵
に
闘
す

る
民
俗
知
識
や
信
仰
に
関
す
る
民
俗
が
多
い
と
い
う
と
と
に
な
る
。
た
だ
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗
が
変
化
し
た
乙
と

も
う
か
が
え
る
。
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静
岡
県
に
お
け
る
地
域
差
の
背
景

a 

生
態
と
の
関
連



静
岡
県
の
沿
岸
海
域
に
は
、
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
、
タ
イ
マ
イ
、
オ
サ
ガ
メ
が
回
避
す
る
が
、
こ
の
う
ち
、
と
く
に
産

卵
に
上
陸
す
る
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
回
避
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
回
遊
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
デ
l
タ
が
な
い
た
め
分
か
ら
な

い
。
し
か
し
、
静
岡
県
で
は
奥
ま
っ
た
内
海
は
存
在
せ
ず
、
ほ
ぽ
太
平
洋
に
面
し
た
外
海
で
あ
る
た
め
、
地
域
に
よ
っ
て
、
大
幅
な
差

は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
漂
着
に
つ
い
て
も
、
地
域
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。

静
岡
県
の
沿
岸
で
は
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
地
が
各
地
に
み
ら
れ
る
。
と
く
に
、
長
大
な
砂
浜
が
広
が
る
遠
州
灘
一
帯
は
と
く
に
上

陸
・
産
卵
も
多
い
。
と
れ
に
対
し
て
、
駿
河
湾
沿
岸
か
ら
伊
豆
半
島
に
か
け
て
は
、
砂
浜
自
体
が
隈
ら
れ
る
た
め
、
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の

上
陸
・
産
卵
も
遠
州
灘
に
比
べ
る
と
限
ら
れ
て
い
る
。
遠
州
離
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗
が
、
駿
河
湾
や
伊
豆
半
島
に
比
べ
て
多
様
で
あ

り
、
事
例
も
多
い
の
は
、
酸
河
湾
や
伊
豆
半
島
よ
り
も
上
陸
・
産
卵
が
多
い
た
め
、
人
々
が
ウ
ミ
ガ
メ
に
出
く
わ
す
機
会
が
多
か
っ

た
、
と
い
う
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
接
触
す
る
機
会
が
多
か
っ
た
た
め
、
ウ
ミ
ガ
メ
は
食
用
の
対
象
に
も
な
り
、
台
風
・
波
の
被
害
や

魚
群
の
位
置
を
教
え
る
存
在
で
あ
り
、
ま
た
、
と
き
に
は
神
で
あ
り
、
人
を
助
け
る
存
在
に
も
な
り
、
供
養
の
対
象
に
も
な
っ
た
、
と

い
え
る
。
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生
業
と
の
関
連

ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
に
か
か
わ
る
民
俗
知
識
に
つ
い
て
、
野
本
寛
一
氏
は
漁
民
と
の
共
生
関
係
と
し
て
説
明
し
て
い
た
。
と
く
に
、
地

曳
網
漁
を
お
と
な
っ
て
い
る
地
域
で
あ
れ
ば
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
場
所
で
台
風
や
渡
を
予
測
し
、
船
を
引
き
上
げ
る
目
安
に
し
て
い
た

と
指
摘
す
る
。
た
し
か
に
、
遠
州
灘
一
帯
で
は
昭
和
=
一

0
年
代
ご
ろ
ま
で
地
曳
網
漁
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
こ
の
当
時
は
、
船
は
砂
浜
に

引
き
上
げ
て
い
た
た
め
、
漁
民
に
と
っ
て
台
風
や
波
の
対
策
は
重
要
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
地
曳
網
漁
の
漁
民
が
ウ
ミ
ガ
メ
を
大

事
に
し
た
と
い
う
点
は
う
な
ず
け
る
。
御
前
崎
市
白
羽
地
区
で
江
戸
時
代
に
カ
メ
塚
を
建
て
た
の
は
地
曳
網
漁
の
漁
民
で
あ
っ
た
。

南
西
諸
島
を
の
ぞ
い
て
、
静
岡
県
と
自
然
環
境
や
生
業
が
類
似
し
て
い
る
四
国
や
紀
伊
半
島
な
ど
と
比
較
し
た
場
合
、
カ
ツ
オ
漁
が

b 



静岡県のウミガメの民俗

盛
ん
な
地
域
で
は
ウ
ミ
ガ
メ
を
捕
獲
し
て
食
用
に
す
る
が
、
地
曳
網
漁
が
盛
ん
な
地
域
で
は
あ
ま
り
ウ
ミ
ガ
メ
を
捕
獲
し
な
い
と
い
う

傾
向
が
あ
る
。
静
岡
県
に
お
い
て
も
、
カ
ツ
オ
漁
が
盛
ん
な
地
域
で
は
ウ
ミ
ガ
メ
の
捕
獲
、
食
用
も
盛
ん
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
御
前
崎
市
で
は
江
戸
時
代
に
二
度
も
ウ
ミ
ガ
メ
捕
獲
禁
止
令
が
出
て
い
る
の
は
、
そ
れ
だ
け
沖
合
で
の
捕
獲
も
活
発
に
お
こ
な
わ

れ
て
い
た
と
い
う
と
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
筆
者
が
指
摘
し
て
き
た
と
お
り
、
カ
ツ
オ
漁
と
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
識
に
つ
い
て
は
関
連
が
認
め
ら
れ
る
〔
藤
井

二
O
O三
〕
。
つ
ま
り
、
四
国
や
紀
伊
半
島
で
は
三
月
か
ら
五
月
ご
ろ
、
カ
ツ
オ
漁
を
お
と
な
う
際
、
産
卵
の
た
め
に
沿
岸
に
や
っ
て

く
る
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
に
出
く
わ
す
と
と
が
多
く
な
る
。
カ
ツ
オ
を
探
し
て
い
る
と
き
に
海
上
に
標
っ
て
い
る
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
を
発
見
す

る
と
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
と
の
よ
う
な
と
き
、
高
知
県
や
和
歌
山
県
で
は
、
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
を
鋸
で
突
き
捕
り
、
漁
民
た
ち
で
共
食

す
る
と
と
で
、
カ
ツ
オ
の
大
換
を
願
う
の
で
あ
る
。
御
前
崎
で
も
、
カ
ツ
オ
漁
の
時
期
に
、
カ
ツ
オ
の
大
換
を
願
っ
て
、
ア
カ
ウ
ミ
ガ

メ
を
突
き
捕
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
し
、
聞
き
取
り
の
範
囲
で
は
、
静
岡
県
で
は
カ
ツ
オ
漁
の
際
に
マ
ン
ボ
ウ
を
突
き
捕
る

習
俗
が
あ
っ
た
。
御
前
崎
市
な
ど
で
は
、
解
体
し
た
マ
ン
ボ
ウ
の
皮
は
洗
米
な
ど
を
つ
け
て
海
へ
流
し
、
マ
ン
ボ
ウ
の
再
生
と
魚
の
大

漁
を
願
う
と
い
う
儀
礼
を
お
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
御
前
崎
市
の
松
尾
長
作
氏
は
、
「
片
方
の
皮
に
お
洗
米
や
酒
を
か
け
て
、

「
ま
た
識
さ
せ
て
く
れ
よ
1
」
な
ど
と
い
っ
て
読
す
」
と
語
る
。
こ
れ
は
、
和
歌
山
県
に
お
け
る
ウ
ミ
ガ
メ
解
体
後
の
儀
礼
と
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
。
静
岡
県
で
は
、
昭
和
時
代
に
お
い
て
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
よ
り
も
マ
ン
ボ
ウ
を
突
き
捕
り
、
カ
ツ
オ
な
E
の
大
漁
を
願
っ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
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ウ
ミ
ガ
メ
が
ま
と
わ
り
つ
い
て
い
る
涜
木
を
拾
い
上
げ
る
習
俗
に
つ
い
て
も
、
カ
ツ
オ
漁
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
。
海
を
漂
う
涜

木
に
魚
群
が
つ
く
と
と
は
民
俗
知
識
と
し
て
漁
民
に
知
ら
れ
て
い
る
。
静
岡
県
で
は
こ
れ
を
キ
ツ
キ
(
木
付
き
)
と
呼
ん
で
い
る
。
こ

う
し
た
涜
木
に
ウ
ミ
ガ
メ
も
一
緒
に
漂
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
と
く
に
、
カ
ツ
オ
漁
の
漁
民
は
、
カ
ツ
オ
の
魚
群
を
知
る
た
め
に
、

流
木
を
探
す
と
と
が
あ
っ
た
。
と
の
と
き
に
一
緒
に
い
る
ウ
ミ
ガ
メ
は
、
魚
群
の
位
置
を
教
え
て
く
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。
ウ
ミ
ガ
メ



を
捕
獲
せ
ず
に
、
ウ
ミ
ガ
メ
と
一
轄
に
あ
る
涜
木
を
拾
い
上
げ
る
と
と
で
、
大
漁
を
感
謝
し
、
願
っ
た
の
で
あ
る
。

神
社
・
寺
院
・
宗
教
者
・
信
心
家
の
影
響

御
前
崎
市
の
駒
形
神
社
の
神
は
ウ
ミ
ガ
メ
に
乗
っ
て
上
陸
し
た
と
い
う
。
こ
の
伝
説
が
い
つ
か
ら
存
在
す
る
も
の
か
は
不
明
で
あ

る
。
し
か
し
、
と
う
し
た
伝
説
が
あ
る
と
と
で
、
御
前
崎
や
遠
州
灘
一
帯
に
お
い
て
、
ウ
ミ
ガ
メ
を
大
事
に
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い

う
意
識
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
と
も
た
し
か
で
あ
ろ
う
。

山
口
県
長
門
地
方
の
ウ
ミ
ガ
メ
供
養
習
俗
を
分
析
し
た
際
、
民
間
信
仰
を
重
ん
じ
る
曹
洞
宗
の
教
え
が
、
ウ
ミ
ガ
メ
供
養
習
俗
に
影

響
を
与
え
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
と
と
が
あ
る
〔
藤
井
二

O
二一

a
〕
。
静
岡
県
も
曹
洞
宗
の
多
い
地
域
で
あ
る
た
め
、
ウ
ミ

ガ
メ
供
養
習
俗
に
影
響
を
与
え
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
。
と
く
に
、
カ
メ
塚
の
多
い
御
前
崎
市
で
は
、
御
前
崎
地
区
の
海
福
寺
、
白
羽

地
区
の
増
船
寺
、
宗
心
寺
、
紅
雲
寺
と
も
に
、
す
べ
て
曹
洞
宗
と
な
っ
て
い
る
。
浜
岡
原
発
の
カ
メ
塚
供
養
を
お
こ
な
っ
て
い
る
御
前

崎
市
佐
倉
の
官
長
寺
と
龍
泉
寺
も
曹
洞
宗
で
あ
る
。
表
l
N
0
.
5
の
カ
メ
塚
が
あ
る
磐
田
市
福
田
町
の
観
音
寺
も
曹
洞
宗
で
あ
る
。

松
崎
町
岩
地
の
斎
藤
伊
勢
右
衛
門
が
檀
家
総
代
を
勤
め
て
い
た
同
町
石
部
の
禅
宗
院
も
曹
洞
宗
で
あ
る
。
伊
東
市
で
は
最
古
に
な
る
明

治
時
代
の
墓
(
表
1
N
0
.
叫
)
が
あ
る
弘
誓
寺
も
曹
洞
宗
で
あ
る
。
曹
洞
宗
が
多
く
存
在
す
る
地
域
に
カ
メ
塚
が
多
い
と
い
う
こ

と
は
、
死
ん
だ
カ
メ
を
供
養
す
る
に
あ
た
っ
て
、
曹
洞
宗
寺
院
が
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た
と
と
が
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、
全
国
的
に
み
れ
ば
、
宗
教
者
の
助
言
に
よ
っ
て
ウ
ミ
ガ
メ
を
記
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
事
例
が
多
数
あ
る
。
御
前
崎
市
で

も
、
表
1
N
0
.
舗
の
「
大
洲
霊
神
」
は
、
宗
教
者
の
助
言
で
記
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
浜
松
市
の
表
l
N
0
.
3
の
事
例
は
、

宗
教
者
に
伺
い
を
立
て
て
租
る
よ
う
に
な
っ
た
。
沼
津
市
の
表
1
N
0
.
却
も
、
移
住
し
て
き
た
女
性
に
よ
っ
て
、
も
と
か
ら
あ
っ

た
カ
メ
が
杷
り
直
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
と
う
し
た
宗
教
者
の
影
響
は
静
岡
県
に
お
い
て
は
隈
定
的
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
が
広

く
知
ら
れ
て
い
る
様
子
は
な
く
、
ほ
か
の
ウ
ミ
ガ
メ
供
養
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。

c 
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民
俗
の
変
化

静
岡
県
に
お
け
る
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗
の
変
化
は
、
二
つ
の
時
期
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
時
代
に
か
け
て
、
も
う

ひ
と
つ
は
昭
和
時
代
後
期
か
ら
平
成
に
か
け
て
で
あ
る
。
前
者
は
静
岡
県
全
体
で
ゆ
る
や
か
に
起
こ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
後
者
の

変
化
は
と
く
に
御
前
崎
市
に
お
い
て
起
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。

現
在
は
、
遠
州
灘
を
中
心
に
ウ
ミ
ガ
メ
の
保
護
活
動
が
盛
ん
な
地
域
と
な
っ
て
い
る
が
、
静
岡
県
に
お
い
て
も
ウ
ミ
ガ
メ
や
ウ
ミ
ガ

メ
の
卵
を
食
用
に
す
る
習
俗
は
広
が
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
静
岡
県
で
も
ウ
ミ
ガ
メ
の
肉
や
卵
の
食
用
は
古
く
か
ら
お

と
な
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
、
次
第
に
捕
獲
し
な
い
、
食
べ
な
い
、
と
い
う
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
劇
的

に
変
化
し
た
も
の
で
は
な
く
、
ゆ
っ
く
り
と
時
聞
を
か
け
て
変
化
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
資
料
な
ど
で
確
認
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
明
確
に
変
化
が
分
か
る
の
は
御
前
崎
市
で
あ
る
。
御
前
崎
市
で
は
江
戸
時
代
に
二
度
も
ウ
ミ
ガ
メ
捕
獲
禁
止
令
が
出
て
い
た
。

と
れ
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
は
仲
合
、
砂
浜
で
の
捕
獲
が
盛
ん
に
お
と
な
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
御
前
崎
市
で

は
、
明
治
時
代
に
ウ
ミ
ガ
メ
の
缶
詰
が
作
ら
れ
て
い
る
と
と
か
ら
、
江
戸
時
代
に
ウ
ミ
ガ
メ
の
捕
獲
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
さ
そ

う
で
あ
る
。
と
と
ろ
が
、
昭
和
時
代
に
な
る
と
、
御
前
崎
市
で
は
ウ
ミ
ガ
メ
の
卵
を
採
取
す
る
程
度
と
な
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
紅
戸

時
代
か
ら
昭
和
時
代
に
か
け
て
、
ウ
ミ
ガ
メ
と
の
か
か
わ
り
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

と
と
で
、
他
地
域
の
事
例
と
比
較
し
て
み
る
。
和
歌
山
県
田
辺
市
、
愛
知
県
半
田
市
、
千
葉
県
銚
子
市
な
ど
で
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
を
食

用
に
し
た
崇
り
と
い
う
言
説
が
広
ま
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ウ
ミ
ガ
メ
の
食
用
習
俗
が
急
速
に
衰
退
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
例
と
比
較

す
れ
ば
、
静
岡
県
に
お
い
て
も
、
ウ
ミ
ガ
メ
を
食
べ
た
者
が
海
難
事
故
に
遭
っ
た
り
、
変
死
す
る
な
ど
の
で
き
ご
と
が
起
こ
り
、
ウ
ミ

ガ
メ
の
崇
り
で
あ
る
、
と
い
う
言
説
が
広
ま
っ
て
ウ
ミ
ガ
メ
の
食
習
俗
が
衰
退
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
静
岡
県
に
お
い
て

は
、
今
の
と
と
ろ
、
証
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
、
崇
り
に
類
す
る
事
件
や
伝
承
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
浜
松
市
で
昭
和

二
O
年
ご
ろ
に
ウ
ミ
ガ
メ
の
崇
り
と
い
う
言
説
が
み
ら
れ
る
が
、
と
の
事
例
が
周
辺
地
域
に
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
と
の
事
例
か
ら
の
広
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が
り
は
認
め
ら
れ
な
い
。

一
方
、
御
前
崎
市
と
焼
津
市
で
は
ウ
ミ
ガ
メ
が
ま
と
わ
り
つ
て
い
る
流
木
を
拾
い
上
げ
て
杷
る
習
俗
が
顕
著
で
あ
る
。
己
の
習
俗

は
、
江
戸
時
代
に
船
乗
り
に
よ
っ
て
広
が
り
は
じ
め
、
そ
の
後
、
漁
民
に
よ
っ
て
全
固
に
伝
播
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
っ
た
。
静
岡
県

で
は
昭
和
時
代
の
事
例
以
外
は
確
認
で
き
ず
、
ま
た
、
分
布
地
が
漁
業
の
盛
ん
な
御
前
崎
市
と
焼
津
市
で
あ
る
た
め
、
明
治
時
代
以
降

に
他
地
域
の
漁
民
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
の
カ
メ
ノ
マ
ク
ラ
は
、
カ
ツ
オ
識
の
際
に
、
カ
ツ
オ
の
大
識
を
願
っ
て

拾
い
上
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ウ
ミ
ガ
メ
と
流
木
が
い
る
と
き
に
、
ウ
ミ
ガ
メ
は
捕
ま
え
ず
、
涜
木
の
み
を
拾
い
上
げ
て
い
る
。
カ

ツ
オ
の
大
漁
を
願
っ
て
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
を
突
き
捕
る
高
知
県
や
和
歌
山
県
の
事
例
と
比
較
す
れ
ば
、
御
前
崎
や
摂
樟
の
カ
メ
ノ
マ
ク
ラ

は
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
代
用
品
と
し
て
拾
い
上
げ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
ま
で
は
御
前
崎
で
も
大
漁
の
願
い
を
こ
め
て
ウ
ミ
ガ

メ
を
突
き
捕
っ
て
い
た
が
、
ウ
ミ
ガ
メ
を
捕
穫
す
る
こ
と
が
よ
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
次
第
に
ウ
ミ
ガ
メ
の
捕
獲
か

ら
、
カ
メ
ノ
マ
ク
ラ
を
拾
い
上
げ
る
よ
う
に
移
行
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
昭
和
時
代
に
は
、
御
前
崎
で
は
カ
メ
ノ
マ

ク
ラ
を
拾
い
上
げ
、
マ
ン
ボ
ウ
を
突
き
捕
っ
て
大
漁
そ
願
っ
て
い
た
。
以
上
が
、
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
時
代
に
か
け
て
の
変
化
で
あ
る
。

昭
和
後
期
か
ら
平
成
に
か
け
て
の
変
化
は
、
御
前
崎
市
を
中
心
に
し
た
遠
州
離
で
起
と
っ
て
い
る
。
と
の
時
期
の
変
化
の
ひ
と
つ

は
、
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
活
動
の
活
発
化
で
あ
る
。
昭
和
四

0
年
代
か
ら
御
前
崎
で
は
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
を
保
護
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
出

て
き
て
い
た
。
最
初
は
個
人
的
な
活
動
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
次
第
に
学
校
や
自
治
体
を
巻
き
込
ん
で
、
県
や
国
の
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
御
前
崎
の
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
活
動
は
他
地
域
の
小
学
校
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

全
国
的
な
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
活
動
と
連
携
す
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
遠
州
灘
一
帯
に
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
活
動
が
広
が
っ
て
い
く
。

御
前
崎
を
は
じ
め
、
遠
州
灘
一
帯
で
は
、
現
在
で
も
ウ
ミ
ガ
メ
の
死
骸
が
複
数
上
が
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
保
護
活
動
が
盛
ん
に

な
っ
て
か
ら
は
、
個
人
で
埋
葬
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、
自
治
体
や
保
護
団
体
、
水
族
館
な
ど
に
連
絡
を
し
、
ス
ト
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
記
録
を
と
っ
て
か
ら
埋
葬
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ウ
ミ
ガ
メ
は
信
伸
の
対
象
と
し
て
漁
民
が
個
人
で
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埋
葬
供
養
す
る
と
と
が
な
く
な
っ
て
く
る
と
同
時
に
、
ウ
ミ
ガ
メ
は
保
護
・
観
察
す
る
対
象
へ
と
変
化
し
て
き
た
と
い
え
る
。

も
う
ひ
と
つ
の
変
化
は
、
死
ん
だ
ウ
ミ
ガ
メ
を
供
養
す
る
カ
メ
塚
や
カ
メ
ノ
マ
ク
ラ
が
次
第
に
杷
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
傾

向
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
遠
洋
漁
業
の
衰
退
と
関
係
し
て
い
る
。
カ
メ
ノ
マ
ク
ラ
は
カ
ツ
オ
漁
の
際
に
、
大
漁
を
願
っ
て
拾
い
上
げ
て

租
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
カ
ツ
オ
漁
が
な
く
な
る
と
、
記
る
意
義
が
な
く
な
る
。
現
在
も
、
船
主
の
家
な
ど
で
残
っ
て
い
る
が
、
次
第

に
忘
れ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
カ
メ
壕
に
つ
い
て
・
も
、
祭
相
を
や
め
る
傾
向
が
あ
る
。
筆
者
が
調
査
し
た
平
成
一
一
年
(
一
九
九
九
)

か
ら
二
五
年
(
一
一

O
三
ニ
)
に
か
け
て
の
聞
で
も
、
カ
メ
塚
は
明
ら
か
に
見
つ
け
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
表
1
N
0
.
日
や
表
I

N

D
.
mは
平
成
二
一
年
(
二

O
O九
)
の
高
野
氏
の
調
査
時
に
は
ま
だ
記
っ
て
い
た
が
、
平
成
二
五
年
(
二

O
二
る
に
は
記
ら
れ
な

く
な
っ
て
い
る
。
表
l
N
0
.
担
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
四
年
(
二

O
一
二
)
の
暮
れ
に
船
を
や
め
た
た
め
、
カ
メ
塚
の
祭
記
も
や

め
た
と
と
が
分
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
記
っ
て
い
た
方
々
が
高
齢
化
し
て
い
る
た
め
に
祭
把
の
継
続
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
理
由

も
あ
る
。
ま
た
、
漁
業
関
係
者
が
作
る
カ
メ
塚
は
昭
和
六

O
年
ご
ろ
を
最
後
に
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
、
現
在
進
行
形
で

カ
メ
塚
祭
」
耐
が
な
く
な
っ
て
い
る
状
祝
で
あ
る
。
ま
た
、
カ
メ
塚
は
船
単
位
で
記
る
と
い
う
傾
向
が
あ
る
た
め
、
か
つ
で
あ
っ
た
場
所

も
、
漁
業
関
係
者
、
と
く
に
役
員
を
し
て
い
た
年
配
の
人
た
ち
の
記
憶
の
な
か
に
残
っ
て
い
る
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
か
つ
て
三

O
か

所
ほ
ど
あ
っ
た
と
い
う
御
前
崎
の
カ
メ
塚
の
正
確
な
分
布
は
今
と
な
っ
て
は
確
認
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
御
前
崎
に
お
い
て
、
現
在
も
祭
」
柑
が
続
け
ら
れ
て
い
る
カ
メ
塚
が
存
在
す
る
。
醇
化
場
の
「
子
亀
塚
」
(
表
1
N
0
.

m)
と
浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
「
亀
塚
」
(
表
l
N
0
.
8
)
で
あ
る
。
乙
れ
ら
の
祭
記
者
は
、
御
前
崎
で
と
れ
ま
で
カ
メ
塚
を
記
っ

て
き
た
漁
業
者
で
は
な
い
。
「
子
亀
塚
」
は
、
御
前
崎
に
お
い
て
、
解
化
場
が
設
置
さ
れ
た
あ
と
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
子
亀

塚
」
は
僻
化
場
の
後
ろ
に
あ
り
、
決
し
て
目
立
つ
存
在
で
は
な
い
。
産
卵
会
、
放
涜
会
な
ど
に
訪
れ
る
観
光
客
が
よ
く
目
に
す
る
も
の

で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
現
在
で
は
、
産
卵
時
期
が
始
ま
る
五
月
上
句
、
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
監
視
員
が
供
養
祭
に
参
加
し
て
供

養
祭
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
と
の
様
子
は
、
毎
年
、
地
元
の
新
聞
な
E
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
御
前
崎
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
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る
。
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
活
動
の
開
始
を
告
げ
る
の
が
、
と
の
供
養
祭
で
あ
る
と
い
え
る
。
ウ
ミ
ガ
メ
保
費
活
動
が
お
と
な
わ
れ
る
限
り
、

子
ガ
メ
供
養
は
続
け
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

も
う
ひ
と
つ
の
原
発
の
カ
メ
塚
に
つ
い
て
は
、
明
治
時
代
に
地
元
の
漁
民
が
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
漁
業
の
衰
退
と
と
も
に
、
忘
れ

ら
れ
、
記
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
も
の
を
、
原
発
の
建
設
時
に
発
見
さ
れ
た
。
原
発
で
は
地
元
の
人
が
大
切
に
担
っ
て
い
た
も
の
を

担
っ
て
い
る
。
ま
た
、
原
発
で
は
冷
却
装
置
に
入
っ
て
死
ん
だ
ウ
ミ
ガ
メ
を
新
た
に
供
養
し
て
い
る
。
御
前
崎
市
で
は
、
昭
和
四
0
年

代
か
ら
五
0
年
代
に
か
け
て
、
地
域
の
労
働
形
態
は
漁
業
か
ら
原
発
へ
大
き
く
変
化
し
た
。
漁
民
が
租
る
カ
メ
塚
は
忘
れ
ら
れ
、
租
ら

れ
な
く
な
っ
て
き
た
が
、
原
発
に
お
い
て
カ
メ
塚
を
駆
り
続
け
て
い
る
と
い
う
点
は
大
変
興
味
探
い
。
原
子
炉
が
止
ま
っ
て
い
る
現

在
、
冷
却
装
置
に
入
っ
て
死
ん
で
し
ま
う
ウ
ミ
ガ
メ
は
な
く
、
新
た
に
カ
メ
塚
は
作
ら
れ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
原
発
が
存
在
す
る

限
り
、
カ
メ
塚
の
供
養
は
続
け
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に
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静
岡
県
で
は
、
民
俗
学
研
究
者
に
よ
っ
て
、
環
境
の
民
俗
と
い
う
テ
l
マ
が
早
く
か
ら
意
識
さ
れ
て
い
た
。
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗
と
い

う
も
の
も
、
複
数
の
研
究
者
が
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
と
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
民
俗
知
識
、
伝
説
、
信
仰
に
関
す

る
事
例
で
あ
っ
た
。
昭
和
時
代
後
期
に
は
、
そ
の
よ
う
な
民
俗
が
広
が
っ
て
い
た
と
と
に
よ
る
。
と
こ
ろ
が
、
時
代
を
さ
か
の
ぼ
れ

ば
、
利
用
習
俗
も
顕
著
で
あ
り
、
民
俗
が
変
化
し
て
き
た
と
と
が
あ
ら
た
め
て
分
か
っ
た
。
筆
者
が
か
つ
て
分
類
し
た
ウ
ミ
ガ
メ
の
民

俗
に
関
す
る
類
型
で
い
え
ば
〔
藤
井
一
一

O
三一
b
〕
、
静
岡
県
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗
は
信
仰
心
意
優
勢
型
や
利
用
心
意
優
勢
型
で
は

な
く
、
心
意
葛
藤
型
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
静
岡
県
は
、
信
仰
習
俗
の
み
が
顕
著
な
わ
け
で
は
な
く
、
利
用
習
俗
と
信
仰
習
俗
が
混
在

す
る
な
か
で
、
利
用
と
信
仰
に
関
す
る
心
意
の
葛
藤
が
み
ら
れ
る
地
域
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
逆
に
い
え
ば
、
民
俗
の
変
化
が
た
ど
れ

る
と
い
う
の
は
、
特
定
の
習
俗
が
顕
著
な
の
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
心
意
が
葛
藤
し
つ
つ
、
民
俗
が
変
化
し
て
き
た
か
ら
と
い
う
こ



と
も
で
き
る
。

静岡県のウミガメの民俗

筆
者
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
活
動
が
活
発
に
な
っ
た
地
域
は
、
心
意
葛
藤
型
の
地
域
で
あ
る
と
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
〔
藤
井

二
O
一二
b
〕
。
ま
た
、
ウ
ミ
ガ
メ
供
養
習
俗
が
集
中
す
る
の
も
、
信
伸
心
意
優
勢
型
で
は
な
く
、
実
は
心
意
葛
藤
型
の
地
域
で
あ
る

と
と
も
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
ウ
ミ
ガ
メ
が
ま
と
わ
り
つ
く
涜
木
を
拾
い
上
げ
る
習
俗
も
、
心
意
葛
藤
型
の
周
縁
で
あ
る
こ
と
も
指
摘

し
た
。
静
岡
県
の
場
合
、
こ
れ
ら
が
す
べ
て
当
て
は
ま
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
周
辺
に
食
用
に
す
る
習
俗
が
存
在
す
る
か
ら
こ
そ
、

自
分
た
ち
は
食
べ
な
い
と
い
う
と
と
を
主
張
す
る
意
味
が
あ
る
の
で
あ
り
、
意
図
的
に
食
べ
な
い
供
養
習
俗
が
広
ま
る
と
い
う
こ
と
も

あ
る
。
四
国
や
南
西
諸
島
の
例
を
み
る
と
、
産
卵
が
多
い
か
ら
保
護
活
動
が
盛
ん
に
な
る
と
は
い
え
な
い
。
静
岡
県
で
は
、
食
用
習
俗

が
広
が
っ
て
い
た
か
ら
と
そ
、
供
養
習
俗
が
顕
著
に
な
り
、
さ
ら
に
保
護
活
動
も
盛
ん
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
静
岡
県
に
お
け
る
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗
を
調
査
し
て
、
あ
ら
た
め
て
実
感
し
た
の
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗
が
近
年
急
速
に
変

化
し
て
い
る
と
い
う
と
と
で
あ
る
。
筆
者
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
食
用
習
俗
は
急
速
に
衰
退
し
て
い
る
と
考
え
、
南
西
諸
島
な
ど
の
捕
獲
・

食
用
習
俗
の
調
査
を
急
い
で
き
た
。
結
果
と
し
て
、
静
岡
県
の
よ
う
な
供
養
習
俗
が
顕
著
な
地
域
で
の
調
査
・
研
究
は
後
回
し
に
な
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
筆
者
が
一
五
・
六
年
前
に
調
査
し
た
と
き
と
比
べ
て
も
、
供
養
習
俗
は
急
速
に
忘
れ
ら
れ
、
な
く
な
り

つ
つ
あ
る
と
と
が
分
か
っ
た
。
代
わ
り
に
、
解
化
場
で
の
子
ガ
メ
供
養
と
、
原
発
に
お
け
る
カ
メ
塚
供
養
が
継
続
し
て
い
る
と
と
も
分

か
っ
た
。
機
会
が
あ
れ
ば
今
後
、
再
び
静
岡
県
を
訪
れ
て
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗
が
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
る
の
か
追
跡
し
て
み
た
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)

(
1
)
筆
者
は
平
成
一

O
年
(
一
九
九
八
)
九
月
、
第
五
七
会
学
術
大
会
日
本
宗
教
学
会
(
龍
谷
大
学
)
に
お
い
て
、
「
海
上
他
界
と
の

媒
介
者
・
ウ
ミ
ガ
メ
」
と
題
す
る
発
表
を
お
と
な
っ
た
際
、
フ
ロ
ア
に
い
た
宮
田
登
か
ら
「
ウ
ミ
ガ
メ
の
墓
は
い
つ
ご
ろ
か
ら



見
ら
れ
る
の
か
」
と
い
う
質
問
を
い
た
だ
い
た
。
宮
田
登
は
、
お
そ
ら
く
、
ウ
ミ
ガ
メ
供
養
習
俗
の
歴
史
性
な
ど
に
も
関
心
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

(
2
)
高
野
氏
の
卒
業
論
文
に
つ
い
て
は
、
御
前
崎
市
教
育
委
員
会
に
お
い
て
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

(
3
)
E
1者
3
・E
B
g旦
習
g
E
(か
め
や
本
底
H
P
)
。

(
4
)
河
原
崎
氏
は
旧
御
前
崎
町
の
人
で
は
な
く
、
旧
浜
岡
町
佐
倉
の
出
身
で
あ
っ
た
。
教
育
委
員
会
に
よ
る
と
、
最
初
は
一
人
で
保

護
を
始
め
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。

(
5
)
「
浜
松
藩
領
佐
浜
村
庄
屋
古
橋
家
文
書
」
に
カ
メ
の
伝
説
が
あ
る
と
と
は
、
浜
松
市
博
物
館
の
宮
下
知
良
氏
か
ら
教
え
て
い
た
だ

い
た
。
ま
た
、
宮
下
氏
か
ら
浜
松
市
博
物
鱈
に
保
管
し
て
い
る
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
該
当
部
分
の
コ
ピ
ー
を
提
供
い
た
だ
い
た
。

(
6
)
宮
下
知
良
氏
に
よ
る
と
、
永
正
の
年
号
で
あ
る
が
、
筆
写
の
年
代
は
不
明
で
あ
る
と
い
う
。

(
7
)
御
前
崎
市
の
駒
形
神
社
の
秋
の
祭
礼
で
は
、
新
生
児
の
氏
子
入
り
の
儀
礼
と
し
て
、
カ
ミ
コ
ロ
ガ
シ
と
い
う
も
の
が
お
と
な
わ

れ
て
い
る
。
神
社
の
拝
殿
に
お
い
て
、
母
親
か
ら
子
E
も
を
受
け
取
っ
た
氏
子
総
代
は
、
子
ど
も
を
左
右
に
転
が
す
よ
う
に
動

か
す
と
い
う
〔
静
岡
県
教
育
委
員
会
文
化
」
謀
県
史
編
さ
ん
室
一
九
九
0
1
筆
者
が
調
べ
て
き
た
と
こ
ろ
で
は
、
南
西
諸
島

な
ど
で
は
上
陸
し
た
ウ
ミ
ガ
メ
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
捕
獲
す
る
方
法
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
九
州
な
ど
で
は
ウ
ミ
ガ
メ
に
ま
た
が

ら
せ
て
子
ど
も
の
成
長
を
願
う
地
域
も
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
南
西
諸
島
の
捕
獲
習
俗
や
、
そ
の
他
の
産
卵
地
の
習
俗
に
照
ら

し
合
わ
せ
れ
ば
、
駒
形
神
社
の
カ
ミ
コ
ロ
ガ
シ
は
、
上
陸
し
て
ウ
ミ
ガ
メ
を
捕
獲
し
て
い
た
と
き
に
、
海
の
大
き
な
生
き
物
で

あ
る
ウ
ミ
ガ
メ
に
あ
や
か
つ
て
子
ど
も
の
成
長
を
祈
っ
て
い
た
名
残
と
も
考
え
ら
れ
る
。

(
8
)
明
治
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
『
日
本
重
要
水
産
動
植
物
図
解
説
』
な
ど
で
は
、
正
覚
坊
と
は
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
こ
と
と
し
て
い
る

〔
大
日
本
水
産
会
一
九
一

O
〕。

(
9
)
浜
松
市
の
石
造
物
調
査
は
、
各
公
民
館
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
市
民
が
調
べ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
調
査
票
で
あ
る
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「
石
造
文
化
財
調
査
個
票
」
は
浜
松
市
立
中
央
図
書
館
所
蔵
で
あ
り
、
目
録
と
し
て
ま
と
め
て
刊
行
し
た
も
の
が
『
浜
松
市
石

造
文
化
財
所
在
固
録
』
で
あ
る
。
「
石
造
文
化
財
調
査
個
票
」
は
浜
松
市
立
中
央
図
書
館
よ
り
複
写
を
送
っ
て
い
た
だ
い
た
。

(
叩
)
「
お
寺
さ
ん
縁
起
帳
」
は
、
『
浜
松
民
報
』
に
連
載
さ
れ
た
記
事
で
、
東
光
寺
は
昭
和
三
五
年
(
一
九
六
O
)
八
月
六
日
に
掲
載
さ

れ
た
。
浜
松
市
立
中
央
図
書
館
か
ら
該
当
部
分
の
コ
ピ
ー
を
送
っ
て
い
た
だ
い
た
。

(
孔
)
現
在
の
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
監
視
員
に
う
か
が
う
と
、
か
つ
て
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
監
視
員
を
し
て
い
た
方
は
、
昔
は
三

O
ぐ
ら
い
の
カ

メ
塚
が
あ
っ
た
、
と
い
う
話
を
聞
い
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
話
を
聞
い
た
方
が
実
際
に
確
認
で
き
た
カ
メ
塚
は
一

O
い
く

静岡県のウミガメの民俗

つ
で
あ
っ
た
と
い
う
。

(
ロ
)
中
日
新
聞
の
「
共
生
の
時
代
へ
ウ
ミ
ガ
メ
を
追
う
」
と
い
う
連
載
は
、
平
成
二
二
年
(
二

O
O
一
)
=
一
月
一
二
日
付
か
ら
開

始
し
て
い
る
。
な
お
、
中
日
新
聞
社
か
ら
筆
者
に
も
カ
メ
塚
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
平
成
一
三
年
(
二

O
O
一
)
五

月一

O
日
付
の
記
事
に
は
、
筆
者
の
コ
メ
ン
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

(
臼
)
御
前
崎
市
教
育
委
員
会
に
て
コ
ピ
ー
を
い
た
だ
い
た
。

(
H
)
御
前
崎
市
教
育
委
員
会
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た
「
カ
メ
の
墓
」
の
写
真
(
写
真
却
)
は
、
「
御
前
崎
町
役
場
」
と
印
刷
さ
れ
た
紙

に
カ
ラ
1
の
プ
リ
ン
ト
写
真
が
貼
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
メ
モ
と
し
て
、
昭
和
六
一
年
(
一
九
八
六
)
一
二
月
六
日
と
書
か
れ

て
い
る
。
御
前
崎
市
教
育
委
員
会
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た
「
カ
メ
塚
資
料
し
に
は
、
「
カ
メ
の
墓
」
の
同
じ
写
真
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
こ
と
に
は
、
昭
和
六
一
一
年
(
一
九
八
七
)
一
月
二
五
日
建
立
と
書
か
れ
て
い
る
。
二
か
月
近
く
建
立
目
時
が
ず
れ
る

と
と
に
な
る
が
、
本
稿
で
は
よ
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
資
料
と
恩
わ
れ
る
、
プ
リ
ン
ト
写
真
の
メ
モ
を
建
立
日
時
と
し
て
お
き
た
い
。

(
日
)
静
岡
鉄
道
駿
遠
線
は
、
藤
枝
市
か
ら
袋
井
市
ま
で
そ
走
る
軽
便
鉄
道
で
あ
っ
た
。
前
身
で
あ
る
藤
相
鉄
道
は
大
正
二
年

(
一
九
二
二
)
、
中
遠
鉄
道
は
大
正
三
年
(
一
九
一
四
)
開
業
で
、
前
線
開
通
後
、
昭
和
四
五
年
(
一
九
七

O
)
に
廃
止
さ
れ

た。
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(
時
)
野
本
氏
は
お
そ
ら
く
話
者
の
言
葉
通
り
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
と
記
し
て
い
る
が
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
生
態
を
考
え
れ
ば
、
伊
豆
半
島
で
産

卵
し
て
い
た
の
は
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
と
思
わ
れ
る
。

(
げ
)
松
崎
町
、
伊
東
市
で
調
査
を
お
こ
な
っ
た
の
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
供
養
塔
が
あ
る
と
と
が
分
か
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
南
伊
豆

町
は
ウ
ミ
ガ
メ
に
関
す
る
情
報
は
な
か
っ
た
が
、
伊
豆
半
島
の
最
南
端
で
あ
る
た
め
に
調
査
し
た
。

(
国
)
新
潟
県
柏
崎
市
の
黒
船
館
で
閲
覧
し
た
。
同
じ
く
、
黒
船
館
所
蔵
の
「
下
回
図
譜
」
に
も
、
ぶ
ら
下
げ
ら
れ
た
ウ
ミ
ガ
メ
が
ア

メ
リ
カ
人
に
よ
っ
て
解
体
さ
れ
る
絵
が
掛
か
れ
て
い
る
。

(
凶
)
『
静
岡
県
史
資
料
編
一
一
三
民
俗
一
』
に
は
、
「
産
卵
の
た
め
に
や
っ
て
き
た
亀
が
何
ら
か
の
事
故
で
死
ん
だ
も
の
を
担
っ
た

の
で
あ
る
。
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
〔
静
岡
県
一
九
八
九
〕
、
松
崎
町
史
の
調
査
や
筆
者
の
調
査
で
間
違
い
で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
そ
の
後
、
『
静
岡
県
史
別
編
一
民
俗
文
化
史
』
で
は
、
岩
地
の
斎
藤
伝
吉
氏
か
ら
の
聞
き
取
り
を
も
と
に
、
沖

で
死
ん
だ
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
を
拾
い
上
げ
て
カ
メ
塚
を
作
っ
て
担
っ
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
〔
静
岡
県
一
九
九
五
〕
。

(
却
)
筆
者
の
問
い
合
わ
せ
を
契
機
と
し
て
日
和
山
の
カ
メ
塚
調
査
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
年
後
に

『松
崎
町
卑
た
よ
り
』
に

日
和
山
の
カ
メ
壊
が
ま
と
め
ら
れ
た
際
に
は
、
筆
者
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
し
て
、
全
国
的
に
も
カ
メ
塚
が
分
布
し
て
い
る
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
〔
松
崎
町
教
育
委
員
会
町
史
編
さ
ん
委
員
会
一
九
九
九
〕
。

(
幻
)
平
成
一

O
年
(
一
九
九
八
)
に
町
史
編
さ
ん
室
が
撮
影
し
た
写
真
で
は
、
冬
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
亀
塚
は
薮

に
埋
も
れ
て
い
な
い
(
写
真
河
)
。
平
成
一
二
年
(
二

O
O九
)
六
月
の
高
野
氏
の
調
査
の
段
階
で
は
、
頂
上
は
す
で
に
相
当

茂
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
平
成
二
五
年
(
二

O
一
一
二
)
八
月
の
調
査
の
段
階
で
は
、
筆
者
は
町
史
編
さ
ん
室
撮
影
の
写
真
を

も
と
に
、
場
所
を
特
定
し
て
万
年
塚
を
探
し
た
。
万
年
塚
は
薮
の
最
も
奥
の
部
分
に
あ
っ
た
た
め
、
高
野
氏
は
見
つ
け
る
と
と

が
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

(
泊
)
木
村
氏
は
、
「
動
植
物
供
養
の
民
俗
」
と
い
う
論
考
の
中
で
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
供
養
に
も
触
れ
て
い
た
〔
木
村
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。
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か
し
、
と
こ
に
は
具
体
的
な
事
例
が
ま
っ
た
く
書
か
れ
て
い
な
い
。
そ
と
で
、
木
村
氏
に
問
い
合
わ
せ
た
結
果
、
木
村
氏
の
地

元
で
あ
る
伊
東
市
に
ウ
ミ
ガ
メ
の
墓
が
多
数
あ
る
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
平
成
一

O
年
(
一
九
九
八
)
の
調
査

で
は
、
す
べ
て
木
村
氏
に
案
内
い
た
だ
い
て
回
っ
た
。

(
お
)
と
れ
に
つ
い
て
は
、
平
成
一

O
年
(
一
九
九
八
)
調
査
時
と
一
一
五
年
(
二

O
二
二
)
調
査
時
で
も
墓
の
数
が
異
な
っ
て
お
り
、

ま
た
、
正
確
な
数
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
実
際
の
事
例
と
し
て
は
、
杉
本
藤
五
郎
氏
と
正
仁
氏
の
語
り
か
ち
す
れ
ば

一
O
O事
例
以
上
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
明
ら
か
に
形
態
の
異
な
る
自
然
石
、
木
柱
、
塔
聾
と
し
て
事
例
を
三
つ
に
分
類
し
て

お
く
に
と
ど
め
た
。

(
剖
)
昨
年
ま
と
め
た
「
日
本
列
島
の
ウ
ミ
ガ
メ
供
蓋
習
俗
」
で
は
、
「
カ
メ
塚
所
在
地
」
、
「
カ
メ
塚
資
料
」
に
記
さ
れ
て
い
て
、
筆
者

が
確
認
で
き
な
か
っ
た
事
例
に
つ
い
て
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
〔
藤
井
二

O
一
四
〕
。
十
分
検
証
で
き
て
い
な
い
が
、
本
稿

で
は
ζ

の
よ
う
な
事
例
に
つ
い
て
も
、
記
録
と
し
て
伝
え
る
意
味
を
と
め
て
一
覧
表
と
し
て
掲
げ
た
。

273-

静岡県のウミガメの民俗

(
参
考
文
献
)

愛
称
槙
識
設
置
委
員
会
編
一
九
九
二
『
庄
内
地
区
愛
称
標
識

渥
美
実
一
九
八
一
『
シ
リ
ー
ズ
・
わ
た
し
た
ち
の
散
歩
道
五

阿
部
正
信
一
九
七
七
『
駿
国
雑
志
』
吉
見
書
唐

石
川
純
一
郎
一
九
八
七
「
人
獣
交
渉
の
民
俗
」
『
静
岡
県
民
俗
学
会
書
九

伊
東
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
二

O
O五
『
伊
東
市
史
調
査
報
告
一
一
伊
車
巾
の
石
造
文
化
財
』
伊
東
市
教
育
委
員
会

上
島
義
弘
・
河
原
崎
芳
郎
『
御
前
崎
小
学
校
観
察
ク
ラ
ブ
の
記
録
ウ
ミ
ガ
メ
先
生
宮
戦
記

ひ
く
ま
の
出
版

な
ま
え
と
そ
の
由
来
』

庄
内
地
区
愛
称
標
識
設
置
委
員
会

ひ
く
ま
の
出
版

浜
松
の
伝
説

下』

一
九
八
O

ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
を
追
っ

て』



大

沢

啓

志

編

一

九

五

回

御

前

崎

村

大
沢
六
之
丞
一
九
七
九
『
お
ま
え
ざ
き
の
伝
説
と
文
化
財
L

御
前
崎
町
編
一
九
九
七
『
御
前
崎
町
史
』
御
前
崎
町

御
前
崎
町
編
一
九
九
一
『
御
前
崎
町
史
資
料
編
栗
林
津
一
論
文
集
』
御
前
崎
町

御
前
崎
町
教
育
委
員
会
編
一
九
八
コ
一
『
ウ
ミ
ガ
メ
の
ふ
る
さ
と
御
前
崎
』
御
前
崎
町
教
育
委
員
会

御
前
崎
市
教
育
委
員
会
編
二

O
O五
1
二
O
二
三
『
静
岡
県
御
前
崎
市
文
化
財
年
報
』

I
i
k

御
前
崎
市
教
育
委
員
会

御
前
崎
町
郷
土
史
研
究
会
一
九
八
六
『
ふ
る
さ
と
の
岬
』
御
前
崎
町
教
育
委
員
会

「
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
」
編
纂
委
員
会
編
一
九
八
一
一
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
二
二
静
岡
県
』
角
川
書
居

神
谷
国
志
一
九
九
一
『
遠
紅
古
蹟
図
絵
』
明
文
堂
出
版
社

亀
崎
直
樹
・
通
事
裕
子
・
松
沢
慶
将
編
二

O
O二
『
日
本
の
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
と
砂
浜
環
境
の
現
状
」

『
御
前
崎
村
誌
』

御
前
崎
町
教
育
委
員
会

日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議

274-

左』
:z:;;; 

亀
崎
直
樹
編

川
口
円
子
二

O
O二

川
崎
文
昭
一
九
九
九

学
部
)
』
一
九

河
村
太
美
雄
一
九
八
六
『
御
崎
も
の
が
た
り
L

私
家
版

菊
池
政
和
一
九
九
八
「
阿
蘇
証
善
寺
蔵
『
近
世
善
悪
華
報
録
』
研
究
と
翻
刻
」
石
橋
義
秀
ほ
か
編
『
仏
教
文
学
と
そ
の
周
辺
』
和

泉
書
院

北
原
吉
右
衛
門

二
O
二二

『
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
誌
三

O
一
三
』

「
焼
津
の
歴
史
あ
れ
こ
れ

「
生
類
憐
み
令
と
海
亀
の
民
俗 四

四

日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会

亀
の
お
墓
」
『
広
報
ゃ
い
づ
』
平
成
一
四
年
一
一
一
月
一
日
号

上
京
間
英
男
氏
所
蔵
文
書
に
よ
る
|
」
『
常
葉
学
園
大
学
研
究
紀
要
(
教
育

一
九
九
二

『
漁
方
雑
話
』

私
家
版



静岡県のウミガメの民俗

木
村
博
一
九
八
八
「
動
植
物
供
養
の
民
俗
」
『
仏
教
民
俗
学
大
系

小
山
枯
柴
編
一
九
四
二
『
遠
江
の
伝
説
』
安
川
書
唐

相
良
町
文
化
財
専
門
委
員
会
監
修
一
九
六
九
『
さ
が
ら
の
伝
説
百
話
』
相
良
町
教
育
委
員
会

静
岡
県
編
一
九
八
九
『
静
岡
県
史
資
料
編
一
一
三
民
俗
亡
静
岡
県

静
岡
県
編
一
九
九
三
一
『
静
岡
県
史
資
料
編
一
一
四
民
俗
三
』
静
岡
県

静
岡
県
編
一
九
九
一
『
静
岡
県
史
資
料
編
一
一
五
民
俗
一
ニ
』
静
岡
県

静
岡
県
編
一
九
九
五
『
静
岡
県
史
別
編
一
民
俗
文
化
害
静
岡
県

静
岡
県
編
一
九
九
六
『
静
岡
県
史
別
編
二
自
然
災
害
警
静
岡
県

静
岡
県
教
育
委
員
会
文
化
課
県
史
編
さ
ん
室
編
一
九
九
O

『
静
岡
県
史
民
俗
調
査
報
告
書
二
一
一

崎
町
』
静
岡
県

静
岡
県
教
育
委
員
会
文
化
課
県
史
編
さ
ん
窒
編
一
九
九
三
守
静
岡
県
史
民
俗
調
査
報
告
書
一
八
石
津
の
民
俗

岡
県

し
ず
お
か
の
文
化
新
書
編
集
部
編
二

O
二
一
『
千
年
に
一
度
の
大
地
震
・
六
津
読
に
備
え
る
』
財
団
法
人
静
岡
県
文
化
財
団

静
岡
大
学
人
文
社
会
科
学
部
社
会
学
科
文
化
人
類
学
コ

l
ス

編

二

O
一
二
『
平
成
二
四
年
度
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
実
習
報
告
書

静
岡
県
御
前
崎
市
浜
岡
佐
倉
』

静
岡
大
学
人
文
社
会
科
学
部
社
会
学
科
文
化
人
類
学
コ

1
ス

清
水
達
也
・
山
本
誠
彦
・
村
山
正
良
一
九
九
三
『
生
命
が
う
ま
れ
る
海
辺
ウ
ミ
ガ
メ
の
浜
を
守
る
』
く
も
ん
出
版

大
日
本
水
産
会
一
九
一

O

『
日
本
重
要
水
産
動
植
物
図
解
説
』
大
日
本
水
産
会

高
野
梨
央
二

O
一
O

「
"
ウ
ミ
ガ
メ
を
担
る
u

文
化
」
東
海
大
学
海
洋
学
部
海
洋
文
明
学
科
卒
業
論
文

田
口
理
恵
・
闘
い
ず
み
・
加
藤
登
二

O
一
一
「
魚
類
の
供
養
に
関
す
る
研
究
」
『
東
海
大
学
海
洋
研
究
所
研
究
報
告
』
一
一
一
一
一

275-

四

先
祖
祭
間
と
葬
墓
』

名
著
出
版下

岬
の
民
俗

榛
原
郡
御
前

焼
津
市
』

静



田
口
理
恵
編
二

O
二
一
『
魚
の
と
む
ら
い
供
養
碑
か
ら
読
み
解
く
人
と
魚
の
も
の
が
た
り
』

土
屋
喬
雄
・
玉
城
華
訳
一
九
五
五
『
ペ
ル
リ
提
督
日
本
遠
征
記
四
』
岩
浪
書
庖

で
ん
で
ん
む
し
の
会
編
一
九
八

O

『
遠
州
浜
』
私
家
版

中
村
洋
一
郎
一
九
八
八
「
イ
ル
カ
漁
を
め
ぐ
っ
て
」
静
岡
県
民
俗
芸
能
研
究
会
「
静
岡
県
・
海
の
民
俗
誌

静
岡
新
聞
社

担
捧
市
教
育
委
員
会
文
化
振
興
課
編
一
九
九
九
『
沼
草
巾
史
編
さ
ん
調
査
報
告
書
士
一
一
松
長
の
民
俗
』

沼
津
市
史
編
さ
ん
委
員
会
・
沼
津
市
教
育
委
員
会
編
二

O
O二
「
沼
津
市
史
資
料
編
民
俗
』
沼
津
市

沼
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
編
一
九
七
六
『
沼
津
市
文
化
財
調
査
報
告
書
九
担
淳
内
浦
の
民
俗
』
招
浄
市
教
育
委
員
会

沼
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
編
一
九
七
七
『
沼
津
市
文
化
財
調
査
報
告
書
一
一
一
沼
津
静
補
の
民
俗
』
沼
津
市
教
育
委
員
会

野
本
寛
一
一
九
八
七
『
生
態
民
俗
学
序
説
』
白
水
社

野
本
寛
一
一
九
八
八
「
海
上
信
仰
」
静
岡
県
民
俗
芸
能
研
究
会
司
静
岡
県
・
海
の
民
俗
誌

l
黒
潮
文
化
論
|
」

野
本
寛
一
一
九
九
O

『
神
々
の
風
景
信
仰
環
境
論
の
試
み
』
白
水
社

野
本
寛
一
一
九
九
四
『
共
生
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
民
俗
の
環
境
思
想
』
青
土
社

野
本
寛
一
二

O
三
三
『
自
然
災
害
と
民
俗
』
森
話
社

浜
岡
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
二

O
O四
『
浜
岡
町
史
民
俗
摘
』
浜
岡
町

浜
松
市
石
造
文
化
財
調
査
会
編
二

O
O
一
a

『
浜
松
市
の
石
造
文
化
財
』
浜
松
市
教
育
委
員
会

浜
松
市
石
造
文
化
財
調
査
会
編
二

O
O
一
b

『
浜
松
市
石
造
文
化
財
所
在
日
録
』
浜
松
市
教
育
委
員
会

浜
松
市
長
公
室
広
報
課
編
一
九
六
六
「
堀
江
村
の
亀
塚
」
『
広
報
は
ま
ま
つ
』

一
九
六
六
年
六
月
下
旬
号

浜
松
市
立
伊
佐
見
公
民
館
・
わ
が
町
文
化
誌
編
集
委
員
会
編
一
九
九
七
『
わ
が
町
文
化
誌
湖
と
花
と
緑
の
里

東
海
大
学
出
版
会

-
L
黒
潮
文
化
論
|』

沼
樟
市
教
育
委
員
会

静
岡
新
聞
社

276-

い
さ
み
』

震



静岡県のウミガメの民俗

市
立
伊
佐
見
公
民
館

浜
松
市
立
五
島
公
民
館
・
わ
が
町
文
化
誌
編
集
委
員
会
編

立
五
島
公
民
館
活
動
推
進
委
員
会

浜
松
市
立
庄
内
公
民
館
・
わ
が
町
文
化
誌
編
集
委
員
会
編

立
庄
内
公
民
館

福
田
町
史
編
集
委
員
会
編
一
九
八
三
『
史
跡
を
た
ず
ね
て
私
た
ち
の
福
田
』

福
田
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
一
九
九
九
『
福
田
町
史
資
料
編
民
曾
福
田
町

藤
井
弘
章
一
九
九
八

a

「
ウ
ミ
ガ
メ
の
墓

l
和
歌
山
県
内
の
事
例
報
告
|
」
『
和
歌
山
県
立
博
物
館
研
究
紀
要
』
三

藤
井
弘
章
一
九
九
八
b

「
紀
伊
半
島
南
部
に
お
け
る
ウ
ミ
ガ
メ
漁
と
そ
の
食
習
俗
」
『
日
本
民
俗
学
』
一
一
一
五

藤
井
弘
章
一
九
九
九

a

「
ウ
ミ
ガ
メ
と
流
木
に
ま
つ
わ
る
漁
携
習
俗
」
『
エ
コ
ソ
フ
ィ
ア
』
四

藤
井
弘
章
一
九
九
九
b

「
マ
ン
ボ
ウ
の
民
俗
|
紀
州
曹
に
お
け
る
捕
狸
奨
励
と
捕
獲
・
解
体
に
ま
つ
わ
る
伝
承
|
」
『
和
歌
山
地

方
史
研
究
』
三
一
六

藤
井
弘
章
二

O
O
一
「
地
域
差
と
時
代
差
か
ら
み
た
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗
|
海
村
・
離
島
追
跡
調
査
か
ら
|
」
『
成
城
大
学
民
俗
学

研
究
所
紀
要
』
二
五

藤
井
弘
章
二

O
O三
一
「
海
洋
民
研
究
に
お
け
る
環
境
民
俗
学
的
視
点
」
増
尾
伸
一
郎
ほ
か
編
『
環
境
と
心
性
の
文
化
史
下
環

境
と
心
性
の
葛
藤
』
勉
誠
出
版

藤
井
弘
章
二

O
O五
「
知
多
半
島
の
ウ
ミ
ガ
メ
埋
葬
・
供
養
習
俗
」
『
名
古
屋
民
俗
叢
書
四
生
活
環
境
の
変
化
と
民
俗
』

藤
井
弘
章
二

O
O六
「
ウ
ミ
ガ
メ
捕
獲
習
俗
か
ら
み
た
卜
甲
調
達
の
地
域
と
技
術
」
東
ア
ジ
ア
怪
異
学
会
編
『
亀
卜
歴
史
の
地

層
に
秘
め
ら
れ
た
う
ら
な
い
の
技
を
ほ
り
お
と
す
』
臨
川
書
庖

277 -

一
九
九
八

『
わ
が
町
文
化
誌

太
陽
と
潮
風

五
島
遠
州
浜
』

浜
松
市

一
九
九
五

守
わ
が
町
文
化
誌

碧
い
湖
と
緑
の
半
島
圧
内
』

浜
松
市

福
田
町
教
育
委
員
会



藤
井
弘
章
「
対
馬
・
壱
岐
に
お
け
る
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗
|
亀
ト
の
里
と
ウ
ミ
ガ
メ
|
」
『
民
俗
文
化
』
一
一

O

藤
井
弘
章
「
動
物
食
と
動
物
供
養
」
『
人
と
動
物
の
日
本
史
四
信
抑
の
な
か
の
動
物
た
ち
』
吉
川
弘
文
館

藤
井
弘
章
「
隠
岐
・
山
陰
沿
岸
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
一
俗
」
『
民
俗
文
化
』
一
一
一
一
一

藤
井
弘
章
二

O
三一

a

「
山
口
県
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗

l
長
門
地
方
の
祭
記
・
供
養
習
俗
を
中
心
に
l
」
『
民
俗
文
化
』
一
一
四

藤
井
弘
章
二

O
三一
b

「
民
俗
ヒ
ト
と
ウ
ミ
ガ
メ
の
関
係
史
」
亀
崎
直
樹
編
『
ウ
ミ
ガ
メ
の
自
然
誌
』
東
京
大
学
出
版
会

藤
井
弘
章
二

O
三一
C

「
ウ
ミ
ガ
メ
に
ま
つ
わ
る
報
恩
説
話
と
禁
忌
伝
承
」
『
万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報
』
一

O

藤
井
弘
章
二

O
二三
a

「
江
戸
時
代
に
お
け
る
ウ
ミ
ガ
メ
祭
記
の
成
立
過
程
|
宮
城
県
七
ケ
浜
町
の
伝
承
と
新
出
資
料
の
比
較

を
通
し
て
|
」
『
近
畿
大
学
大
学
院
文
芸
学
研
究
科
紀
要
混
沌
』
一

O

藤
井
弘
章
二

O
二一
b

「
愛
知
県
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗
」
『
名
古
屋
民
百
五
九

藤
井
弘
章
二

O
二
子
L

「
東
北
地
方
太
平
洋
沿
岸
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗
上
東
日
本
大
震
災
後
の
追
跡
調
査
を
踏
ま
え
て
|
」
『
民

俗
文
化
』
二
五

藤
井
弘
章
二

O
一
四
「
日
本
列
島
の
ウ
ミ
ガ
メ
供
養
習
俗
」
「
動
物
考
古
学
』
一
一
一
一

藤
原
正
人
編
一
九
七
一
二
『
明
治
前
期
産
業
発
達
史
資
料
製
乗
博
覧
会
資
料
二
一
』
明
治
文
献
資
料
刊
行
会

松
崎
町
教
育
委
員
会
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
一
九
九
九
「
岩
地
の
日
和
山
の
亀
塚
」
『
松
崎
町
奥
た
よ
り
』
一
一
一
一

松
崎
町
教
育
委
員
会
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
二

O
O
O
「
南
海
に
ね
む
る
漁
船
の
記
録
」
『
松
崎
町
史
だ
よ
り
』
一
一
九

松
林
久
蔵
一
九
八
八
『
御
前
崎
で
産
ま
れ
た
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
』
私
家
版

御
手
群
清
一
九
八
五
『
遠
州
七
ふ
し
ぎ
の
話
』
遠
州
伝
説
研
究
協
会

富
田
登
一
九
九
一
「
黒
潮
と
民
俗
信
仰
」
宮
田
登
ほ
か
『
海
と
列
島
文
化
七
黒
潮
の
道
』
小
学
館

焼
津
市
総
務
部
市
史
編
さ
ん
室
編
二

O
O三
『
焼
墜
巾
史
民
俗
調
査
報
告
書
二
浜
当
目
の
民
俗
』
焼
津
市

二
O
O八

二
O
O九

二
O

二
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焼
津
市
総
務
部
市
史
編
さ
ん
室
編

焼
津
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
二

O
O七

焼
津
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編

八
木
洋
行
編

依
田
賢
太
郎

二
O
O七

『
焼
墾
巾
史
民
俗
調
査
報
告
書
一
一
一

『
焼
塑
巾
史
民
俗
捕
』
焼
樟
市

『
焼
津
の
歴
史
あ
れ
こ
れ
』
焼
樟
市

『
し
ず
お
か
の
文
化
二

O
O七
年
秋
号
』
財
匝
法
人
静
岡
県
文
化
財
団

『
ど
う
ぶ
つ
の
お
墓
老
な
ぜ
つ
く
る
か
ペ
ッ
ト
埋
葬
の
源
疏
・
動
物
塚
』

二
O
O四

浜
通
り
の
民
俗
』

擁
津
市

二
O
O八

社
会
評
論
社

二
O
O七

静岡県のウミガメの民俗

(
付
記
)

浜
松
市
で
は
、
鈴
木
育
子
氏
(
東
光
寺
)
に
話
を
う
か
が
い
、
宮
下
知
良
氏
(
浜
松
市
博
物
館
)
、
浜
松
市
立
中
央
図
書
館
の
お
世

話
に
な
っ
た
。
磐
田
市
で
は
、
深
川
一
成
氏
(
観
音
寺
)
に
話
を
う
か
が
っ
た
。
御
前
崎
市
で
は
、
小
野
田
武
氏
、
沢
入
辰
美
氏
、
沢

入
康
夫
氏
、
沢
入
由
枝
氏
、
鈴
木
固
司
氏
、
服
部
異
氏
(
駒
形
神
社
)
、
増
田
義
雄
氏
、
松
尾
長
作
氏
、
柳
沢
と
よ
氏
(
以
上
、

一
九
九
九
年
調
査
)
、
大
池
茂
夫
氏
、
大
津
茂
美
氏
(
御
前
崎
市
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
監
視
員
)
、
小
野
田
市
雄
氏
、
小
野
田
ふ
さ
氏
、
神
代

邦
夫
氏
、
下
村
和
子
氏
、
下
村
甚
市
氏
、
下
村
政
道
氏
、
鈴
木
紀
捷
氏
(
御
前
崎
市
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
監
視
員
)
、
高
田
正
義
氏
(
御
前

崎
市
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
監
視
員
)
、
高
塚
清
氏
、
高
塚
み
さ
氏
、
高
塚
み
ち
氏
、
高
山
国
臣
氏
(
駒
形
神
社
)
、
増
田
昭
子
氏
、
松
林
悦
子

氏
、
松
林
千
寿
代
氏
、
士
口
村
孫
俊
民
(
以
上
、
二

O
二
三
年
調
査
)
に
話
を
う
か
が
い
、
一
九
九
九
年
に
は
松
井
秀
浩
氏
(
御
前
崎
市

教
育
委
員
会
)
、
三

O
一
三
年
に
は
赤
掘
秀
樹
氏
(
中
部
電
力
浜
岡
原
子
力
発
電
所
総
務
部
総
務
課
)
、
小
野
田
一
磨
氏
、
斎
藤
正
敏
氏

(
白
羽
公
民
館
館
長
)
、
坂
本
浩
長
氏
(
御
前
崎
市
教
育
委
員
会
)
、
鈴
木
和
明
氏
(
御
前
崎
市
教
育
委
員
会
)
、
村
本
薫
氏
(
御
前
崎
市

教
育
委
員
会
)
、
は
ま
ゅ
う
旅
館
、
民
宿
岬
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
二

O
一
四
年
の
論
文
作
成
時
に
は
、
石
川
由
樹
氏
(
御
前
崎
市
教

育
委
員
会
)
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
牧
之
原
市
守
は
、
長
谷
川
倫
和
氏
(
牧
之
原
市
教
育
委
員
会
)
、
松
下
善
和
氏
(
牧
之
原
市
教
育

委
員
会
)
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
焼
津
市
で
は
、
山
田
常
吉
氏
に
話
を
う
か
が
い
、
栗
田
酒
美
氏
(
焼
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
)
、
薮
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内
駿
河
男
氏
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
沼
津
市
で
は
、
久
保
田
典
子
氏
(
沼
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
)
、
山
田
知
美
氏
(
沼
樟
市
歴
史
民

俗
資
料
館
)
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
松
崎
町
で
は
、
斎
藤
氏
に
話
を
う
か
が
い
、
松
崎
町
史
編
さ
ん
窒
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
南
伊
豆

町
で
は
、
小
久
保
安
治
氏
に
話
を
う
か
が
い
、
南
伊
豆
町
教
育
委
員
会
、
旅
館
波
勝
路
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
伊
東
市
で
は
、
石
井
佳

子
氏
、
稲
葉
一
氏
。
一
一
嶋
神
社
)
、
太
田
小
千
代
氏
、
杉
本
藤
五
郎
氏
、
田
中
憲
一
氏
、
富
永
静
孝
氏
(
海
蔵
寺
)
、
富
永
花
枝
氏
、
中

野
み
ち
と
氏
(
以
上
、
一
九
九
八
年
調
査
)
、
石
井
英
雄
氏
、
坂
下
治
衛
氏
、
杉
本
正
仁
氏
、
中
野
み
ち
と
氏
、
深
揮
隆
孝
氏
(
弘
誓

寺
)
(
以
上
、
二

O
二
三
年
調
査
)
に
話
を
う
か
が
い
、
一
九
九
八
年
に
は
木
村
博
氏
、
二

O
一
三
年
に
は
金
子
浩
之
氏
(
伊
東
市
史
編

纂
窒
)
、
河
合
拓
氏

(
J
F
い
と
う
漁
業
協
同
組
合
)
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
と
の
ほ
か
、
各
地
域
で
お
名
前
を
う
か
が
わ
な
か
っ
た

多
く
の
方
々
に
も
話
を
聞
い
た
り
、
お
世
話
に
な
っ
た
。
と
の
ほ
か
、
黒
船
館
、
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
、
野
本
寛
一
氏
、
橋
口
尚
武

氏
の
お
世
話
に
な
っ
た
。

な
お
、
(
)
の
中
は
、
調
査
当
時
の
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
写
真
に
つ
い
て
は
、
注
記
の
な
い
限
り
は
す
べ
て
筆
者
の
撮
影
で
あ
る
。
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